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前書き

この前書きでは、本書の目的、対象読者、および構造について紹介します。 ここで
は、本書の現行バージョン、サポート リソース、および関連資料へのリンクを提供
します。

本書について
本書では、IBM® Rational® RequisitePro® とその Web サーバー コンポーネント
Rational RequisiteWeb をインストールして構成し、ライセンスを取得する場合の必
要条件と操作手順について説明します。本書には、Rational RequisitePro クライアン
ト (Windows® 版) をインストールするチーム メンバーのための基本的なインスト
ール手順に加え、クライアントおよびサーバー コンポーネントをインストールおよ
び構成するための管理作業が記載されています。

本書の最新版

この資料の最新版は、次のインフォメーション センターで入手できます:

http://publib.boulder.ibm.com/infocetner/reqpro/v7r1m0/index.jsp

本書の対象読者
本書は、以下の読者向けに書かれています。

対象読者 章 目的

管理者 1 v サーバー、デプロイメント、およびライセン
ス交付を含むインストール環境を計画する。

管理者

データベース管理者

2 v 初期インストールを実行する。

v Rational RequisitePro スクリプトを使用して
プロジェクト用にデータベースを構成する。

管理者 3 レポート サーバーの構成とレポート作成クラ
イアントのインストールを行う。

Web 管理者 4 チーム メンバーがアクセスできるように
RequisiteWeb をインストールおよび構成す
る。

LDAP 管理者 5 LDAP ユーザー認証用に Rational RequisitePro

を構成する。

管理者 6 FIPS 暗号化を構成してセキュリティを強化す
る。

© Copyright IBM Corp. 1995, 2008 ix

http://publib.boulder.ibm.com/infocetner/reqpro/v7r1m0/index.jsp


対象読者 章 目的

チーム メンバー

プロジェクト リーダー

管理者

7-9 v データベース クライアント ソフトウェアを
インストールする。

v ブラウザを使用して RequisiteWeb にアクセ
スする。

v Windows 用の Rational RequisitePro クライ
アントをインストールしてライセンスを付与
する。

v プロジェクトを作成する。

v Rational ClearQuest® との統合を構成する。

v プロジェクト データベースを新しいデータ
ベースに移行する。

v ディスカッションおよび変更通知用に電子メ
ールを構成する。

管理者 10 Rational ソフトウェアと Rational RequisitePro

をアップグレードする。

管理者 11 Rational ソフトウェアをアンインストールす
る。

管理者 12 ライセンス サーバーをセットアップする。

Web 管理者 付録 Rational Web Platform をカスタマイズする。

すべて 特記事項 特記事項を確認する。

Rational ソフトウェア製品に関する IBM カスタマ サポートへの連絡
本製品のインストール、使用、保守に関するご質問については、以下の IBM カス
タマ サポートまでお問い合わせください。

サポートの資格をお持ちのすべてのお客様は、電話や電子メールによるサポートも
ご利用になれます。Rational 製品に関する IBM ソフトウェア サポートのホーム ペ
ージは、 http://www.ibm.com/jp/software/rational/support にあります。

IBM Rational ソフトウェア サポートのインターネット サイトでは、ご自分でサポ
ート情報を検索することができます。詳しくは、http://www.ibm.com/planetwide/ をご
参照ください。

注: IBM カスタマ サポートに連絡する場合は、以下の情報をご準備ください。

v お名前、会社名、ICN 番号、電話番号、および電子メール アドレス

v ご使用のオペレーティング システム、バージョン番号、適用しているすべてのサ
ービス パックまたはパッチ

v 製品名およびリリース番号

v (既にお持ちであれば)「問題管理レコード番号」(Problem Management Record:

PMR)
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IBM Support Assistant のダウンロード
IBM Support Assistant (ISA) は、ソフトウェア製品の問題解決を単純かつ容易にす
るための保守容易性ワークベンチです。これは、ローカルにインストールします。
ISA は無償のスタンドアロン アプリケーションであり、IBM からダウンロードし
て任意の台数のコンピュータにインストールできます。 ISA は AIX®、(RedHat

Enterprise Linux® AS)、HP-UX、Solaris、および Windows プラットフォームで実行
できます。

ISA の特徴は次のとおりです。

v 統合検索

v データ収集

v 問題の送信

v 教育ロードマップ

ISA のダウンロードとインストールの手順や製品プラグインなどを含む ISA の詳細
については、 ISA ソフトウェア サポート ページを参照してください。

IBM Support Assistant: http://www.ibm.com/software/support/isa/

関連情報
ここでは、関連製品資料について説明します。

この資料、オンライン ヘルプ、リリース ノートの最新バージョンは、次にあるイ
ンフォメーション センターで入手できます:https://publib.boulder.ibm.com/infocenter/

rpcmpose/v7r1m0/index.jsp

この資料およびリリース ノートの前の版は、IBM Publications Center から入手する
ことができます。

前の版を入手するには、次のようにしてください。

1. http://www.ibm.com/shop/publications/order にアクセスします。

2. IBM Publications Center で、国を選択します。

3. [マニュアル検索] をクリックします。

4. 資料のタイトルまたは資料番号を、該当する検索フィールドに入力します。

v 資料をタイトルで検索する場合は、[キーワード] フィールドにタイトルを入力
します。

v 資料を資料番号 (資料 ID) で検索するには、[資料番号] フィールドに資料番
号を入力します。

機能と既知の問題に関する最新情報については、インフォメーション センターにあ
る『IBM Rational RequisitePro リリース ノート』を参照してください。
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1 インストールの計画

この章では、IBM Rational RequisitePro のインストールを計画するための全般的な
概要を示します。この製品の管理者とユーザーは共に、インストールを開始する前
にこの章をお読みください。

機能と既知の問題に関する最新情報については、 xiページの『関連情報』に示す
『IBM Rational RequisitePro リリース ノート』を参照してください。

前のバージョンからのアップグレード
現在使用中のシステムにバージョン 7.1 より前のバージョンの Rational

RequisitePro またはその他の Rational 製品がある場合は、本リリースをインストー
ルする前に、それらをアンインストールする必要があります。 Windows の標準の [

コントロール パネル] の [プログラムの追加と削除] ユーティリティを使用して、
7.1 より前のバージョンの Rational RequisitePro をアンインストールしてくださ
い。

アップグレードについて詳しくは、 137ページの『10 章 IBM Rational ソフトウェ
アのアップグレード』を参照してください。

Rational ClearQuest との統合など Rational RequisitePro の前のバージョンをアップ
グレードする場合、一方の製品をアップグレードする前に『IBM Rational

ClearQuest インストールおよびアップグレード ガイド』にある製品のアップグレー
ド要件を確認してください。 135ページの『Rational ClearQuest との統合の構成』
も参照してください。

インストールの概要
本書の一連の章は、インストール プロセスのおおよその順序どおりになっていま
す。ただし、 137ページの『10 章 IBM Rational ソフトウェアのアップグレード』
と 149ページの『12 章 Rational Common Licensing でのライセンス管理』は例外で
す。これら 2 つの章は、Rational 製品の以前のインストール済み環境からアップグ
レードする場合や、ライセンス サーバーを構成する必要がある場合、プロセスの早
い段階に関連します。

Rational RequisitePro では、インストールに IBM Installation Manager を使用しま
す。IBM Installation Manager は、パッケージのインストール、更新、および変更を
行うプログラムです。これは、使用するコンピュータにインストールする IBM ア
プリケーションまたはパッケージを管理する場合に役立ちます。 Installation

Manager が行うのは、パッケージのインストールだけではありません。インストー
ル済みのパッケージのトラッキング、インストール可能なものの決定、およびイン
ストール ディレクトリの編成などに役立ちます。詳しくは、IBM Installation

Manager インフォメーション センターを参照してください。
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チームがクライアントのインストールを開始する前の準備のための構成作業は、シ
ステム管理者、データベース管理者、および Web 管理者が行います。これらの作
業には、以下のタスクが含まれています。

v インストールの計画とシステム要件の確認

v データベース クライアント ソフトウェア ( IBM DB2® UDB または Oracle 用)

のインストール (該当する場合)

v Windows 用の Rational RequisitePro クライアントの初期インストールの実行

v プロジェクト データベースの構成

v レポート サーバーの構成

v RequisiteWeb サーバーの構成

v LDAP ユーザー認証の構成 (該当する場合)

v FIPS 暗号化の構成

この構成作業が完了すると、チーム メンバーは Windows 用 Rational RequisitePro

クライアントをインストールするか、RequisiteWeb クライアントを使用してプロジ
ェクトにアクセスすることができます。DB2 または Oracle のプロジェクトにアク
セスする必要があるすべてのチーム メンバーは、Windows 用 Rational RequisitePro

クライアントを使用している場合、データベース クライアント ソフトウェアをイ
ンストールする必要があります。また、クライアント コンピュータ上でデータベー
ス別名 (エイリアス) を作成する必要もあります。

管理者は、チーム メンバーがクライアントを構成する前またはその後に、その他の
タスクを実行することができます。

v データ トランスポート ウィザードによるプロジェクト データの新しいデータベ
ースへの移動

v Rational RequisitePro ディスカッション用の電子メールの構成

v プロジェクトに対する要求の変更通知の構成

v 他の Rational 製品との統合の構成

サーバーおよびクライアント環境の計画
Rational RequisitePro は、ライセンス サーバー、プロジェクト データベース サー
バー、RequisiteWeb 用の Web サーバー、およびレポート サーバーを使用するよう
に構成できます。 レポート サーバーは、RequisiteWeb サーバーと同じコンピュー
タにインストールすることができます。 次の図でクライアントとサーバーの簡略化
した構成を確認してください。 クライアントには、Windows 用の Rational

RequisitePro クライアントおよび RequisiteWeb 用のブラウザが含まれます。他の
IBM Rational 製品との統合には、追加サーバーへのアクセスが必要になる場合があ
ります。
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他の IBM Rational 製品との統合には、追加サーバーへのアクセスが必要になる場合
があります。管理者は、別のサーバー上の LDAP ディレクトリを使用してユーザー
認証を構成できます。 Rational 環境を計画するときに、サーバー名、ドメイン、オ
ペレーティング システムを決定してください。サーバーには、可用性が高く、メモ
リとディスク容量の大きなコンピュータが適しています。 表 1 に、必要なサーバー
の種類を示します。

表 1. Rational RequisitePro で使用するサーバー

サーバーの種類 説明

ライセンス サ
ーバー

フローティング ライセンスを購入した場合は、ライセンスを管理するた
めのサーバーをインストールしてセットアップします。詳しくは、 149ペ
ージの『12 章 Rational Common Licensing でのライセンス管理』を参照
してください。

データベース
サーバー

v Rational RequisitePro でエンタープライズ データベースを使用している
場合、1 つまたはそれ以上の専用サーバーにデータベース ソフトウェ
アをインストールする必要があります。 9ページの『2 章 データベー
スの構成』を参照してください。

v Rational RequisitePro をインストールする前に、製造元データベース ソ
フトウェアをインストールして構成することをお勧めします。 81ペー
ジの『7 章 Rational RequisitePro のインストール前の作業』を参照して
ください。

v Rational RequisitePro をインストールする際に、Windows 用 Microsoft®

Access Runtime がクライアントにインストールされている場合、専用サ
ーバーは必要ありません。
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表 1. Rational RequisitePro で使用するサーバー (続き)

サーバーの種類 説明

Web サーバー RequisiteWeb サーバーとして知られる Web サーバー コンポーネント
は、イントラネットまたはインターネット上の Web ブラウザから
Rational RequisitePro プロジェクトへのアクセスを提供します。 33ペー
ジの『4 章 RequisiteWeb の構成』を参照してください。

v Rational Web Platform (RWP) は、RequisiteWeb 用の Web サーバーで
す。構成を行う必要はほとんどありません。ただし、RWP をカスタマ
イズする場合は、付録を参照してください。

v 別の Web サーバーを持たないサーバーに RWP をインストールして、
RWP または別の Web サーバーの起動が失敗するようなポートの競合
を回避します。これが不可能な場合、付録で説明されているように、
RWP が使用していないポートを別の Web サーバーが使用するように
構成するか、RWP ポートを変更してください。

レポート サー
バー

Report Management 機能と Report Designer クライアントを含む Rational

RequisitePro のレポート作成機能には、初期インストール時に選択する必
要があるコンポーネントが必要です。 IBM Rational RequisitePro

Reporting Server コンポーネントを選択すると、必要な IBM Rational

RequisitePro Web Server コンポーネントがデフォルトで選択されます。

Rational RequisitePro インストール ワークフロー
表 2 は、Rational RequisitePro および RequisiteWeb をインストールし構成するため
の管理作業の概要を示しています。Rational RequisitePro をチームに展開する前に、
これらの作業を完了してください。 6ページの表 3 は、Rational RequisitePro のイ
ンストール後に行える作業の概要を示しています。

表 2. Rational RequisitePro のインストールおよび構成作業

手順 タスク
チームメンバ
ー 参照先

1 前のバージョンから Rational RequisitePro を
アップグレードする場合には、アップグレー
ド情報を確認してください。

管理者 137ページの『10 章 IBM Rational ソフトウ
ェアのアップグレード』
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表 2. Rational RequisitePro のインストールおよび構成作業 (続き)

手順 タスク
チームメンバ
ー 参照先

2 システムおよびソフトウェアの要件を確認し
ます。以下のコンポーネントの可用性とシス
テム能力、あるいはバージョンに注意してく
ださい。後で参照できるようにコンピュータ
の名前、ドメイン、および管理者の資格情報
を記録します。

v データベース サーバーとソフトウェア。製
品評価用、あるいは非常に小さいローカル
チームで使用される Microsoft Access デー
タベースの場合は必要ありません。

v ライセンス サーバー。

v オプションの RequisiteWeb サーバー。

v オプションのレポート サーバー。このサー
バーは、RequisiteWeb サーバーと同じコン
ピュータにインストールすることができま
す。

v LDAP 認証用のオプションのディレクトリ
サーバー。

v 電子メール対応のディスカッションのため
の Rational E-mail Reader 用のオプション
のサーバー。

v Windows PC 用 Rational RequisitePro クラ
イアント。

v Windows PC クライアント上の Microsoft

Word および ExcelMicrosoft Word は、Web

PC のクライアント上でオプションでオフ
ライン編集する場合に必要です。

v RequisiteWeb クライアント用のブラウザ。

管理者 7ページの『システムとソフトウェアの要
件』

3 ライセンス交付の確認およびライセンス サー
バーの構成を行います。

管理者 v 105ページの『ライセンスの管理』

v 149ページの『12 章 Rational Common

Licensing でのライセンス管理』

4 デプロイメントの決定および構成を行いま
す。

管理者 88ページの『インストール シナリオ』

5 Rational RequisitePro プロジェクト用に DB2

または Oracle データベースを使用する予定の
場合、データベース クライアント ソフトウ
ェアをインストールします。これは、Rational

RequisitePro の初期インストールに使用する予
定のコンピュータにインストールしてくださ
い。

管理者がデー
タベース管理
者と相談

10ページの『データベース クライアント
ソフトウェアのインストール』
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表 2. Rational RequisitePro のインストールおよび構成作業 (続き)

手順 タスク
チームメンバ
ー 参照先

7 Rational RequisitePro の初期インストールを実
行します。これにより、データベース構成ス
クリプトにアクセスできるようになります。
必要に応じて、このインストール環境を使用
して、デプロイメント、ライセンス交付、
LDAP、および FIPS 暗号化のテストを行うこ
とができます。サーバーにインストールする
場合、この Rational RequisitePro のこのイン
スタンスと共に、レポート作成コンポーネン
トと Web コンポーネントをインストールす
ることもできます。

管理者 9ページの『Rational RequisitePro の初期イ
ンストールの実行』

8 Rational RequisitePro プロジェクト用のエンタ
ープライズ データベースを構成します。オプ
ションには、DB2、Oracle、および Microsoft

SQL Server が含まれます。 Microsoft Access

Runtime は、小規模のローカル プロジェクト
またはインストールのテスト用に Rational

RequisitePro と共にインストールされます。初
期インストール (ステップ 7) に含まれている
データベースの構成スクリプトを使用してく
ださい。

データベース
管理者

9ページの『2 章 データベースの構成』

9 RequisiteWeb サーバーを構成します。 Web サーバー
管理者

33ページの『4 章 RequisiteWeb の構成』

10 RequisiteWeb 用に Rational Web Platform を
カスタマイズします。 (ほとんどの
RequisiteWeb インストールでは必要ありませ
ん。)

Web サーバー
管理者

付録

11 レポート サーバーを構成します。 Web サーバー
管理者

31ページの『3 章 レポート作成の構成』

12 LDAP 認証用に Rational RequisitePro を構成
します (オプション)。

管理者 55ページの『5 章 RequisitePro 用の LDAP

の構成』

13 FIPS 暗号化を構成します。 管理者 75ページの『6 章 FIPS の構成』

14 チームに Rational RequisitePro を展開しま
す。RequisiteWeb にアクセスできるように
Rational RequisitePro クライアントをインスト
ールするか、またはブラウザを構成します。

チーム メンバ
ーまたは管理
者

81ページの『7 章 Rational RequisitePro の
インストール前の作業』

表 3. Rational RequisitePro のインストール後管理タスク

手順 タスク 参照先

1 ディスカッション用の Rational E-mail Reader を構
成する。

135ページの『ディスカッションおよび変更通知
用の電子メールの構成』を参照してください。

2 要求変更の通知を構成する。 Rational RequisitePro のオンライン ヘルプ トピッ
ク「要求の変更の通知の概要」を参照してくださ
い。
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表 3. Rational RequisitePro のインストール後管理タスク (続き)

手順 タスク 参照先

3 Rational RequisitePro と Rational ClearQuest の統合
を構成する。

インフォメーション センターと [ヘルプ] メニュ
ーの該当製品で使用可能な Rational RequisitePro

ヘルプを参照してください。

4 暫定修正またはフィックスパックを適用します。 暫定修正またはフィックスパックに含まれている
パッチの README ファイルを確認します。 102

ページの『製品の更新』も参照してください。

5 Rational 製品を修復または変更する 104ページの『インストール済み製品の修正』.

6 Rational RequisitePro のアンインストール 147ページの『11 章 Rational RequisitePro のアン
インストール』を参照してください。

システムとソフトウェアの要件
ハードウェアとソフトウェアの要件について詳しくは、次の Web サイトを参照し
てください。

v Windows 用 Rational RequisitePro クライアントおよび関連コンポーネント:

http://www.ibm.com/support/docview.wss?uid=swg27013777

v Rational RequisitePro Web コンポーネント (RequisiteWeb): http://www.ibm.com/

support/docview.wss?uid=swg27013775

制限とガイドライン
この項では、Rational RequisitePro のインストールと使用に影響を与える、注目すべ
き制限とガイドラインについて説明します。

Microsoft Vista ではヘルプ プログラムのダウンロードが必要
Windows ヘルプ プログラムは、Windows Vista オペレーティング システムに含ま
れていません。Vista ユーザーが次の Rational RequisitePro ヘルプ ファイルを表示
するためには、http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyID=6ebcfad9-

d3f5-4365-8070-334cd175d4bb&DisplayLang=en にある Windows ヘルプ プログラム
をダウンロードするか、または Microsoft ダウンロード センター
(http://www.microsoft.com/downloads/) で WinHlp32.exe ファイルを検索してダウンロ
ードする必要があります。

v Metrics ヘルプ

v 統合ユース ケース管理ヘルプ (Rational Rose® の統合用)

v Rational RequisitePro 拡張インターフェイス (RPX) ヘルプ

Vista オペレーティング システムでヘルプ プログラムがインストールされていない
場合、 Rational RequisitePro Windows ヘルプ ファイルへリンクするとエラーが発
生します。

Microsoft Vista での RequisiteWeb 文書の表示
Rational RequisiteWeb サーバーが MicrosoftVista オペレーティング システムにイン
ストールされている場合に、RequisiteWeb でプロジェクト ドキュメントを表示また
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は作成しようとすると、COM Java™ Exception エラーが発生します。Vista はサー
バー オペレーティング システムではないため、この操作はサポートされていませ
ん。ただし、Microsoft Word の DCOM 構成で起動ユーザーを変更することによ
り、この問題を解決できます。

1. [スタート] メニューの [ファイル名を指定して実行] をクリックします。次に、
「dcomcnfg」を入力します。[コンポーネント サービス] ウィンドウが表示され
ます。

2. [コンソール ルート] > [コンポーネント サービス] > [コンピュータ] > [マイ
コンピュータ] > [DCOM の構成] をクリックします。

3. [Microsoft Word 文書] サービスを右クリックし、[プロパティ] をクリックしま
す。

4. [ID] タブをクリックします。

5. [このユーザー] をクリックし、すべての権限を持っている管理者ユーザーのユー
ザー名とパスワードを入力します。

6. パスワードを確認し、[OK] をクリックします。
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2 データベースの構成

この章では、Rational RequisitePro 用にエンタープライズ データベースを構成する
方法を説明します。この章には、Rational RequisitePro のインストール済み環境から
データベース サーバーにスクリプトをコピーする方法、およびそれらのスクリプト
を使用してデータベースを Rational RequisitePro のプロジェクト用に構成する方法
が記載されています。

前提条件
この章では、データベース サーバーに IBM DB2 UDB、Oracle、または Microsoft

SQL Server ソフトウェアがインストールされていることを前提としています。ソフ
トウェアのインストールについては、DB2、Oracle、または Microsoft のマニュアル
を参照してください。

DB2 または Oracle データベースを使用している場合には、それらのコンピュータ
からプロジェクトにアクセスする前に、クライアントのデスクトップと
RequisiteWeb サーバーにクライアント ソフトウェアをインストールする必要があり
ます。

データベースの構成スクリプトにアクセスするには、 10ページの『データベース構
成スクリプトのインストール』 で説明されているように、 Rational RequisitePro の
初期インストールを実行する必要があります。

Rational RequisitePro のパフォーマンスは、データベース スキーマのプロジェクト
と要求の数によって異なります。多数のプロジェクトおよび要求を管理する追加ス
キーマの作成を考慮し、また大きなプロジェクトは別のスキーマに相互に分離する
ことを計画してください。

パフォーマンスはまた、不十分なハードウェア リソースによっても影響を受けま
す。 Rational RequisitePro とデータベース ベンダーについてのハードウェアおよび
ソフトウェア要件を必ず検討してください。

Rational RequisitePro の初期インストールの実行
データベース管理者がデータベース サーバーにコピー可能なデータベースの構成ス
クリプトにアクセスするには、Rational RequisitePro の初期インストールを実行しま
す。 この初期インストールを使用して、デプロイメントとライセンス サーバー構
成のテスト、Web コンポーネントとレポート作成コンポーネントのインストールを
行うこともできます。ただし、これらの管理アクティビティは後で別のコンピュー
タ上で実行することができます。

85ページの『8 章 ソフトウェアのインストール』 の説明に従い、IBM Installation

Manager を使用して Windows 用の Rational RequisitePro クライアントをインスト
ールしてください。RequisiteWeb の使用を予定しているサーバーにインストールし
ない場合は、この初期インストールで、 85ページの『カスタム セットアップ オプ
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ション』 に説明されている、Web コンポーネントをインストールする必要はあり
ません。詳しくは、 33ページの『4 章 RequisiteWeb の構成』を参照してくださ
い。

レポート サーバーとクライアントのインストールも、この時点で選択できます。
詳しくは、 31ページの『3 章 レポート作成の構成』を参照してください。

管理者権限
IBM Rational 製品を Windows オペレーティング システムにインストールするに
は、ローカル コンピュータの管理者グループのメンバーである Windows ドメイン
アカウントにログオンする必要があります。サイレント インストールを含め、イン
ストール方法に関わりなく、正しい権限を持っている必要があります。適切な権限
を使用してログオンしない場合は、製品のインストールが失敗します。正しくない
権限が原因で失敗したインストールのログ ファイルには、情報が格納されません。

データベース クライアント ソフトウェアのインストール
Rational RequisitePro は、DB2、Oracle、Microsoft SQL Server および Microsoft

Access データベースで使用できます。DB2 または Oracle データベースの Rational

RequisitePro プロジェクトにアクセスするには、Rational RequisitePro をインストー
ルする前にデータベース クライアント ソフトウェアをコンピュータにインストー
ルする必要があります。これは、Microsoft SQL Server または Access では必要あり
ません。クライアント ソフトウェアのインストールについては DB2 または Oracle

の文書を参照してください。

Rational RequisitePro プロジェクト用 DB2、Oracle または SQL Server データベー
スの構成方法については、 9ページの『2 章 データベースの構成』を参照してくだ
さい。 Rational RequisitePro データ トランスポート ウィザードを使用して、
Rational RequisitePro プロジェクトをデータベースから他のデータベースに移動しま
す。ウィザードについて詳しくは、ヘルプを参照してください。

64 ビットの Oracle クライアントは、Rational RequisitePro クライアント コンピュ
ータおよび RequisiteWeb サーバーではサポートされていません。

RequisiteWeb ユーザーは、Rational RequisitePro、DB2、または Oracle クライアント
ソフトウェアをデスクトップにインストールする必要はありません。 DB2 または
Oracle データベースにアクセスする RequisiteWeb サーバーを構成するために、
RequisiteWeb サーバーにデータベース クライアント ソフトウェアをインストール
してください。

データベース構成スクリプトのインストール
Rational RequisitePro プロジェクトのために DB2、Oracle、Microsoft SQL Server デ
ータベースを使用する予定の場合、Rational RequisitePro と共に提供されているスク
リプトを使用してデータベース スキーマを構成する必要があります。 Rational

RequisitePro のインストールでは、 Rational RequisitePro プログラム ファイルと共
にこれらのスクリプトがインストールされます。これらのスクリプトは、以下の場
所にインストールされます。

v C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥RequisitePro¥database¥db2

v C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥RequisitePro¥database¥oracle
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v C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥RequisitePro¥database¥sqlserver

これらのスクリプトを使用してプロジェクト データベースを構成方法については、
9ページの『2 章 データベースの構成』を参照してください。

Rational RequisitePro 用の DB2 の構成
Rational RequisitePro では、プロジェクト データベースに DB2 UDB を使用するこ
とができます。DB2 データベースにプロジェクトを作成してそれらのプロジェクト
にアクセスするには、 DB2 データベースの互換性を有効にする方法に関するこの
項の操作手順に従ってください。Rational RequisitePro では、1 つの DB2 スキーマ
での複数のプロジェクトの使用をサポートしています。DB2 によるプロジェクトの
作成に関しては、 130ページの『DB2 でのプロジェクトの作成』を参照してくださ
い。

DB2 で Rational RequisitePro プロジェクトを作成する前に、次に示すインストール
と構成のタスクを完了しておく必要があります。

必要な DB2 データベース情報
Rational RequisitePro プロジェクト用に DB2 へのアクセスを構成するには、次のタ
スクを実行してください。この情報は、 14ページの『DB2 バージョン 8.2 以上用
のスクリプトの実行』 および 15ページの『DB2 バージョン 8.1 用のスクリプト
の編集と実行』 で説明されるように、データベースの構成スクリプトを実行するた
めに必要になります。

v Rational RequisitePro プロジェクト用のデータベースを作成する DB2 インスタン
スを識別する。

v Rational RequisitePro の DB2 スキーマを作成するときに使用する、DB2 管理者
のユーザー ID とパスワードを指定します。

v 構成スクリプトを使用して作成する予定の DB2 データベースの名前を指定しま
す。これは、Rational RequisitePro プロジェクト用に使用するデータベースです。

v DB2 データベースにログインするために、オペレーティング システム ユーザー
ID (reqpro など) とパスワードを DB2 サーバー上で作成します。すべてのプロ
ジェクトは、同じユーザー ID を使用して DB2 データベースにアクセスする必
要があります。DB2 データベースに接続したら、Rational RequisitePro は、ユー
ザーの情報を使用してプロジェクトへのアクセスを制御します。

Rational RequisitePro 用のDB2 スキーマの作成
この項で説明する Rational RequisitePro 用の DB2 スクリプトを使用して、ご使用
の DB2 サーバーに 1 つ以上のデータベースおよびスキーマを作成します。これら
のスクリプトは、プロジェクトを保存するために DB2 スキーマを設定します。こ
れらのスクリプトは、データベース テーブルとインデックス用のディスク領域を割
り当てます。割り当てられる領域のサイズは、次の概算値に基づいています。

v 25 のプロジェクト

v 250 のドキュメント (各プロジェクトにつき 10)

v 125 のドキュメント タイプ (各プロジェクトにつき 5)

v 125 の要求タイプ (各プロジェクトにつき 5)

2 データベースの構成 11



v 1,250 のユーザー定義の属性 (各要求タイプにつき 10)

v 125 の ユーザー グループ (各プロジェクトにつき 5)

v 100 人のユーザー

v 12,500 の要求 (各プロジェクトにつき 500)

v 12,500 のディスカッション項目 (各プロジェクトにつき 500)

このスクリプトは、Rational RequisitePro スキーマの初期サイズを設定するためのも
のであり、プロジェクトの数とサイズを制限するものではありません。データベー
ス管理者として、組織内での Rational RequisitePro の用途に合わせてスクリプトを
カスタマイズし、バッファ プールのサイズ、およびテーブルやインデックスに割り
当てる表スペースを調整することができます。これは、次の項で説明するように、
DB2 バージョン 8.1 と DB2 バージョン 8.2 以上を構成するためのものとは別のス
クリプト セットと別の手順です。

DB2 バージョン 8.2 以降でデータベース内に Rational RequisitePro スキーマを作成
するには、表 4 のスクリプトを使用してください。 DB2 バージョン 8.1 でデータ
ベース内に 13ページの表 5 スキーマを作成するには、Rational RequisitePro のス
クリプトを使用してください。

表 4. DB2 バージョン 8.2 以上用の DB2 構成スクリプト

スクリプト 説明

createdb.bat (Windows オペレーティング シ
ステムの場合のバージョン)

Windows オペレーティング システムでデー
タベースを作成します。データベースをバッ
ファ プールのサイズと、テーブルやインデ
ックスに割り当てる表スペースを調整するた
めの設定を含めます。その他のスクリプトを
起動します。

createdb.sh (UNIX® システムおよび Linux

の場合のバージョン)

UNIX システムまたは Linux でデータベース
を作成します。バッファ プールのサイズ
と、テーブルやインデックスに割り当てる表
スペースを調整するための設定を含めます。
その他のスクリプトを起動します。

data.sql データベースに初期データを挿入します。

DB2Upgrade71.bat 7.1 より前のスキーマで作成された既存の
RequisitePro データベースを 7.1 スキーマに
更新します。

DB2SchemaUpgrade71.sql 7.1 データベース用の新規スキーマ オブジェ
クトを作成します。

foreign.sql テーブル間での外部キーの関係を作成しま
す。

indexes.sql パフォーマンスを改善するために、テーブル
にインデックスを作成します。

rqdelete_project.sql、rqdrop_view.sql、
rqdrop_views.sql

ストアド プロシージャ。

reqdelproj_block.sql、rqprojlock_delete.sql、
rqprojlock_insert.sql

トリガ。
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表 4. DB2 バージョン 8.2 以上用の DB2 構成スクリプト (続き)

スクリプト 説明

tables.sql テーブルごとにテーブルと基本キーを作成し
ます。 このスクリプトは、DB2 サーバー用
のオペレーティング システム ユーザー ID

と同じ名前のスキーマを作成します。

表 5. DB2 バージョン 8.1 用の DB2 構成スクリプト

スクリプト 説明

buffpool.sql データベース クエリーの実行に使用するメ
モリを割り振ります。

createdb.sql データベースを作成します。

data.sql データベースに初期データを挿入します。

DB2SchemaUpgrade71.sql 7.1 データベース用の新規スキーマ オブジェ
クトを作成します。

foreign.sql テーブル間での外部キーの関係を作成しま
す。

grant.sql ストアド プロシージャを実行する権限を付
与します。 このスクリプトは、package.sql

スクリプトによって生成されます。

indexes.sql パフォーマンスを改善するために、テーブル
にインデックスを作成します。

package.sql grant.sql を生成します。

procedures.sql DB2 データベース内で プロジェクトを削除
または移動するために、ストアド プロシー
ジャをコンパイルし、ロードします。 この
スクリプトは、UNIX システムおよび Linux

上に DB2 を設定する場合、またはなんらか
のフィックスパックが適用された DB2 for

Windows をアップグレードした後でのみ必要
です。詳しくは、 17ページの『DB2 バージ
ョン 8.1 のためのストアド プロシージャ』
および 19ページの『DB2 バージョン 8.1 の
ためのストアド プロシージャのコンパイ
ル』を参照してください。

putprocs.sql スキーマにストアド プロシージャをロード
します。 このスクリプトは、Windows オペ
レーティング システムでのみ使用されるこ
とが想定されています。

tables.sql テーブルごとにテーブルと基本キーを作成し
ます。 このスクリプトは、DB2 サーバー用
のオペレーティング システム ユーザー ID

と同じ名前のスキーマを作成します。

tablespace.sql データ用、インデックス用の表スペースを作
成します。表スペースをサポートするための
ディスク ファイルを作成します。

triggers.sql トリガを作成します。
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Rational RequisitePro スクリプトのコピー
データベース作成スクリプトを、Windows 用の Rational RequisitePro クライアント
の任意のインストレーションからコピーすることができます。スクリプトを DB2

データベース サーバーのサブディレクトリにコピーします。

DB2 スクリプトは、デフォルトでは、次のインストール ディレクトリに置かれま
す。

v Windows オペレーティング システムの DB2 バージョン 8.1 の場合:

C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥RequisitePro¥database¥db2¥windows

v UNIX システムまたは Linux の DB2 バージョン 8.1 の場合:

C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥RequisitePro¥database¥db2¥unix

v Windows オペレーティング システムの DB2 バージョン 8.2 以上の場合:

C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥RequisitePro¥database¥db2¥windows¥8.2

v UNIX システムまたは Linux の DB2 バージョン 8.2 以上の場合:

C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥RequisitePro¥database¥db2¥unix¥8.2

以下のタスクを必ず実行してください。

v DB2 バージョン 8.1 では、すべてのスクリプトで読み取り専用オプションを削除
します。

v DB2 バージョン 8.2 以上では、createdb.bat スクリプトまたは createdb.sh スクリ
プトから読み取り専用オプションを削除して、バッファ プールのサイズとテーブ
ルやインデックスに割り当てる表スペースを調整します。

v スクリプトのサブディレクトリのパスにスペースが含まれていないことを確認し
てください。

v データベース サーバーが日本語版以外のオペレーティング システム上で稼働す
る場合は、スクリプトへのパスに 2 バイト文字の名前が付いたフォルダが含まれ
ていないことを確認してください。

DB2 バージョン 8.2 以上用のスクリプトの実行
この項では、DB2 バージョン 8.2 以上用の Rational RequisitePro データベースの構
成スクリプトを実行する手順について説明します。DB2 バージョン 8.1 を構成する
場合の操作手順については、 15ページの『DB2 バージョン 8.1 用のスクリプトの
編集と実行』を参照してください。これらの構成スクリプトを使用するには、表 6

に示されているパラメータの値を把握しておく必要があります。

表 6. createdb.bat スクリプトを実行するために必要なパラメータ

パラメータ 説明

<instance> データベースを作成するインスタンス。インスタンスは既に存在して
いる必要があります。

<database> 作成されるデータベース名

<user> RequisitePro プロジェクト用の DB2 サーバー オペレーティング シ
ステム ユーザー名 (例: reqpro)

<password> RequisitePro プロジェクト用の DB2 サーバー オペレーティング シ
ステム ユーザー パスワード

<db2admin> DB2 のインストール時に指定された管理者ユーザー ID
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表 6. createdb.bat スクリプトを実行するために必要なパラメータ (続き)

パラメータ 説明

<db2adminpswd> 管理者のパスワード

<path1> ソート情報などの一時データ用のシステム管理表スペースファイルを
保存するためのドライブとパス (path2、path3 とは異なる必要がある)

<path2> ソート情報などの一時データ用のシステム管理表スペースファイルを
保存するためのドライブとパス (path1、path3 とは異なる必要がある)

<path3> テーブルやインデックスの保管用のデータベース管理表スペースファ
イルを保存するためのドライブとパス (path1、path2 とは異なる必要
がある)

スクリプトを DB2 サーバーにコピーした後で、次のステップを実行します。

1. DB2 管理者ユーザーとして DB2 サーバーにログオンして、DB2 バージョン
8.2 用のインストール スクリプトが入ったディレクトリに移動します。

2. createdb.bat スクリプト内の SIZE パラメータを編集することで、バッファ プー
ルのサイズとテーブルやインデックスに割り当てる表スペースを調整します。

3. [DB2 コマンド] ウィンドウを開き、Windows オペレーティング システムで
createdb.bat スクリプトを実行するか、UNIX または Linux オペレーティング シ
ステムで createdb.sh スクリプトを実行します。

4. 使用するオペレーティング システムに応じて、 14ページの表 6 で説明されてい
るパラメータを使用して、次のスクリプトのいずれかを実行します。

v Windows オペレーティング システムの場合:

createdb.bat <instance> <database> <user> <password> <db2admin> <db2adminpswd>
<path1> <path2> <path3>

v UNIX システムまたは Linux の場合:

createdb.sh <instance> <database> <user> <password> <db2admin> <db2adminpswd>
<path1> <path2> <path3>

接続のリセットに失敗したことを示すエラー メッセージが表示された場合、そ
れらのメッセージは無視してください。インストールが完了すると、メッセージ
「データベースのインストールが完了しました。メッセージとエラーの有無につ
いて createdb.log を確認してください。 (Database installation complete.

Check createdb.log for messages and errors.)」が表示されます。

DB2 バージョン 8.2 以上用のデータベースの作成が完了しました。クライアントお
よび RequisiteWeb サーバーの構成については、 19ページの『DB2 にアクセスする
ためのコンピュータのセットアップ』を参照してください。

DB2 バージョン 8.1 用のスクリプトの編集と実行
この項では、DB2 バージョン 8.1 用の Rational RequisitePro データベースの構成ス
クリプトを実行する手順について説明します。DB2 バージョン 8.2 以上を構成する
場合の操作手順については、 14ページの『DB2 バージョン 8.2 以上用のスクリプ
トの実行』を参照してください。

次のタスクを順序どおりに実行する必要があります。
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1. 各スクリプトを開いて、変数を以下の情報に置き換えます。

変数 説明

<database> 作成されるデータベース名

<instance> データベースを作成するインスタンス。インスタンスは既に存在し
ている必要があります。

<user> RequisitePro プロジェクト用の DB2 サーバー オペレーティング シ
ステム ユーザー名 (例: reqpro)

<password> DB2 サーバー オペレーティング システム ユーザー パスワード

<db2admin> DB2 のインストール時に指定された管理者ユーザー ID

<db2admin_pwd> DB2 のインストール時に指定された管理者ユーザー パスワード

<path1> ソート情報などの一時データ用のシステム管理表スペースファイル
を保存するためのドライブとパス (path2、path3 とは異なる必要があ
る)

<path2> ソート情報などの一時データ用のシステム管理表スペースファイル
を保存するためのドライブとパス (path1、path3 とは異なる必要があ
る)

<path3> テーブルやインデックスの保管用のデータベース管理表スペースフ
ァイルを保存するためのドライブとパス (path1、path2 とは異なる必
要がある)

<script_path> データベース サーバー上のスクリプトの場所

2. <path1>、<path2>、<path3> のディレクトリが存在することを確認してくださ
い。

3. オプション: DB2 チューニング ガイドラインに従って、buffpool.sql の SIZE 文
節を更新します。

4. オプション: 各データ ファイルのページ数を増やすように、tablespace.sql を更
新します。

Windows システムでの DB2 構成スクリプトの実行: スクリプトを編集した後に
は、スクリプトを実行するために管理者として DB2 サーバーにログインしてくだ
さい。[DB2 コマンド] ウィンドウを使用してスクリプト コマンドを実行します。
スクリプトを以下に示す構文で、この順序で実行します。

db2 -l <path_to_scripts>¥createdb.log -tf <path_to_scripts>¥createdb.sql

db2 -l <path_to_scripts>¥createdb.log -tf <path_to_scripts>¥buffpool.sql

db2 -l <path_to_scripts>¥createdb.log -tf <path_to_scripts>¥tablespace.sql

db2 -l <path_to_scripts>¥createdb.log -tf <path_to_scripts>¥tables.sql

db2 -l <path_to_scripts>¥createdb.log -tvf <path_to_scripts>¥foreign.sql

db2 -l <path_to_scripts>¥createdb.log -tf <path_to_scripts>¥indexes.sql

db2 -l <path_to_scripts>¥createdb.log -tf <path_to_scripts>¥data.sql

db2 -l <path_to_scripts>¥createdb.log -td@ -f

<path_to_scripts>¥triggers.sql
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db2 -l <path_to_scripts>¥createdb.log -tf <path_to_scripts>¥putprocs.sql

db2 -l <path_to_scripts>¥createdb.log -td@ -f <path_to_scripts>¥package.sql

db2 -l <path_to_scripts>¥createdb.log -tf <path_to_scripts>¥grant.sql

db2 -l <path_to_scripts>¥createdb.log -tf

<path_to_scripts>¥DB2SchemaUpgrade71.sql

db2 terminate

tables.sql スクリプトの実行後に sql0598w の警告を受け取った場合、無視してくだ
さい。

UNIX システムおよび Linux での DB2 構成スクリプトの実行: スクリプトを編
集した後には、スクリプトを実行するために管理者として DB2 サーバーにログイ
ンしてください。[DB2 コマンド] ウィンドウを使用してスクリプト コマンドを実
行します。スクリプトを以下に示す構文で、この順序で実行します。

db2 -l /createdb.log -tf createdb.sql

db2 -l /createdb.log -tf buffpool.sql

db2 -l /createdb.log -tf tablespace.sql

db2 -l /createdb.log -tf tables.sql

db2 -l /createdb.log -tvf foreign.sql

db2 -l /createdb.log -tf indexes.sql

db2 -l /createdb.log -tf data.sql

db2 -l /createdb.log -td@ -f triggers.sql

db2 -l /createdb.log -td@ -f package.sql

putprocs.sql スクリプトはこのリストには含まれていません。このスクリプトは、
Windows での設定のみを想定しています。tables.sql または package.sql スクリプ
トを実行した後で警告を受け取った場合、その警告は無視してください。 次に、
procedures.sql スクリプトを実行する前に、以下の項『DB2 バージョン 8.1 のため
のストアド プロシージャ』、 18ページの『UNIX システムおよびLinux でサポー
トされるコンパイラ』、および 19ページの『DB2 バージョン 8.1 のためのストア
ド プロシージャのコンパイル』を参照してください。

DB2 バージョン 8.1 のためのストアド プロシージャ
Rational RequisitePro 用の DB2 Universal Database™ 実装には、プロジェクトを削除
または移動するために DB2 サーバー上にストアド プロシージャが必要です。これ
らのストアド プロシージャは、データベース内の単一プロジェクトに固有のすべて
の情報を識別するために、select 文を実行します。この識別は、プロジェクトを削除
または移動するときにのみ必要です。
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Rational RequisitePro と共にインストールされるストアド プロシージャ (.sar ファ
イル) は、UNIX システムおよび Linux プラットフォーム上の DB2 の現行の必要
条件を満たしていません。 Windows ストアド プロシージャは、DB2 サーバー ソ
フトウェアをフィックスパックでアップグレードした後に使用されなくなった可能
性があります。その場合には、DB2 でプロジェクトを削除または移動するときに問
題が発生することがあります。 Rational RequisitePro インストレーションには、オ
ペレーティング システムに適したストアド プロシージャをコンパイルするための
スクリプト、procedures.sql が含まれています。このスクリプトの実行手順について
は、 19ページの『DB2 バージョン 8.1 のためのストアド プロシージャのコンパイ
ル』の項を参照してください。

UNIX システムおよびLinux でサポートされるコンパイラ: この項では、さまざま
な UNIX オペレーティング システムおよび Linux 上の DB2 でサポートされる C

と C++ のコンパイラをリストします。 DB2 でプロジェクトを削除および移動する
ためにストアド プロシージャを作成するには、C または C++ のコンパイラが必要
です。これらのいずれのコンパイラも使用しない場合には、DB2 マニュアルで、イ
ンストール済みコンパイラを検出して実行するための DB2 の構成方法を参照して
ください。

表 7. UNIX オペレーティング システムと Linux 上の DB2 でサポートされる C と C++
のコンパイラ

オペレーティング システム コンパイラ

AIX v IBM C for AIX バージョン 3.6.6 (64 ビ
ットの場合、バージョン 3.6.6.3、4.0、お
よび 5.0)

v IBM C Set++ for AIX バージョン 3.6.6

(64 ビットの場合、バージョン 3.6.6.3)

v IBM VisualAge® C++ バージョン 4.0、5.0

(32 ビットおよび 64 ビット)

HP-UX v HP C Compiler バージョン A.11.00.03

v HP C++ バージョン A.03.25

Linux v GNU/Linux gcc バージョン egcs-2.91.66

(egcs-1.1.2 リリース)

v GNU/Linux g++ バージョン egcs-2.91.66

(egcs-1.1.2 リリース)

OS/2®
v IBM VisualAge C++ for OS/2 バージョン

3.6.5 および 4.0

Solaris v Forte/Workshop Compiler C バージョン 4.2

(32 ビットの場合)、および 5.0、6.0、6.1

(32 ビットおよび 64 ビットの場合)

v Forte/Workshop Compiler C++ バージョン
4.2 (32 ビットの場合)、および
5.0、6.0、6.1 (32 ビットおよび 64 ビット
の場合)

注: これらのコンパイラは、以前は
「SPARCompiler」と呼ばれていました。
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DB2 バージョン 8.1 のためのストアド プロシージャのコンパイル
この項では、以下のストアド プロシージャをコンパイルして DB2 スキーマにロー
ドするための、procedures.sql スクリプトの使用法について説明します。

v rqdelete

v rqdropviews

前提条件: ストアド プロシージャをコンパイルするためには、DB2 データベース
サーバーに以下のコンポーネントがインストールされている必要があります。

v DB2 Application Development Client

v DB2 でサポートされる C と C++ のコンパイラ

サポート対象のデフォルト コンパイラが DB2 サーバー オペレーティング システ
ムにインストールされていない場合、DB2 のマニュアルを参照して DB2 の構成に
関する情報を入手して、以下の操作を実行してください。

1. インストールされている C と C++ コンパイラを検出する

2. インストールされているコンパイラ用の compile コマンドを使用する

procedures.sql スクリプトの実行: procedures.sql スクリプトを実行するには、次の
スクリプト コマンドを実行してください。

db2 -l <path to log file>procedure.log -td@ -f procedure.sql

アプリケーション開発機能がインストールされていない場合、またはコンパイラが
正しくセットアップされていない場合には、スクリプトの出力に次のエラーが含ま
れることがあります。

DB21034E The command was processed as an SQL statement because it was not a

valid Command Line Processor command. During SQL processing it returned:

SQL7032N SQL procedure "RQDROP_VIEW" not created. Diagnostic file is

"P2284867.log". SQLSTATE=42904 CC: not found

スクリプトが成功すると、スクリプトは次のストアド プロシージャを作成し、それ
らを DB2 スキーマにロードします。

v rqdelete.sar

v rqdropviews.sar

DB2 にアクセスするためのコンピュータのセットアップ
DB2 でプロジェクトと共に使用するために Rational RequisitePro クライアントおよ
び RequisiteWeb サーバーを設定するための情報については、 129ページの『DB2

データベース別名の定義』を参照してください。

Rational RequisitePro 用の Oracle の構成
Rational RequisitePro では、プロジェクト データベースに Oracle を使用することが
できます。 Oracle データベースでプロジェクトを作成してアクセスするには、ここ
で示す Oracle データベースとの互換性に関する説明に従ってください。Rational

RequisitePro では、1 つの Oracle スキーマでの複数のプロジェクトの使用をサポー
トしています。 Oracle データベースにプロジェクトを作成する場合は、 132ページ
の『Oracle でのプロジェクトの作成』を参照してください。
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Oracle の Rational RequisitePro プロジェクトを作成する前に、次に示すインストー
ルと構成のタスクを完了しておく必要があります。

Oracle データベース管理
初期化パラメータ OPEN_CURSORS を少なくとも 110 に設定する必要がありま
す。

プロジェクト用に Oracle へのアクセスを構成するには、次の情報を設定する必要が
あります。

v Oracle データベース サーバー名 (TCP/IP ホスト名)

v Oracle データベースのエイリアスまたはサービス名

v プロジェクトを保存する Oracle スキーマの名前

v Oracle データベースへのログオン時に使用するユーザー ID

v Oracle データベースへのログオン時に使用するユーザー パスワード

次の各項では、最後の 3 項目の設定について説明します。

Rational RequisitePro 用の Oracle スキーマの作成
Oracle データベース管理情報により、Oracle データベース内に複数のスキーマを作
成できます。Rational RequisitePro データベース実装は、Oracle でサポートされるす
べてのプラットフォームと互換性があります。プロジェクトを保存する Rational

RequisitePro ユーザーとスキーマを Oracle 内に作成するには、後に示すスクリプト
を使用します。これらのスクリプトは、さまざまなデータベース テーブルとインデ
ックス用に初期ディスク領域を割り当てることを目的としています。割り当てられ
る領域のサイズは、次の概算値に基づいています。

v 25 のプロジェクト

v 250 のドキュメント (各プロジェクトにつき 10)

v 125 のドキュメント タイプ (各プロジェクトにつき 5)

v 125 の要求タイプ (各プロジェクトにつき 5)

v 1,250 のユーザー定義の属性 (各要求タイプにつき 10)

v 125 の ユーザー グループ (各プロジェクトにつき 5)

v 100 人のユーザー

v 12,500 の要求 (各プロジェクトにつき 500)

v 12,500 のディスカッション項目 (各プロジェクトにつき 500)

このスクリプトは、Rational RequisitePro スキーマの初期サイズを設定するためのも
のであり、プロジェクトの数とサイズを制限するものではありません。

エクステントには、初期割り当て時のサイズが設定されます。これにより、初期割
り当て時の領域が不足する場合に Oracle によって割り当てられる追加分の表スペー
スが定義されます。組織内での Rational RequisitePro の用途に合わせて、スクリプ
トの設定を変更することによって、テーブルとインデックス用に割り当てる表スペ
ースを調整できます。 22ページの『Oracle スキーマ作成用のスクリプトの編集』の
項を参照してください。
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スキーマ作成スクリプト
次のスクリプトは、Oracle データベース内に Rational RequisitePro スキーマを作成
するときに使用されます。 23ページの『スキーマの作成』で説明されているよう
に、メイン スクリプト CREATE_REQPRO を実行することによって、これらのス
クリプトを自動的に実行できます。また、必要に応じて、これらのスクリプトを個
別に実行することもできます。

CREATE_REQPRO
スクリプトの実行結果を確認するときに使用するログを作成し、次に示すそ
の他のスクリプトを実行します。

CREATE_USER
デフォルトの Rational RequisitePro ユーザー (REQPRO) とパスワード
(REQPRO) を作成し、そのユーザー ID でデータベースに接続します。

DATA RqKeys テーブルと RqRequisite テーブルにデータを挿入します。

FOREIGN
テーブル間での外部キーの関係を作成します。

FUNCTIONS
Rational RequisitePro 内で使用されるユーザー定義関数を作成します。

GRANT_ROLE
Rational RequisitePro スキーマ オブジェクトへのアクセスを持つユーザー役
割を作成します。

INDEXES
Rational RequisitePro データベース用のインデックスを作成します。

ORACLEUPGRADE71
7.1 より前のスキーマで作成された既存の RequisitePro データベースを 7.1

スキーマに更新します。

ORACLESCHEMAUPGRADE71
7.1 データベース用の新規スキーマ オブジェクトを作成します。

PRIMARY
Rational RequisitePro の各テーブルのプライマリ キーを作成します。

PROCEDURES
Rational RequisitePro 内で使用するストアド プロシージャを作成します。

SEQUENCE
プライマリ キーを自動的に順次編成するためのシーケンスとトリガを作成
します。

TABLES
Rational RequisitePro データベース用のテーブルを作成します。

TABLESPACE
データ用、インデックス用の表スペースを作成します。表スペースをサポー
トするためのディスク ファイルを作成します。
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Rational RequisitePro スクリプトのコピー
Rational RequisitePro をインストールすると、データベース作成スクリプトは
C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥RequisitePro¥database¥oracle に配置されて
います。

このスクリプトを Oracle データベース サーバーのサブディレクトリにコピーしま
す。コピー先として、サーバーのホーム ディレクトリの下に「Oracle」というディ
レクトリを作成してください。

データベース サーバーが日本語版以外のオペレーティング システム上で稼働する
場合は、スクリプトへのパスに 2 バイト文字の名前が付いたフォルダが含まれない
ようにしてください。

Oracle スキーマ作成用のスクリプトの編集

スキーマ名の変更 (オプション): スキーマの名前をデフォルト以外の名前に変更す
るには、Create_ReqPro スクリプトの次のエントリを修正します。

#DEFINE ReqPro_Data= schemaName_DATA
#DEFINE ReqPro_Index=schemaName_INDEX

ユーザー名とパスワードの修正 (オプション): デフォルトのユーザー名とパスワー
ド値である「ReqPro」とは異なるエントリを使用してスキーマを作成するには、次
のエントリを修正します。

DEFINE USR=reqpro
DEFINE PWD=reqpro

スキーマのパスワードを入力するときには、英語以外の文字は使用しないでくださ
い。

スキーマ スクリプトのパスの指定: DEFINE PATH エントリを編集して、Rational

RequisitePro の Oracle スクリプトを格納する場所をフル パスで指定します。
『Rational RequisitePro スクリプトのコピー』 に示したパスの場合、推奨されるパ
スは DEFINE PATH="$HOME/sql/" です。

Rational RequisitePro 用の SQL スクリプトの存在場所へのフル パスを入力する際
には、スペースは使用しないでください。ディレクトリ名に 8 文字までしか使用で
きない場合は、エントリにこの書式を使用してください。

データとインデックス ファイルのディレクトリの指定: DEFINE ORACLE_DATA エン
トリを編集して、データ 表スペース用のデータ ファイルが作成されるパスとディ
レクトリを指定します。例を次に示します。

DEFINE ORACLE_DATA=<full path>/ORACLE_DATA/

DEFINE ORACLE_INDEX エントリを編集して、インデックス 表スペース用のデータ
ファイルが作成されるパスとディレクトリを指定します。例を次に示します。

DEFINE ORACLE_INDEX=<full path>/ORACLE_INDEX/

スクリプトを実行する前に、パス内の ORACLE_DATA と ORACLE_INDEX サブディレク
トリを作成する必要があります。
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一時表スペースの指定: CREATE_REQPRO スクリプト内の DEFINE TEMP エントリを
編集して、ユーザーが使用する一時オブジェクト保存用の一時表スペースを割り当
てます。

DEFINE TEMP=TEMP

このエントリの値が、Oracle データベース内に存在する有効な表スペースを示すこ
とを確認してください。 Oracle のバージョンには、TEMP ではなく TEMPORARY_DATA

を使用するものがあります。 Oracle のインストール状況によっては、一時表スペー
ス用にユーザーが定義した名前が設定されている場合もあります。

データベース オブジェクト用ディスク領域の割り当ての変更: 20ページの
『Rational RequisitePro 用の Oracle スキーマの作成』で説明されるスキーマ作成ス
クリプトは、平均的なプロジェクトのセットによって使用される各種のデータベー
ス テーブルとインデックス用のディスク領域を割り当てるためのスクリプトです。

組織内での Rational RequisitePro の用途により、必要な初期ディスク領域のサイズ
が前に示した概算サイズよりもかなり大きくなる (またはかなり小さくなる) と予想
される場合には、CREATE_REQPRO スクリプトに指定されたディスク領域の割り当て
を変更して、予想される容量を収容できるようにできます。

ディスク領域の割り当てを変更するには、サイズに関連する次の変数を編集しま
す。

SMALL = 10K

MEDIUM = 100K

LARGE = 1000K

REQS = 6000K

REQHIST
= 75000K

注: 最後の 2 つの変数 REQS と REQHIST は、要求 (RqRequirements) テーブルと要
求の履歴 (RqRequirementHistory) テーブルでそれぞれ使用します。

DEFINE DATA_SIZE と DEFINE INDEX_SIZE のエントリを編集し、サイズ関連の変数
を編集した結果生じたデータベース全体のサイズ変更を反映させます。

VARCHAR2 データ型の制限の変更: Rational RequisitePro は、VARCHAR2 デー
タ型を使用して、要求テキスト、改訂履歴の理由、テキスト形式の属性値に関して
検索可能なテキストを保存します。

Rational RequisitePro の Oracle スクリプトでは、このデータ型の文字数を 2,000 ま
でに制限しています。現在のバージョンの Oracle では、4,000 文字までサポートし
ており、検索可能なテキストの最大文字数に関する制限が緩和されています。この
制限を修正するには、CREATE_REQPRO スクリプトで MAX_VARCHAR 値を 2,000

から最大 4,000 まで増やします。

スキーマの作成
Oracle 内で Rational RequisitePro スキーマを作成するには、次の手順を実行しま
す。
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1. 22ページの『Oracle スキーマ作成用のスクリプトの編集』の説明に従って、
CREATE_REQPRO スクリプトを編集します。

2. Oracle データベース サーバー上で、システム管理者権限を使用して SQL*Plus

にログオンします。

リモート クライアントから SQL*Plus を実行する場合は、 Rational RequisitePro

の CREATE_USER スクリプトを編集する必要があります。 connect &3/&4 のエン
トリを次のように変更します: connect &3/&4@<target Oracle database server

alias>

3. 次のコマンドを使用して、CREATE_REQPRO スクリプトを実行します。

@<setup directory>¥CREATE_REQPRO

このスクリプトによって、スキーマ作成スクリプトが実行されます。スキーマ作成
処理が正常に終了すると、メッセージが表示されます。エラーが発生した場合また
は完了メッセージが表示されない場合は、CREATE_REQPRO.LOG ログを確認してくだ
さい。

Oracle データベースにアクセスするためのユーザー ID
すべての Rational RequisitePro プロジェクトから、共通のユーザー ID を使用して
Oracle データベースにアクセスする必要があります。この ID は、先に説明したス
キーマ作成処理で作成されるものです。 22ページの『Oracle スキーマ作成用のスク
リプトの編集』で説明したように、CREATE_REQPRO スクリプトを変更しない限り、
スクリプトが作成する初期設定のユーザー名とパスワードはそれぞれ reqpro と
reqpro です。Oracle データベース ユーティリティを使用してパスワードを変更す
ることもできます。

各ユーザーが個別に Oracle のアカウントを持つ必要はありません。これは、
Rational RequisitePro では独自のユーザーやユーザー グループのテーブルを使用し
てプロジェクトへのアクセスを制御するためです。

Oracle データベース内での複数のプロジェクトの使用法
Rational RequisitePro では、1 つの Oracle スキーマでの複数のプロジェクトの使用
をサポートしています。 Rational RequisitePro に Oracle データベース プロジェク
トを追加する手順については、 132ページの『Oracle でのプロジェクトの作成』を
参照してください。各 Rational RequisitePro プロジェクトでは同一のスキーマ名を
使用してください。

異なるデータベース内にある複数のプロジェクトの接続
次の手順に従って、Oracle の分散データベース環境下で複数プロジェクト間の追跡
可能性機能を使用できるようにします。

リモート データベースへの参照の作成
Oracle の分散データベース環境下のプロジェクト間で追跡可能性のクエリーを実行
するには、リモート データベースを示す参照を各データベースに定義します。
Oracle サーバー上にある tnsnames.ora ファイルを編集して、リモート サービスの
名前、ホスト、ポート、プロトコルを定義します。
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次に、データベース「server02」を「server01」のリモート データベース サーバー
として tnsnames.ora ファイルに定義するときの構文例を示します。

Server02.world =

(DESCRIPTION =

(ADDRESS_LIST =

(ADDRESS =

(COMMUNITY = tcp.world)

(PROTOCOL = TCP)

(Host = server02)

(Port = 1521)))

(CONNECT_DATA = (SID = ORCL)))

同様に、データベース「server02」についても、「server01」をリモート データベー
スとして定義するエントリを記述する必要があります。

Server01.world =

(DESCRIPTION =

(ADDRESS_LIST =

(ADDRESS =

(COMMUNITY = tcp.world)

(PROTOCOL = TCP)

Host = server01)

(Port = 1521)))

(CONNECT_DATA = (SID = ORCL)))

注: この機能は、TNSNAMES によるサービスの名前解決を使用したテストで確認さ
れています。Oracle Names サーバーまたはその他のネーム サーバー メカニズムを
使用する場合は、別の方法でセットアップする必要があります。

リモート データベースへのデータベース リンクの作成
次に、SQL ユーティリティを使用して、各データベースに、各リモート データベ
ースへのデータベース リンクを作成します。このリンクは、Rational RequisitePro

スキーマを所有しているユーザー アカウントで定義する必要があります。以下は、
「server01」から「server02」へのリンクを作成するときの構文例です。
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CREATE DATABASE
LINK server02.world

CONNECT TO reqpro IDENTIFIED BY reqpro
USING `server02.world’;

server02 データベースでも同様のステートメントを実行して、server01 へのリンク
を定義します。

db_name.db_domain 構文によって、リンクが必要になる各データベースに固有な名
前が作成されない場合は、@connection_qualifier 構文を使用して固有の名前を作
成します。

この命名規則は、initorcl.ora ファイルの global_names パラメータの設定に関係なく
適用されます。

Rational RequisitePro の各クライアントでのデータベースのエイリ
アスの定義
Rational RequisitePro の各クライアント (またはネットワークの中心で共有されるマ
シン) 上で、各データベースについての SQL*Net データベースのエイリアスまたは
Net8 のサービス名 (ローカルの tnsnames.ora ファイルのエントリ) を定義します。
複数プロジェクト間の追跡可能性機能を正常に動作させるために、クライアント上
に定義したデータベースのエイリアスまたはサービス名は、 24ページの『リモート
データベースへの参照の作成』と 25ページの『リモート データベースへのデータ
ベース リンクの作成』で示した手順で定義したデータベース リンクと一致させる
必要があります。

Oracle にアクセスするためのデスクトップの設定
Oracle の SQL*Net または Net8 Easy Configuration ツールを使用して、クライアン
トから Oracle データベース サーバーへのアクセスを設定するように、ユーザーに
指示します。ユーザーがほかのユーザーとプロジェクトを共有する場合は、整合性
のあるデータベースのエイリアスまたはサービス名を使用する必要があります。

Oracle でのプロジェクトの作成
Oracle での Rational RequisitePro プロジェクトの作成に関しては、 132ページの
『Oracle でのプロジェクトの作成』を参照してください。各 Rational RequisitePro

プロジェクトでは同一のスキーマ名を使用してください。

Rational RequisitePro 用の SQL Server の構成
Rational RequisitePro では、プロジェクト データベースに Microsoft SQL Server を
使用することができます。SQL Server データベースで Rational RequisitePro プロジ
ェクトを作成してアクセスするには、ここで示す SQL Server データベースとの互
換性に関する説明に従ってください。

Rational RequisitePro では、1 つの SQL Server スキーマでの複数プロジェクトの使
用がサポートされています。実装されたこのデータベースは、SQL Server でサポー
トしているすべてのプラットフォームと互換性があります。また、SQL Server 2000

の「名前付きインスタンス」でも使用できます。
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この項には、プロジェクトを収容する SQL Server スキーマの設定時に必要なデー
タベース管理情報が含まれます。SQL Server データベースにプロジェクトを作成す
る場合は、 133ページの『SQL Server でのプロジェクトの作成』を参照してくださ
い。

SQL Server に既存の Rational RequisitePro データベースがあり、SQL Server ソフ
トウェアが以前のバージョンからバージョン 7.0 に既にアップグレードされている
場合、次のストアド プロシージャを SQL Server で実行して、データベース互換性
レベルを SQL Server 7.0 に設定する必要があります。これは、Rational

RequisitePro で SQL Server 構文エラーを防ぐために必要です。

sp_dbcmptlevel <database name>, 70

例を次に示します。

sp_dbcmptlevel Rational RequisitePro, 70

SQL Server の Rational RequisitePro プロジェクトを作成する前に、次に示すインス
トールと構成のタスクを完了しておく必要があります。

SQL Server データベース管理
Rational RequisitePro から SQL Server へのアクセスを構成する前に、次の情報を設
定する必要があります。

v SQL Server コンピュータ名 (TCP/IP ホスト名)

v Rational RequisitePro プロジェクト用の SQL Server デフォルト データベース
(スペースを含む Rational RequisitePro データベース名など) は、Rational

RequisitePro プロジェクトでは使用できません。

v SQL Server データベースへのログオン時に使用するユーザー ID (「ReqPro」な
ど)

v SQL Server データベースへのログオン時に使用するユーザー パスワード
(「reqpro」など)

詳しくは、次の項を参照してください。

Rational RequisitePro 用の SQL Server スキーマの作成
次の手順に従って、Rational RequisitePro プロジェクト用の SQL Server データベー
スとスキーマを作成します。初期データベース サイズは、次の概算値に基づいてい
ます。

v 25 のプロジェクト

v 250 のドキュメント (各プロジェクトにつき 10)

v 125 のドキュメント タイプ (各プロジェクトにつき 5)

v 125 の要求タイプ (各プロジェクトにつき 5)

v 1,250 のユーザー定義の属性 (各要求タイプにつき 10)

v 125 の ユーザー グループ (各プロジェクトにつき 5)

v 100 人のユーザー

v 12,500 の要求 (各プロジェクトにつき 500)

v 12,500 のディスカッション項目 (各プロジェクトにつき 500)
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SQL Server 7.0 にデータベースを作成するには、次のようにします。

1. Rational RequisitePro データベースの名前を入力します。データベースの拡張子
は .MDF です。推奨するデータベース名は「RequisitePro」です。

異なるデータベース名を使用する場合は、データベース構成スクリプトを変更
し、実際に使用する名前を反映させます。

2. データベースの初期サイズを 150 MB に設定します。

3. トランザクション ログ ファイル (.LDF) の初期サイズに、データベース サイ
ズの 3 分の 1 のサイズを設定します。この場合は 50 MB です。

スキーマ作成スクリプト
次のスクリプトは、SQL Server データベースに Rational RequisitePro スキーマを作
成するために使用します。

v ログイン名とユーザー名 : デフォルトの Rational RequisitePro ログインとユーザ
ーを作成します。詳しくは、『デフォルトのログインとユーザー』を参照してく
ださい。

v テーブルとインデックス : Rational RequisitePro で必要なテーブルとインデック
スを作成します。

v トリガ : カスケード削除を実行するトリガを作成します。

v 初期データ : Rational RequisitePro の初期実行時に必要なデータを挿入します。

Rational RequisitePro スクリプトのコピー
Rational RequisitePro をインストールすると、データベース作成スクリプトは
C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥RequisitePro¥database¥sqlserver に配置さ
れています。

このスクリプトを SQL Server データベース サーバーのサブディレクトリにコピー
します。コピー先として、サーバーのホーム ディレクトリの下に「sql」というデ
ィレクトリを作成してください。

スキーマ作成スクリプトの実行
次のスクリプトは、SQL Server データベースにスキーマを作成するために使用しま
す。これらのスクリプトを、示されている順番どおりに実行します。SQL Server

Query Analyzer を使用して、スクリプトを個々に実行します。スクリプトの実行中
に、Rational RequisitePro データベースを選択してください。

提供されている SQL Server データベース スクリプトを実行するには、sa として
ログインするか、システム管理者の権限とセキュリティ管理者の権限を持つユーザ
ーとしてログインする必要があります。

1. login and user.sql

2. tables and indexes.sql

3. triggers.sql

4. initial data.sql

デフォルトのログインとユーザー
スキーマ作成スクリプトにより、SQL Server でプロジェクトを作成しアクセスする
ためのデフォルト ユーザー情報が作成されます。ユーザー名によって、スキーマの
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所有権と名前も決定します (デフォルトでは、reqpro)。Rational RequisitePro で使用
するには、デフォルトのユーザー権限が必要です。

注: login and user.sql スクリプトを変更して別のログイン名とユーザー名を使用す
る場合は、それ以降のスクリプトも変更する必要があります。

注: スキーマのパスワードを入力するときには、英語以外の文字は使用しないでく
ださい。

スクリプトによって次のデフォルト ユーザー情報が作成されます。

ユーザー ログイン パスワード

ReqPro ReqPro reqpro

ReqPro ユーザーには、SQL Server で次のステートメント権限が割り当てられま
す。

ユーザー
ステートメント権限

ReqPro
デフォルトの作成、プロシージャの作成、ルールの作成、テーブルの作成、
ビューの作成

Rational RequisitePro データベース オブジェクトの所有者である ReqPro ユーザー
には、SQL Server で次のデータベース権限が割り当てられます。

ユーザー
データベース権限

ReqPro
すべてのテーブルとビューに対する選択、挿入、更新、削除、DRI

SQL Server でのプロジェクトの作成
プロジェクトの作成に関しては、 133ページの『SQL Server でのプロジェクトの作
成』を参照してください。各 Rational RequisitePro プロジェクトでは同一のスキー
マ名を使用してください。
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3 レポート作成の構成

レポートの設計と使用には、レポートの作成およびカスタマイズ用の BIRT Report

Designer クライアントと、レポートの起動用のサーバー ベース Rational

RequisitePro Report Management 機能の 2 つのソフトウェア コンポーネントが必要
です。IBM Installation Manager を使用して Rational RequisitePro をインストールす
る場合は、この機能をサポートするオプションのレポート コンポーネントを選択し
ます。

BIRT (Business Intelligence Reporting Tool) Report Designer クライアントは、チー
ム リーダーがレポート テンプレートを作成および変更するために使用します。
BIRT Report Designer クライアントは、Rational ODA ドライバを追加することでレ
ポート サーバーに接続するように構成する必要があります。

Rational RequisitePro Report Management 機能は、標準の Web ブラウザを使用して
チーム メンバがアクセスするサーバー ベースのアプリケーションです。 この機能
は、レポートを起動して (レポート テンプレートを使用)、レポート テンプレート
の名前変更など、小さな変更を行う場合に使用します。

レポート サーバーのインストール
チームが Web にアクセスできるように Report Management 機能を構成するには、
サーバーへの Rational RequisitePro のインストール時に、オプションのインストー
ル パッケージ機能である Reporting Server を選択する必要があります。

RequisiteWeb コンポーネントは、レポート サーバーのインストールで必須コンポー
ネントとして組み込まれます。 レポート サーバーは、RequisiteWeb サーバーと同
じコンピュータにインストールすることができます。

レポート作成クライアントのインストール
チーム リーダーおよびプロジェクト管理者は、Windows 用 Rational RequisitePro

クライアントのインストール時に Reporting Client コンポーネントを選択して、レ
ポート テンプレートの作成および変更用の BIRT Report Designer クライアントを
構成する必要があります。

このクライアントのインストールおよび構成は、3 ステップのプロセスです。

1. 公的に入手可能な Eclipse のオープン ソース開発サイトから BIRT Report

Designer クライアントをダウンロードします。

2. Windows 用の Rational RequisitePro クライアントをインストールする場合は、
オプションのインストール パッケージ機能である Reporting Client を選択しま
す。

3. IBM Rational ODA ドライバを BIRT Report Designer クライアントのプラグイ
ンにコピーします。
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以下の手順では、Eclipse のオープン ソースの Web サイトから BIRT をダウンロ
ードし、新しいドライバが含まれる 2 つの JAR ファイルを追加するステップを説
明します。

注: BIRT バージョン 2.2.2 をダウンロードしてください。

Report Designer クライアントをインストールして構成するには次のようにします。

1. Web ブラウザで http://download.eclipse.org/birt/downloads/ にアクセスします。

2. [RCP Designer] ボタンをクリックします。

3. ダウンロード サーバーを選択し、そのファイルをダウンロードします。 選択し
た場所に BIRT が含まれる zip ファイルが作成されます。

4. その zip ファイルからファイルを解凍します。 birt-r-rcp-report-designer-

2_2_2 という名前の新しいフォルダが作成されます。必要に応じて、このフォル
ダの名前を Report Designer に変更することができます。

5. 次の JAR ファイルを両方とも
C:¥ProgramFiles¥IBM¥RationalSDLC¥RequisitePro¥Reporting フォルダから
Report Designer の plugins フォルダにコピーします。

v com.ibm.rational.report.oda.reqpro.runtime_1.0.0.jar

v com.ibm.rational.report.oda.reqpro.ui_1.0.0.jar

6. BIRT.ini ファイルを編集で開き、ファイルの先頭に -clean を追加します。

これで BIRT.exe をダブルクリックすれば Report Designer が起動されるようにな
ります。
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4 RequisiteWeb の構成

RequisiteWeb を使用して、イントラネットまたはインターネット上で Rational

RequisitePro プロジェクト要求、文書、およびプロジェクトの読み取り、作成、およ
び修正をすることができます。RequisiteWeb は、Web ブラウザを使用して、プロジ
ェクトに対する、プラットフォームに依存しないシン クライアントのアクセスを提
供します。RequisiteWeb は、IBM DB2、 Oracle、Microsoft SQL Server、または
Microsoft Access の各データベースを使用するプロジェクトにアクセスできます。
RequisiteWeb は、Windows サーバーにインストールする必要があります。

この章には RequisiteWeb のインストールと構成に関する情報が記述されています。
システム要件については、 7ページの『システムとソフトウェアの要件』を参照し
てください。

IBM 製品 Web サービスはすべて、Rational Web Platform (RWP) を基に構築され
ています。RWP について詳しくは、付録を参照してください。

RequisiteWeb サーバーの前提条件
RequisiteWeb をセットアップする前に、以下の作業を行ってください。

v Rational RequisitePro プロジェクト データベースを構成する。

v Rational RequisitePro プロジェクトを保管するために DB2 または Oracle のいず
れかのデータベースを選択した場合には、RequisiteWeb サーバー上に DB2 また
は Oracle クライアント ソフトウェアをインストールし、構成する。

v RequisiteWeb サーバーでファイアウォールが有効になっている場合には、
RequisiteWeb をインストールする前に 8080 ポートと 11080 ポートを有効にす
る。

注: 別の Web サーバーを実行中のサーバーに RWP をインストールすると、ポ
ートの競合が発生し、RWP または別の Web サーバーが起動できなくなる可能性
があります。可能な場合、他の Web サーバーを実行する必要のないサーバー上
に RWP をインストールしてください。これが不可能であれば、RWP が使用し
ていないポートを別の Web サーバーが使用するよう構成するか、別の Web サ
ーバーが使用していないポートを RWP が使用するように構成してください。
RWP について詳しくは、付録 A を参照してください。

v RequisiteWeb コンポーネントをインストールする。これらのコンポーネントがイ
ンストールされていない場合は、 85ページの『8 章 ソフトウェアのインストー
ル』を参照してください。デフォルトの C:¥Program Files¥ 以外の場所にインス
トールする場合は、 37ページの『インストール ディレクトリがデフォルト以外
の場合の構成ファイルの編集』を参照してください。

RequisiteWeb クライアントの前提条件
RequisiteWeb ユーザーは、RequisiteWeb にアクセスする前に以下のことを行う必要
があります。
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v 7ページの『システムとソフトウェアの要件』にリストされている Web ブラウ
ザをインストールする。これ以外にクライアント システムにインストールする必
要があるものはありません。

v オフラインの Word 文書をクライアント システムで編集する予定の場合には、
Microsoft Word をインストールする。

v Cookies および JavaScript™ を有効にするようにブラウザを設定し、RequisiteWeb

が正しく作動するようにする。

RequisiteWeb サーバーの構成
この項では、RequisiteWeb コンポーネントを Rational Web Server に構成する方法
を説明します。

注: DB2 または Oracle データベースに保存されているプロジェクトにアクセスす
るには、RequisiteWeb をインストールする前に、サーバー上でクライアント ソフト
ウェアを構成する必要があります。

ReqWebUser の作成
RequisiteWeb では、RequisiteWeb サーバーで ReqWeb servlet engine サービスを開
始し、DCOM を使用して Microsoft Word を開くユーザーを作成する必要がありま
す。プロジェクト ファイルがネットワーク上のどこかほかの場所に置かれている場
合は、この RequisiteWeb ユーザーを、リモート プロジェクト ファイルにアクセス
するネットワーク権限を持つドメイン ユーザーとして作成する必要があります。こ
のユーザーには任意の名前を付けることができますが、本書では、ユーザー名は
ReqWebUser です。この項と以降の項で示す手順を使用して、ReqWebUser の作成、
必要な権限の付与、およびこのユーザー アカウントでログオンするための ReqWeb

servlet engine サービスの変更を行います。

ReqWeb 経由でアクセス可能なすべてのプロジェクトを RequisiteWeb サーバーのロ
ーカル ドライブに置く場合は、ReqWebUser を RequisiteWeb サーバーのローカル
ユーザーとして作成します。ReqWeb 経由でアクセス可能なプロジェクトの中に、
ドメイン内のネットワーク ファイル共有に置かれるものがある場合、ReqWebUser

をプライマリ ドメイン コントロール サーバーのドメイン ユーザーとして作成
し、プロジェクト ディレクトリに権限を付与します。

注: Windows ドメイン サーバーで ReqWebUser ユーザーを作成する場合は、
Windows ドメインに必ずログインしてください。

ReqWeb ユーザーを作成するには、次の手順を実行します。

1. 管理者として RequisiteWeb サーバーにログオンします。

2. [スタート] > [プログラム] > [管理ツール] > [コンピュータの管理] とクリック
します。

3. [ドメイン ユーザー グループ] を展開します。[ユーザー] を右クリックし、[新
しいユーザー] をクリックします。

4. [ユーザー名] フィールドで、「ReqWebUser」と入力してから、任意のパスワー
ドを入力します。

34 IBM Rational RequisitePro: インストールおよびアップグレード ガイド



5. [ユーザーは次回ログオン時にパスワード変更が必要] チェック ボックスをオフ
にし、[パスワードを無期限にする] チェック ボックスをオンにします。[作成]
をクリックし、[閉じる] をクリックします。

6. コンピュータの管理のアプリケーションを閉じます。

ローカル管理者グループへの ReqWebUser の追加
ローカル管理者グループへ ReqWebUser を追加するには、次の手順を実行します。

1. 管理者として RequisiteWeb サーバーにログオンします。

2. [スタート] > [プログラム] > [管理ツール] > [コンピュータの管理] とクリック
します。

3. [ローカル ユーザーとグループ] を展開します。[グループ] をクリックします。
[Administrators] を右クリックし、[グループに追加] をクリックします。
[Administrators のプロパティ] ウィンドウで、[追加] をクリックします。ユーザ
ー選択ウィンドウが表示されます。

4. 次のいずれかを実行します。

v Windows 2000 Server では、[参照] ボックスから、ReqWebUser を作成したド
メインを選択します。

v Windows 2003 Server では、[詳細] をクリックします。[場所] をクリックし
て、ReqWebUser を作成したドメインを選択します。[OK] をクリックしま
す。 [今すぐ検索] をクリックします。

5. [ReqWebUser] を選択して [追加] をクリックします。

6. [OK] をクリックして、ウィンドウを閉じます。[OK] をクリックして終了しま
す。

7. コンピュータの管理のアプリケーションを閉じます。

ReqWebUser へのネットワーク プロジェクトへのアクセス権限
の付与

RequisiteWeb からアクセスできるドメイン内のネットワーク ファイル共有にプロジ
ェクトがある場合は、このセクションの手順に従います。

1. [スタート] > [設定] > [コントロール パネル] > [管理ツール] > [サービス] と
クリックします。

2. 次のサービスを検索します: IBM WebSphere® Application Server V6 - Rational

Web Platform, ReqWeb servlet engine。サービスのアイコンをダブルクリックし
て、[プロパティ] ウィンドウを表示します。

3. [ログオン] タブを選択し、[アカウント] をクリックします。作成した
ReqWebUser とパスワードを入力して [適用] をクリックします。[OK] をクリッ
クして、Rational Web Platform のウィンドウを閉じます。

4. Rational Web Platform、ReqWeb servlet engine サービスを開始または再開して、
完了です。

再起動が必要

この時点で、システムを再起動する必要があります。再起動後、同じユーザー名で
ログインすると、インストール処理は完了します。

4 RequisiteWeb の構成 35



ローカル管理者グループへの DCOM 権限の割り当て
RequisiteWeb では、DCOM を使用して Microsoft Word を起動します。これを実行
するには、ReqWebUser は RequisiteWeb サーバーの管理者グループのメンバーであ
る必要があります。

注: Microsoft Word を RequisiteWeb サーバーにインストールしていない場合は、こ
こでインストールする必要があります。

Windows Server 2003 の場合
Windows Server 2003 環境でローカル管理者グループにアクセス権を割り当てるに
は、次を実行します。

1. [スタート] メニューの [ファイル名を指定して実行] をクリックします。次
に、「dcomcnfg」を入力します。[コンポーネント サービス] ウィンドウが表
示されます。

2. [コンソール ルート] > [コンポーネント サービス] > [コンピュータ] をクリ
ックします。

3. [マイ コンピュータ] を右クリックして、[プロパティ] を選択します。

注: [DCOM 構成の警告] ウィンドウが表示されたら、警告を閉じて次のステッ
プに進んでください。

4. [既定の COM セキュリティ] タブをクリックします。[アクセス許可] で [既定
値の編集] をクリックします。[アクセス許可] ウィンドウで、[追加] をクリッ
クします。

5. [ユーザーまたはグループの選択] ウィンドウで、[場所] をクリックします。

6. [場所] ウィンドウで、[場所] リストから使用しているローカル マシンを選択
します。[OK] をクリックします。

7. [ユーザーまたはグループの選択] ウィンドウで、[詳細設定] をクリックしま
す。[今すぐ検索] をクリックします。

8. [名前] リストで管理者グループを選択して [OK] をクリックします。[OK] を
クリックします。

9. [アクセス許可] ボックスで、[アクセス許可] チェック ボックスがオンになっ
ていることを確認します。

10. [OK] をクリックして、[マイ コンピュータ] の [プロパティ] ウィンドウに戻
ります。

Windows Server 2003 環境で ローカル管理者グループに実行権を割り当てるには、
次を実行します。

1. [既定の COM セキュリティ] タブの [起動アクセス許可] で、[既定値の編集]
をクリックします。

2. [起動アクセス許可] ウィンドウで、[起動アクセス許可] チェック ボックスがオ
ンになっていることを確認します。

3. [OK] を 2 回クリックします。

4. [コンポーネント サービス] のウィンドウを閉じ、システムを再起動します。

36 IBM Rational RequisitePro: インストールおよびアップグレード ガイド



Windows 2000 サーバーの場合
Windows 2000 環境でローカル管理者グループにアクセス権を割り当てるには、次
を実行します。

1. [スタート] メニューの [ファイル名を指定して実行] をクリックします。次に、
「dcomcnfg」を入力します。

注: この時点で、[DCOM 構成の警告] ウィンドウが表示されることがありま
す。警告を閉じて、次の手順に進みます。

2. [既定のセキュリティ] タブをクリックします。 [既定のアクセス許可] で、[既定
値の編集] をクリックします。

3. [レジストリ値のアクセス許可] ウィンドウで、[追加] をクリックします。

4. [ユーザーとグループの追加] ウィンドウの [ドメインまたはコンピュータ] ドロ
ップダウン リスト フィールドでローカル コンピュータを選択します。

5. [名前] リストで [Administrators グループ] を選択し、[追加] をクリックしま
す。

6. [アクセスの種類] フィールドで、[アクセスの許可] をクリックします。[OK] を
2 回クリックし、[分散 COM の構成のプロパティ] ウィンドウに戻ります。

Windows 2000 環境で ローカル管理者グループに実行権を割り当てるには、次を実
行します。

1. [既定のセキュリティ] タブをクリックします。[既定の起動アクセス許可] で、[
既定値の編集] ボタンをクリックします。

2. [レジストリ値のアクセス許可] ウィンドウで、[追加] をクリックします。

3. [ユーザーとグループの追加] ウィンドウの [ドメインまたはコンピュータ] ドロ
ップダウン リスト フィールドでローカル コンピュータを選択します。

4. [名前] リストで [Administrators グループ] を選択し、[追加] をクリックしま
す。

5. [アクセス権の種類] フィールドで、[起動の許可] をクリックします。[OK] を 2

回クリックし、[分散 COM の構成のプロパティ] ウィンドウに戻ります。

6. DCOM を閉じ、システムを再起動します。

インストール ディレクトリがデフォルト以外の場合の構成ファイ
ルの編集

デフォルト ディレクトリ C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥ 以外の場所に
Rational RequisitePro と Web コンポーネントをインストールする場合は、
RequisiteWeb 構成ファイルを編集する必要があります。これには、デフォルトのイ
ンストール場所が C:¥Programme であるドイツ語など、英語以外のオペレーティン
グ システムへのインストールが含まれます。構成ファイルにある RPXCatalog の設
定を使用して、プロジェクトへのアクセスを提供する catalog.txt ファイルの場所
を指定します。

テキスト エディタで config.txt ファイルを開きます。構成ファイルのデフォルト
の場所は次のとおりです。
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C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥profiles¥profile2¥installedApps¥

DefaultNode¥ReqWeb.ear¥ReqWeb.war¥WEB-INF¥classes¥

config.txt

C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥ 項目を、代わりのインストール ディレクト
リに置き換えます。

考慮事項:

v 構成の変更を有効にするには、Rational Web Platform を再起動する必要がありま
す。付録 A にある「RWP の開始、停止、再起動」の操作手順に従ってくださ
い。

v 変更を行う前に config.txt ファイルのバックアップを取ってください。

v この表にない config.txt 設定値を変更する際には RequisiteWeb のカスタマ サ
ポートに事前に連絡してください。

v この例は、コンピュータの C:¥ ドライブに RequisiteWeb アプリケーションがイ
ンストールされていることを前提にしています。この手順を実行するときは、必
要に応じて、該当するドライブを指定してください。

v 52ページの『RequisiteWeb でのプロジェクトの管理』の説明に従って
catalog.txt ファイルを編集し、Rational RequisitePro サンプル プロジェクトへ
のアクセスを維持します。

設定 説明 デフォルト

RPXCatalog Rational RequisitePro プロジェクトの検索に使用するプ
ロジェクト カタログ ファイルへのパス。例:

RPXCatalog=C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥

RequisitePro¥ReqWeb¥Projects¥catalog.txt

<blank>

RequisiteWeb 実行可能ファイルのパスの問題の回避
RequisiteWeb 実行可能ファイルへのパスは必ず固有にします。パスにスペースを含
める場合は、注意してください。

ユーザーがログイン ページへの URL を使用することで RequisiteWeb にアクセス
しようとすると、「内部エラー 500 (Internal Error 500)」が表示されることがあり
ます。エラーには、「%1 は有効な Win32 アプリケーションではありません (%1 Is

Not a Valid Win32 Application)」という文字列が含まれることがあります。

Windows はサービスの開始時に、サービスのパスを左から右へ解析します。
Windows では、次の条件が両方とも当てはまる場合、サービスを検索できないこと
があります。

v サービスの実行可能ファイルのパスにスペースが含まれている。

v コンピュータのハード ディスク上に、サービスの実行可能ファイルへのパス内に
あるファイルまたはフォルダと同じ名前を持つファイルまたはフォルダがある。

この場合、Windows は、サービスの実行可能ファイルを検索して実行する前に、類
似した名前のファイルまたはフォルダを検索して実行しようとします。例えば、
RequisiteWeb 実行可能ファイルへのパスが C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC

¥RequisitePro¥bin¥RqProxy.exe であり、しかも C:¥Program という名前のフォル
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ダもハード ディスク上に存在する場合、Windows オペレーティング システムは最
初に C:¥Program フォルダを探すため、RequisiteWeb 実行可能ファイルを見つける
ことができません。RequisiteWeb アプリケーション サービスへのパス (C:¥Program

Files¥IBM¥RationalSDLC¥common¥ rwp¥IHS¥bin¥apache.exe) でも、同じエラーが発
生する可能性があります。

詳しくは、http://support.microsoft.com/kb/812486 にある『Event ID 7000 and ‘%1 is

not a valid win32 Application’ Error Message When You Start a Service』という
Microsoft ナレッジ ベースの記事を参照してください。

SSL (Secure Socket Layer) を有効にする
RequisiteWeb では RequisiteWeb とクライアント Web ブラウザの間で交換するデー
タの機密保持を確証する SSL 暗号化システムをサポートしています。RequisiteWeb

で SSL を使用するには、付録 A の手順に従います。

注: プロキシ サーバーを使用している場合、RWP で SSL を使用可能に構成する必
要はありません。代わりに SSL をプロキシ サーバーで有効にします。

インターネット使用を目的とした RequisiteWeb の構成
このセクションでは RequisiteWeb へのインターネット アクセスを提供するネット
ワークの構成方法を説明します。概要に加え、次の手順が提供されています。

v IBM HTTP Server のリバース プロキシ サーバーとしての使用

v Apache 2.x のリバース プロキシ サーバーとしての使用

v RequisiteWeb の URL の決定

組織の顧客、コントラクター、遠距離のチーム メンバーがインターネットを使用し
て RequisiteWeb にアクセスすることができます。RequisiteWeb を使用してライブ
の要求データへのインターネットにアクセスすることにより、開発チームと要求の
利害関係者間での即時で価値あるフィードバックの交換が可能となります。

RequisiteWeb へのインターネット アクセスを構成するときには、企業の知的所有権
や知的インフラストラクチャを保護する手順に注意する必要があります。ファイア
ウォールを設定すれば、組織のネットワークを保護するのに役立ちます。インター
ネットと組織のネットワーク上にある RequisiteWeb リソース等の間のファイアウォ
ールのすべてのアクセスをモニターし制御するためのリバース プロキシ サーバー
を使用する必要があります。このアクセスの中心点により、組織のネットワーク上
のすべてのコンピュータの保護でなくプロキシ サーバーの保護に焦点を置くことが
可能となります。またプロキシ サーバーはインターネット ユーザーから組織のネ
ットワークのリソースの名前、場所、実装の詳細等を隠します。

注: ネットワーク セキュリティ、ファイアウォール構成、プロキシ サーバー構成
は、技術を持った IT スタッフの注意が必要な複雑な問題です。

以下の手順は RequisiteWeb へのインターネット アクセスを提供する構成作業の概
要です。
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1. 非認可のアクセスから組織のネットワークを保護するためにファイアウォールの
ソフトウェアやハードウェアをインストールして構成します。ファイアウォール
によりインターネット ユーザーは HTTP や HTTPS を使用してプロキシ サー
バーに接続することができます。

2. 適切なリバース プロキシ サーバーを識別して構成します。このコンピュータは
1 つのネットワーク インターフェイス経由でインターネットで公開されてお
り、他のインターフェイス上の企業ネットワーク (LAN や WAN) に接続されて
います。またこのコンピュータで適切なソフトウェアを実行することにより、フ
ァイアウォールとして使用することもできます。

3. インターネットから RequisiteWeb へのアクセスを提供するために リバース
HTTP プロキシ ソフトウェアを選択し、インストールし、構成します。要求デ
ータの機密情報を保護するため、RequisiteWeb に接続するインターネット ユー
ザーが暗号化された HTTPS プロトコルの使用を必要とするようにこのソフトウ
ェアを構成します。

このドキュメントは RequisiteWeb での作業を目的とした次のリバース HTTP プロ
キシ ソフトウェアのソリューションを構成するためのガイドを提供します。

v Apache 2

v バージョン 2.0.42.2 以降の IBM HTTP Server。バージョン 2.0.42.2 にはフィッ
クスパックを適用する必要があります。 http://www.ibm.com/software/

webservers/httpservers/support.html にあるサポート Web サイトにアクセス
し、「PQ77489」で検索してください。これ以降のバージョンにこのフィックス
パックを適用する必要はありません。

IBM HTTP Server のリバース プロキシ サーバーとしての使用
リバース プロキシ サーバーとして IBM HTTP サーバーを使用して RequisiteWeb

へのアクセスを提供するに次の手順に従います。

1. プロキシ サーバーにバージョン 2.0.42.2 以降の IBM HTTP Server をインスト
ールします。バージョン 2.0.42.2 には、既に述べたようにフィックスパックを適
用する必要があります。

注: インストール手順の詳細については、IBM HTTP Server のマニュアルを参
照してください。

2. httpd.conf 内のサーバー構成コンテキストに以下の行を含めることにより、必要
なモジュールをロードするように IBM HTTP Server を構成します。

LoadModule ibm_ssl_module modules/mod_ibm_ssl.so LoadModule proxy_module

modules/mod_proxy.so LoadModule proxy_http_module modules/

mod_proxy_http.so

3. セキュアな接続を使用するために IBM HTTP Server を構成します。 IBM

HTTP Server のマニュアルの「Getting started quickly with secure connections」
のセクションを参照してください。

4. 次の例のように RequisiteWeb に対するリバース プロキシとして IBM HTTP

Server を構成します。
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以下は、httpd.conf のサーバー構成コンテキストからの引用例です。RequisiteWeb 要
求を「rw.rational.com」という名前のサーバーにプロキシするように IBM HTTP

Server を構成しています。

<IfModule mod_proxy.c>

# フォワード プロキシ要求を無効にする

ProxyRequests Off

# 選択されたホストまたはドメインからの要求を許可する

<Proxy *>

Order Allow,Deny

# rational.com から許可する

</Proxy>

# RequisiteWeb へのアクセスを構成する

ProxyPass /ReqWeb http://rw.rational.com/ReqWeb

ProxyPass /reqweb http://rw.rational.com/reqweb

ProxyPassReverse /ReqWeb http://rw.rational.com/ReqWeb

ProxyPassReverse /reqweb http://rw.rational.com/reqweb

ProxyPass /ReqWebSetup http://rw.rational.com/ReqWebSetup

</IfModule>

注: どのホストからの RequisiteWeb へのアクセスを許可するかに基づいて独自の
「Allow from」指示文を指定する必要があります。

注: 「rw.rational.com」を企業のネットワーク上にある実際の RequisiteWeb サーバ
ーの名前に置き換える必要があります。

注意: 前述の例では、暗号化されていない HTTP の RequisiteWeb へのアクセスが
許可されています。暗号化された HTTPS 接続を要求するには、前述の構成行を、
セキュアな接続に使用する仮想ホストのコンテキストに移動します。安全な接続に
対する仮想ホスト コンテキストは通常 KeyFile と SSLEnable ディレクティブを含
み、以下の形式を持ちます。

# ポート 443 での接続を受け入れる

Listen 443

# セキュア接続の仮想ホストを作成する

<VirtualHost _default_:443>

# 証明書が含まれる鍵データベース ファイルを設定する
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KeyFile "C:/Program Files/IBM HTTP Server 2.0/key.kdb"

# SSL を有効にする

SSLEnable

# HTTPS を要求する move RequisiteWeb プロキシ指示文

</VirtualHost>

Apache 2 のリバース プロキシ サーバーとしての使用
1. 以下のモジュールを含め、プロキシ サーバーの Apache 2 をインストールしま
す。

v mod_ssl - このモジュールはインターネットとプロキシ サーバー間のトラフィ
ックを Secure Sockets Layer (SSL) を使用して暗号化する HTTPS の接続を有
効化します。

v mod_proxy - このモジュールは、Apache がフォワード プロキシ サーバーや
リバース プロキシ サーバーとしての役割を果たすことを可能にします。

v mod_proxy_http - このモジュールはプロキシ サーバーと RequisiteWeb サーバ
ー間の HTTP 接続を有効化します。

注: mod_ssl が含まれる Apache 2 のバイナリ バージョンを取得するには、ソー
スから Apache 2 をビルドする必要があります。http://www.apache.org から
Apache 2 のマニュアルを参照してください。

2. httpd.conf 内のサーバー構成コンテキストに以下の行を含めることにより、必要
なモジュールを追加するように Apache 2 を構成します。

LoadModule ssl_module modules/mod_ssl.so

LoadModule proxy_module modules/mod_proxy.so

LoadModule proxy_http_module modules/mod_proxy_http.so

3. mod_ssl を標準に構成します。該当の Apache 2 のリリースに関するドキュメン
トを参照してください。

4. RequisiteWeb のリバース プロキシとする Apache 2 を構成します。以下は、
httpd.conf のサーバー構成コンテキストからの引用例です。RequisiteWeb の要求
を「rw.rational.com」という名前のサーバーにプロキシするように Apache を構
成しています。

<IfModule mod_proxy.c>

# フォワード プロキシ要求を無効にする

ProxyRequests Off

# 選択されたホストまたはドメインからの要求を許可する

<Proxy *>

Order Allow,Deny
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# rational.com から許可する

</Proxy>

# RequisiteWeb のリバース プロキシ要求を構成する

ProxyPass /reqweb http://rw.rational.com/ReqWeb

ProxyPass /ReqWeb http://rw.rational.com/ReqWeb

ProxyPassReverse /reqweb http://rw.rational.com/ReqWeb

ProxyPassReverse /ReqWeb http://rw.rational.com/ReqWeb

ProxyPass /ReqWebSetup http://rw.rational.com/ReqWebSetup

# ブラウザと ReqWeb 用プロキシ サーバーの間の SSL を要求する

<Location ~ "^/(ReqWeb|reqweb)">

SSLRequireSSL

</Location>

</IfModule>

このサンプル コードを実装する際、どのホストからの RequisiteWeb へのアクセス
を許可するかに基づいて独自の「Allow from」指示文を指定する必要があります。
「rw.rational.com」を企業のネットワーク上にある実際の RequisiteWeb サーバーの
名前に置き換えてください。「SSLRequireSSL」の指示文はオプションです。暗号化
された HTTPS の接続が必要ない場合は、この指示文をコメント化してください。

RequisiteWeb の URL の決定
RequisiteWeb へのアクセスを目的としたプロキシ サーバーの構成後、プロキシ サ
ーバーはインターネット ユーザーに対する RequisiteWeb サーバーであるかのよう
に見えます。インターネット ユーザーは、URL を使用して RequisiteWeb にアクセ
スできます。その URL は、「http://」または「https://」で始まり、その後に
rw.rational.com のようなプロキシ サーバーの完全修飾されたインターネット ホス
ト名が続き、「/ReqWeb」または「/reqweb」で終わります。

企業の LAN や WAN 内のローカル ユーザーは、同じ URL を使用するか、ある
いは、プロキシ サーバーの完全修飾名をプロキシ サーバーまたは RequisiteWeb サ
ーバーの内部名に置き換えることができます。RequisiteWeb サーバーの内部名を使
用するとプロキシ サーバーをバイパスするために最適なパフォーマンスが提供され
ますが、すべてのユーザーがプロキシ サーバーのホスト名を使用して RequisiteWeb

にアクセスすると管理者が RequisiteWeb サーバーやその名前をトランスペアレント
に変更することができるため、RequisiteWeb 管理者はこの方法が好ましいとする可
能性があります。

4 RequisiteWeb の構成 43



RequisiteWeb と IIS
RequisiteWeb では Rational Web Platform (RWP) を Web サービスとして使用しま
す。RWP と IIS は競合するので、RequisiteWeb を IIS が実行されているサーバー
で実行するには、以下のいずれかのオプションを選択する必要があります。

IIS を無効にする
無効にする前にプログラムが IIS を使用していないか確認してください。

IIS を無効にするには、次の手順を実行します。

1. [スタート] > [設定] > [コントロール パネル] > [管理ツール] > [サービス] を
クリックします。

2. World Wide Web Publishing サービスを探し、そのアイコンをダブルクリックし
て、[プロパティ] ウィンドウを表示します。

3. [全般] タブの [サーバーの状態] で、[停止] ボタンをクリックして、[スタート
アップの種類] を [無効] に変更します。[OK] をクリックして、サービス ウィ
ンドウを閉じます。

4. [OK] をクリックして、ウィンドウを閉じます。インターネット サービス マネ
ージャを閉じます。

デフォルト RWP HTTP ポートを変更してリダイレクトする
次のステップを実行して、デフォルトの RWP HTTP ポートを変更およびリダイレ
クトすることによって、RequisiteWeb と IIS を共存させることができます。RWP

を構成するための追加の操作手順は、付録 A に記載されています。

1. デフォルト RWP HTTP ポート (80) を変更します。 NotePad のようなエディタ
を使用して、次に示すようにファイル内の内容を修正します。

v ファイル: C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥common¥IHS¥conf¥httpd.conf

変更: Listen 0.0.0.0:80

v ファイル: C:¥Program

Files¥IBM¥RationalSDLC¥common¥eWAS¥profiles¥plugin-cfg.xml

変更: <VirtualHost Name=”*:80” />

v ファイル: C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥profiles¥profile2¥config

¥cells¥DefaultNode¥virtualhosts.xml

変更: <aliases xmi:id=”HostAlias_2” hostname=”*” port=”80”/>

2. RequisiteWeb サーバーに RequisiteWeb の仮想ディレクトリを作成します。

a. インターネット サービス マネージャを開始するには、[スタート] > [プログ
ラム] > [管理ツール/インターネット サービス マネージャ] とクリックしま
す。

b. [既定の Web サイト] を右クリックして、[新規の仮想ディレクトリ] を選択
します。

c. [仮想ディレクトリの作成] ウィザードで、[次へ] をクリックして、エイリア
スに ReqWeb と入力します。

d. [次へ] をクリックしてナビゲートし、次を選択します。
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C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥profiles¥profile2¥installedApps¥

DefaultNode¥ReqWeb.ear¥ReqWeb.war

[次へ] をクリックします。

e. [次へ] をクリックしてから、[終了] をクリックします。

3. 新しく作成した仮想ディレクトリのプロパティで、URL へのリダイレクトを選
択し、 http:// <server name>:<new port>/reqweb にリダイレクトします。

4. インターネット サービス マネージャを閉じて Rational Web Platform を再開し
ます。付録の「RWP の起動、停止、再起動」の説明に従ってください。

アプリケーション サーバーのロード バランシング
ネットワーク上に複数の RequisiteWeb サーバーをインストールし、単一の Web サ
ーバーでアプリケーション サーバーのクラスタのロード バランスを取るように構
成することができます。すべてのサーバーに RequisiteWeb をインストールし、サー
バーの 1 つを Web サーバーとして指定します。これは、ユーザーが RequisiteWeb

の URL を使ってアクセスするサーバーです。その他の各サーバーを、クラスタ内
のアプリケーション サーバーとして指定します。

アプリケーション サーバーの指定
RequisiteWeb アプリケーション サーバーを指定するには、クラスタ内の各アプリケ
ーション サーバーで次のステップを実行します。また、このステップを使用して、
Web サーバーをアプリケーション サーバーとして設定することもできます。

1. テキスト エディタで server.xml ファイルを開きます。このファイルは、デフ
ォルトでは次のディレクトリにあります。

C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥profiles¥profile2¥config¥cells¥
DefaultNode¥nodes¥DefaultNode¥servers¥server1

2. server.xml ファイルで次の要素を検索します。

<components xmi:type="applicationserver.webcontainer:WebContainer" ... >
</components>

3. <components> 要素内に次のプロパティを追加します。

<properties xmi:id="Property_1128095187738" name="HttpSessionCloneId"
value="12345" required="false"/>

ここで、

v xmi:id の数値部分は、WebContainer セクション内の他の xmi:id 値と一致さ
せます。

v value プロパティは、 46ページの『Web サーバーでのロード バランシング
の構成』 に示すように、クラスタ内のアプリケーション サーバーに作成する
一意の識別子です。この CloneID 値を記録しておきます。

4. server.xml ファイルを保存して閉じます。

5. Web からアプリケーション サーバーにアクセスできないようにするには、IBM

HTTP Server サービスを変更します。 [スタート] > [ファイル名を指定して実行
] とクリックします。 services.msc と入力します。IBM HTTP Server を開
き、[スタートアップの種類] を [手動] に変更します。

6. アプリケーション サーバーを再起動します。
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7. クラスタ内の各 RequisiteWeb アプリケーション サーバー、および Web サーバ
ー (該当する場合) に対し、このステップを繰り返します。

Web サーバーでのロード バランシングの構成
RequisiteWeb Web サーバーで、前述のタスクで構成したアプリケーション サーバ
ーを参照してロード バランシングを構成します。

注: このタスクで示す構成ファイルの属性について詳しくは、 47ページの表 8を参
照してください。

1. テキスト エディタで plugin-cfg.xml ファイルを開きます。このファイルは、
デフォルトでは次のディレクトリにあります。

C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥common¥eWAS¥profiles

2. 次の要素を検索します。

<ServerCluster Name="profile2_Cluster">
<Server Name="server1">
<Transport Hostname="localhost" Port="11080" Protocol="http" />
</Server>

</ServerCluster>

3. ServerCluster 要素を次の要素と置き換えます。

<ServerCluster CloneSeparatorChange="false" Name="profile2_Cluster"
RetryInterval="60" LoadBalance="RoundRobin">

<Server CloneID="12345" ConnectTimeout="5" LoadBalanceWeight="1"
Name="server1">
<Transport Hostname="hostname1" Port="11080" Protocol="http"/>

</Server>
<Server CloneID="12346" ConnectTimeout="20" LoadBalanceWeight="1"

Name="server2">
<Transport Hostname="hostname2" Port="11080" Protocol="http"/>

</Server>
<Server CloneID="12347" ConnectTimeout="20" LoadBalanceWeight="1"

Name="server3">
<Transport Hostname="hostname3" Port="11080" Protocol="http"/>

</Server>
<PrimaryServers>

<Server Name="server1"/>
<Server Name="server2"/>
<Server Name="server3"/>

</PrimaryServers>
</ServerCluster>

ここで、

v CloneID 値は、前述のステップでアプリケーション サーバーごとに指定した
applicationserver.webcontainer プロパティの value の値と一致しなければ
なりません。

v Hostname 値は、アプリケーション サーバーのホスト名と一致しなければなり
ません。サーバー項目の数を、クラスタ内のアプリケーション サーバーの数
と一致するように修正します。

4. <UriGroup> タグ内に <Uri Name="/ReqWeb/GenDoc/*.html"/> を追加します。こ
れにより、ロード バランスを取るように構成された複数サーバーでの HTML

文書への着信要求の宛先変更に関する問題を修正することができます。この修正
がないと、ロード バランスが取られている 1 つのサーバー上で生成された文書
が、ロード バランスを構成されている他のサーバーで表示されない可能性があ
ります。例:
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<UriGroup Name="profile2_Cluster_URIs">
<Uri Name="/ReqWeb/GenDoc/*.html"/>
<Uri Name="/ReqWeb/*.jsp"/>
<Uri Name="/ReqWebservlet/*"/>
</UriGroup>

5. plugin-cfg.xml ファイルを保存して閉じます。

6. Web サーバーを再始動します。

表 8. plugin-cfg.xml ファイル内の要素と属性

Server (ServerCluster ごとに 1 つ以上ある要
素)

プラグイン設定のルーティング規則に従って
転送される要求を処理するように設定されて
いる、WebSphere Application Server インス
タンス。 Server は、ローカル マシンまたは
リモート マシン上で実行されているアプリ
ケーション サーバーに対応する必要があり
ます。

Name (Server ごとに必ず 1 つある属性) サーバーの管理上または論理上の名前。

Log ログには、プラグインで作成されるログ メ
ッセージの場所やログ レベルが記述されま
す。設定ファイルでログが指定されていない
場合、ログ メッセージは Web サーバーのエ
ラー ログに書き込まれることがあります。
たとえば、<Log LogLevel="Error"

Name="/log_directory/filename"/> と指定
します。

Name (Log ごとに必ず 1 つある属性) プラグインがエラー メッセージを書き込む
ログ ファイルの完全修飾パス。
注: ログ ファイルに情報が書き込まれた時間
とプロセス ID が、この要素で指定したファ
イル名に付加されます。
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表 8. plugin-cfg.xml ファイル内の要素と属性 (続き)

LogLevel (Log ごとに 0 または 1 つある属
性)

プラグインがログに書き込むログ メッセー
ジの詳細のレベル。この属性には次のいずれ
かの値を指定できます。

v Trace。要求プロセスのすべてのステップ
の詳細がログに記録されます。

v Stats。要求ごとに選択されたサーバー
と、要求の処理に関連するその他のロード
バランシング情報がログに記録されます。

v Warn。異常要求処理の結果発生するすべて
の警告メッセージとエラー メッセージが
ログに記録されます。

v Error。異常要求処理の結果発生するエラ
ー メッセージのみがログに記録されま
す。

Log 要素に LogLevel が指定されない場合
は、デフォルト値として Error が使用され
ます。レベルを Trace に設定する場合は注
意が必要です。このレベルでは多くのメッセ
ージがログに記録されるので、ファイル シ
ステムが短時間で満杯になる可能性がありま
す。 Trace は、パフォーマンスに悪影響を
与えるので、通常の動作環境では使用しなで
ください。

RetryInterval (ServerCluster ごとに 0 または
1 つある属性) プラグインの設定ファイルには、停止とマー

クされているサーバーを再試行するまでの待
機時間を指定できる設定があります。これ
は、サーバーが使用不可であることがわかっ
ている場合に不要な試行が回避されるので便
利です。デフォルトは 60 秒です。この設定
は、ServerCluster 要素で RetryInterval 属性を
使用して指定します。 plugin-cfg.xml ファイ
ルでの、この設定の例は次のとおりです。

<ServerCluster Name="PluginCluster"
RetryInterval="120">

これは、クラスタ メンバが停止とマークさ
れている場合、プラグインが 120 秒間再試
行しないことを意味します。選択する値は、
環境によって異なります。例えば、クラスタ
メンバの数が多く、1 つのクラスタ メンバ
が使用不可でもアプリケーションのパフォー
マンスに影響しない場合は、この値を非常に
高い値に安全に設定することができます。
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表 8. plugin-cfg.xml ファイル内の要素と属性 (続き)

CloneID (Server ごとに 0 または 1 つある属
性) この一意な ID が要求の HTTP cookie ヘッ

ダー (URL リライティングを使用している場
合は URL) にある場合、プラグインは、その
他のルーティング規則がすべて満たされる
と、その要求をこの特定のサーバーに転送し
ます。 Server で CloneID が指定されない場
合、このサーバーでセッション アフィニテ
ィは有効ではありません。

この属性は、セッション アフィニティと合
わせて使用します。この属性が設定されてい
る場合、プラグインは、受信 cookie ヘッダ
ーまたは URL で JSESSIONID をチェック
します。 JSESSIONID が見つかると、プラ
グインは 1 つ以上のクローン ID を探しま
す。クローン ID が見つかると、この属性に
指定した値との一致が行われ、要求は、クラ
スタ上でのロード バランスに関係なくこの
サーバーに送られます。

セッション アフィニティを使用していない
場合にクローン ID が設定されたままである
と、プラグインでの要求処理が増えるので、
設定からこれらのクローン ID を削除するこ
とをお勧めします。クローン ID がプラグイ
ンにない場合は、セッション アフィニティ
が有効ではなく、要求はクラスタ上でロード
バランシングされると見なされます。

LoadBalance (ServerCluster ごとに 0 または
1 つある属性)

デフォルトのロード バランシング タイプは
Round Robin です。 Round Robin が指定さ
れた場合、開始点はランダムです。 1 つ目
のサーバーがランダムに選択されます。
Round Robin は、その点を開始点としてサー
バーを選択する場合に使用します。 Round

Robin を実装しても、複数のプロセス ベー
スの Web サーバーで、最初の要求を同じア
プリケーション サーバーに送信しても、必
ずしもすべてのプロセスが開始されるわけで
はありません。
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表 8. plugin-cfg.xml ファイル内の要素と属性 (続き)

LoadBalanceWeight (Server ごとに 0 または
1 つある属性) プラグインが重み付け Round Robin ロード

バランシングを行う場合にこのサーバーに関
連付ける重みです。この属性のアルゴリズム
は、すべての重みがゼロに達するまでサーバ
ー クラスタ内のすべての重みを減分しま
す。特定のサーバーの重みがゼロに達する
と、クラスタ内のすべてのサーバーの重みが
ゼロになるまで、そのサーバーに要求は転送
されません。すべてのサーバーがゼロに達す
ると、クラスタ内のすべてのサーバーの重み
がリセットされ、アルゴリズムは最初からや
り直されます。

サーバーがシャットダウンしている場合、そ
のサーバーの重みをゼロに設定します。プラ
グインは、まだ実行しているサーバーの重み
をリセットし、適切なロード バランシング
を維持することができます。

ConnectTimeout (Server ごとに 0 または 1

つある属性) 使用する設定を決める場合は、ネットワーク
とサーバーの速度を考慮する必要がありま
す。サーバーが ConnectTimeout の前に応答
できない場合、プラグインはそのサーバーが
停止しているものとマークします。アプリケ
ーション サーバーがネットワークの低速領
域内のリモート サーバーに置かれている場
合は、ConnectTimeout を高い値に設定して、
低速に対応する必要があります。また、アプ
リケーション サーバーがネットワークの高
速領域内 (同マシンを含む) にある場合は、
ConnectTimeout を安全に低い値に設定するこ
とをお勧めします。

CloneSeparatorChange (ServerCluster ごとに 0

または 1 つある属性)

パーベイシブ デバイスによっては、セッシ
ョン アフィニティを併用しているときにク
ローン ID を区切るコロン文字 (:) を処理で
きません。サーバー グループのこの属性
で、プラグインがプラス文字 (+) をクローン
の区切り文字と見なすことを指定します。ア
プリケーション サーバーがプラス文字でク
ローン ID を区切るように、アプリケーショ
ン サーバーの設定も変更する必要がありま
す。この値は true でも false でも構いませ
ん。

PrimaryServers (サーバー クラスタごとに 0

または 1 つある要素)

プラグインがこのクラスタの要求を転送する
サーバーのリストを指定します。プライマリ
サーバーのリストを指定しない場合、プラグ
インは、サーバー クラスタに定義されてい
るサーバーに要求を転送します。
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スレッド プールのサイズ調整
WebSphere Application Server (WAS) は、リソースのインバウンド HTTP(S) 要求を
処理するためにスレッド プールを維持します。この要求には、サーブレット、
Bean、JSP コードの実行要求が含まれます。パフォーマンスを最大化するために、
より高速のプロセッサおよび高位の RAM に合わせて、サーバーのスレッド プール
のサイズを調整することができます。

WAS に合わせてスレッド プールのサイズを変更するには、次のステップを実行し
ます。

1. 「IBM WebSphere Application Server V6 - Rational Web Platform, ReqWeb

servlet engine」サービスまたはコマンド行を使用して、RequisiteWeb servlet

engine を停止します。

2. Windows エクスプローラを起動し、以下のディレクトリにナビゲートします。

<install_dir>¥IBM¥RationalSDLC¥profiles¥profile2¥config¥cells¥
DefaultNode¥nodes¥DefaultNode¥servers¥server1

注: Windows の英語バージョンで Rational RequisitePro をデフォルトの場所に
インストールしている場合、<install_dir> は C:¥Program Files になります。

3. 問題が生じた場合に復元できるように server.xml ファイルのコピーを保存しま
す。

4. server.xml をテキスト エディタで開きます。次の XML 要素内で
name="WebContainer" を検索します。

<threadPools xmi:id="ThreadPool_<sequnce_number>" minimumSize="10"
maximumSize="50" inactivityTimeout="3500" isGrowable="false"
name="WebContainer"/>

注: <sequence_number> は、各 RequisiteWeb サーバーで異なります。

5. minimumSize および maximumSize の値を望ましい値に変更します。例えば、
minimumSize を 25、maximumSize を 75 に設定します。変更後、XML は次の例
のようになっています。

<threadPools xmi:id="ThreadPool_<sequnce_number>" minimumSize="25"
maximumSize="75" inactivityTimeout="3500" isGrowable="false"
name="WebContainer"/>

6. server.xml ファイルを保存して閉じます。

7. ReqWeb servlet engine を起動します。

ロード バランシングを実装している場合は、RequisiteWeb クラスタ内の各サーバー
でこのステップを繰り返します。各サーバーのハードウェア構成を基にしてスレッ
ド プールの設定を変更することができます。

RequisiteWeb のテスト
RequisiteWeb 内の Rational RequisitePro プロジェクトをテストするには

1. Web ブラウザを開きます。

2. RequisiteWeb サーバーで URL アドレスを「http://<server name>/reqweb」に
設定して、[Enter] を押します。
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注: Internet Explorer ウィンドウが空白の場合は、[ツール] > [インターネット
オプション] とクリックします。[セキュリティ] タブで、信頼できるサイトのリ
ストに [RequisiteWeb] を追加します。必要な場合 RequisiteWeb のブラウザを
更新します。

3. [プロジェクト] リストから、ドキュメントを含むプロジェクトを選択します。プ
ロジェクトがリストにない場合は、『RequisiteWeb でのプロジェクトの管理』の
手順を参照してください。

4. Rational RequisitePro のユーザー名とパスワードを入力し、[ログイン] をクリッ
クします。

5. エクスプローラでドキュメントを選択して開きます。ドキュメントが正常に開い
た場合、テストは成功です。RequisiteWeb は正しくインストールされています。

注: Microsoft Word インストーラが開いたら、完了する必要があります。

RequisiteWeb でのプロジェクトの管理
RequisiteWeb 内に Rational RequisitePro プロジェクトを作成したり、既存のプロジ
ェクトにアクセスしたりできます。プロジェクト構造とセキュリティを変更するに
は、 Windows 用の Rational RequisitePro クライアントを使用してください。

RequisiteWeb プロジェクト カタログの使用法
RequisiteWeb では、カタログ テキスト ファイルを使用しているので、Rational

RequisitePro プロジェクトにアクセスすることができます。デフォルトでは、ファイ
ルには、2 つの学習プロジェクトのエントリが含まれています。カタログ ファイル
にリストされるプロジェクトは、RequisiteWeb のログオン ページの [プロジェクト
] リストに表示されます。

カタログに独自のプロジェクトを追加するには、.rqs 拡張子を持つプロジェクト フ
ァイル用のフル パスを入力する必要があります。デフォルトのインストール場所が
C:¥Programme であるドイツ語など、英語以外のオペレーティング システムに
RequisiteWeb をインストールする場合は、このパスを反映するように catalog.txt フ
ァイルを修正する必要があります。

注: Web サーバーの catalog.txt にリストされているすべてのプロジェクトは、いつ
でもアクセス可能にしておいてください。このファイルに含まれているプロジェク
トの中にアクセスできないものがあると、使用可能なプロジェクトに対する Web

サーバーのパフォーマンスに影響します。

カタログを編集するには、RequisiteWeb サーバーで次の操作を行います。

1. 次のディレクトリに移動します。

C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥RequisitePro¥ReqWeb¥Projects

注: プロジェクトが C:¥ 以外のディレクトリにインストールされている場合は、
catalog.txt ファイルを編集して、正しいインストール ディレクトリを設定する必
要があります。

2. テキスト エディタで catalog.txt ファイルを開きます。
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3. 各行で、プロジェクト ファイルのフル パスを持つエントリを作成します。デフ
ォルトのプロジェクト エントリの形式をコピーします。

注: RequisiteWeb サーバーのローカル プロジェクトへのフル パスを使用しま
す。別のサーバーのプロジェクトにアクセスするには、.rqs プロジェクト ファ
イルが格納されている共有フォルダへの 汎用命名規則 (UNC) パスを指定する必
要があります。たとえば、¥¥server_name¥full_path¥my_project.rqs と指定し
ます。

4. catalog.txt ファイルを保存して閉じます。

catalog.txt ファイルへの更新を表示するには、RequisiteWeb からログオフして、
RequisiteWeb プロジェクトのログイン ページでプロジェクトを選択する必要があり
ます。

プロジェクト データベースへのアクセス
プロジェクト カタログが構成されれば、RequisiteWeb は、リモート プロジェクト
サーバーにある Rational RequisitePro プロジェクトにアクセスできます。ただし、
ReqWebUser ドメイン ユーザーは、リモート プロジェクト サーバーに .rqs プロ
ジェクト ファイルを含んでいるディレクトリに対する、変更または修正許可を得て
いなければなりません。
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5 RequisitePro 用の LDAP の構成

Rational RequisitePro ユーザーを認証するように LDAP ディレクトリを構成するこ
とができます。

Rational RequisitePro は、次のいずれかの方法でユーザーを認証するように構成でき
ます。

v Rational RequisitePro プロジェクトのユーザー レコードを使用する。

この方法では、ユーザーはユーザー名とパスワードを入力してログオンします。
Rational RequisitePro は、これらのユーザー名とパスワードがプロジェクト デー
タベースに格納されているユーザー名とパスワードと一致するかどうかを確認し
ます。 Rational RequisitePro のセキュリティ機能を使用してユーザー名とパスワ
ードの情報を入力および管理します。プロジェクト管理者は、[ファイル] > [プロ
ジェクト管理] > [セキュリティ] とクリックすることでこれらの機能を使用でき
ます。

v ネットワーク上の Lightweight Directory Access Protocol (以下 LDAP) ディレクト
リを使用する。

この方法では、ユーザーはユーザー名とパスワードを同じ [プロジェクト ログオ
ン] ウィンドウに入力し、Rational RequisitePro はこれらと一致するユーザー レ
コードが LDAP ディレクトリ内にあるかどうかを確認します。この方法でユーザ
ーを認証する場合は、複数のアプリケーション用のユーザー レコードを一元管理
して、ユーザーが記憶する必要のあるパスワードの数を減らすことにより、管理
とユーザー サポートのコストを削減できます。また、ディレクトリに実装されて
いるパスワード管理ポリシーを実施することで、セキュリティが向上します。

どちらの認証方法を使用する場合も、 Rational RequisitePro データベース内に各ユ
ーザーごとのユーザー アカウントが必要になります。 LDAP 認証を使用する場合
は、Rational RequisitePro ユーザー情報は LDAP ディレクトリーにマップされ、ユ
ーザー パスワードは Rational RequisitePro 内には保存されません。 Rational

RequisitePro のユーザー情報に基づいて、プロジェクト、ドキュメント、要求にアク
セスするためのどの権限が各ユーザーまたはユーザー グループに付与されるのかが
決定されます。アクセス許可を指定するには、 Rational RequisitePro で、 [ファイ
ル] > [プロジェクト管理] > [セキュリティ] をクリックします。

この章では、Rational RequisitePro 管理者を対象に以下のトピックを説明します。

v LDAP 認証モデルの概要

v LDAP 認証の前提条件

v サポートされる LDAP サーバーとプラットフォーム

v LDAP 構成情報の収集

v LDAP 認証をサポートするためのプロジェクトの構成

v IBM Tivoli® GSKit アプリケーションを使用して Secure Sockets Layer (SSL) 通
信を有効にして、Rational RequisitePro と LDAP ディレクトリ間で送信される情
報が暗号化されるようにする方法
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v 構成コマンドとサブコマンドを説明したコマンド解説

v LDAP 認証をサポートするために Rational RequisitePro セキュリティ ウィンドウ
に加えられた変更を説明したユーザー インターフェイス解説

認証の概要
セキュリティが有効になっている任意のプロジェクトでは、プロジェクト レベルと
個別ユーザー レベルの両方で LDAP 認証を有効にできます。このアプローチによ
り、Rational RequisitePro は混合型の認証環境をサポートできます。 LDAP 認証が
構成されているプロジェクトでは、Rational RequisitePro 認証または LDAP 認証の
対象に指定されたユーザーをサポートできます。また、プロジェクト内のすべての
ユーザーの認証モードをこれら 2 つのいずれかに設定することもできます。

LDAP 対応のプロジェクトについては、Rational RequisitePro は次のようにユーザー
認証を実行します。

1. LDAP 認証の対象に指定されたユーザーは、[プロジェクト ログオン] ウィンド
ウでユーザー名とパスワードを入力します。

ユーザーは、LDAP 認証が有効になっているプロジェクトにログインする際に、
実際のユーザー名ではなく代替の識別子 (ユーザー ID や電子メール アドレス
など) を入力するように管理者から指示されることがあります。管理者は、
LDAP 認証を構成する際に、この固有の識別子を指定します。

2. Rational RequisitePro は、管理者がセットアップ時に指定した構成パラメータに
基づいて LDAP ディレクトリへの接続を確立します。

3. Rational RequisitePro は、ユーザー名または固有識別子のログオン値を使用し
て、LDAP ディレクトリ内で一致するユーザー レコードを検索します。次に
Rational RequisitePro は、LDAP ディレクトリ内の当該ユーザー レコードを使用
して、ユーザー パスワードを認証します。

4. Rational RequisitePro は、LDAP ディレクトリ内の当該ユーザー レコードに対応
するユーザー レコードをプロジェクト内で検索します。

LDAP を構成する際に、管理者は、対応するレコードをマップするための
Rational RequisitePro ユーザー レコード フィールドと LDAP ユーザー レコー
ド属性を指定します。

5. Rational RequisitePro が一致するユーザー レコードを検出した場合は、プロジェ
クトが開き、そのユーザーに割り当てられたセキュリティ権限に基づいてプロジ
ェクト成果物へのアクセスが許可されます。

前提条件
LDAP ディレクトリに対して認証を行うように RequisitePro を構成する前に、次の
作業を実行してください。

v 現在の LDAP 環境に関する情報を LDAP 管理者から収集する。

v LDAP サーバーがインストールされ、構成されていることを確認する。

v LDAP ディレクトリが作成済みであり、ユーザー情報が取り込まれていることを
確認する。
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v どのユーザーがプロジェクトのユーザー レコードに対して認証されて、どのユー
ザーが LDAP ディレクトリに対して認証されるのかを確認する。

v SSL 暗号化を有効にするかどうかを決定する。SSL 暗号化を有効にすることを選
択する場合、サーバー証明書のみを使用するのか、クライアント証明書とサーバ
ー証明書の両方を使用するのかを決定します。

v SSL 暗号化を有効にするかどうかを決定する。SSL を使用することにした場合、
LDAP 管理者、または SSL を熟知している人の支援が得られるようにしてくだ
さい。

サポートされる LDAP サーバー
Rational RequisitePro は、LDAP プロトコル バージョン 3 をサポートする次の
LDAP サーバーをサポートしています。

v IBM Lotus® Domino® LDAP Server

v IBM Tivoli Directory Server

v Microsoft Active Directory Server

v Novell eDirectory Server

v Sun Java System Directory Server

サポートするプラットフォーム
RequisitePro がサポートするすべてのプラットフォームで、Rational RequisitePro 用
の LDAP 認証が可能です。

RequisiteWeb ユーザーのための LDAP 認証
RequisiteWeb ユーザーのために LDAP 認証を実装するには、ReqWebUser ドメイン
ユーザーが LDAP 構成ファイルに対する読み取りアクセス権を持っている必要があ
ります。

LDAP 認証のセットアップ

LDAP 情報の収集
多くの組織では、Rational RequisitePro プロジェクト管理者と LDAP 管理者は別の
人が担当しています。表 9 の設問を使用して、必要な情報を LDAP 管理者から収
集してください。以下の回答例を rpsetup のサブコマンドで使用して LDAP 認証を
構成する方法については、 59ページの『Rational RequisitePro の構成』を参照して
ください。

表 9. LDAP 情報のワークシート

設問 回答例 実際の回答

A。LDAP サーバーのホスト名は? RequisitePro が最
初のホストに接続できない場合に代替ホストへの接
続を試行できるよう、複数のホストを指定すること
ができます。

’ourldapserver.ourcompany.com
altldapserver.ourcompany.com’

B。LDAP サーバーが通信のためにリッスンする
TCP ポート番号 (SSL または非 SSL) は?

389 (non-SSL default) or
636 (SSL default)
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表 9. LDAP 情報のワークシート (続き)

設問 回答例 実際の回答

C。LDAP サーバーは匿名検索を許可するか? 許可
しない場合は、 LDAP 認証されるユーザーを
Rational RequisitePro がディレクトリ内で検索できる
ようにするために必要な権限を持つアカウントを指
定します (C1 と C2)。

No

C1。検索アカウントの識別名 (DN) は? cn=search_user,cn=Users,
dc=cqldapmsft,dc=com

C2。検索アカウントのパスワードは? secret_password

D。Rational RequisitePro ユーザーに対応する LDAP

ユーザー ディレクトリ エントリの検索を開始する
起点となるベース DN は?ベース DN は、認証が必
要なすべてのユーザーが含まれるように十分に高い
ディレクトリ階層に位置している必要があります
が、高すぎる階層に位置している場合はログのパフ
ォーマンスが低下することがあります。

ou=my_dept,dc=cqldapmsft,dc=com

E。ベース DN からの検索範囲は、sub (サブツリ
ー)、 one (1 レベル下)、base (ベース DN のみ) の
どれか?

sub

F。ユーザー ログイン名の値を格納するために使用
される LDAP 属性は? Rational RequisitePro は、[プ
ロジェクト ログオン] ウィンドウで入力されたテキ
スト ストリングを使用して、一致する LDAP 属性
値を LDAP ディレクトリ内で検索します。この
LDAP 属性には、検索範囲にあるすべてのエントリ
の固有値が格納されている必要があります。

samAccountName

G。前の設問で指定された属性に基づいて、Rational

RequisitePro が使用する必要のある LDAP 検索フィ
ルタは? [プロジェクト ログオン] ウィンドウにユー
ザーが入力するテキスト ストリングに変数として
%login% を使用します。この変数を割り当てて、割
り当てられた LDAP 属性内に一致するテキスト ス
トリングを探します。

次の例は、Microsoft Active

Directory で使用される標準的な検
索フィルタです。

(&(objectCategory=person)
(samAccountName=%login%)
(!(userAccountControl:1.2.840
.11%login%3556.1.4.803:=2)))

H。F で指定された属性の他に、各ユーザーに固有
の LDAP 属性が他にありますか? LDAP エントリと
Rational RequisitePro ユーザーをマップする際、ログ
イン名ではなく、これらの属性の 1 つを使用できま
す。 G で説明されているように、%login% 変数を
使用して、検索プロセスを簡素化します。

emailaddress

I。Rational RequisitePro が LDAP ディレクトリに対
して正しくユーザーを認証できることを検証するた
めに使用できるユーザー エントリのログイン名は ?

これは、テスト ユーザーでも実際のユーザーでもか
まいません。

test_user

J。前の設問で指定されたユーザー エントリのパス
ワードは?

test_user_password
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Rational RequisitePro の構成
ここでは、Rational RequisitePro でサポートされるように LDAP 認証を構成する手
順を説明します。これらの手順には、LDAP ディレクトリにアクセスするための構
成ファイルを作成する方法、 Rational RequisitePro プロジェクトで LDAP 認証を有
効にする方法、プロジェクト ユーザーが LDAP 認証されるように指定する方法が
含まれています。

構成プロセスの概要
Rational RequisitePro プロジェクトと特定の LDAP ディレクトリの間の LDAP 認証
を構成するには、次の手順を実行します。

1. 構成ファイルを作成します。

2. この構成ファイルを参照してプロジェクトで LDAP 認証を有効にします。

3. プロジェクト ユーザーに LDAP 認証を指定します。

これらの構成作業を実行するには、『構成ファイルの作成』で説明されているサブ
コマンドと共に rpsetup コマンド ライン ユーティリティを使用します。これらの
サブコマンドは、実動プロジェクトに対して実行する前に、テスト プロジェクトに
対して実行してください。簡単に実行できるように、これらのサブコマンドのバッ
チ スクリプトを作成することもできます。

構成ファイルの作成
LDAP 認証を構成するための最初の手順として、構成ファイルを作成します。構成
ファイルは単一のプロジェクト専用ではなく、複数のプロジェクトで使用できま
す。構成ファイルは、.ini という拡張子のテキスト ファイルです。ご使用のオペレ
ーティング システムの適切なセキュリティ機能を使用して、このファイルへのアク
セスを制限してください。

注: RequisiteWeb ユーザーのために LDAP 認証を実装するには、ReqWebUser ドメ
イン ユーザーが LDAP 構成ファイルに対する読み取りアクセス権を持っている必
要があります。詳しくは、 34ページの『RequisiteWeb サーバーの構成』を参照して
ください。

構成ファイルを作成するには、rpsetup コマンド ライン ユーティリティと以下のサ
ブコマンドを使用します。各サブコマンドの説明については、 64ページの『コマン
ド解説』を参照してください。サブコマンドは以下の順序で実行してください。

1. setldapinit サブコマンドを使用して、特定の LDAP 対応ディレクトリにアクセス
するための構成ファイルを作成します。コマンドとオプションについては、 64

ページの『setldapinit』を参照してください。現在の設定を確認するには、
getldapinit サブコマンドを使用します。

2. setldapsearch サブコマンドを使用して、LDAP ディレクトリ内のユーザー レコ
ードを検索するための LDAP 検索文字列を指定します。構文とオプションにつ
いては、 67ページの『setldapsearch』を参照してください。現在のマップ設定を
確認するには、getldapsearch サブコマンドを使用します。

3. setrpldapmap サブコマンドを使用して、LDAP ディレクトリ内のユーザーを
Rational RequisitePro プロジェクトにマップする (対応付ける) ための Rational

RequisitePro 属性と LDAP 属性を指定します。構文とオプションについては、
69ページの
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69ページの『setrpldapmap』を参照してください。現在のマップ設定を確認する
には、 getrpldapmap サブコマンドを使用します。

4. verifyconfig サブコマンドを使用して、LDAP 構成を確認して、LDAP 構成の問
題に関するレポートを作成します。構文とオプションについては、 70ページの
『verifyconfig』を参照してください。

プロジェクトでの LDAP 認証の有効化
次のサブコマンドを使用して、Rational RequisitePro プロジェクトを LDAP ディレ
クトリに関連付けます。

v rpsetup コマンド ライン ユーティリティと setldapconfig サブコマンドを使用し
て、LDAP 構成ファイルを指定し、プロジェクトで LDAP 認証を有効にしま
す。 構文とオプションについては、 71ページの『setldapconfig』を参照してくだ
さい。

v 指定したプロジェクト構成を確認するには、getldapconfig サブコマンドを使用し
ます。

プロジェクト ユーザーへの LDAP 認証の指定
管理者は、一部のプロジェクト ユーザーに LDAP 認証を割り当てて、他のプロジ
ェクト ユーザーには Rational RequisitePro 認証を割り当てるようにもできます。管
理者は、次の 2 つのいずれかの方法で LDAP 認証をプロジェクト ユーザーに割り
当てることができます。

v Windows 上の Rational RequisitePro クライアントで、[ユーザーの追加] または [

ユーザーの編集] ウィンドウを使用して LDAP 認証をユーザーに割り当てます。

1. [ファイル] > [プロジェクト管理] > [セキュリティ] とクリックします。

2. ユーザー グループとユーザー名を選択して、[追加] または [編集] をクリッ
クします。

3. [LDAP 認証] チェック ボックスをオンにします。

これらのセキュリティ ウィンドウについて詳しくは、Rational RequisitePro の
ヘルプを参照してください。

v rpsetup コマンド ライン ユーティリティと setauthenticationmode サブコマンドを
使用して、プロジェクト内のすべてのユーザーまたは個別のユーザーに LDAP 認
証を指定します。このサブコマンドを使用して、LDAP 認証が割り当てられない
ユーザーは、Rational RequisitePro によって認証されます。構文とオプションにつ
いては、 72ページの『setauthenticationmode』を参照してください。

すべてのプロジェクト ユーザーまたは個別のプロジェクト ユーザーに対する割り
当て状況を確認するには、getauthenticationmode サブコマンドを使用します。

GSKit での SSL 暗号化の有効化
Rational RequisitePro と LDAP ディレクトリ サーバー間の通信が機密性のあるセキ
ュアな状態で確実に行われるように、Secure Sockets Layer (SSL) を有効にします。
SSL は、Web ブラウザと Web サーバーまたは LDAP クライアントと LDAP サー
バーなど、クライアントとサーバー間で送信されるデータを暗号化するプロトコル
です。SSL を使用して、Rational RequisitePro と LDAP ディレクトリ サーバー間
で送信されるユーザー ID やパスワードを取得しようとするハッカーから保護しま
す。
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セキュアな通信を確保するため、SSL では、デジタル証明書を使用しています。こ
れらの証明書は、鍵データベースに保管する必要があります。Rational RequisitePro

のインストール手順を実行すると、鍵データベースの作成や証明書の作成およびイ
ンポートに使用するユーティリティである、グローバル セキュリティ キット
(GSKit iKeyman) がインストールされます。SSL 暗号化を有効にするには、この資
料の後続の項で説明されている次の管理タスクを実行してください。

JAVA_HOME の設定
GSKit IKeyMan ユーティリティを使用して、SSL 証明書を格納する鍵データベース
を作成できます。このユーティリティを使用して、JavaRuntime Environment (JRE)

がインストールされている管理 PC のディレクトリを指すように JAVA_HOME 環
境変数を設定します。Rational RequisitePro インストール手順では、デフォルトで
C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥common¥Java¥jre に JRE をインストールしま
す。

1. Windows のデスクトップ上で、 [マイ コンピュータ] を右クリックして、[プロ
パティ] を選択します。

2. [詳細構成] タブをクリックし、[環境変数] をクリックします。

3. [システム環境変数] 領域で、[新規] をクリックします。

4. [変数名] フィールドに、JAVA_HOME と入力します。 [変数値] フィールドに JRE

インストール ディレクトリのパス名を入力します。たとえば、C:¥Program

Files¥IBM¥RationalSDLC¥common¥Java¥jre と入力します。 [OK] をクリックし
ます。

5. [OK] をクリックします。

鍵データベースの作成
GSKit Ikeyman ユーティリティを使用して、SSL 証明書を格納する鍵データベース
ファイルを作成します。 Ikeyman ユーティリティを使用するには、JAVA_HOME

環境変数を設定する必要があります。JAVA_HOME の設定を参照してください。

鍵データベース ファイルを作成するために、管理者 PC で次のステップを実行して
ください。

1. Windows エクスプローラで C:¥Program Files¥IBM¥GSK7 ディレクトリに進み、
gsk7ikm.exe をダブルクリックします。Ikeyman の GUI が表示されます。

2. [Key Database File] > [New] とクリックします。[New] ウィンドウが表示され
ます。

3. 鍵データベース タイプ のリストから CMS を選択します。

4. [File Name] フィールドの鍵データベース ファイルに名前を入力します。ランタ
イムでは、Rational RequisitePro は鍵データベース ファイルを検索する際に、さ
まざまな方法を使用できます。ほかのすべての方法で失敗した場合、Rational

RequisitePro は、C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥common ディレクトリにあ
る ldapkey.kdb という名前の鍵データベース ファイルを検索します。Rational

RequisitePro での鍵データベース ファイルの検索方法について詳しくは、 63ペ
ージの『鍵データベース ファイルの配布』を参照してください。

5. [Location] フィールドに鍵データベース ファイルを含むディレクトリのパス名
を入力します。[OK] をクリックします。 [Password Prompt] ウィンドウが表示
されます。
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6. [Password] フィールドおよび [Confirm Password] フィールドの鍵データベース
ファイルにアクセスするためのパスワードを入力します。

7. [Stash the password to a file?] チェックボックスを選択します。これは、拡張
子 .sth が付いたファイルに暗号化されたバージョンのパスワードを格納しま
す。Ikeyman ユーティリティは、鍵データベース ファイルと同じ場所にファイ
ルを格納し、鍵データベース ファイルと同じルート名を使用します。例えば、
鍵データベース ファイルの名前を ldapkey.kdb にすると、パスワード スタッシ
ュ (隠蔽) ファイルの名前は ldapkey.sth になります。

8. [OK] をクリックします。

次の手順のいずれかに従って、SSL 証明書を鍵データベース ファイルに追加しま
す。

Rational RequisitePro 内の複数のプロジェクトは、異なる LDAP サーバーと SSL

証明書を認証に使用することができます。プロジェクト間の外部接続がある場合
は、すべての証明書を 1 つの鍵データベース ファイルに保存し、Rational

RequisitePro にログインするときに外部プロジェクトに接続する必要があります。

商用の認証局の証明書の使用
一部の Rational RequisitePro ユーザーが、設計や開発を支援する別の組織に属する
場合、商用の認証局の証明書を使用することができます。 Rational RequisitePro

は、さまざまな商用の認証局の証明書をサポートします。サポートされている認証
局を表示して選択するには、次のステップを実行します。

1. iKeyman GUI が開いていない場合は、¥Program Files¥IBM¥GSK7 ディレクトリ
に移動し、gsk7ikm.exe をダブルクリックして開きます。

2. [Key Database File] > [Open] とクリックします。鍵データベース ファイルの名
前を入力します。[OK] をクリックします。 鍵データベース ファイルのパスワ
ードを入力します。 [OK] をクリックします。

3. [Key database content] 領域で、リストから [Signer Certificates] を選択します。

リストにない商用の認証局を使用する場合、GSKit を使用して、その認証局の
signer certificate のサポートを追加することができます。

自己署名証明書のインポート
LDAP ディレクトリ サーバーが、自己署名証明書、または鍵データベース ファイ
ルにインストールされている商用の認証局のいずれからも発行されていない証明書
を使用する場合は、鍵データベース ファイルにその証明書をインポートする必要が
あります。 LDAP サーバー管理者から証明書のコピーを入手します。

証明書を鍵データベース ファイルにインポートするには、次のステップを実行しま
す。

1. グローバル セキュリティ キット (GSKit) iKeyman の GUI が開いていない場合
は、¥Program Files¥IBM¥GSK7 ディレクトリに移動し、gsk7ikm.exe をダブルク
リックすることで開きます。

2. [Key Database File] > [Open] とクリックします。鍵データベース ファイルの名
前を入力します。[OK] をクリックします。 鍵データベース ファイルのパスワ
ードを入力します。 [OK] をクリックします。
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3. [Key database content] 領域で、リストから [Signer Certificates] を選択します。

4. [Add] をクリックします。 [Add CA’s Certificate from a File] ウィンドウが開き
ます。

5. [Certificate file name] フィールドに、LDAP サーバー管理者から受け取った証明
書の名前と場所を入力します。[OK] をクリックします。

6. ラベル名を入力します。認証局を識別する名前を選択します。例えば、LDAP サ
ーバーを自己署名認証局として指定する場合は、MYLDAP を使用します。[OK]

をクリックします。 新しい証明書が [signer certificates] のリストに表示されま
す。

鍵データベース ファイルの配布
鍵データベース ファイルを作成し、自己署名証明書、または、「既知」ではない証
明書をインポートした後は、 LDAP ディレクトリ サーバーにアクセスするすべて
のクライアントが、鍵データベース ファイルとパスワード スタッシュ (隠蔽) ファ
イルを使用できるようにする必要があります。Rational RequisitePro が SSL を使用
している LDAP ディレクトリ サーバーに対してユーザーの認証を試行する際に
は、鍵データベース ファイルから適切な証明書を取得します。Rational RequisitePro

が鍵データベース ファイルとパスワード スタッシュ (隠蔽) ファイルを検出できな
い場合、ユーザーを認証することができません。

すべてのクライアントで鍵データベース ファイルを利用可能にするには次の方法の
いずれかを選択してください。

v 鍵データベース ファイルとパスワード スタッシュ (隠蔽) ファイルをそれぞれ
ldapkey.kdb と ldapkey.sth という名前にした場合、両方のファイルのコピーをす
べてのクライアントに配布し、デフォルトの場所 install drive:¥install

directory¥IBM¥RationalSDLC¥common にファイルを格納することをユーザーに指
示することができます。

v 鍵データベース ファイルとパスワード スタッシュ (隠蔽) ファイルを、ネットワ
ーク共有など、すべてのクライアントがアクセス可能な場所に保存してくださ
い。プロジェクトを LDAP 認証用に構成するときに、rpsetup setldapinit サブコ
マンドに –K オプションを指定することで、鍵データベース ファイルとパスワ
ード スタッシュ (隠蔽) ファイルの場所を指定します。

v すべてのクライアントに鍵データベース ファイルとパスワード スタッシュ (隠
蔽) ファイルを配布し、指定の場所にファイルを格納することをユーザーに指示
してください。場所のパス名は、ドライブ文字も含み、すべてのクライアント コ
ンピュータで同じである必要があります。プロジェクトを LDAP 認証用に構成す
るときに、rpsetup setldapinit サブコマンドに –K オプションを指定することで、
鍵データベース ファイルとパスワード スタッシュ (隠蔽) ファイルの場所を指定
します。

v すべてのクライアントに鍵データベース ファイルとパスワード スタッシュ (隠
蔽) ファイルを配布し、各ユーザーがコンピュータのどの場所にファイルを格納
するかを決めるようにします。各ユーザーは、RATL_SSL_KEYRING 環境変数を
設定して、ファイルの場所を指定する必要があります。

次の方法を組み合わせて使用することも可能です。例えば、あるクライアントはデ
フォルトの場所を使用し、他のクライアントは RATL_SSL_KEYRING 環境変数を
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使用してファイルの場所を指定するとします。Rational RequisitePro は次のアルゴリ
ズムを使用して、鍵データベース ファイルとパスワード スタッシュ (隠蔽) ファイ
ルの検索を試みます。

1. クライアント コンピュータに RATL_SSL_KEYRING 環境変数が設定されてい
る場合、RequisitePro は、その場所を使用します。

2. RATL_SSL_KEYRING 環境変数が設定されていない場合で、rpsetup setldapinit

サブコマンドに –K オプションを指定して場所を指定していると、Rational

RequisitePro は、その場所を使用します。

3. RATL_SSL_KEYRING 環境変数が設定されていない場合で、rpsetup setldapinit

サブコマンドに –K オプションを指定していない場合は、Rational RequisitePro

は、デフォルトの場所で ldapkey.kdb と ldapkey.sth を検索します。

SSL への LDAP 接続情報の設定
rpsteup setldapinit サブコマンドを使用してパラメータの文字列を設定し、LDAP デ
ィレクトリにプロジェクトを接続する場合、SSL 接続を指定するパラメータを含む
ことができます。 rpsteup サブコマンドの構文と SSL 接続の例については、『コマ
ンド解説』を参照してください。

コマンド解説
この項では、Rational RequisitePro LDAP 構成のコマンドとサブコマンドについて説
明します。以下の rpsteup のサブコマンドは、これらを実装する場合の一般的な順
序で示されています。

rpsetup
rpsetup コマンドは、LDAP 認証のために Rational RequisitePro を構成するために使
用します。Rational RequisitePro bin ディレクトリからこのコマンドを実行してくだ
さい。デフォルトで、C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥RequisitePro¥bin にイ
ンストールされています。

rpsetup subcommand ″argument″

rpsetup コマンドの引数

引数 説明

サブコマンド この項の『コマンド解説』の概要にあるサブ
コマンドのリストを参照してください。各サ
ブコマンド構文の詳細については、この項で
説明しています。

引数
rpsetup コマンドのサブコマンド パラメータ
を指定する文字列。パラメータの説明は、各
サブコマンドを参照してください。

setldapinit
rpsetup setldapinit config_filename ″ldap_parameters″
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setldapinit サブコマンドを使用して、構成ファイルを指定し、LDAP ディレクトリへ
の接続を初期化するために必要なパラメータを設定します。このサブコマンドを実
行すると、構成ファイルがない場合は新しいファイルが作成され、同じ名前の構成
ファイルがある場合はそのファイルが上書きされます。ldap_parameters string 文字
列が空白 (″″) の場合は、既存の構成ファイル内のすべてのエントリは消去されま
す。

setldapinit サブコマンドの引数

引数 説明

config_filename .ini という拡張子を持つ LDAP 構成ファイ
ルの名前。共有ネットワークの場所にこのフ
ァイルを置き、パスの指定に Universal

Naming Convention (UNC) を使用すると便利
です。RequisitePro がこのファイルを参照で
きない場合は、LDAP 認証を実行できませ
ん。

ldap_parameters string LDAP ディレクトリへの接続を初期化するた
めのパラメータを指定する文字列。パラメー
タの説明について詳しくは、次のテーブルを
参照してください。

この文字列内の二重引用符をエスケープする
には、円記号 (¥) を使用します。値がスペー
スを含む場合は、単一引用符で囲みます。

これらのパラメータは、IBM Tivoli Directory

Server の ldapsearch 関数で使用可能な引数の
サブセットです。この関数の構文について詳
しくは、『IBM Tivoli Directory 管理ガイ
ド』を参照してください。

setldapinit サブコマンドのパラメータ

パラメータ 説明

-h ldaphost LDAP サーバーが稼働しているホスト。IBM

Tivoli マニュアルには、複数のホスト名を指
定するいくつかの方法が記述されています。
複数のホスト名を囲むには、単一引用符を使
用します。

-p ldapport LDAP サーバーがリッスンする TCP ポー
ト。デフォルトの LDAP ポートは 389 で
す。

–Z を指定する一方で、–p と共にポートを指
定しなかった場合は、デフォルトの SSL ポ
ート 636 が使用されます。

-w passwd –D 引数を付けて指定した DN でユーザー
レコードを認証するために使用するパスワー
ドを指定します。このパスワードは構成ファ
イルで暗号化されます。この値をテキスト
エディタで編集しないようにしてください。
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setldapinit サブコマンドのパラメータ

パラメータ 説明

–wz passwd –D 引数を付けて指定した DN でユーザー
レコードを認証するために使用するパスワー
ドを指定します。このパスワードは、FIPS

対応暗号化システムを使用して暗号化されま
す。

-D bindname ユーザー レコードを LDAP ディレクトリ
ツリー内の識別名 (DN) にバインドします。
binddn 引数は、文字列で表された DN で
す。

-K keyfile SSL 鍵データベース ファイルの名前 (拡張
子 kdb を含む)。RATL_SSL_KEYRING 環境
変数を設定することによって、–K の設定を
上書きできます。 -K を指定しておらず、
RATL_SSL_KEYRING 環境変数も設定してい
ない場合、rpsetup ユーティリティは、
IBM¥RationalSDLC¥common ディレクトリで
ldapkey.kdb ファイルを検索します。

-N certificatename 鍵データベース ファイル内のクライアント
証明書に関連付けられたラベル。

–P keyfilepw 鍵データベース ファイルのパスワード。こ
のパスワードは、鍵データベース ファイル
(ここには 1 つ以上の秘密鍵が収容されてい
る可能性があります) 内の暗号化された情報
にアクセスするために必要です。この引数を
指定しなかった場合、GSKit は、鍵データベ
ース ファイルが格納されているディレクト
リで、鍵データベース ファイルと同じ名前
の拡張子が .sth のパスワード スタッシュ
(隠蔽) ファイルを検索します。.sth 拡張子は
パスワード スタッシュ (隠蔽) ファイルであ
ることを示し、このファイルには、GSKit が
取得できる暗号化されたパスワードを含むこ
とができます。–Z と –K が指定されていな
い場合、rpsetup ユーティリティは –P 引数
を無視します。

-R 参照追跡を無効にします (通常、MS Active

Directory の場合)

–Z LDAP サーバーとの通信にセキュア SSL 接
続を使用することを指定します。このオプシ
ョンは、IBM GSKit に付属する SSL コンポ
ーネントがインストールされている場合にの
みサポートされます。

次の例では、setldapinit サブコマンドを使用して、LDAP ディレクトリに接続するた
めの configfile.ini ファイルを作成しています。LDAP サーバーが稼働している
ホストは、ourcompany ドメインの ourldapserver です。LDAP ポートは 123 で
す。
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rpsetup setldapinit ¥¥server¥share¥configfile.ini "-h

ourldapserver.ourcompany.com -p 123 -D ’bind name’ -w my_passwd"

次の例では、–K オプションを使用して、鍵データベース ファイルとパスワード ス
タッシュ (隠蔽) ファイルの場所を指定しています。これらの場所は、すべてのクラ
イアントがアクセス可能です。–Z オプションは、SSL が使用されることを示しま
す。

rpsteup setldapinit ¥¥server¥share¥configfile.ini "-h

’ourldapserver.ourcompany.com altldapserver.ourcompany.com’ -Z -K

¥share¥cqdata¥ldapkey.kdb"

次の例では、鍵データベース ファイルとパスワード スタッシュ (隠蔽) ファイル
が、すべてのクライアントがアクセス可能であるセントラル ロケーションに格納さ
れていないため、–K オプションが省略されています。 この場合、管理者はすべて
のクライアントにファイルのコピーを配布します。ユーザーはそのファイルをデフ
ォルトの場所に保管するか、または別の場所に保管し、RATL_SSL_KEYRING 環境
変数を設定してその場所を指定します。

rpsteup setldapinit ¥¥server¥share¥configfile.ini "-h

’ourldapserver.ourcompany.com altldapserver.ourcompany.com’ -Z"

installutil setldapinit コマンドの終わりに -R パラメータを含むことで、参照
追跡が無効になります。-R パラメータは、認識されるようにするために、次の例に
示すように、コマンドの引用符で囲まれた部分の内側にある必要があります。

installutil setldapinit connection1 admin "" "-h ldap1.domain.com -p 389 -D
’CN=user,OU=org1,DC=domain,DC=com’ -w password -R"

getldapinit
rpsetup getldapinit config_filename

getldapinit サブコマンドを使用して、LDAP 構成ファイルの setldapinit パラメータ
を取得して表示します。次に例を示します。

rpsetup getldapinit ¥¥server¥share¥configfile.ini

setldapsearch
rpsetup setldapsearch config_filename ″setldapsearch_parameters″

setldapsearch サブコマンドを使用して、認証対象となる LDAP ユーザー レコード
を検索するための LDAP 検索条件を指定します。setldapsearch サブコマンドでは、
ユーザーが [Rational RequisitePro のプロジェクト ログオン] ウィンドウに入力する
ユーザー名値が使用されます。このサブコマンドを実行すると、構成ファイル内の
既存の検索条件が上書きされます。setldapsearch_parameters 文字列が空白 (″″) の場
合は、構成ファイル内のすべての検索条件は消去されます。

setldapsearch サブコマンドの引数

引数 説明

config_filename LDAP 構成ファイルの名前。
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setldapsearch サブコマンドの引数

引数 説明

setldapsearch_parameters
認証対象となる LDAP ユーザー レコードを
検索するための LDAP 検索条件を指定す
る、二重引用符で区切られた文字列。パラメ
ータの説明について詳しくは、次のテーブル
を参照してください。

この文字列内の二重引用符をエスケープする
には、円記号 (¥) を使用します。値がスペー
スを含む場合は、単一引用符で囲みます。

setldapsearch_parameters 文字列内では、
%login% パラメータを使用して、ユーザー
が [ログオン] ウィンドウの [ユーザー名] フ
ィールドに入力する値に一致させるための属
性を指定できます。このパラメータは、ユー
ザー名、電子メール アドレス、従業員 ID

などの固有値が格納された任意の LDAP 属
性に設定できます。 LDAP 認証が割り当て
られたユーザーには、Rational RequisitePro

へのログイン時に入力する必要のある値を通
知してください。

これらのパラメータは、IBM Tivoli Directory

Server の ldapsearch 関数で使用可能な引数の
サブセットです。この関数の構文について詳
しくは、『IBM Tivoli Directory 管理ガイ
ド』を参照してください。

setldapsearch サブコマンドのパラメータ

パラメータ 説明

–b searchbase 検索の開始点として使用する DN を指定し
ます。このオプションは必須であり、検索範
囲を指定する –s scope オプションと共に指
定する必要があります。

filter 検索で適用するフィルタの文字列表現。単純
なフィルタは、attributetype=%login% のよう
に指定できます。複雑なフィルタの指定方法
については、 『IBM Tivoli Directory 管理ガ
イド』を参照してください。

–s scope 検索の範囲を指定します。使用できる値は次
のとおりです。
v base: 基本オブジェクト
v one: 1 レベル
v sub: サブツリー

デフォルトは sub です。
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次の例では、setldapsearch サブコマンドを使用して、configfile.ini 構成ファイル
を指定し、ユーザーのログイン エントリに対応するユーザー レコードを LDAP デ
ィレクトリ内で検索するための検索文字列を指定しています。この DN 検索は、us

という国、hr_dept という組織単位、ourcompany.com という組織で開始されます。
検索文字列では、[Rational のプロジェクト ログオン] ウィンドウで入力されるログ
イン名と同じ値が含まれた電子メール アドレス属性を持つユーザー レコードを検
索するように指定されています。

rpsetup setldapsearch ¥¥server¥share¥configfile.ini "-b c=us,ou=hr_dept,
o=ourcompany.com ¥"emailaddress=%login%¥""

getldapsearch
rpsetup getldapsearch config_filename

getldapsearch サブコマンドを使用して、LDAP 構成ファイルの検索条件を取得して
表示します。次に例を示します。

rpsetup getldapsearch ¥¥server¥share¥configfile.ini

setrpldapmap
rpsetup setrpldapmap config_filename reqpro_user_field ldap_user_attribute

setrpldapmap サブコマンドを使用して、Rational RequisitePro がプロジェクト内と
LDAP ディレクトリ内の対応するユーザー レコード同士を関連付けるために使用す
る Rational RequisitePro ユーザー レコード フィールドと LDAP ユーザー属性を指
定します。Rational RequisitePro は、LDAP ユーザー レコード属性の値を取得し
て、プロジェクト内で一致するユーザー レコードをマップします。一致するユーザ
ー レコードが見つかった場合は、これらのユーザー レコードは有効な対応するレ
コードと見なされます。

Rational RequisitePro ユーザー フィールドに格納されている値は、LDAP ユーザー
属性に含まれている値と比較されます。これらの値が一致する場合は、Rational

RequisitePro は両方のレコード内の情報を使用して、ユーザーを認証し、プロジェク
トへのアクセスを許可します。

setldapmap サブコマンドの引数

引数 説明

config_filename LDAP 構成ファイルの名前。

reqpro_user_field ユーザー レコードを LDAP ユーザー レコ
ードにマップするための次の Rational

RequisitePro ユーザー フィールドのいずれ
か。
v RP_USERNAME: ユーザー名
v RP_EMAILADDRESS: ユーザーの電子メー
ル アドレス

v RP_FULLNAME: ユーザーのフルネーム
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setldapmap サブコマンドの引数

引数 説明

ldap_user_attribute
reqpro_user_field で指定されたフィールドに
マップするための LDAP ユーザー レコード
属性。

この属性が %login% 検索パラメータとして
も指定されている場合、Rational RequisitePro

は、ユーザー ログイン値を Rational

RequisitePro ユーザー レコード フィールド
内のマップされた値と直接比較します。これ
により、LDAP ディレクトリへの不要なアク
セスが回避されるため、パフォーマンスが向
上する可能性があります。

次の例では、setrpldapmap サブコマンドを使用して、configfile.ini 構成ファイル
を指定し、RequisitePro ユーザー レコードの RP_EMAILADDRESS フィールドを
LDAP の emailAddress 属性にマップするように指定しています。

rpsetup setrpldapmap ¥¥server¥share¥configfile.ini RP_EMAILADDRESS emailAddress

getrpldapmap
rpsetup getrpldapmap config_filename

getrpldapmap サブコマンドを使用して、Rational RequisitePro フィールド内と LDAP

属性内のユーザー レコード値のマッピングを取得して表示します。このマッピング
は LDAP 構成ファイルで指定されています。次に例を示します。

rpsetup getrpldapmap ¥¥server¥share¥configfile.ini

verifyconfig
rpsetup verifyconfig config_filename ldap_login ldap_password

verifyconfig サブコマンドを使用して、LDAP 構成が正しく機能していることを確認
します。

verifyconfig サブコマンドの引数

引数 説明

config_filename LDAP 構成ファイル

ldap_login LDAP ユーザー ログイン名

ldap_password LDAP ログイン パスワード

verifyconfig サブコマンドは、LDAP ユーザー名とパスワードおよび LDAP 構成の
設定を使用して、LDAP 認証をテストします。このサブコマンドは、次の条件が満
たされているかどうかをチェックします。

v アクセス可能な有効な LDAP サーバーが存在している。

v 指定された検索条件を使用してユーザー レコードを検索および認証できる。

v LDAP マッピング属性が存在している。
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検証で問題が見つからなければ、プロジェクトは、LDAP サーバーを使用して
Rational RequisitePro ユーザーを認証する準備ができています。

次の例では、verifyconfig サブコマンドを使用して、デフォルトのプロジェクトと指
定された LDAP ディレクトリ用の configfile.ini ファイル内の LDAP 構成の設
定をチェックしています。このサブコマンドは、LDAP ユーザー
jsmith@ourcompany.com と LDAP パスワード js_pwd を使用して LDAP 認証を試
行します。

rpsetup verifyconfig ¥¥server¥share¥configfile.ini jsmith@ourcompany.com js_pwd

setldapconfig
rpsetup setldapconfig reqpro_project reqpro_admin reqpro_password config_filename

setldapconfig サブコマンドを使用して、構成ファイルで指定された LDAP ディレク
トリを介してプロジェクトで LDAP 認証を実行できるようにします。

setldapconfig サブコマンドは、次のいずれかに該当しない場合はエラーを返しま
す。

v 指定されたプロジェクトが見つかる。

v 指定されたユーザー名とパスワードを使用して管理者としてプロジェクトにログ
インできる。

このサブコマンドは、この管理者レコード用の認証モードを使用して認証を行い
ます。

v 構成ファイルが見つかる。

setldapconfig サブコマンドの引数

引数 説明

reqpro_project プロジェクト ファイルのパスと名前 (.rqs 拡
張子を含む)。汎用名前付け規則 (UNC) を使
用して、ネットワーク サーバー上のプロジ
ェクト ファイルにアクセスします。

reqpro_admin プロジェクト管理者のユーザー名。

reqpro_password reqpro_admin で指定されたプロジェクト管理
者のパスワード。

config_filename LDAP 構成ファイルの名前。

次の例では、setldapconfig サブコマンドを使用して、 admin という管理者のユーザ
ー名とパスワードおよび configfile.ini という構成ファイルを使用して LDAP デ
ィレクトリに接続して、my_proj というプロジェクトで LDAP 認証を実行できるよ
うにしています。

rpsetup setldapconfig "¥¥server¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥Requisitepro¥
projects¥my_proj¥my_proj.rqs" admin admin_pwd ¥¥server¥share¥configfile.ini

getldapconfig
rpsetup getldapconfig reqpro_project reqpro_admin reqpro_password
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getldapconfig サブコマンドを使用して、プロジェクトの LDAP 構成の設定を取得し
て表示します。次に例を示します。

rpsetup getldapconfig "¥¥server¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥Requisitepro¥
projects¥my_proj¥my_proj.rqs" admin admin_pwd

setauthenticationmode
setauthenticationmode サブコマンドを使用して、プロジェクト内の個別のユーザーま
たはすべてのユーザーに対して認証を有効にします。 LDAP 認証を有効にした場合
は、そのユーザーの RequisitePro パスワードは解除されます。その後で LDAP を無
効にした場合は、管理者またはユーザーは、Rational RequisitePro でそのユーザーの
新しいパスワードを作成する必要があります。

すべてのユーザーに対して LDAP 認証を有効にする場合は、Rational RequisitePro

で認証される 1 つの管理者レコードを確保しておいてください。こうすることで、
LDAP ディレクトリを使用できない場合でも Rational RequisitePro の管理機能にア
クセスできます。

rpsetup setauthenticationmode reqpro_project reqpro_admin reqpro_password

reqpro_user authentication_mode ldap_login_name [-enableAll]

引数 説明

reqpro_project 認証モードを設定する対象のユーザーが含ま
れたプロジェクトの名前を指定します。

reqpro_admin プロジェクト管理者のユーザー名。

reqpro_password プロジェクト管理者のパスワード。

reqpro_user 認証モードを設定する対象のユーザーの名
前。このユーザーは、Rational RequisitePro

のアクティブ ユーザー (Deleted Users グル
ープに割り当てられていないユーザー) であ
る必要があります。

authentication_mode 指定されたユーザーの認証モードを LDAP

または Rational RequisitePro のどちらか一方
に設定します。使用できる値は次のとおりで
す。

v LDAP_AUTHENTICATION

v REQPRO_AUTHENTICATION

現在ログインしている管理者は、自分の認証
モードを LDAP に設定できません。自分の
ユーザー レコードの認証モードを設定する
には、別の管理者としてログインする必要が
あります。
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引数 説明

ldap_login_name 認証用の LDAP ディレクトリ内のユーザー
ログイン名を指定します。 LDAP マッピン
グ属性の値は、ユーティリティによって対応
する Rational RequisitePro ユーザー レコー
ド内のマップされたフィールドにコピーされ
ます。ただし、マッピング属性が
RP_USERNAME である場合は除きます。

この値が空白の場合は、LDAP 認証が要求さ
れるようにユーザー レコードが変更されま
す。また、マッピング フィールド値が、
LDAP 認証が有効になっているすべてのプロ
ジェクト ユーザーの間で一意であることも
確認されます。

-enableAll このオプションを使用すると、指定された認
証モードがすべてのユーザーに対して設定さ
れます。この引数を使用してすべてのユーザ
ーの認証モードを LDAP に設定した場合で
も、ログインしている管理者の認証モードは
設定されません。

次の例では、setauthenticationmode サブコマンドを使用して、admin というユーザー
として my_proj というプロジェクトにログインして、jsmith というユーザー レコ
ードを LDAP 認証に設定しています。

rpsetup setauthenticationmode
"¥¥server¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥Requisitepro¥projects¥my_proj¥my_proj.rqs"
admin admin_pwd "jsmith" LDAP_AUTHENTICATION jsmith@ourcompany.com

getauthenticationmode
rpsetup getauthenticationmode reqpro_project reqpro_admin reqpro_password

reqpro_user [-reportAll]

getauthenticationmode サブコマンドを使用して、プロジェクト内の単一またはすべて
のユーザーの LDAP 認証モード設定を取得して表示します。次の例では、
my_proj.rqs プロジェクトのすべてのユーザーの認証モード設定を取得していま
す。

rpsetup getauthenticationmode
"¥¥server¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥Requisitepro¥projects¥my_proj¥my_proj.rqs"
admin admin_pwd "" -reportAll
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6 FIPS の構成

IBM Rational RequisitePro は、Federal Information Processing Standard (FIPS) に準拠
するプロジェクト パスワードを使用するように構成できます。

この章では、Rational RequisitePro 管理者を対象に以下のトピックを説明します。

v Rational RequisitePro で使用する FIPS 準拠の暗号化機能の概要

v 新規鍵を作成および実装する手順

v 既存のプロジェクトを FIPS 対応暗号化方式に移行する手順

v Rational ClearQuest 統合で使用するアクセス制御データベースに新規の鍵を適用
する方法

FIPS 対応暗号化方式を実装するということは、LDAP ベースの認証を構成するとい
う意味になります。管理者は、FIPS を実装する前にこの章を確認する必要がありま
す。

FIPS の概要
連邦情報処理標準 (FIPS) 出版物 140-2 は、暗号モジュールの認定に使用される米
国連邦政府のコンピュータ セキュリティ標準です。デフォルトで、すべての新しい
プロジェクトは、ベースラインから作成されたプロジェクトを含めて、FIPS 対応の
パスワードを使用します。

バックグラウンド情報

FIPS 140-2 は、機密情報の暗号化のための承認済み方式を一覧表示しています。そ
の中の 1 つが AES-128 (Advanced Encryption Standard) です。AES-128 は、128 ビ
ットの対称鍵による暗号化方式で、暗号化と暗号化解除の両方に同じ鍵が使用され
るというものです。 RequisitePro は AES-128 を使用して、Rational RequisitePro デ
ータベースへのアクセスと LDAP ベースの認証システムへのアクセスを制限しま
す。

Rational RequisitePro の 7.1 より前のバージョンは、FIPS 140-2 によって承認され
ていない暗号化方式を使用していました。以前のバージョンで作成されたプロジェ
クトを新しい FIPS 対応フォーマットに変換する機構が用意されています。

暗号鍵は、鍵データベースと呼ばれるローカルのリポジトリに保管されます。
Rational RequisitePro の管理者は、Global Security Toolkit (RequisitePro に組み込ま
れているユーティリティ) を使用して、鍵ストア内の鍵を管理することができま
す。 鍵ストアへのアクセスは、パスワードで制御されています。

Rational RequisitePro は、Rational RequisitePro プロジェクトにアクセスしようとす
る人のユーザー名とパスワードを検証するために 2 つの方式をサポートしていま
す。

v Rational RequisitePro によって管理されるデータベースに保管されたパスワードに
照らした検証 (非 LDAP)
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v LDAP サービス (エンタープライズ ネットワーク用に設計されたネットワーク
ベースの認証システム) に照らした検証。

注: FIPS を遵守するのであれば、管理者は LDAP ベースの認証を実装する必要が
あります。

非 LDAP インストール済み環境への FIPS の影響

Rational RequisitePro サーバーによって管理される全プロジェクトのユーザー名とパ
スワードが入ったデータベースへのアクセスは、AES-128 を使用して暗号化された
マスター パスワードで保護されます。 AES-128 は、Rational RequisitePro データベ
ースへのアクセスの制御に使用されるのみで、個々のユーザーのログオン パスワー
ドの暗号化には使用されません。

注: 初期構成プロセスの中で、管理者は新規インストール用のデフォルト鍵を新し
い鍵で置き換える必要があります。

LDAP を使用するインストール済み環境への FIPS の影響

企業ネットワークで既に LDAP サービスが準備されている環境では、Rational

RequisitePro の管理者は LDAP ベースの認証を実装することを選択できます。この
シナリオの場合、パスワードは Rational RequisitePro が管理するデータベースには
保管されません。ユーザーが Rational RequisitePro を使用しようとすると、そのユ
ーザーのログイン資格情報は LDAP サービスを使用して検証されます。

LDAP サービスで認証に Bind DN ユーザーと Bind DN パスワードを必要とする
場合、LDAP サーバーへのアクセスはこのメカニズムにより保護されます。これを
行うには、管理者は、setldapinit コマンドに –w を指定する代わりに次のように
–wz スイッチを使用してパスワードを指定して FIPS 暗号化を有効にする必要があ
ります。

rpsetup setldapinit -wz password

これを実行後、ユーザーは LDAP サービスを使用して認証 (バインド) を行うこと
ができます。

鍵データベースの作成
暗号鍵データベースは、IBM Global Security Toolkit を使用して作成できます。

Rational RequisitePro が使用する鍵データベースの名前は requisitepro.kdb です。
鍵データベースは、<install_path>¥common に保存する必要があります。

注: デフォルトのインストール パスは、C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥ で
す。

注: 鍵データベースへのアクセスは、RequisitePro 管理者が慎重に制御する必要があ
ります。このファイルにアクセスできる人は誰でも、Rational RequisitePro が管理す
るすべてのプロジェクトに対するセキュリティ制限を侵害することが可能です。

1. JAVA_HOME 環境変数を正しく設定していることを確認してください:

JAVA_HOME=<install_path>¥common¥java¥jre.
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a. Windows の [コントロール パネル] を開きます。

b. [システム] アイコンをダブルクリックします。

c. [詳細構成] タブをクリックします。

d. [環境変数] ボタンをクリックします。

e. 上段ウィンドウの [新規] ボタンを選択して、新規環境変数を作成します。

f. [変数名] に JAVA_HOME と入力します。

g. [変数値] に C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥common¥java¥jre と入力し
ます。 デフォルト以外のインストール パスの使用を選択した場合は、その
パスを使用してください。

h. [OK] をクリックします。 ここで、[コントロール パネル] ウィンドウを閉
じます。

2. C:¥Program Files¥IBM¥GSK7¥bin¥ にナビゲートし、gsk7ikm.exe をダブルクリッ
クして IBM Global Security Toolkit を起動します。

注: JAVA_HOME 変数が設定されていない場合、「failed to parse JAVA_HOME

setting (JAVA_HOME 設定の解析に失敗した)」というエラー メッセージが表示
されます。
[IBM Key Management] ウィンドウが表示されます。

3. <install_path>¥common に requisitepro.kdb という名前の CMS タイプの新規
鍵データベース ファイルを作成します。

a. [Key Database File] → [New] を選択します。

b. [Key database type] → [CMS} を選択します。

c. [File Name] フィールドに、requisitepro.kdb と入力します。

d. [Location] フィールドに、C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥common¥ と
入力します。IBM Rational RequisitePro が C:¥Program Files¥IBM Rational¥

以外の場所にインストールされている場合は、代わりにそのパスを使用して
ください。

e. [OK] をクリックします。

[Password Prompt] ウィンドウが表示されます。

4. [Password Prompt] ウィンドウで、[Password] を RequisitePro71 に設定しま
す。同じパスワードを [Confirm Password] フィールドに入力します。

5. オプション: 有効期限を設定します。

6. [OK] をクリックします。

7. 次のいずれかを実行します。

v 既存の証明書をインポートします。

a. 鍵ラベル RequisitePro を設定します。

b. この証明書をデフォルトの証明書に設定します。

v 次のように新規に自己署名証明書を作成します。

a. 鍵ラベル RequisitePro を設定します。

b. 他の必須フィールドに値を入力します。

c. この証明書をデフォルトの証明書に設定します。

8. [File] → [Exit] を選択して、IBM Global Security Toolkit を終了します。
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暗号鍵の変更
暗号鍵を収容するデジタル証明書は、一定の期間が経つと有効期限が切れるように
設定されていることがあります。期限切れになる前に、RequisitePro 管理者は現在の
すべてのプロジェクトの暗号を新しい暗号鍵で更新することができます。新しい鍵
は、既存の証明書を基にすることも、あるいは新規に作成することもできます。

JAVA_HOME 環境変数は、<install_path>¥common¥java¥jre に設定する必要がありま
す。

注: デフォルトのインストール パスは、C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥ で
す。

1. C:¥Program Files¥IBM¥GSK7¥bin に移動して gsk7ikm.exe をダブルクリックす
ることで、IBM 鍵管理アプリケーションを起動します。

2. [Key Database File] → [Open] を選択します。

3. C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥common¥ を参照して、requisitepro.kdb を
選択します。IBM Rational RequisitePro が C:¥Program

Files¥IBM¥RationalSDLC¥ 以外の場所にインストールされている場合は、代わ
りにそのパスを使用してください。

4. 次のいずれかを実行します。

v 新しい鍵を作成し、固有のラベルを割り当てます (例: ReqProNew)。

v 既存の証明書をインポートし、固有のラベルを割り当てます。

鍵の作成または証明書のインポートの手順については、 76ページの『鍵データ
ベースの作成』 を参照してください。

5. [Key Database File] → [New] を選択すると、パスワードが RequisitePro71 で
タイプ CMS の新しい鍵ストアが作成されます。

6. [Key database content] から、[Personal certificates] を選択し、[Import] をク
リックします。

7. <install_path>¥common¥RequisitePro.kdb を選択します。新しい証明書
(ReqProNew) を選択します。ラベル RequisitePro を割り当てます。

8. IBM 鍵管理アプリケーションを終了します。

9. C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥RequisitePro¥bin¥ に移動して、
RqProjectEncryption.exe をダブルクリックします。

10. [プロジェクト パス]、[ユーザー名] および [パスワード] を入力します。

11. [現行鍵ラベル] と [新規鍵ラベル] を入力します。[暗号化の更新] をクリック
します。

12. <install_path>¥common¥requisitepro.kdb の名前を変更します (例:

requisitepro.kdb.off)。新しい鍵ストアの名前を
<install_path>¥common¥requisitepro.kdb に変更します。

13. Rational RequisitePro で、新規鍵ストアを使用してプロジェクトを開けることを
確認してください。

14. オプション: requisitepro.kdb.off を削除します。

78 IBM Rational RequisitePro: インストールおよびアップグレード ガイド



RequisitePro 管理者は、暗号鍵を変更後、rpsetup setldapinit コマンドとバッチ更
新構成を実行する必要があります。詳しくは、 80ページの『バッチ更新構成ファイ
ル』を参照してください。

鍵データベースのデフォルト パスワードの変更
鍵データベースのデフォルト パスワードは変更することができます。これにより管
理者は、企業全体に分散されている鍵データベースに別々のパスワードを割り当て
ることができます。

注: 鍵データベースのデフォルト パスワードは RequisitePro71 です。

注: デフォルトのインストール パスは、C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥ で
す。

この手順では、 IBM Global Security Toolkit と Project Encryption 設定ユーティリ
ティを使用します。

1. C:¥Program Files¥IBM¥GSK7¥bin¥ にナビゲートし、gsk7ikm.exe をダブルクリッ
クして IBM Global Security Toolkit を起動します。

2. [Key Database File] → [Open] を選択して、<install_path>¥common¥ フォルダ
にある requisitepro.kdb に移動します。

3. [File] → [Change Password] を選択します。

4. 新しいパスワードを入力します。

5. gsk7ikm を終了します。

6. C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥RequisitePro¥bin に移動して、
RqProjectEncryption.exe をダブルクリックします。 [プロジェクトの暗号化] 設
定ウィンドウが開きます。

7. [鍵データベース パスワード] をクリックします。 [鍵データベース パスワード
] ウィンドウに、鍵データベースのファイル名が表示されます。デフォルトで
は、RequisitePro.kdb という名前になります。

8. 新しいパスワードを入力して [OK] をクリックします。 ユーティリティは、
<install_path>¥common¥ フォルダに requisitepro.kdb.rp.sth という名前の
stash ファイルを作成します。

9. Rational RequisitePro で、鍵データベースを使用してプロジェクトを開けること
を確認してください。

RequisitePro 管理者は、この時点で鍵データベース (requisitepro.kdb) と stash フ
ァイル (requisitepro.kdb.rp.sth) を全ユーザーに配布する必要があります。これらのフ
ァイルは両方とも、<install_path>¥common¥ フォルダに置く必要があります。

既存のプロジェクトの暗号化方式の変更
7.1 より前のバージョンの Rational RequisitePro で作成されたプロジェクトの機密
保護に使用された暗号化方式を FIPS 対応のものにアップグレードすることができ
ます。

この手順を実行するためには、管理者のパスワードが必要になります。
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Rational RequisitePro プロジェクトへのアクセスを制限するために使用する暗号化パ
スワードとして可能な方式が 2 つあります。

v 組み込みの暗号化方式 (「RequisitePro 暗号化」)。. 7.1 より前のバージョンで
は、単にオプションでした。

v AES-128 という FIPS 対応の暗号化方式。これは、Rational RequisitePro 7.1 以上
で作成されたプロジェクトのデフォルト方式です。

既存のプロジェクトも、Rational RequisitePro 7.1 以上に付属するユーティリティ
アプリケーションを使用して、よりセキュアな AES-128 方式にアップグレードする
ことができます。

1. C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥RequisitePro¥bin¥ に移動します。

2. RqProjectEncryption.exe をダブルクリックします。[プロジェクトの暗号化] 設
定ウィンドウが表示されます。

3. アップグレードするプロジェクトに関連付けられた RQS ファイルへの絶対パス
を入力します。

4. [ユーザー名] と [パスワード] を入力します。

5. 暗号化方式に [AES-128] を選択します。

6. [暗号化] をクリックします。

バッチ更新構成ファイル
このファイルは、Rational ClearQuest が Rational RequisitePro と統合されている場
合に使用されます。

暗号化パスワードは、以下の場所に置かれている可能性があります。

v RQL ファイル (各プロジェクトに 1 つ)

v LDAP 構成ファイル (各 Rational RequisitePro データベースに 1 つ)

v バッチ更新構成ファイル (Rational RequisitePro が Rational ClearQuest と統合さ
れている場合にのみ存在)

バッチ更新構成ファイルには、Rational ClearQuest の暗号化データベース パスワー
ドが入っています。

注: デフォルトのインストール パスは、C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥ で
す。これは、<install_path> と表します。

バッチ更新構成ファイルは、<install_path>¥RequisitePro¥bin¥CQIRefresh.xml に
あります。

FIPS 対応パスワードを実装する場合、Rational RequisitePro の管理者がバッチ更新
構成を開始し、すべての構成パラメーターを指定して [保存] をクリックしてくださ
い。これにより既存の構成ファイルが更新されるか、または新規構成ファイルが作
成されます。

注: このプロセスは、暗号鍵が変更されるたびに繰り返す必要があります。
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7 Rational RequisitePro のインストール前の作業

この項では、Rational RequisitePro のインストールの準備方法について説明します。

機能と既知の問題に関する最新情報については、 xiページの『関連情報』 に示す、
『IBM Rational RequisitePro リリース ノート』を参照してください。

クライアント インストール チェックリスト
表 10 のチェックリストを使用して、Rational RequisitePro のインストールの準備を
します。

表 10. Windows 用 RequisitePro クライアント インストールのチェックリスト

完了 タスク

インストール前

管理者に連絡して、コンピュータで Rational RequisitePro を実行するためのライ
センス キーを取得します。管理者がライセンス サーバーを構成することがあり
ます。このライセンス サーバーは、 Rational License Key Administrator ウィザ
ードから指定できます。

ご使用のコンピュータが、Rational RequisitePro プロジェクト用のストレージを提
供するデータベース サーバーにアクセスできるようにしてください。所属部署や
組織が IBM DB2 または Oracle データベースを使用する予定の場合、そのデー
タベース タイプに対応するクライアント ソフトウェアをコンピュータにインス
トールして、Rational RequisitePro データベースのエイリアスを作成してくださ
い。 82ページの『DB2 クライアントのインストール』および 82ページの
『Oracle クライアントのインストール』を参照してください。プロジェクト デー
タベースにアクセスするためのデータベースのエイリアスを作成してください。
129ページの『DB2 データベース別名の定義』または 130ページの『Oracle デー
タベース エイリアスの定義』を参照してください。

デスクトップに対して管理者権限があることを確認します。 10ページの『管理者
権限』を参照してください。

コンピュータが RequisitePro を実行するためのシステムおよびソフトウェア要件
を満たしていることを確認してください。 7ページの『システムとソフトウェア
の要件』を参照してください。

どの展開タイプがチームのために選択されているのかを管理者に問い合わせま
す。詳しくは、 85ページの『8 章 ソフトウェアのインストール』を参照してく
ださい。

Rational RequisitePro のインストール

チームのために選択された展開方法を使用してインストールを行うための操作手
順について、 85ページの『8 章 ソフトウェアのインストール』を参照してくだ
さい。

インストール後

開始する際には、Rational RequisitePro にあるチュートリアルとヘルプを参照して
ください。 エンタープライズ データベース内でのプロジェクトの作成について
は、 130ページの『プロジェクトの作成』の項を参照してください。
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DB2 クライアントのインストール
チームが Rational RequisitePro プロジェクト用に DB2 を使用していて、ユーザー
がコンピュータで (RequisiteWeb ブラウザでなく) Windows 用の Rational

RequisitePro クライアントを使用している場合には、互換性のある DB2 クライアン
ト ソフトウェアをコンピュータにインストールする必要があります。インストール
に関する情報については、IBM Publications Center (http://www.ibm.com/shop/

publications/order) で「DB2 client (DB2 クライアント)」を検索してください。

クライアント ソフトウェアをインストールした後に、 DB2 Connect™ Personal

Edition を使用して、デスクトップ クライアントに DB2 別名を作成し、 DB2 デー
タベース サーバーにアクセスできるようにします。他のユーザーとプロジェクトを
共有する場合は、データベース管理者かプロジェクト管理者が決めた整合したデー
タベース別名を使用してください。

注: [このデータベースを ODBC に登録] チェック ボックスがオンになっている場
合は、オフにします。

Oracle クライアントのインストール
チームが Rational RequisitePro プロジェクト用に Oracle を使用していて、ユーザー
がコンピュータで (RequisiteWeb ブラウザでなく) Windows 用の Rational

RequisitePro クライアントを使用している場合には、互換性のある Oracle クライア
ント ソフトウェアをコンピュータにインストールする必要があります。Oracle クラ
イアント ソフトウェアをインストールするには、Oracle 製品のマニュアルを参照し
てください。

クライアント ソフトウェアをインストールした後で、Oracle Net Configuration

Assistant または Oracle SQL Net Easy Configuration ツールを使用して、エイリアス
を作成します。ほかのユーザーまたは RequisiteWeb サーバーとプロジェクトを共有
する場合は、データベース管理者またはプロジェクト管理者が決定した整合性のあ
るデータベース エイリアスを使用してください。

RequisiteWeb クライアントのセットアップ
表 11 のチェックリストを使用して、RequisiteWeb クライアントをデスクトップで
構成します。

表 11. Rational RequisitePro Web クライアント インストール チェックリスト

完了 タスク

このチェックリストに従って操作を続ける前に、RequisiteWeb サーバーが動作
していることを管理者に問い合わせて確認します。

RequisiteWeb を使用する場合は、サポートされている Web ブラウザのいずれ
かがコンピュータにインストールされていることを確認します。サポートされ
ている Web ブラウザについては、 7ページの『システムとソフトウェアの要
件』を参照してください。

RequisiteWeb が適切に動作するために、使用するブラウザで Cookie と
JavaScript が有効になるように設定します。
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表 11. Rational RequisitePro Web クライアント インストール チェックリスト (続き)

完了 タスク

(オプション) Word 文書のオフライン編集用に Microsoft Word をインストール
します。

RequisiteWeb にログオンします。

クライアントから RequisiteWeb にアクセスするためには、 7ページの『システムと
ソフトウェアの要件』にリストされている Web ブラウザをインストールする必要
があります。Rational ソフトウェア、データベース クライアント ソフトウェア、
ライセンス キーをコンピュータにインストールする必要はありません。

RequisiteWeb へのログオン
RequisiteWeb に初めてログオンするには

1. 使用する ReqWeb URL、データベース名、ユーザー名とパスワードを管理者に
問い合わせます。

2. Web ブラウザを起動し、次の URL を入力します。

http://<server name>/ReqWeb

server name は、データベース サーバーの名前です。

3. [Enter] を押します。

RequisiteWeb のログオン ページが表示されます。

4. RequisiteWeb ログオン ページで次の操作を行います。

a. [プロジェクト] リストからプロジェクトを選択します。

b. [ユーザー] および [パスワード] フィールドに、管理者によって割り当てら
れた情報を入力します。

c. [ログオン] をクリックします。
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8 ソフトウェアのインストール

この項では、IBM Installation Manager を使用して Rational RequisitePro をインスト
ールする方法について説明します。

カスタム セットアップ オプション
Installation Manager の [パッケージのインストール先] ページに、デフォルトのイン
ストール パスが表示されます。 64 ビットのオペレーティング システムでインス
トールを行い、プロジェクトで Oracle データベースを使用する場合は、Rational

RequisitePro または RequisiteWeb を、C:¥Program Files(x86)¥IBM¥RationalSDLC¥

などのデフォルトのパスにインストールしないでください。括弧を含まないカスタ
ム パスにインストールしてください。

デフォルトの 32 ビット OS ディレクトリ C:¥;Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥

以外の場所に Rational RequisitePro と Web コンポーネントをインストールする場
合は、RequisiteWeb 設定ファイルと、プロジェクトへのアクセスを提供する
catalog.txt ファイルを編集する必要があります。 37ページの『インストール デ
ィレクトリがデフォルト以外の場合の構成ファイルの編集』および 52ページの
『RequisiteWeb でのプロジェクトの管理』を参照してください。

Installation Manager には [パッケージのインストール機能] ページが含まれていま
す。このページには、デフォルト インストールには含まれない Rational

RequisitePro コンポーネントをインストールするためのオプションが表示されます。
Windows 用の Rational RequisitePro クライアントおよび関連するデフォルト コン
ポーネントに加えて、これらのオプションを組み込むことができます。 インストー
ルするコンポーネントを判別するには、表 12 を使用してください。

表 12. Rational RequisitePro のパッケージのインストール機能オプション

オプション 説明

IBM Rational RequisitePro Reporting

Client

レポートを設計するためにチーム リーダーが使用す
るクライアント ソフトウェアを含みます。 31ページ
の『レポート作成クライアントのインストール』を参
照してください。

RequisitePro Client Windows 用 Rational RequisitePro、データベースの構
成スクリプト、および関連コンポーネントを含みま
す。

RequisiteWeb RequisiteWeb サーバー プログラム ファイルを含みま
す。詳しくは、 33ページの『4 章 RequisiteWeb の構
成』を参照してください。

レポート サーバー レポートを起動するための、サーバー ベースの
Rational RequisitePro Report Management 機能を含み
ます。チーム メンバーは、Web ブラウザを使用して
サーバーにアクセスし、レポートを起動します。 31

ページの『レポート サーバーのインストール』を参
照してください。
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IBM Installation Manager
IBM Installation Manager は、コンピュータへの製品パッケージのインストール作業
を支援するプログラムです。また、インストールしたパッケージの更新、修正、ア
ンインストールを行う際にもこれを利用できます。パッケージとは、Installation

Manager によるインストール向けに特に設計されている、製品、複数コンポーネン
トからなるグループ、単一のコンポーネントのいずれかです。

IBM Installation Manager には、時間を節約できるいくつかの機能があり、それらを
使用して以下の作業を行うことができます。

v 製品パッケージをインストールする

v インストールされた製品パッケージのライセンスを管理する

v インストールされた製品パッケージに対する更新を検索し、インストールする

v インストールされた製品パッケージを修正する

v インストールされた製品パッケージを以前のバージョンにロールバックする

v 製品パッケージをアンインストールする

IBM Installation Manager について詳しくは、Installation Manager インフォメーショ
ン センターを参照してください。

http://www.ibm.com/software/awdtools/installmanager/support/index.html

プリインストール作業
製品をインストールする前に、以下のステップを実行してください。

1. 『インストール要件』に記述された要件をシステムが満たしていることを確認し
ます。

2. 使用するユーザー ID に、製品をインストールするのに必要なアクセス権限があ
ることを確認します。『製品をインストールするためのユーザー特権要件』を参
照してください。

3. 88ページの『製品パッケージのインストールの計画』を読みます。

4. root 以外のユーザーが製品を使用できるようにするには、製品をイン
ストールする前に umask 変数を 0022 に設定する必要があります。この変数を
設定するには、root ユーザーとしてログインし、ターミナル セッションを開始
し、umask 0022 と入力します。

インストール要件
このセクションでは、ハードウェア、ソフトウェア、ユーザー特権に関する要件を
詳しく説明します。ソフトウェアを正常にインストールし、実行するには、これら
の要件を満足する必要があります。

製品をインストールするためのユーザー特権要件
製品をインストールするには、以下の要件を満たすユーザー ID が必要です。

v ユーザー ID に 2 バイト文字が含まれていてはなりません。

v root としてログインできなければなりません。

v
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– Windows Vista の場合、以下のタスクを実行するには、管理者アカウントにロ
グインする (または、プログラム ファイルまたはショートカットを右クリック
してから [管理者として実行] を選択して、管理者として実行する) 必要があ
ります。

- IBM Installation Manager のインストールまたは更新

- 製品オファリングのインストールまたは更新

- IBM Installation Manager の使用による、製品用の許可ユーザー ライセンス
キーのインストール

– 上記以外のサポートされる Windows バージョンの場合、管理者グループに属
しているユーザー ID が必要です。

Rational 製品のアンインストール
Installation Manager を使用して Rational 製品をインストールする前に、MSI ベース
のインストール技法によってインストールされた前のバージョンの Rational 製品
を、rationaluninstalltool.exe ツールを使用してアンインストールする必要がありま
す。

MSI ベースのインストール技法によってインストールされた以下の製品は、アンイ
ンストールする必要があります。

v Rational ClearQuest

v Rational ClearCase

v Rational RequisitePro

v Rational Project Console

v Rational Test Manager

v Rational Robot

v Rational SoDA

注: これらの製品を MSI アンインストール技法を使用してアンインストールしよう
としないでください。rationaluninstalltool.exe ツールを使用しなければなりません。

rationaluninstalltool.exe ツールでは、2 つのアンインストール用シナリオが用意され
ています。1 つはクリーン アンインストールで、もう 1 つはユーザー データ保存
アンインストールです。

クリーン アンインストールは、Rational インストール ディレクトリを完全に削除
し、さらに、HKEY_LOCAL_MACHINE と HKEY_CURRENT_USER の両方の下の
Rational Software レジストリ キーも削除します。

ユーザー データ保存アンインストールは、環境をカスタマイズするために使用され
ているファイルを削除しません。この方式は、Installation Manager デプロイメント
に関する現行デプロイメントのカスタマイズ内容を保存したい場合に使用してくだ
さい。以下の表に、このアンインストール方式によって保存される各製品のファイ
ルを示します。
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表 13. 保存されるユーザー データ

Rational ClearCase Rational ClearQuest Rational RequisitePro Rational SoDA

v ClearCase¥var ディ
レクトリ

v IHS¥Conf ディレク
トリ

v CCweb フィーチャ
ー用の Ccweb.conf

v HKEY_LOCAL_

MACHINE¥Software

¥Atria

v HKEY_LOCAL_

MACHINE と
HKEY_CURRENT_

USER 両方の下

– Rational

Software¥Email

レジストリ キー

– Rational Software

¥ClearQuest レジ
ストリ キー

v RequisitePro¥

projects ディレクト
リ

v Catalog.txt

v SoDAWord¥logs デ
ィレクトリ

v SoDAWord¥temp デ
ィレクトリ

rationaluninstalltool.exe ツールは、上にリストされたすべての Rational 製品を一度に
削除します。各製品ごとに再実行する必要はありません。

rationaluninstalltool.exe ツールを使用して Rational 製品を除去するには、次のように
します。

1. ? をダウンロードする。? にナビゲートする。このツールはどこに?

2. Windows コマンド プロンプトから rationaluninstalltool.exe を実行します。以下
のコマンド解説を参考にしてください。

形式

rationaluninstalltool.exe <log file name> [ –c ]

説明

以下のサブコマンドを指定して rationaluninstalltool.exe コマンドを使用してくださ
い。

v <log file name> には、ロギング情報を保存したいログ ファイルの名前とロケー
ションを指定してください。

v [ –c ] は、すべてを削除することを要求します。クリーン アンインストールは、
Rational インストール ディレクトリを完全に削除し、さらに、
HKEY_LOCAL_MACHINE と HKEY_CURRENT_USER の両方の下の Rational

Software レジストリ キーも削除します。

製品パッケージのインストールの計画
製品フィーチャーのインストールまたは更新を始める前に、このセクションのすべ
てのトピックをお読みください。効果的な計画を行い、インストール プロセスの主
要な観点についての理解を深めることが、インストールを成功させるのに役立ちま
す。

インストール シナリオ
いくつかのシナリオに従って、製品のインストールまたは更新を行うことができま
す。

使用するインストール シナリオを決定するいくつかの要因を以下に示します。
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v インストール ファイルにアクセスする方式とフォーマット (たとえば、CD か
ら、あるいは、IBM パスポート アドバンテージ®からダウンロードしたファイル
からなど)

v インストールする場所 (たとえば、製品を自身のワークステーションにインスト
ールしたり、インストール ファイルを企業内で使用できるようにすることができ
ます)

v インストールのタイプ (たとえば、Installation Manager GUI を使用したり、サイ
レント インストールを行うことができます)

標準的なインストール シナリオには、以下のものがあります。

v CD からのインストール

v ワークステーションにダウンロードした電子イメージからのインストール

v 共用ドライブ上の電子イメージからのインストール

v HTTP または HTTPS Web サーバー上のリポジトリからのインストール

注: 電子イメージを使用するシナリオでは、サイレント インストールがサポートさ
れます。詳しくは、 116ページの『サイレント インストール』を参照してくださ
い。

CD からのインストール

このインストール シナリオでは、製品パッケージ ファイルが入った CD が手元に
あり、通常は自身のワークステーションに製品をインストールします。

92ページの『CD からのインストール: 作業概要』を参照してください。

ワークステーションにダウンロードした電子イメージからのインストール

このシナリオでは、IBM パスポート アドバンテージからインストール ファイルを
ダウンロードし、製品を自身のワークステーションにインストールします。

手順の概要については、 93ページの『ワークステーション上の電子イメージからの
インストール: 作業概要』を参照してください。

共用ドライブ上の電子イメージからのインストール

このシナリオでは、共用ドライブに電子イメージを置くことで、社内のユーザーが
1 つのロケーションから製品のインストール ファイルにアクセスできるようにしま
す。

94ページの『共用ドライブ上の電子イメージからのインストール: 作業概要』を参
照してください。

HTTP または HTTPS Web サーバー上のリポジトリからのインストール

このシナリオは、製品をネットワークにインストールする最も速い方法であり、共
用ドライブを使用するインストールとは異なります。

製品用の製品パッケージ ファイルを HTTP または HTTPS Web サーバーに置くた
めには、IBM Packaging Utility を使用して、パッケージ形式のインストール ファイ
ルをサーバーにコピーする必要があります。製品パッケージが含まれているサーバ
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ー上のディレクトリは、リポジトリと呼ばれます。IBM Packaging Utility は製品に
付属しています。Packaging Utility は、Enterprise Deployment CD に入っています。

94ページの『HTTP または HTTPS Web サーバー上のリポジトリからのインスト
ール: 作業概要』および 95ページの『HTTP Web サーバー上への製品パッケージ
の配置: 作業概要』を参照してください。

インストール リポジトリ
IBM Installation Manager は、指定されたリポジトリ ロケーションから製品パッケ
ージを取得します。

デフォルトでは、IBM Installation Manager は、各 Rational ソフトウェア製品ごと
に用意されている組み込み URL を使用して、インターネットを介してリポジトリ
サーバーに接続します。その後、Installation Manager は、製品パッケージ、製品に
対する更新、新しい製品フィーチャーを検索します。

注: 会社の組織によっては、イントラネット サイトを使用するようにリポジトリを
転送する必要がある場合もあります。

ランチパッドが Installation Manager を開始する場合、Installation Manager にリポジ
トリ情報が渡されます。ご自分で Installation Manager を開始する場合は、インスト
ールする製品パッケージが入っているインストール リポジトリを指定する必要があ
ります。

リポジトリ ロケーションの指定は [設定] ウィンドウの [リポジトリ] ページで行
います。『Installation Manager でのリポジトリ設定の指定』を参照してください。

Installation Manager でのリポジトリ設定の指定:

ランチパッド プログラムで製品のインストールを開始するときには、インストール
しようとしている製品パッケージが含まれているリポジトリのロケーションは、
IBM Installation Manager のために既に定義されています。Installation Manager を開
始する場合は、リポジトリ設定 (製品パッケージが含まれるディレクトリの URL)

を Installation Manager で指定した後でないと、製品パッケージをインストールでき
ません。

注: インストール プロセスを開始する前に、管理者からインストール パッケージ
リポジトリ URL を入手してください。

Installation Manager でリポジトリ ロケーションの追加、編集、削除を行うには、次
のようにします。

1. Installation Manager を開始します。

2. Installation Manager の [開始] ページで、[ファイル] → [設定] をクリックし、[

リポジトリ] をクリックします。

[リポジトリ] ページが表示され、使用可能なリポジトリ、ロケーション、アクセ
ス可能かどうかが示されます。

3. [リポジトリ] ページで、リポジトリの追加] をクリックします。

4. [リポジトリの追加] ウィンドウで、リポジトリ ロケーションの URL とファイ
ル パスを指定します。
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5. [OK] をクリックします。

HTTPS または制限付き FTP リポジトリ ロケーションを指定した場合、ユーザ
ー ID とパスワードの入力を求めるプロンプトが出されます。

新規リポジトリ ロケーションまたは変更後のリポジトリ ロケーションがリスト
されます。リポジトリがアクセス可能でない場合は、[アクセス可能] 列に赤い x

が表示されます。

6. [OK] をクリックして終了します。

注: Installation Manager がデフォルトのリポジトリ ロケーションでインストール済
みパッケージを検索できるようにするには、[設定] ウィンドウの [リポジトリ] ペ
ージで、[インストールと更新を行なっている間にサービス リポジトリを検索しま
す] オプションを選択してください。

パッケージ グループおよび共用リソース ディレクトリ
IBM Installation Manager を使用して製品パッケージをインストールする場合、パッ
ケージ グループと共用リソース ディレクトリを選択する必要があります。

パッケージ グループ

インストール プロセス中に、製品パッケージのパッケージ グループ を指定する必
要があります。パッケージ グループとは、パッケージが同じグループ内の他のパッ
ケージとリソースを共用する、1 つのディレクトリを表します。Installation Manager

を使用して製品パッケージをインストールする際に、新しいパッケージ グループを
作成するか、または製品パッケージを既存のパッケージ グループにインストールし
ます。パッケージによっては同じパッケージ グループを共用できないものがあり、
その場合は既存パッケージ グループ使用の選択肢はありません。

同時に複数のパッケージをインストールする場合、それらのパッケージはすべて同
じパッケージ グループにインストールされます。

パッケージ グループには自動的に名前が付けられますが、パッケージ グループの
インストール ディレクトリを選択することはできます。

製品パッケージのインストールが成功し、それによってパッケージ グループが作成
された後は、インストール ディレクトリを変更することはできません。インストー
ル ディレクトリには、そのパッケージ グループにインストールされた製品パッケ
ージ特有のファイルおよびリソースが含まれます。製品パッケージ内のリソース
で、他のパッケージ グループが使用する可能性のあるものは、共用リソース ディ
レクトリに置かれます。

共用リソース ディレクトリ

共用リソース ディレクトリ は、1 つ以上の製品パッケージ グループで使用できる
ように、インストール成果物が置かれるディレクトリです。

重要:

v 共用リソース ディレクトリは、初めてパッケージをインストールするときの 1

回だけ指定できます。最良の結果が得られるように、最も大きいディスク ドライ
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ブを使用してください。すべてのパッケージをアンインストールしない限り、こ
のディレクトリ ロケーションを変更することはできません。

v Windows Vista の場合、管理者権限を持たない ユーザーが Windows Vista シス
テム上で製品を使用して作業できるようにするため、C:¥Program Files パス内の
ディレクトリを選択しないでください。

既存の Eclipse IDE の拡張
製品パッケージをインストールする際、既にコンピュータにインストール済みの
Eclipse 統合開発環境 (IDE) を製品パッケージの追加によって拡張することを選択で
きます。

既存の Eclipse IDE を拡張するには、[パッケージのインストール] ウィザードの [

ロケーション] ページで、[既存の Eclipse IDE の拡張] オプションを選択します。

たとえば、製品の機能性を得る一方で、現行 IDE での設定内容を保存したままで製
品での作業を行うといった目的のために、既存 Eclipse IDE を拡張できます。ま
た、既に Eclipse IDE を拡張したインストール済みのプラグインを使用して作業を
したいという場合もあります。

インストール作業
以降のセクションでは、 88ページの『インストール シナリオ』セクションに記述
されているインストール シナリオの概要を説明します。主要なステップからは、詳
細説明へのリンクが張られています。

CD からのインストール: 作業概要
このインストール シナリオは、インストール ファイルが入った CD が手元にあ
り、通常は自身のワークステーションに製品をインストールする場合の手順です。

CD から製品をインストールする手順は、以下のとおりです。

1. 86ページの『プリインストール作業』にリストされているプリインストールの
ステップを実行します。

2. 1 枚目の製品インストール CD を CD ドライブに挿入します。

CD ドライブをマウントします。

3. ランチパッドから製品のインストールを開始します。 詳しくは、 98ページの
『ランチパッド プログラムからのインストールの開始』を参照してください。

IBM Installation Manager がワークステーション上で検出されると、自動的に開
始します。

IBM Installation Manager がワークステーション上で検出されない場合、続行す
る前にインストールしなければなりません。ウィザードの指示に従ってくださ
い。インストールが完了すると、 Installation Manager は自動的に開始します。

詳しくは、 110ページの『Windows での Installation Manager のインストール』
を参照してください。

4. [パッケージのインストール] をクリックし、[パッケージのインストール] ウィ
ザードの指示に従ってインストールを完了します。
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詳しくは、 98ページの『Installation Manager GUI を使用した製品パッケージの
インストール』を参照してください。

5. ライセンスを構成します。デフォルトでは、製品の試用ライセンスが組み込まれ
ています。製品に継続的にアクセスできるようにするため、ライセンスを構成す
る必要があります。

詳しくは、 105ページの『ライセンスの管理』を参照してください。

6. ワークステーション上のファイル ハンドルの数を増やします。

詳しくは、 101ページの『Linux ワークステーション上のファイル ハンドル数
を増やす』を参照してください。

ワークステーション上の電子イメージからのインストール: 作業概
要

電子インストール イメージから製品をインストールする手順は、以下のとおりで
す。

1. ワークステーションに十分なスペースがあり、IBM パスポート アドバンテージ
からダウンロードする必要のあるファイルと、解凍されたインストール イメー
ジの両方を保管することが可能であることを確認します。

2. IBM パスポート アドバンテージから、製品イメージの必要なすべての部分を、
一時ディレクトリにダウンロードします。

3. ダウンロードしたファイルからインストール イメージを解凍し、インストール
イメージが完全であることを確認します。詳しくは、 96ページの『電子イメー
ジの確認と解凍』を参照してください。

4. 続けて、下の 『電子イメージからのインストール』の手順を実行します。

電子イメージからのインストール
1. 86ページの『プリインストール作業』にリストされているプリインストールの
ステップを実行します。

2. ランチパッド プログラムを開始します。詳しくは、 97ページの『ランチパッド
プログラムの開始』を参照してください。

3. ランチパッドから製品のインストールを開始します。 詳しくは、 98ページの
『ランチパッド プログラムからのインストールの開始』を参照してください。

v IBM Installation Manager がワークステーション上で検出されない 場合、続行
する前にインストールしなければなりません。そのインストールが完了する
と、Installation Manager は自動的に開始します。詳しくは、 110ページの
『Windows での Installation Manager のインストール』を参照してください。

注: 製品のインストールが完了する前に Installation Manager を終了した場
合、ランチパッドから Installation Manager を再始動する必要があります。
Installation Manager を直接開始すると、Installation Manager は必要なインスト
ール リポジトリで事前構成された状態になりません。

v IBM Installation Manager がワークステーション上で検出されたが、もっと新
しいバージョンが見つかった場合、それをインストールすることを確認し、
[OK] をクリックして続行します。 Installation Manager は、新しいバージョ
ンのインストール、停止、再始動、再開を自動的に実行します。
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注: Installation Manager 用の定義済み IBM 更新リポジトリ ロケーションを
Installation Manager で検索できるようにするには、[設定] ウィンドウの [リポ
ジトリ] ページで、[インストールおよび更新中に、リンクされたリポジトリを
検索する] 設定が選択されている必要があります。この設定はデフォルトで選
択されます。インターネットへのアクセスも必要です。

4. インストールを実行するため、[パッケージのインストール] をクリックし、[パ
ッケージのインストール] ウィザードの指示に従います。

詳しくは、 98ページの『Installation Manager GUI を使用した製品パッケージの
インストール』を参照してください。

5. ライセンスを構成します。デフォルトでは、製品の試用ライセンスが組み込まれ
ています。製品に継続的にアクセスできるようにするため、ライセンスを構成す
る必要があります。

詳しくは、 105ページの『ライセンスの管理』を参照してください。

6. ワークステーション上のファイル ハンドルの数を増やします。

詳しくは、 101ページの『Linux ワークステーション上のファイル ハンドル数
を増やす』を参照してください。

共用ドライブ上の電子イメージからのインストール: 作業概要
このシナリオでは、共用ドライブに電子イメージを置くことで、社内のユーザーが
1 つのロケーションから製品のインストール ファイルにアクセスできるようにしま
す。

インストール イメージを共用ドライブに置くには、以下の手順を実行します。

1. 共用ドライブに十分なディスク スペースがあり、IBM パスポート アドバンテ
ージからダウンロードする必要のあるファイルと、解凍されたインストール イ
メージの両方を保管することが可能であることを確認します。

2. IBM パスポート アドバンテージから、製品イメージの必要なすべての部分を、
共用ドライブ上の一時ディレクトリにダウンロードします。

3. ダウンロードしたファイルからインストール イメージを解凍して共用ドライブ
上のアクセス可能なディレクトリに置き、インストール イメージが完全である
ことを確認します。詳しくは、 96ページの『電子イメージの確認と解凍』を参
照してください。

共用ドライブ上のインストール ファイルから製品をインストールするには、次のよ
うにします。

1. インストール イメージが含まれている、共用ドライブ上の disk1 ディレクトリ
に移動します。

2. 93ページの『電子イメージからのインストール』の手順に従います。

HTTP または HTTPS Web サーバー上のリポジトリからのインス
トール: 作業概要

このシナリオでは、IBM Installation Manager は、製品パッケージを HTTP または
HTTPS Web サーバーから取得します。
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以下の手順では、製品のパッケージが含まれているリポジトリが HTTP または
HTTPS Web サーバー上に作成済みであると想定しています。

HTTP または HTTPS サーバー上のリポジトリから製品パッケージをインストール
するには、次のようにします。

1. 86ページの『プリインストール作業』にリストされているプリインストールの
ステップを実行します。

2. IBM Installation Manager をインストールします。 110ページの『IBM

Installation Manager の管理』を参照してください。 この例では、Installation

Manager のインストール ファイルは共用ドライブから取得できます。

3. Installation Manager を開始します。詳しくは、 111ページの『Windows での
Installation Manager の開始』を参照してください。

4. Installation Manager 内で、製品のパッケージが含まれているリポジトリの URL

をリポジトリ設定として指定します。 90ページの『Installation Manager でのリ
ポジトリ設定の指定』を参照してください。

5. Installation Manager 内で、[パッケージのインストール] ウィザードを開始し、指
示に従ってインストールを完了します。詳しくは、 98ページの『Installation

Manager GUI を使用した製品パッケージのインストール』を参照してくださ
い。

6. ワークステーション上のファイル ハンドルの数を増やします。詳しく
は、 101ページの『Linux ワークステーション上のファイル ハンドル数を増や
す』を参照してください。

HTTP Web サーバー上への製品パッケージの配置: 作業概要

HTTP または HTTPS Web サーバー上のリポジトリから製品をインストールできる
ように準備するには、次のようにします。

1. HTTP または HTTPS Web サーバーに、製品パッケージを保管するための十分
なディスク スペースがあることを確認します。

2. ワークステーションに十分なディスク スペースがあり、IBM パスポート アド
バンテージからダウンロードする必要のあるファイルと、解凍されたインスト
ール イメージの両方を保管することが可能であることを確認します。

3. IBM パスポート アドバンテージから、製品イメージの必要なすべての部分
を、ワークステーション上の一時ディレクトリにダウンロードします。

4. ダウンロードしたファイルからインストール イメージを解凍してワークステー
ション上の別の一時ディレクトリに置き、インストール イメージが完全である
ことを確認します。詳しくは、 96ページの『電子イメージの確認と解凍』を参
照してください。

5. プラットフォームに適した Enterprise Deployment CD (または電子ディスク) か
ら、ワークステーションに IBM Packaging Utility をインストールします。

6. Packaging Utility を使用して、製品パッケージをコピーします。

7. Packaging Utility の出力を HTTP または HTTPS Web サーバーにコピーしま
す。

8. Enterprise Deployment CD から、 IBM Installation Manager のインストール フ
ァイルを共用ドライブにコピーします。
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9. 社内ユーザーに Installation Manager をインストールするよう指示します。

10. 前に作成した製品パッケージが含まれているリポジトリへの URL をユーザー
に知らせます。

電子イメージの確認と解凍
IBM パスポート アドバンテージからインストール ファイルをダウンロードする場
合、圧縮ファイルから電子イメージを解凍した後でないと、製品をインストールで
きません。

イメージに解凍する前に、ダウンロードしたファイルが完全かどうかを確認するよ
うにしてください。

インストール ファイルのダウンロードに対して [Download Director] オプションを
選択した場合、Download Director アプレットが、処理する各ファイルが完全かどう
かを自動的に検証します。

あるいは、公開された MD5 値と、ダウンロードしたファイルのチェックサムを比
較して、ダウンロードしたファイルが破損していたり無効だったりしないかを判別
できます。

ダウンロードしたファイルの解凍

各圧縮ファイルを同じディレクトリに解凍してください。

ディレクトリ名の中にスペースを入れないでください。そうしないと、コ
マンド行からランチパッドを開始するための launchpad.sh コマンドを実行できなく
なります。

ランチパッド プログラムからのインストール
ランチパッド プログラムを使用すると、リリース情報の表示とインストール プロ
セスの開始を 1 つの場所で行うことができます。

以下の方法を使用する場合は、ランチパッド プログラムを使用して、製品のインス
トールを開始してください。

v 製品 CD からのインストール

v ローカル ファイル システム上の電子イメージからのインストール

v 共用ドライブ上の電子イメージからのインストール

ランチパッド プログラムからインストール プロセスを開始すると、IBM

Installation Manager は、コンピュータ上になければ自動的にインストールされ、製
品パッケージが含まれているリポジトリのロケーションが事前に構成された状態で
開始します。Installation Manager を直接インストールして開始する場合は、手動で
リポジトリ設定の値を指定しなければなりません。

ランチパッドからインストールするには、次のようにします。

1. 86ページの『プリインストール作業』で説明されているプリインストール作業
を、まだ行っていない場合は実行します。
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2. ランチパッド プログラムを開始します。『ランチパッド プログラムの開始』を
参照してください。

3. 製品のインストールを開始します。 98ページの『ランチパッド プログラムから
のインストールの開始』を参照してください。

[パッケージのインストール] ウィザードの指示に従って、インストールを完了しま
す。詳しくは、 98ページの『Installation Manager GUI を使用した製品パッケージ
のインストール』を参照してください。

ランチパッド プログラムのための Windows Vista 要件
Windows Vista システムでランチパッド プログラムを開始する場合は、その前に以
下の要件を確認してください。

v 管理者としてランチパッド プログラムを実行しなければなりません。

– ランチパッド プログラムから製品のインストールを開始する場合、管理者と
してランチパッド プログラムを実行しなければなりません。

– ランチパッド プログラムが自動的に開始する場合 (たとえば、CD からインス
トールする場合)、ランチパッド プログラムを停止し、 [管理者として実行]

コマンドを使用して再始動してください。ディスク イメージまたは CD のル
ート レベルで、launchpad.exe を右クリックし、[管理者として実行] をクリッ
クします。

v C:¥Program Files パス内のインストール ディレクトリを選択しないようにしてく
ださい。

C:¥Program Files パスにあるインストール ロケーションまたは共用リソース デ
ィレクトリを選択した場合、インストールするパッケージは管理者として実行さ
れなければなりません。

ランチパッド プログラムの開始
86ページの『プリインストール作業』で説明されているプリインストール作業を、
まだ行っていない場合は実行します。

CD からインストールしようとしていて、ワークステーションで自動実行が有効に
なっている場合、1 枚目のインストール ディスクを CD ドライブに挿入すると、
ランチパッドが自動的に開始します。電子イメージからインストールする場合、ま
たは、ワークステーション上で自動実行が構成されていない場合は、ランチパッド
プログラムを手動で開始する必要があります。

ランチパッド プログラムを開始するには、次のようにします。

1. 製品 CD を CD ドライブに挿入します。

CD ドライブをマウントします。

2. 自動実行が有効になっているシステムの場合、製品のランチパッド プログラム
が自動的に開きます。システムで自動実行が有効になっていない場合は、以下の
手順を実行してください。

v CD のルート ディレクトリにある launchpad.exe を実行します。

v CD のルート ディレクトリにある launchpad.sh を実行します。
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ランチパッド プログラムからのインストールの開始
1. ランチパッド プログラムを開始します。

2. リリース情報をまだ読んでいない場合は、 [リリース ノート] をクリックしてリ
リース情報を読みます。

3. インストールを開始する準備ができたら、[<productName> のインストール] を
クリックします。

IBM Installation Manager がシステム上で検出されない場合、または、より新し
いバージョンがある場合は、最新バージョンをインストールする必要がありま
す。

ウィザードの指示に従って、IBM Installation Manager のインストールを完了し
ます。詳しくは、 110ページの『Windows での Installation Manager のインスト
ール』を参照してください。

IBM Installation Manager のインストールが完了したら、[終了] をクリックして
ウィザードを閉じます。

v これが新規インストールの場合、[パッケージのインストール] をクリックし、
ウィザードの指示に従って、インストール プロセスを完了します。

詳しくは、 『Installation Manager GUI を使用した製品パッケージのインスト
ール』を参照してください。

v これが製品の更新である場合、[パッケージの更新] をクリックし、ウィザード
の指示に従って、更新プロセスを完了します。

詳しくは、 102ページの『製品の更新』を参照してください。

Installation Manager GUI を使用した製品パッケージのインストール
Installation Manager グラフィカル ユーザー インターフェイス (GUI) を使用して製
品パッケージをインストールする手順は、以下のとおりです。オプションで、ベー
ス製品パッケージのインストールと同時に、製品に対する更新をインストールする
ことができます。ご使用のインストール環境に該当しない場合は、このトピック中
の更新手順をスキップしてください。

1. Installation Manager の [開始] ページで、[パッケージのインストール] をクリ
ックします。

注: 新しいバージョンの Installation Manager が見つかった場合、それをインス
トールすることを確認して続行してください。Installation Manager は、新しい
バージョンのインストール、停止、再始動、再開を自動的に実行します。

2. [パッケージのインストール] ウィザードの [インストール] ページに、
Installation Manager がリポジトリ内を検索して見つかったすべてのパッケージ
がリストされます。1 つのパッケージについて 2 つのバージョンが見つかった
場合、最新バージョンまたは推奨バージョンのパッケージのみが表示されま
す。

v Installation Manager によって検出されたすべてのバージョンのパッケージを
表示するには、[すべてのバージョンを表示] をクリックします。
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v 推奨パッケージのみの表示に戻すには、[すべてのバージョンを表示] の選択
を解除します。

3. 製品パッケージをクリックして、[詳細] ペインにその説明を表示します。

4. 製品パッケージに対する更新を検索する場合は、[他のバージョンおよび拡張の
検査] をクリックします。

Installation Manager は、事前定義済みの IBM 更新リポジトリ内でパッケージ
更新を検索します。リポジトリ ロケーションを設定しておけば、そこも検索さ
れます。

注: 事前定義された IBM 更新リポジトリ ロケーションでインストール済みパ
ッケージを Installation Manager で検索できるようにするには、 [設定] ウィン
ドウの [リポジトリ] ページで、 [インストールおよび更新中に、リンクされた
リポジトリを検索する] オプションを選択してください。インターネットへの
アクセスも必要です。

5. 製品パッケージに対する更新が検出されると、 [パッケージのインストール] ペ
ージの [インストール パッケージ] リストで、対応する製品の下にそれらが表
示されます。デフォルトでは、推奨される更新のみが表示されます。

v 使用可能なパッケージに対して検出されたすべての更新を表示するには、[す
べてのバージョンを表示] をクリックします。

v [詳細] の下でパッケージの説明を表示するには、パッケージ名をクリックし
ます。パッケージに関する追加情報 (readme ファイルやリリース ノートな
ど) がある場合、説明テキストの最後に [詳細情報] リンクが組み込まれてい
ます。そのリンクをクリックすると、追加情報がブラウザで表示されます。
インストールしようとしているパッケージをよく理解するため、インストー
ルを開始する前にすべての情報を確認してください。

6. インストールしたい製品パッケージとパッケージに対する更新を選択します。
依存関係のある更新は、自動的にまとめて選択およびクリアされます。「次
へ」をクリックして先に進みます。

注: 同時に複数のパッケージをインストールする場合、それらのパッケージは
すべて同じパッケージ グループにインストールされます。

7. [ライセンス] ページで、選択したパッケージのご使用条件を読みます。

複数のパッケージをインストールするよう選択した場合、各パッケージごとに
ご使用条件がある可能性があります。[ライセンス] ページの左側で、各パッケ
ージ バージョンをクリックすると、そのご使用条件が表示されます。選択した
パッケージ バージョン (たとえば、ベース パッケージと更新) がパッケージ名
の下に一覧表示されます。

a. ご使用条件のすべての条項に同意する場合は、[使用条件の条項に同意します
] をクリックします。

b. 「次へ」をクリックして先に進みます。

8. [ロケーション] ページで、共用リソース ディレクトリ のパスを [共用リソー
ス ディレクトリ] フィールドに入力するか、デフォルトのパスを受け入れます
(Linux 上でインストールしている場合、ディレクトリ パスにスペースを入れな
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いように注意してください)。共用リソース ディレクトリには、1 つ以上のパ
ッケージ グループが共用できるリソースが含まれています。「次へ」をクリッ
クして先に進みます。

デフォルトのパスは次のとおりです: C:¥IBM¥SDP70com

v C:¥Program Files¥IBM¥SDPShared

v /opt/IBM/SDPShared

重要: 共用リソース ディレクトリは、パッケージを初めてインストールすると
きの 1 回だけ指定できます。将来のパッケージ用に共用リソースのディスク
スペースを十分に確保するため、最大のディスク ドライブを使用してくださ
い。すべてのパッケージをアンインストールしない限り、このディレクトリ ロ
ケーションを変更することはできません。

注: インストール パスに括弧が含まれないようにしてください。

9. 次の [ロケーション] ページで、インストール ディレクトリ のパスを入力する
か、デフォルトのパスを受け入れます。

10. [ロケーション] ページで、製品パッケージ用の [パッケージ グループ] を作成
するか、または、製品を更新している場合は既存のパッケージ グループを使用
します。パッケージ グループとは、パッケージが同じグループ内の他のパッケ
ージとリソースを共用する、1 つのディレクトリを表します。

新しいパッケージ グループを作成するには、次のようにします。

a. [新規パッケージ グループの作成] をクリックします。

b. パッケージ グループのインストール ディレクトリのパスを入力するか、デ
フォルトのパスを使用します。パッケージ グループの名前は自動的に作成
されます (Linux の場合、ディレクトリ パスにスペースを含むことはできま
せん)。

重要: Windows Vista の場合、ユーザー全員が管理者として製品を実行して
もよい場合を除き、デフォルトの C:¥Program Files ディレクトリを選択し
ないでください。詳しくは、 101ページの『製品を実行するための
Windows Vista ユーザー特権要件』を参照してください。

c. 「次へ」をクリックして先に進みます。

11. [フィーチャー] ページの [言語] で、パッケージ グループの言語を選択しま
す。製品パッケージのユーザー インターフェイスおよびドキュメンテーション
について、対応する各国語翻訳がインストールされます。

12. 製品パッケージをインストールする前に、[要約] ページで選択内容を検討しま
す。前のページで行った選択を変更するには、[戻る] をクリックし、変更を行
います。インストールに関する選択がそのままでよければ、パッケージをイン
ストールするために [インストール] をクリックします。

13. インストール プロセスが完了したら、プロセスが成功したことを確認するメッ
セージが表示されます。

a. [ログ ファイルの表示] をクリックすると、現行セッションのインストール
ログ ファイルが新しいウィンドウで開きます。続行するには、この [インス
トール ログ] ウィンドウを閉じる必要があります。
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b. [パッケージのインストール] ウィザードで、このウィザードの終了時に製品
を開始するかどうかを選択します。

c. 選択したパッケージを開くには、[終了] をクリックします。 [パッケージの
インストール] ウィザードが閉じられ、Installation Manager の [開始] ペー
ジに戻ります。

Linux ワークステーション上のファイル ハンドル数を増やす

重要: 最適な結果を得るためには、Rational 製品を使用して作業する前に、使用可能
なファイル ハンドルの数を増やしてください。この変更はシステム管理者が行うよ
うにしてください。

以下の手順に従って Linux でファイル記述子を増やすときには、十分に注意して行
ってください。手順に従わないと、コンピュータが正しく開始しなくなる可能性が
あります。最適な結果を得るために、システム管理者にこの手順を実行してもらっ
てください。

ファイル記述子を増やすには、次のようにします。

1. root としてログインします。root アクセス権限がない場合は、続行する前に取得
する必要があります。

2. etc ディレクトリに移動します。

3. initscript シェル スクリプトを見つけます。Linux テキスト エディタを使用し
て、そのファイルを開くか、作成します。

重要: コンピュータ上に空の initscript ファイルを残さないでください。残した
場合、次回電源をオンにするか再始動しようとしたときに、コンピュータが始動
しなくなります。

4. 1 行目で、ulimit を 1024 (ほとんどの Linux コンピュータでのデフォルト) よ
り大幅に大きい値に設定します。

ulimit -n 4096

注意: ulimit の設定値が大きすぎると、システム全体のパフォーマンスに影響を
及ぼす可能性があります。

5. 2 行目に eval exec "$4" を入力します。

6. シェル スクリプトを保管して閉じます。

ulimit コマンドについて詳しくは、ulimit のマニュアル ページを参照してくださ
い。

製品を実行するための Windows Vista ユーザー特権要件
Windows Vista ユーザーの場合、ユーザー特権および製品インストールの選択に関
して、追加の考慮事項があります。

管理者権限を持たない ユーザーが製品を使用した作業を行えるようにするには、以
下のステップを実行してください。
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v C:¥Program Files ディレクトリ パスを使用するパッケージ グループに製品をイ
ンストールしないでください。

v C:¥Program Files ディレクトリ パスにある共用リソース ディレクトリを選択し
ないでください。

注: 同様に、 Windows Vista 上に存在する Eclipse インストールを拡張しようとし
ている場合、C:¥Program Files ディレクトリ パスに Eclipse をインストールしない
でください。

C:¥Program Files を使用するパッケージ グループに製品をインストールする か、
または C:¥Program Files 内の共用リソース ディレクトリを選択する と、Windows

Vista ユーザーは管理者として製品を実行しなければなりません。

後で、 Windows Vista ユーザーが非管理者ユーザーとして実行できるようにする場
合は、製品を再インストールして、パッケージ グループおよび共用リソース ディ
レクトリについて新たに選択しなければなりません。

製品の更新
IBM Installation Manager を使用してインストールされたパッケージに対する更新を
インストールできます。パッケージ更新には、インストール済みのフィーチャーに
対する修正と更新と、場合によっては新規フィーチャーが含まれています (そうい
った新規フィーチャーは [パッケージの修正] ウィザードを使用してインストールで
きます)。

リポジトリ設定がローカル更新サイトを指している場合を除いて、インターネット
へのアクセスが必要です。

インストールされている各パッケージごとに 1 つのロケーションが、デフォルトの
IBM 更新リポジトリ用に用意されています。[設定] ウィンドウの [リポジトリ] ペ
ージで [インストールと更新を行なっている間にサービス リポジトリを検索します]

オプションが選択されている場合、Installation Manager は、このロケーションを使
用して、IBM 更新リポジトリ内でインストール済みパッケージを検索します。

詳しくは、Installation Manager ヘルプを参照してください。

注: 製品を更新する前に、Installation Manager を使用してインストールされたすべ
てのプログラムを閉じてください。

製品パッケージ更新を検索してインストールするには、次のようにします。

1. Installation Manager の [開始] ページで、[パッケージの更新] をクリックしま
す。

2. IBM Installation Manager がシステム上で検出されない場合、または、より新し
いバージョンが見つかった場合は、続行する前に最新リリースをインストール
する必要があります。ウィザードの指示に従って、IBM Installation Manager の
インストールを完了します。

3. [パッケージの更新] ウィザードで、更新したい製品パッケージがインストール
されているパッケージ グループのロケーションを選択するか、 [すべて更新]

チェック ボックスを選択し、[次へ] をクリックします。
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Installation Manager は、それ自体のリポジトリ内と、事前定義された製品の更
新サイトで、更新を検索します。

4. パッケージに対する更新が検出されると、[パッケージの更新] ページの [更新]

リストで、対応するパッケージの下にそれらが表示されます。デフォルトで
は、推奨される更新のみが表示されます。使用可能なパッケージに対して検出
されたすべての更新を表示するには、[すべて表示] をクリックします。

a. 更新についてより詳しく理解するには、更新をクリックし、 [詳細] の下に
表示される説明を確認します。

b. 更新に関する追加情報がある場合、説明テキストの最後に [詳細情報] リン
クが組み込まれています。そのリンクをクリックすると、情報がブラウザで
表示されます。更新をインストールする前に、この情報を確認してくださ
い。

5. インストールしたい更新を選択するか、デフォルトの選択をリストアする場合
は [推奨を選択] をクリックします。依存関係のある更新は、自動的にまとめて
選択およびクリアされます。

6. 「次へ」をクリックして先に進みます。

7. [ライセンス] ページで、選択した更新のご使用条件を読みます。[ライセンス]

ページの左側に、選択した更新に対するライセンスのリストが表示されます。
各項目をクリックすると、ご使用条件の本文が表示されます。

a. ご使用条件のすべての条項に同意する場合は、[使用条件の条項に同意します
] をクリックします。

b. 「次へ」をクリックして先に進みます。

8. 更新をインストールする前に、[要約] ページで選択内容を確認します。

a. 前のページで行った選択を変更するには、[戻る] をクリックして変更を行い
ます。

b. 選択内容に問題がなければ、更新をダウンロードしてインストールするた
め、[更新] をクリックします。インストールの完了割合を示す進行標識が表
示されます。

注: 更新プロセス中に、Installation Manager が、基本バージョンのパッケージ
が含まれているリポジトリのロケーションの入力を求めるプロンプトを表示す
ることがあります。CD または他のメディアから製品をインストールした場合
は、更新機能を使用するときにそれらのメディアを使用できるようにしておく
必要があります。

9. オプション: 更新プロセスが完了したら、プロセスの成功の確認を求めるメッセ
ージが、ページの上部に表示されます。現行セッションのログ ファイルを新し
いウィンドウに表示するには、[ログ ファイルの表示] をクリックします。続行
するには、この [インストール ログ] ウィンドウを閉じる必要があります。

10. [終了] をクリックして、ウィザードを閉じます。

11. オプション: [更新] ウィザードによって更新されるのは、既にインストール済
みのフィーチャーだけです。

インストールしたい新しいフィーチャーが更新に含まれている場合は、[パッケ
ージの修正] ウィザードを実行し、その新規フィーチャーをインストールする
よう、フィーチャー選択パネルで選択してください。
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インストール済み製品の修正
IBM Installation Manager 内の [パッケージの修正] ウィザードを使用して、インス
トールされた製品パッケージの言語とフィーチャーの選択を変更できます。 [パッ
ケージの修正] ウィザードを使用して、新しいフィーチャーのインストールを行う
こともできます (リフレッシュ パックなどのパッケージ更新に新規フィーチャーが
含まれている場合があります)。

リポジトリ設定がローカル更新サイトを指していない場合は、インターネットへの
アクセスが必要です。詳しくは、Installation Manager のヘルプを参照してくださ
い。

注: パッケージを修正する前に、Installation Manager を使用してインストールされ
たすべてのプログラムを閉じてください。

インストール済みの製品パッケージを修正するには、次のようにします。

1. Installation Manager の [開始] ページで、[パッケージの修正] アイコンをクリッ
クします。

2. [パッケージの修正] ウィザード内で、製品のインストール ロケーションを選択
し、[次へ] をクリックします。

3. [修正] ページの [言語] の下で、パッケージ グループの言語を選択し、[次へ]

をクリックします。

パッケージのユーザー インターフェイスおよびドキュメンテーションについ
て、対応する各国語翻訳がインストールされます。行った選択はこのパッケージ
グループにインストールされているすべてのパッケージに適用されることに注意
してください。

4. インストール パッケージを修正する前に [要約] ページで選択内容を検討し、そ
の後で [修正] をクリックします。

5. オプション: 修正プロセスが完了したら、 [ログ ファイルの表示] をクリックし
て、完全なログを表示します。

製品のアンインストール
Installation Manager の [パッケージのアンインストール] オプションを使用して、1

つのインストール ロケーションからパッケージをアンインストールすることができ
ます。また、すべてのインストール済みパッケージをすべてのインストール ロケー
ションからアンインストールすることもできます。

パッケージをアンインストールするには、その製品パッケージのインストールに使
用したのと同じユーザー アカウントを使用してシステムにログインしなければなり
ません。

パッケージをアンインストールするには、次のようにします。

1. Installation Manager を使用してインストールしたプログラムを閉じます。

2. [開始] ページで [パッケージのアンインストール] をクリックします。

3. [パッケージのアンインストール] ページで、アンインストールする製品パッケー
ジを選択し、[次へ] をクリックします。
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4. [要約] ページで、アンインストールするパッケージのリストを確認し、[アンイ
ンストール] をクリックします。 パッケージがアンインストールされると、[完
了] ページが表示されます。

5. [終了] をクリックして、ウィザードを終了します。

ライセンスの管理
インストールした IBM ソフトウェアおよびカスタマイズしたパッケージのライセ
ンスは、 IBM Installation Manager 内の [ライセンスの管理] ウィザードを使用して
管理されます。[ライセンスの管理] ウィザードでは、インストール済みの各パッケ
ージのライセンス情報が表示されます。

試用ライセンスはインストールの 30 日後または 90 日後に有効期限が切れます。
有効期限が切れた後も製品を使用するには、製品をアクティブにする必要がありま
す。

[ライセンスの管理] ウィザードを使用して、プロダクト アクティベーション キッ
トをインポートすることで、試用バージョンのオファリングを、ライセンス交付を
受けたバージョンにアップグレードできます。試用ライセンスまたはパーマネント
ライセンスを持つオファリングに対してフローティング ライセンスの適用を有効に
して、ライセンス サーバーからフローティング ライセンス キーを使用するように
もできます。

Rational 製品のライセンス管理について詳しくは、以下のリソースを参照してくだ
さい。

v Rational 製品のアクティベーションに関する技術情報: http://www.ibm.com/support/

docview.wss?uid=swg21250404

v Rational ライセンス機能に関するサポート ページ: http://www.ibm.com/software/

rational/support/licensing/

ライセンス
Rational ソフトウェア製品を購入する際には、許可ユーザー ライセンス、許可ユー
ザー期限付使用権 (FTL)、フローティング ライセンスの 3 つのタイプの製品ライ
センスの中から選択することができます。使用する Rational ソフトウェア製品に必
要なライセンス タイプを判断するには、その製品の担当者に相談してください。組
織にとって最適な選択は、製品を使用する人数、アクセスする頻度、ソフトウェア
購入の方針などによって決まります。

許可ユーザー ライセンス

IBM Rational 許可ユーザー ライセンスは、1 人の特定の個人に対して Rational ソ
フトウェア製品の使用を許可します。購入者は、どのようにアクセスするかにかか
わらず、製品にアクセスする個々のユーザーごとに 1 つの許可ユーザー ライセン
スを入手する必要があります。当初割り当てたユーザーを購入者が長期間または永
久に置き換える場合を除いて、許可ユーザー ライセンスの割り当てを変更すること
はできません。

たとえば、許可ユーザー ライセンスを 1 つ購入する場合、そのライセンスを 1 人
の特定の個人に割り当てることができ、割り当てられた個人が Rational ソフトウェ
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ア製品を使用できます。許可ユーザー ライセンスでは、どのような場合にも (ライ
センス交付を受けた人がその製品をあまり使用していない場合でも)、その製品を使
用する権利を他者に与えることはできません。

許可ユーザー期限付使用権

IBM Rational 許可ユーザー期限付使用権 (FTL) は、1 人の特定の個人に対して、あ
る一定の期間に限り Rational ソフトウェア製品を使用することを許可します。購入
者は、どのようにアクセスするかにかかわらず、製品にアクセスする個々のユーザ
ーごとに 1 つの許可ユーザー FTL を入手する必要があります。当初割り当てたユ
ーザーを購入者が長期間または永久に置き換える場合を除いて、許可ユーザー FTL

の割り当てを変更することはできません。

注: 許可ユーザー FTL をパスポート アドバンテージ エクスプレス プログラムで
購入する場合、ライセンスの期限が切れる前に IBM に延長を希望しないことを通
知しない限り、IBM は通常価格でライセンスの期限を自動的に 1 年間延長しま
す。継続 FTL 期間が開始するのは、最初の FTL 期間が満了した時点です。この継
続期間の価格は、現在は最初の FTL 価格の 80% ですが、変更される可能性があり
ます。

ライセンスの期限を延長する意思がないことを IBM に通知する場合は、ライセン
スの期限が切れたら製品の使用を停止しなければなりません。

フローティング ライセンス

IBM Rational フローティング ライセンスは、複数のチーム メンバーで共用でき
る、単一のソフトウェア製品に対するライセンスです。ただし、同時ユーザーの総
数は、購入するフローティング ライセンスの数を超えることはできません。たとえ
ば、ある Rational ソフトウェア製品のフローティング ライセンスを 1 つ購入した
場合、その製品を使用できるのは、一時に 1 人の組織内の任意のユーザーです。そ
の製品にアクセスしたい他のユーザーは、現行ユーザーがログオフするまで待たな
ければなりません。

フローティング ライセンスを使用するには、フローティング ライセンス キーを入
手して、Rational License Server にインストールする必要があります。このサーバー
は、ライセンス キーへのアクセスを必要とするエンド ユーザーからの要求に応じ
て、組織が購入したライセンス数と同じ数の同時ユーザーにアクセスを許可しま
す。

ライセンスの使用可能化
Rational ソフトウェア製品を初めてインストールする場合、または引き続き製品を
使用するためにライセンスを延長したい場合、製品のライセンスを使用可能化する
方法として以下の選択肢があります。

製品オファリングのライセンスを使用可能化するには、以下の方法があります。

プロダクト アクティベーション キットのインポート

注: 試用ライセンスはインストールの 30 日から 90 日後に有効期限が切れます。
有効期限が切れてからも製品を使用するには、製品をアクティブにする必要があり
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ます。アクティブにするプロセスのフローチャートについては、
http://www.ibm.com/support/docview.wss?uid=swg21250404 で製品のアクティブ化に関
するサポート記事を参照してください。

アクティベーション キット

プロダクト アクティベーション キットには、試用 Rational 製品用のパーマネント
ライセンス キーが含まれています。アクティベーション キットを購入し、アクテ
ィベーション キット zip ファイルをローカル コンピュータにダウンロードし、次
に、アクティベーション キット内の適切な .JAR ファイルをインポートすると、製
品のライセンスを使用可能化できます。アクティベーション キットを製品にインポ
ートするには、IBM Installation Manager を使用します。

フローティング ライセンスの適用

オプションで、フローティング ライセンス キーを入手し、IBM Rational License

Server をインストールし、製品に対するフローティング ライセンスの適用を有効に
することができます。フローティング ライセンスの適用には、以下の利点がありま
す。

v 組織全体にライセンス準拠を徹底できる

v ライセンスの購入数が少なくてすむ

注: 7.0 以降のバージョンの Rational 製品の一部は、アップグレードされたバージ
ョンの Rational License Server を必要とします。ライセンス アップグレード情報に
ついては、http://www.ibm.com/support/docview.wss?uid=swg21250404 にあるサポート
記事を参照してください。

アクティベーション キットおよびフローティング ライセンスの取得について詳し
くは、 ライセンスの購入を参照してください。

インストール済みパッケージのライセンス情報の表示
インストール済みパッケージのライセンス情報 (ライセンス タイプ、有効期限など)

を、 IBM Installation Manager から確認することができます。

ライセンス情報を表示するには、次のようにします。

1. IBM Installation Manager を開始します。

2. メインページで、[ライセンスの管理] をクリックします。

インストール済みのパッケージごとに、パッケージ製造元、現行ライセンス タイ
プ、有効期限が表示されます。

プロダクト アクティベーション キットのインポート
パーマネント ライセンス キーをインストールするには、 IBM Installation Manager

を使用して、ダウンロード ロケーションまたは製品メディアからアクティベーショ
ン キットをインポートする必要があります。

アクティベーション キットをまだ購入していない場合、まず購入する必要がありま
す。購入済みの製品またはプロダクト アクティベーション キットがある場合、適
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当な CD を挿入するか、または IBM パスポート アドバンテージから、アクセス可
能なワークステーションにアクティベーション キットをダウンロードします。

アクティベーション キットは、圧縮 .zip ファイルとしてパッケージされていて、
Java アーカイブ (.JAR) ファイルが含まれています。その .JAR ファイルにパーマ
ネント ライセンス キーが含まれていて、製品をアクティブにするにはこのファイ
ルをインポートする必要があります。

アクティベーション キット .JAR ファイルをインポートし、新しいライセンス キ
ーを使用可能化するには、次のようにします。

1. IBM Installation Manager を開始します。

2. メインページで、[ライセンスの管理] をクリックします。

3. パッケージを選択し、[アクティベーション キットのインポート] をクリックし
ます。

4. [次へ] をクリックします。 選択したパッケージの詳細 (現在のライセンス タイ
プ、ライセンスが適用される製品バージョン範囲など) が表示されます。

5. アクティベーション キットのメディア CD 上のパスまたはダウンロード ロケ
ーションを参照し、適切な (.JAR) ファイルを選択してから [開く] をクリック
します。

6. [次へ] をクリックします。 [要約] ページに、アクティベーション キットのタ
ーゲット インストール ディレクトリ、新しいライセンスが適用される製品、バ
ージョン情報が表示されます。

7. [終了] をクリックします。

パーマネント ライセンス キーを含むプロダクト アクティベーション キットが製
品にインポートされます。[ライセンスの管理] ウィザードに、インポートが成功し
たかどうかが示されます。

フローティング ライセンスの使用可能化
フローティング ライセンスの適用をサポートしているチーム環境の場合、製品に対
してフローティング ライセンスを使用可能化し、フローティング ライセンス キー
へのアクセスを取得するための接続を構成できます。

フローティング ライセンスの適用を使用可能化する前に、管理者からライセンス
サーバー接続情報を入手する必要があります。ライセンス サーバー、ライセンス
キー、 Rational Common Licensing 管理について詳しくは、「IBM Rational ライセ
ンス管理ガイド」を参照してください。

最新版の「ライセンス管理ガイド」は、http://download.boulder.ibm.com/ibmdl/pub/

software/rationalsdp/v7/rcl/701/docs/install_instruction/install.html でオンラインで参照で
きます。

指定したパッケージのライセンス タイプとしてフローティング ライセンスを使用
可能化し、ライセンス サーバー接続を構成するには、次のようにします。

1. IBM Installation Manager で、[ファイル] > [開く] > [ライセンスの管理] をクリ
ックします。
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2. いずれかのバージョンのパッケージを選択し、[フローティング ライセンス サ
ポートの構成] をクリックします。

3. [次へ] をクリックします。

4. [フローティング ライセンスの適用を可能にする] をクリックします。

5. 1 つ以上のライセンス サーバー接続を構成します。

a. [サーバー] テーブル内の空のフィールドをクリックするか、[追加] をクリッ
クします。

b. 冗長サーバー環境用の情報が管理者から提供された場合は、 [冗長サーバー]

をクリックします。 1 次サーバー、2 次サーバー、3 次サーバーの、名前と
ポートのフィールドが表示されます。

c. [名前] フィールドに、ライセンス サーバーのホスト名を指定します。

d. (オプション) ファイアウォールを使用している環境の場合、[ポート] フィー
ルドに値を指定します。管理者からの指示がない限り、このポートに値を割
り当てないでください。

e. 冗長サーバー環境の場合、2 次サーバーと 3 次サーバーの名前と (必要な場
合は) ポートを指定します。

f. (オプション) 接続情報が正しいことと、サーバーが使用可能であることを確
認するため、[接続のテスト] をクリックします。

g. [OK] をクリックします。

6. [次へ] をクリックします。

7. (オプション) シェル共用パッケージまたはカスタム パッケージのライセンス使
用順序を構成します。リスト内のライセンスの順序によって、ライセンス交付を
受けたパッケージのライセンス キーへのアクセスをパッケージが取得しようと
する順序が決まります。

8. [終了] をクリックします。

[ライセンスの管理] ウィザードに、フローティング ライセンスの構成が成功したか
どうかが示されます。

これ以降、使用可能にした製品を開くと、ライセンス サーバーへの接続が作成さ
れ、使用可能なフローティング ライセンス キーのプールからライセンス キーが 1

つ取得されます。

ライセンスの購入
現行の製品ライセンスの有効期限が切れそうな場合、またはチーム メンバー用に追
加の製品ライセンスを入手する必要がある場合は、新しいライセンスを購入できま
す。

ライセンスを購入して製品を使用可能にするには、次のようにします。

1. 購入するライセンスのタイプを決定します。

2. ibm.com® にアクセスするか、IBM 営業担当員に連絡して、製品ライセンスを購
入します。詳しくは、ソフトウェアのご注文方法に関する IBM Web ページをご
覧ください。

3. 購入したライセンスのタイプに応じて、受け取ったライセンス証書を使用し、以
下のいずれかを実行して製品を使用可能にします。
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製品の許可ユーザー ライセンスを購入した場合は、パスポート アドバンテージ
にアクセスし、指示に従って、圧縮されたプロダクト アクティベーション キッ
ト ファイルをダウンロードします。アクティベーション キットのダウンロード
が終わったら、IBM Installation Manager を使用して、プロダクト アクティベー
ション .JAR ファイルをインポートする必要があります。

この後、アクティベーション キットをインポートするか、または製品に対してフロ
ーティング ライセンス サポートを有効にするため、IBM Installation Manager 内の
[ライセンスの管理] ウィザードを使用します。

IBM Installation Manager の管理
このセクションでは、一般的な IBM Installation Manager のタスクについて説明し
ます。詳しくは、 Installation Manager オンライン ヘルプを参照するか、
http://www.ibm.com/software/awdtools/installmanager/support/index.html にある
Installation Manager インフォメーション センターを参照してください。

Windows での Installation Manager のインストール

ランチパッド プログラムによって製品が開始される場合、IBM Installation Manager

は、インストールされていなければ、自動的にインストールされます。このプロセ
スについて詳しくは、 96ページの『ランチパッド プログラムからのインストー
ル』を参照してください。それ以外の場合、Installation Manager を手動でインスト
ールする必要があります。

Installation Manager を手動でインストールするには、次のようにします。

1. 1 枚目のインストール ディスク上の InstallerImage_win32 フォルダから、また
は、製品インストール ファイルを解凍したディレクトリから、 install.exe を
実行します。

2. [パッケージのインストール] ページで、[次へ] をクリックします。

3. [ご使用条件] ページの使用条件を確認し、 [使用条件の条項に同意します] を選
択して同意し、 [次へ] をクリックします。

4. 必要に応じて、[宛先フォルダ] ページで [参照] をクリックしてインストール
ロケーションを変更し、 [次へ] をクリックします。

5. [要約] ページで、[インストール] をクリックします。インストール プロセスが
完了したら、プロセスが成功したことを確認するメッセージが表示されます。

6. [終了] をクリックします。 IBM Installation Manager が開きます。

IBM Installation Manager のインストール
前提条件のホスト ソフトウェア アプリケーションのインストール時に、 IBM

Installation Manager を最初にインストールしました。Installation Manager のインス
トール手順については、ホスト ソフトウェア アプリケーションの「インストール
ガイド」を参照してください (たとえば、Installation Manager の「インストール ガ
イド」を参照してください)。
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Linux での Installation Manager のインストール

ランチパッド プログラムが IBM Installation Manager をインストールします。この
プロセスについて詳しくは、 96ページの『ランチパッド プログラムからのインス
トール』を参照してください。

手動で Installation Manager をインストールするには、次のようにします。

1. root ユーザー特権でターミナル ウィンドウを開きます。

2. 1 枚目のインストール ディスク上の InstallerImager_linux フォルダから、また
は、製品インストール ファイルを解凍したディレクトリから、 install を実行
します。

3. [パッケージのインストール] 画面で、[次へ] をクリックします。

4. [ご使用条件] ページの使用条件を読み、 [使用条件の条項に同意します] を選択
して同意し、 [次へ] をクリックします。

5. 必要であればインストール ディレクトリ ロケーションを編集し、[次へ] をクリ
ックします。

6. 情報の要約ページで、[インストール] をクリックします。 インストール プロセ
スが完了したら、プロセスが成功したことを確認するメッセージが表示されま
す。

7. [終了] をクリックします。 IBM Installation Manager が開きます。

Windows での Installation Manager の開始

IBM Installation Manager の開始は、ランチパッド プログラムから行ってくださ
い。そうすると、Installation Manager は、リポジトリ設定が構成され、製品パッケ
ージが選択された状態で開始します。

Installation Manager を直接開始する場合は、リポジトリ設定の値の指定と製品パッ
ケージの選択を、手動で行わなければなりません。詳しくは、 88ページの『製品パ
ッケージのインストールの計画』を参照してください。

手動で Installation Manager を開始するには、次のようにします。

Windows タスクバーで、[スタート] > [すべてのプログラム] > [IBM Installation
Manager] > [IBM Installation Manager] をクリックします。

Linux での Installation Manager の開始

IBM Installation Manager の開始は、ランチパッド プログラムから行ってくださ
い。そうすると、Installation Manager は、リポジトリ設定が構成され、製品パッケ
ージが選択された状態で開始します。Installation Manager を直接開始する場合は、
リポジトリ設定の値の指定と製品パッケージの選択を、手動で行わなければなりま
せん。詳しくは、 88ページの『製品パッケージのインストールの計画』を参照して
ください。

手動で Installation Manager を開始するには、次のようにします。

1. root ユーザー特権でターミナル ウィンドウを開きます。
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2. Installation Manager のインストール ディレクトリにディレクトリを変更しま
す。デフォルトでは、/opt/IBM/InstallationManager/eclipse です。

3. IBMIM を実行します。

Windows での Installation Manager のアンインストール

Installation Manager をアンインストールするには、次のようにします。

1. Windows タスクバーで、[スタート] > [すべてのプログラム] > [IBM
Installation Manager] > [IBM Installation Manager のアンインストール]をクリ
ックします。

2. [アンインストール] ページで、[次へ] をクリックします。

IBM Installation Manager のアンインストールが選択されます。

3. [要約] ページで、[アンインストール] をクリックします。

注: コントロール パネルを使用しても、Installation Manager をアンインストールで
きます。[スタート] > [設定] > [コントロール パネル]をクリックし、[プログラム
の追加と削除] をダブルクリックします。IBM Installation Manager の項目を選択
し、[削除] をクリックします。

Linux での Installation Manager のアンインストール

IBM Installation Manager のアンインストールは、 Linux 版に組み込まれているパ
ッケージ管理ツールを使用して行う必要があります。

Linux で Installation Manager を手動でアンインストールするには、次のようにしま
す。

1. root ユーザー特権でターミナル ウィンドウを開きます。

2. Installation Manager のアンインストール ディレクトリに移動します。デフォル
トでは、これは /var/ibm/InstallationManager/uninstall です。

3. ./uninstall を実行します。

Installation Manager のサイレント インストールとサイレント
アンインストール

IBM Installation Manager のサイレント インストールおよびサイレント アンインス
トールを行うことができます。

Installation Manager のサイレント インストール

Installation Manager のサイレント インストールを行うには、インストーラを解凍
し、InstallerImage_platform サブディレクトリに切り替え、以下のコマンドを使用し
てください。

v Windows の場合: installc –-launcher.ini silent-install.ini -log

<log file path and name>.

たとえば、 installc --launcher.ini silent-install.ini -log c:¥mylogfile.xml のようにな
ります。
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v 他のプラットフォームの場合: install --launcher.ini silent-install.ini

-log <log file path and name>.

たとえば、 install --launcher.ini silent-install.ini -log /root/mylogs/mylogfile.xml の
ようになります。

インストールが終わったら、Installation Manager または Installation Manager インス
トーラを使用して、パッケージをサイレントにインストールできます。

Windows での Installation Manager のサイレント アンインストー
ル
Windows 上で Installation Manager のサイレント アンインストールを実行するに
は、次のようにします。

1. コマンド行から、Installation Manager のアンインストール ディレクトリに移動
します。これは、デフォルトでは C:¥Documents and Settings¥All Users¥

Application Data¥IBM¥Installation Manager¥uninstall です。

2. コマンド uninstallc.exe --launcher.ini silent-uninstall.ini を入力しま
す。

他のプラットフォームでの Installation Manager のサイレント アン
インストール
他のプラットフォームで Installation Manager のサイレント アンインストールを実
行するには、次のようにします。

1. ターミナル ウィンドウから、Installation Manager のアンインストール ディレク
トリに移動します。デフォルトでは、これは /var/ibm/InstallationManager/

uninstall です。

2. コマンド uninstall --launcher.ini silent-uninstall.ini を実行します。

IBM Packaging Utility
IBM Packaging Utility ソフトウェアを使用して、Installation Manager 用にリポジト
リをセットアップし、そのリポジトリに製品パッケージをコピーします。製品パッ
ケージのコピーが完了したら、[設定] ウィンドウで Installation Manager にリポジト
リ ロケーションを定義します。

Packaging Utility ソフトウェアは、製品に同梱されている、各プラットフォーム
(Windows および Linux) 用の Enterprise Deployment CD に入っています。

製品パッケージが入っているリポジトリを共用ドライブに置く場合は、 Packing

Utility を使用して、製品の製品パッケージをリポジトリにコピーする必要がありま
す。

製品パッケージが入っているリポジトリを、HTTP または HTTPS を介してアクセ
ス可能な Web サーバー上に置きたい場合は、 Packaging Utility を使用して、製品
の製品パッケージをリポジトリにコピーする必要があります。

このユーティリティを使用して、以下の作業を実行できます。

v 製品パッケージ用の新規 Installation Manager リポジトリを作成する。
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v 製品パッケージを新規リポジトリにコピーする。

複数の製品パッケージを 1 つのリポジトリにコピーできます。これは、複数の製
品パッケージのインストール元として IBM Installation Manager が使用できる、1

つの共通のロケーションを作成することになります。

v 製品パッケージをリポジトリから削除する。

Packaging Utility について詳しくは、オンライン ヘルプを参照するか、
http://www.ibm.com/software/awdtools/installmanager/support/index.html にある
Installation Manager インフォメーション センターを参照してください。

Packaging Utility のインストール
IBM Packaging Utility は、Enterprise Deployment CD からインストールした後でな
いと、製品パッケージをコピーするために使用できません。

IBM Packaging Utility ソフトウェアを Enterprise Deployment CD からインストール
するには、次のようにします。

1. 適切なプラットフォーム用の Enterprise Deployment CD までナビゲートし、CD

に入っている圧縮ファイルを解凍します。

2. Packaging Utility ディレクトリまでナビゲートし、圧縮ファイル
(pu.disk_win32.zip または pu.disk_linux.zip) から Packaging Utility インストール
パッケージを解凍します。

3. Packaging Utility インストーラの実行可能ファイルを見つけます。

v pu.disk_win32.zip ファイルを解凍した領域内の InstallerImage_win32

ディレクトリに移動します。install.exe という名前の、インストーラの実行可
能ファイルを見つけます。

v pu.disk_linux.zip ファイルを解凍した領域内の InstallerImage_linux デ
ィレクトリに移動します。install という名前の、インストーラの実行可能ファ
イルを見つけます。

4. 実行可能ファイルを開始し、ウィザードの指示に従って Packaging Utility をイン
ストールします。

5. (オプション) IBM Installation Manager がワークステーション上で検出されない
場合、インストールするようプロンプトが出され、インストール ウィザードが
開始します。ウィザードの指示に従って、Installation Manager のインストールを
実行してください。詳しくは、 110ページの『Windows での Installation

Manager のインストール』を参照してください。

Installation Manager のインストールが完了したら、Installation Manager が起動
し、自動的に [パッケージのインストール] ウィザードを開始します。

6. Installation Manager がコンピュータ上にインストールされている場合、
Installation Manager が起動し、自動的に [パッケージのインストール] ウィザー
ドが開始します。

7. [パッケージのインストール] ウィザードの指示に従って、インストールを実行し
ます。

114 IBM Rational RequisitePro: インストールおよびアップグレード ガイド

http://www.ibm.com/software/awdtools/installmanager/support/index.html


Packaging Utility を使用した製品パッケージのコピー
Installation Manager が製品のインストール元として使用できるリポジトリを作成す
るには、 Packaging Utility を使用して、そのリポジトリに製品パッケージをコピー
する必要があります。

Packaging Utility を使用して、複数の製品パッケージをまとめて 1 つのリポジトリ
ロケーションに入れることもできることに注意してください。詳しくは、Packaging

Utility オンライン ヘルプを参照してください。

Packaging Utility を使用して製品パッケージをコピーするには、次のようにします。

1. パッケージを CD イメージからコピーする場合、1 枚目のインストール CD を
CD ドライブに挿入します。

CD ドライブをマウントします。

注: 自動実行が有効になっているシステムの場合は、製品のランチパッド プロ
グラムが自動的に開きます。ランチパッド プログラムを閉じてください。

2. Packaging Utility を開始します。

3. ユーティリティのメインページで、[製品パッケージのコピー] をクリックしま
す。

4. [前提条件] ページで、以下のいずれかのステップを実行します。

v アクセス可能なリポジトリをまだ定義していない場合、[IBM Web から製品
パッケージをダウンロードします] をクリックします。

v 定義済みのアクセス可能なリポジトリがある場合、[他のソースから製品パッ
ケージを取得します] をクリックします。

5. [次へ] をクリックします。

6. [ソース] ページで、選択可能な製品パッケージがない場合、製品パッケージが
含まれているリポジトリを開きます。

注: リポジトリは、ファイル システム内のディレクトリへのパス、製品の 1

枚目の CD が含まれているディスク ドライブ、サーバー上のディレクトリへ
の URL のいずれかです。

v [リポジトリを開く] をクリックします。

v [リポジトリを開く] ウィンドウで、電子ディスク イメージが含まれている共
通ルート ディレクトリか、1 枚目の製品インストール CD が含まれている
ドライブのいずれかのリポジトリ ロケーションを参照し、それを選択しま
す。

たとえば、製品 (ディスク 1、ディスク 2 など) が C:¥My product¥unzip に
ある場合、このロケーションをリポジトリとして定義してください。

v [OK] をクリックします。

7. [宛先] ページで、製品の保管先として、既存のいずれかのリポジトリ ディレク
トリを参照して選択するか、新規フォルダを作成します。

8. [OK] をクリックします。 定義したファイル パスが [宛先] ページの [ディレ
クトリ] フィールドにリストされます。

9. [次へ] をクリックします。
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10. [要約] ページで、選択した製品パッケージを宛先リポジトリにコピーするた
め、[コピー] をクリックします。

11. コピー処理が完了したら、[完了] ページで、正常にコピーされた製品パッケー
ジを確認します。

12. Packaging Utility のメインページに戻るため、[終了] をクリックします。

Packaging Utility を使用して製品インストール ファイルをリポジトリにコピーした
後、IBM Installation Manager の設定ページに進み、このロケーションをリポジトリ
として定義することができます。また、UNC ドライブ上にリポジトリを置くこと
も、Web サーバー上にリポジトリを置いて、HTTP を介してディレクトリとファイ
ルを使用可能にすることもできます。

サイレント インストール
Installation Manager をサイレント インストール モードで実行することによって、
製品パッケージをサイレントにインストールできます。Installation Manager がサイ
レント モードで実行される場合、ユーザー インターフェイスは使用できません。
その代わりに、Installation Manager は応答ファイルを使用して、製品パッケージを
インストールするのに必要なコマンドを入力します。

サイレント モードの Installation Manager を実行すると、スクリプトを通じて製品
パッケージのインストール、更新、修正、アンインストールをバッチ処理で行える
ため便利です。

製品をサイレントにインストールするには、その前に Installation Manager をインス
トールする必要があります。

サイレント インストールに必要な主な作業には、以下の 2 つがあります。

1. 応答ファイルの作成。

2. サイレント インストール モードでの Installation Manager の実行。

Installation Manager およびサイレント インストールについて詳しくは、
http://www.ibm.com/software/awdtools/installmanager/support/index.html にある
Installation Manager インフォメーション センターを参照してください。

Installation Manager を使用した応答ファイルの作成
Installation Manager で製品パッケージをインストールするときか Installation

Manager インストーラをインストールするときにアクションを記録することによっ
て、応答ファイルを作成できます。応答ファイルを記録するときには、 Installation

Manager GUI で行ったすべての選択が XML ファイルに保管されます。Installation

Manager がサイレント モードで実行される場合、Installation Manager はその XML

応答ファイルを使用してインストールを実行します。

インストール (またはアンインストール) 用に応答ファイルを記録するには、次のよ
うにします。

1. コマンド行で、Installation Manager をインストールしたディレクトリ内の
eclipse サブディレクトリに移動します。例を次に示します。

v cd C:¥Program Files¥IBM¥Installation Manager¥eclipse
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v 他のプラットフォームの場合: cd /opt/IBM/InstallationManager/eclipse

2. コマンド行で、以下のコマンドを入力して、Installation Manager を開始します。
応答ファイルとログ ファイル (オプション) のファイル名とロケーションは独自
のものに置換してください。

IBMIM -record <response file path and name> -log <log file path and

name>

注: オプションの -skipInstall <agentDataLocation> 引数を追加することによ
って、製品のインストールまたはアンインストールを実行せずに応答ファイルを
記録することができます。

注: 存在するファイル パスを入力するよう注意してください。Installation

Manager は、応答ファイルとログ ファイル用のディレクトリを作成しません。

3. [パッケージのインストール] ウィザードの指示に従って、インストールに関する
選択を行います。詳しくは、 98ページの『Installation Manager GUI を使用した
製品パッケージのインストール』を参照してください。

4. [終了] をクリックし、Installation Manager を閉じます。

XML 応答ファイルが作成され、コマンドで指定したロケーションに置かれます。

Installation Manager を使用した応答ファイルの記録
Installation Manager または製品のインストールまたはアンインストール用の応答フ
ァイルを、製品のインストールまたはアンインストールを行わずに作成するには、
-skipInstall <agentDataLocation> 引数を使用します。-skipInstall を使用する
と、Installation Manager は製品のインストールまたはアンインストールを行わず、
インストール データを記録するだけなので、処理が速くなります。
<agentDataLocation> は書き込み可能なディレクトリでなければなりません。

後で、製品に対する更新や修正を記録する場合や、ライセンス管理の記録または製
品のアンインストールの記録が必要になった場合、後続の記録セッションでは、同
じ <agentDataLocation> を使用しなければなりません。-skipInstall オプション
を使用せずに記録した、インストール済みの製品または設定 (リポジトリ設定も含
む) は使用可能ではないことに注意してください。

インストーラ用の応答ファイルの記録:

Installation Manager のインストール用のインストール データを記録するには、次の
ようにします。

1. Installation Manager を解凍し、InstallerImage_platform ディレクトリに移動しま
す。

2. 記録を開始するため、install -record <response file path and name>

-skipInstall <agentDataLocation> -vmargs

-Dcom.ibm.cic.agent.hidden=false を入力します。

製品インストール用の応答ファイルの記録:

Installation Manager インストーラでの製品インストール用のインストール データを
記録するには、次の手順に従います。
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1. Installation Manager を解凍した InstallerImage_platform ディレクトリに移動しま
す。

2. -input 行と @osgi.install.area/install.xml 行を削除して、install.ini ファイ
ルを開きます。

3. コマンド IBMIM -record <response file path and name> -skipInstall

<agentDataLocation> を入力します。 たとえば、IBMIM -record

c:¥mylog¥responsefile.xml -skipInstall c:¥temp¥recordData と入力します。

4. Installation Manager を開始し、[パッケージのインストール] ウィザードを実行し
ます。

サイレント モードでの Installation Manager のインストールと
実行

Installation Manager インストーラを使用して Installation Manager をインストール
し、その後で、Installation Manager を使用してコマンド行から製品パッケージのサ
イレント インストールを行います。

サイレント モードでの Installation Manager の実行に関する追加ドキュメンテーシ
ョンについては、http://www.ibm.com/software/awdtools/installmanager/support/

index.html にある Installation Manager インフォメーション センターを参照してく
ださい。

以下の表で、サイレント インストール コマンドで使用される引数について説明し
ます。

引数 説明

-vm Java ランチャーを指定します。サイレント
モードでは、 Windows の場合は常に
java.exe を使用し、その他のプラットフォー
ムの場合は java を使用してください。

-nosplash スプラッシュ画面を抑制します。

--launcher.suppressErrors JVM エラー ダイアログ ボックスを抑制し
ます。

-silent Installation Manager インストーラまたは
Installation Manager をサイレント モードで
実行します。

-input Installation Manager インストーラまたは
Installation Manager への入力として、XML

応答ファイル を指定します。応答ファイル
は、インストーラまたは Installation Manager

が実行するコマンドを含みます。

-log (オプション) サイレント インストールの結
果を記録したログ ファイルを作成します。
ログ ファイルは XML ファイルです。

Installation Manager インストーラと Installation Manager の両方に対して 1 つの初
期化ファイル、つまり .ini ファイル: silent-install.ini があります。このファイ
ルには、上の表にある引数のデフォルト値が含まれています。
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Installation Manager インストーラが Installation Manager をインストールします。

このインストーラを解凍し、eclipse サブディレクトリに切り替え、以下のコマンド
を使用してください。

v Windows の場合: installc –-launcher.ini silent-install.ini -log

<log file path and name>

たとえば、 installc --launcher.ini silent-install.ini -log c:¥mylogfile.xml のようにな
ります。

v 他のプラットフォームの場合: install --launcher.ini silent-install.ini

-log <log file path and name>

たとえば、 install --launcher.ini silent-install.ini -log /root/mylogs/mylogfile.xml の
ようになります。

Installation Manager のインストールが終わったら、それを使用して他の製品をイン
ストールできます。

サイレント モードで Installation Manager を実行するには、eclipse サブディレクト
リから以下のコマンドを実行してください。

v Windows の場合: IBMIMc.exe --launcher.ini silent-install.ini

-input <response file path and name> -log <log file path and name>

たとえば、IBMIMc.exe --launcher.ini silent-install.ini -input

c:¥mylog¥responsefile.xml -log c:¥mylog¥silent_install_log.xml のようになります。

v 他のプラットフォームの場合: IBMIM --launcher.ini silent-install.ini

-input <response file path and name> -log <log file path and name>

たとえば、IBMIM --launcher.ini silent-install.ini -input /root/mylog/responsefile.xml

–log /root/mylog/silent_install_log.xml のようになります。

Installation Manager インストーラまたは Installation Manager は、サイレント イン
ストール モードで実行する場合、応答ファイルを読み取り、指定されたディレクト
リにログ ファイルを書き込みます。応答ファイルは必須ですが、ログ ファイルは
オプションです。この実行の結果、状況が 0 であれば成功であり、ゼロ以外であれ
ば失敗です。

すべての使用可能な製品の検索とサイレント インストール
すべての使用可能な製品に対する更新をサイレントに検索してインストールするこ
とができます。

すべての使用可能な製品を検索してサイレント インストールを行うには、次のよう
にします。

1. コマンド行で、Installation Manager をインストールしたディレクトリ内の
eclipse サブディレクトリに移動します。

2. 以下のコマンドを入力し、実行します。応答ファイルとログ ファイル (オプシ
ョン) のロケーションは実際のロケーションに変更してください。

v Windows の場合: IBMIMc.exe --launcher.ini silent-install.ini

-installAll -log <log file path and name>
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v 他のプラットフォームの場合: IBMIM --launcher.ini silent-install.ini

-installAll -log <log file path and name>

Installation Manager で認識されるすべての使用可能な製品がインストールされま
す。

現在インストールされているすべての製品に対する更新のサイレント
インストール
現在インストールされているすべての製品に対する更新をサイレントに検索してイ
ンストールすることができます。

すべての使用可能な製品に対する更新を検索してサイレント インストールを行うに
は、次のようにします。

1. コマンド行で、Installation Manager をインストールしたディレクトリ内の
eclipse サブディレクトリに移動します。

2. 以下のコマンドを入力し、実行します。応答ファイルとログ ファイル (オプシ
ョン) のロケーションは実際のロケーションに変更してください。

v For Windows の場合: IBMIMc.exe --launcher.ini

silent-install.ini -updateAll -log <log file path and name>

v 他のプラットフォームの場合: IBMIM --launcher.ini silent-install.ini –

-updateAll -log <log file path and name>

Installation Manager で認識されるすべての使用可能な製品の更新がインストールさ
れます。

応答ファイルのコマンド
Installation Manager のサイレント インストール機能を使用するには、 Installation

Manager が実行しなければならないすべてのコマンドが含まれている応答ファイル
の作成が必要です。これを行うには、製品パッケージをインストールするときにア
クションを記録することによって、応答ファイルを作成します。ただし、手動で応
答ファイルを作成または編集することもできます。

応答ファイルには以下の 2 つのカテゴリのコマンドがあります。

v 設定コマンド は、[ファイル] > [設定] と選択したときに Installation Manager で
表示される設定 (リポジトリ ロケーション情報など) に値をセットします。

v サイレント インストール コマンド は、Installation Manager の [パッケージのイ
ンストール] ウィザードをエミュレートします。

サイレント インストール設定コマンド
通常は [設定] ウィンドウを使用して設定を指定しますが、サイレント インストー
ル中に使用できるよう、応答ファイル内に設定を指定 (キーとして識別されます) す
ることもできます。

注: 1 つの応答ファイル内に複数の設定を指定できます。

応答ファイル内に設定を定義する場合の XML コードは、次の例のようになりま
す。
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<preference
name = “the key of the preference"
value = “the value of the preference to be set">
</preference>

サイレント インストール設定用のキーとそれに関連する値を、以下の表に示しま
す。

キー 値 コメント

com.ibm.cic.common.core.preferences.logLocation Installation

Manager ログ
ファイルのロ
ケーションを
指定します。

重要: このキー
はオプションで
あり、テストお
よびデバッグ用
に設計されてい
ます。ログ ファ
イルのロケーシ
ョンが指定され
ていない場合、
サイレント イン
ストールと UI

版の Installation

Manager は両方
とも同じロケー
ションを使用し
ます。

com.ibm.cic.license.policy.location リモート ラ
イセンス ポ
リシー ファ
イルの場所を
定義する
URL を指定
します。

com.ibm.cic.common.core.preferences.http.proxyEnabled True または
False

デフォルト値は
False です。

com.ibm.cic.common.core.preferences.http.proxyHost ホスト名また
は IP アドレ
ス

com.ibm.cic.common.core.preferences.http.proxyPort ポート番号

com.ibm.cic.common.core.preferences.http.proxyUseSocks True または
False

デフォルト値は
False です。

com.ibm.cic.common.core.preferences.SOCKS.proxyHost ホスト名また
は IP アドレ
ス

com.ibm.cic.common.core.preferences.SOCKS.proxyPort ポート番号

com.ibm.cic.common.core.preferences.ftp.proxyEnabled True または
False

デフォルト値は
False です。

com.ibm.cic.common.core.preferences.ftp.proxyHost ホスト名また
は IP アドレ
ス

com.ibm.cic.common.core.preferences.ftp.proxyPort ポート番号
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キー 値 コメント

com.ibm.cic.common.core.preferences.eclipseCache c:¥IBM¥

common

(Windows)

/opt/IBM/

common

(Linux)

注: 上記の
パスは、この
設定に対する
デフォルト値
です。通常
は、インスト
ール パッケ
ージによっ
て、この設定
に対するそれ
ぞれ独自の値
が提供されま
す。

既にパッケージ
をインストール
している場合
は、このロケー
ションを変更す
ることはできま
せん。

com.ibm.cic.agent.core.pref.offering.service.repositories.

areUsed

True または
False

この設定を無効
にするには、
False に変更して
ください。値が
True の場合、製
品がインストー
ルまたは更新さ
れるとき、リン
クされたすべて
のリポジトリが
検索されます。
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キー 値 コメント

com.ibm.cic.common.core.preferences.

preserveDownloadedArtifacts

True または
False

この設定を無効
にするには、
False に変更して
ください。値が
True の場合、パ
ッケージを前の
バージョンにロ
ールバックする
のに必要なファ
イルがシステム
に保管されま
す。値が False

の場合、それら
のファイルは保
管されません。
それらのファイ
ルを保管しない
場合、前のバー
ジョンにロール
バックするため
には、元のリポ
ジトリまたはメ
ディアに接続し
なければなりま
せん。

サイレント インストール コマンド
以下の表に、サイレント インストール用の応答ファイルのコマンドをリストしま
す。
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応答ファイルのコマンド 説明

プロファイル

<profile
id="the profile (package group) id"
installLocation="the install location of
the profile">
<data key="key1" value=”value1”/>
<data key="key2" value=”value2”/>

</profile>

このコマンドは、パッケージ グループ (イン
ストール ロケーション) の作成に使用しま
す。指定されたパッケージ グループが既に
存在する場合、このコマンドによる影響はあ
りません。現時点では、プロファイルが作成
されるとき、サイレント インストールは 2

つのインストール コンテキストを作成しま
す。1 つは Eclipse で、もう 1 つは native

です。プロファイルとは、インストール ロ
ケーションのことです。

<data> エレメントを使用して、プロファイル
のプロパティを設定します。

現在サポートされているキーおよび関連する
値は、次のリストのとおりです。

v eclipseLocation キーは、既存の Eclipse ロ
ケーション (たとえば、c:¥myeclipse¥

eclipse) を指定します。

v cic.selector.nl キーは、自然言語 (NL) ロケ
ール選択 (たとえば、en、fr、 es) を指定
します。

注: 複数の NL 値はコンマで区切ってくださ
い。

現在サポートされている言語コードは次のリ
ストのとおりです。

v 英語 (en)

v フランス語 (fr)

v イタリア語 (it)

v 中国語 (簡体字) (zh_CN)

v ロシア語 (ru)

v 中国語 (繁体字) - (zh_TW)

v ドイツ語 (de)

v 日本語 (ja)

v ポーランド語 (pl)

v スペイン語 (es)

v チェコ語 (cs)

v ハンガリー語 (hu)

v 韓国語 (ko)

v ポルトガル語 (pt_BR)
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応答ファイルのコマンド 説明

リポジトリ

<server>
<repository location="http://example/
repository/">
<repository location=”file:/C:/
repository/”>
<!―add more repositories below-->
<...>

</server>

このコマンドは、サイレント インストール
中に使用されるリポジトリを指定するのに使
用します。リモート リポジトリを指定する
場合は URL または UNC パスを使用し、ロ
ーカル リポジトリを指定する場合はディレ
クトリ パスを使用してください。

インストール

<install>
<offering profile= "profile id"
features= "feature ids"
id= "offering id" version= "offering
version"></offering>

<!―add more offerings below>
<...>

</install>

このコマンドは、インストールするインスト
ール パッケージを指定するのに使用しま
す。

プロファイル ID は、既存のプロファイルま
たは、プロファイル設定コマンドで作成され
るプロファイルと一致していなければなりま
せん。

フィーチャー ID は、コンマで区切られたリ
スト (たとえば、″feature1, feature2” など) に
よって、オプションで指定できます。フィー
チャー ID が指定されていない場合、指定さ
れたオファリングのすべてのデフォルトのフ
ィーチャーがインストールされます。

バージョン番号は必須ではありません。バー
ジョンが指定されていない場合、Installation

Manager は、指定された ID の最新の製品
と、使用可能なすべての更新および修正をイ
ンストールします。

注: 必須のフィーチャーは、コンマで区切ら
れたリスト中に明示的に指定されていなくて
も、インストールに組み込まれます。
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応答ファイルのコマンド 説明

<install modify=″true″> または <uninstall

modify=″true″> (オプション属性)

<uninstall modify="true">
<offering profile="profileID"
id="Id" version="Version"
features="-"/>
</uninstall>

install コマンドおよび uninstall コマンドの
<install modify=″true″> 属性は、既存のイン
ストールを変更したいことを示すのに使用し
ます。

この属性が true に設定されていない場合、
値はデフォルトの false になります。変更
操作の目的が、追加の言語パックをインスト
ールすることだけの場合、オファリング フ
ィーチャー ID リストでハイフン (“-“) を使
用して、追加する新規フィーチャーがないこ
とを指示してください。
重要: 例に示されているように、
″modify=true″ と、ハイフン ″-″ のフィーチ
ャー リストを指定しなければなりません。
そうでないと、install コマンドではオファリ
ングのデフォルトのフィーチャーがインスト
ールされ、uninstall コマンドではすべてのフ
ィーチャーが削除されます。

アンインストール

<uninstall>
<offering profile= "profile id"
features= "feature ids"
id= "offering id" version= "offering
version"></offering>

<!―add more offerings below>
<...>

</uninstall>

このコマンドは、アンインストールするパッ
ケージを指定するのに使用します。

プロファイル ID は、既存のプロファイル
か、profile コマンドに指定されたプロファイ
ルと一致していなければなりません。フィー
チャー ID が指定されていない場合、指定さ
れたオファリングのすべてのフィーチャーが
アンインストールされます。オファリング
ID が指定されていない場合、指定されたプ
ロファイル中のインストールされているすべ
てのオファリングがアンインストールされま
す。

ロールバック

<rollback>
<offering profile= "profile id"
id= "offering id"
version= "offering version">
</offering>

<!―add more offerings below
<...>

</rollback>

このコマンドは、指定されたプロファイルに
現在インストールされているバージョンか
ら、指定されたオファリングにロールバック
するのに使用します。ロールバック コマン
ドにフィーチャーを指定することはできませ
ん。

すべてインストール

<installALL/>

注: このコマンドは、

–silent –installAll

の使用と等価です。

このコマンドは、すべての使用可能なパッケ
ージをサイレントで検索し、インストールす
るのに使用します。
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応答ファイルのコマンド 説明

すべて更新

<updateALL/>

注: このコマンドは、

–silent –updateAll

の使用と等価です。

このコマンドは、すべての使用可能なパッケ
ージをサイレントで検索し、更新するのに使
用します。

ライセンス

<license policyFile=“policy file
location”/>

例を次に示します。

<license policyFile=”c:¥mylicense.opt”/>

このコマンドは、記録モードで Installation

Manager を開始した後でライセンス ウィザ
ードを開始することによって、ライセンス
コマンドを含む応答ファイルを生成するのに
使用します。

記録モードでは、ライセンス管理ウィザード
を通じて柔軟性のあるオプションを設定する
と、設定したそれらのオプションが
license.opt という名前のファイルに記録され
ます。このファイルはライセンス ポリシー
ファイルと呼ばれ、生成される応答ファイル
と同じディレクトリ内にあります。応答ファ
イルには、このポリシー ファイルを参照す
る license コマンドが含まれます。

ウィザード

<launcher -mode wizard -input
< response file >

このコマンドは、Installation Manager を UI

モードで開始する場合に使用します。UI モ
ードでは、Installation Manager がインストー
ル ウィザードまたはアンインストール ウィ
ザードのいずれかで開始されます。ただし、
この場合、応答ファイルは preference コマン
ドと install コマンド、または preference コ
マンドと uninstall コマンドしか含むことが
できません。つまり、Installation Manager を
UI モードで実行する場合は、同じ応答ファ
イルに install コマンドと uninstall コマンド
を一緒に入れることはできません。

リファレンス: サンプル応答ファイル
XML ベースの応答ファイルを使用して、事前定義された情報 (サイレント インス
トール設定、リポジトリ ロケーション、インストール用プロファイルなど) を指定
することができます。応答ファイルは、会社やチームで、介入の必要なしにインス
トール パッケージをインストールしたい場合や、インストール パッケージ用のロ
ケーションと設定を標準化したい場合に役立ちます。
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サンプル応答ファイル

<agent-input >

<!-- add preferences -->
<preference name="com.ibm.cic.common.core.preferences. http.proxyEnabled"
value="c:/temp"/>

<!-- create the profile if it doesn’t exist yet -->
<profile id="my_profile" installLocation="c:/temp/my_profile"></profile>

<server>
<repository location=
"http://a.site.com/local/products/sample/20060615_1542/repository/"></repository>
</server>

<install>
<offering profile= "my_profile" features= "core" id= "ies"
version= "3.2.0.20060615">
</offering>
</install>

</agent-input>

サイレント インストール ログ ファイル
サイレント インストール ログ ファイルを使用して、サイレント インストール セ
ッションの結果を調べることができます。

サイレント インストール機能は、ログ ファイル パスが –log <your log file

path>.xml を使用して指定されていれば、XML ベースのログ ファイルを作成し、
このログ ファイルにサイレント インストールの実行結果を記録します。 サイレン
ト インストール セッションが正常に行われた場合、ログ ファイルには <result>

</result> ルート エレメントのみが含まれます。しかし、インストール中にエラー
が発生した場合は、サイレント インストール ログ ファイルには、以下のような
error エレメントが、メッセージと共に含まれます。

<result>
<error> Cannot find profile: profile id</error>
<error> some other errors</error>
</result>

詳細な分析を行うには、Installation Manager データ域に生成されるログ ファイルを
参照することができます。preference コマンドを使用することによって、任意のロケ
ーションにデータ域を設定できます (オプション)。
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9 RequisitePro のインストール後の作業

この項では、Rational RequisitePro をインストールの後、すべてのユーザーと管理者
が行う手順を説明します。

構成を完了し、Rational RequisitePro を開始するには、次の手順を実行します。

v 必要に応じて、DB2 または Oracle データベースの別名 (エイリアス) を作成し
ます。

v Rational RequisitePro とヘルプのホーム ページを開き、クイック ツアー、チュー
トリアル、リリース ノート、およびその他のリソースを確認します。

v サンプル プロジェクトを開くか、テンプレートからプロジェクトを作成します。

v 既存のプロジェクトをカタログに追加し、そのプロジェクトを開きます。詳しく
は、RequisitePro のヘルプ トピック「プロジェクト リストへのプロジェクトの追
加」を参照してください。

管理者はインストールの後、追加タスクを実行することができます。

v データベース トランスポート ウィザードを使用して、プロジェクトをあるデー
タベースから別のデータベースに移動する。

v ディスカッションおよび変更通知用の電子メールの構成。

v 製品を再インストールする (変更または修復)。

Windows 用 Rational RequisitePro クライアントをインストールする場合には、
RequisiteWeb も使用できます。RequisiteWeb クライアントを使用するには、 83ペ
ージの『RequisiteWeb へのログオン』を参照してください。

DB2 データベース別名の定義
チームが Rational RequisitePro プロジェクトを格納するために DB2 を使用する場
合、ご使用の Windows クライアント コンピュータにクライアント ソフトウェア
をインストールする必要があります。詳しくは、 10ページの『データベース クラ
イアント ソフトウェアのインストール』を参照してください。

クライアント ソフトウェアをインストールした後で、DB2 Connect Personal Edition

を使用して、デスクトップ クライアントに DB2 別名を作成し、DB2 データベース
サーバーにアクセスできるようにします。他のユーザーとプロジェクトを共有する
場合は、データベース管理者かプロジェクト管理者が決めた整合したデータベース
別名を使用してください。

注: [このデータベースを ODBC に登録] チェック ボックスがオンになっている場
合は、オフにします。
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Oracle データベース エイリアスの定義
チームが Rational RequisitePro プロジェクトを格納するために Oracle を使用する場
合、ご使用の Windows クライアント コンピュータにクライアント ソフトウェア
をインストールする必要があります。詳しくは、 10ページの『データベース クラ
イアント ソフトウェアのインストール』を参照してください。

クライアント ソフトウェアをインストールした後、Oracle の SQL*Net または
Net8 Easy Configuration ツールを使用して、クライアントから Oracle データベース
サーバーにアクセスできるように構成します。ほかのユーザーとプロジェクトを共
有する場合は、データベース管理者が決定した整合性のあるデータベースのエイリ
アスまたはサービス名を必ず使用してください。

Rational RequisitePro の開始
Rational RequisitePro を開始するには、 [スタート] → [プログラム] → [Rational
RequisitePro] → [IBM Rational] をクリックします。

License Key Administrator (LKAD) が表示されたら、 105ページの『ライセンスの
管理』を確認します。

リリース ノートへのアクセス
製品の機能と既知の問題に関する最新情報については、Requirements Management

Information Center を参照してください。

インストール済みのリリース ノートは、[スタート] メニューから [すべてのプログ
ラム] → [IBM Rational] → [Rational RequisitePro] → [リリース ノート] とクリック
して、表示することができます。

プロジェクトの作成
Rational RequisitePro プロジェクト用に構成されているデータベース タイプについ
てデータベース管理者に問い合わせ、そのデータベース タイプに関して以下の項に
記載されている操作手順に従ってください。

これらの項では、Windows 用の Rational RequisitePro クライアントにプロジェクト
を作成する方法について説明しています。 RequisiteWeb 内にプロジェクトを作成す
るには、RequisiteWeb ヘルプの「プロジェクトの作成」トピックを参照してくださ
い。

あるデータベースから別のデータベースにプロジェクトを移動するには、 135ペー
ジの『データ トランスポート ウィザードの使用』に記載されているように、デー
タベース トランスポート ウィザードを使用してください。

DB2 でのプロジェクトの作成
次の手順に従って、プロジェクト データベースに DB2 を使用する Rational

RequisitePro プロジェクトを作成します。
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DB2 Client Configuration Assistant ツールを使用して、クライアント コンピュータ
から DB2 データベース サーバーにアクセスできるように構成できます。ほかのユ
ーザーとプロジェクトを共有する場合は、データベース管理者が決定した整合性の
あるデータベース別名を必ず使用してください。

Rational RequisitePro から DB2 にアクセスできるように構成するには、データベー
ス管理者から次の情報を入手する必要があります。

v DB2 データベース別名。

v Rational RequisitePro プロジェクトを保存する DB2 スキーマの名前

v DB2 データベースへのログオン時に使用するユーザー ID

v DB2 データベースへのログオン時に使用するユーザー パスワード

DB2 内でプロジェクトを作成するには、次の手順を実行します。

1. Rational RequisitePro で、[ファイル] > [新規] > [プロジェクト] をクリックし
ます。 [プロジェクトの作成] ウィンドウが開きます。

2. プロジェクト テンプレートを選択します。ウィンドウの下部にある詳細の欄に
は、各テンプレートを選択するたびに、その説明が表示されます。

3. [OK] をクリックします。 [Rational RequisitePro プロジェクトのプロパティ]

ウィンドウが開きます。

4. プロジェクト名とディレクトリの場所を入力します。

5. [データベース] フィールドのドロップダウン リストで [DB2] を選択し、[プロ
パティ] をクリックします。 [データベースのプロパティ] ウィンドウが表示さ
れます。

6. [構成] をクリックします。[DB2 の構成] ウィンドウが開きます。

7. DB2 データベースにアクセスするため、デスクトップの構成時に入力した DB2

データベース別名を入力します。 DB2 データベース内の共有 RequisitePro プ
ロジェクトにアクセスするコンピュータは、これと同じデータベース別名を使
用する必要があります。

8. [OK] をクリックします。 [データベースのプロパティ] ウィンドウが表示され
ます。

9. [アカウント情報] をクリックします。[データベースのアカウント情報] ウィン
ドウが表示されます。

10. DB2 データベース管理者が割り当てた DB2 サーバーにログインするためのユ
ーザー名を入力します。

11. DB2 データベース管理者が割り当てた DB2 サーバーにログインするためのユ
ーザー パスワードを入力します。

12. [パスワードの確認] フィールドに、もう一度パスワードを入力します。

13. [スキーマ] フィールドに、DB2 データベース管理者が RequisitePro のデータを
DB2 に保存するために構成した DB2 スキーマの名前を入力します。

14. [OK] をクリックし、[データベースのアカウント情報] ウィンドウを終了しま
す。[OK] をクリックして、[データベースのプロパティ] ウィンドウを終了し
ます。

15. プロジェクトの作成が終了したら、[OK] をクリックして [プロジェクト] ウィ
ンドウを終了します。

9 RequisitePro のインストール後の作業 131



Oracle でのプロジェクトの作成
次の手順に従って、プロジェクト データベースに Oracle を使用する Rational

RequisitePro プロジェクトを作成します。

Oracle の SQL*Net または Net8 Easy Configuration ツールを使用して、クライアン
ト コンピュータから Oracle データベース サーバーにアクセスできるように構成で
きます。ほかのユーザーとプロジェクトを共有する場合は、データベース管理者が
決定した整合性のあるデータベースのエイリアスまたはサービス名を使用してくだ
さい。

Rational RequisitePro から Oracle にアクセスできるように構成するには、データベ
ース管理者から次の情報を入手する必要があります。

v Oracle データベース サーバー名 (TCP/IP ホスト名)

v Oracle データベースのエイリアスまたはサービス名

v Rational RequisitePro プロジェクトを保存する Oracle スキーマの名前

v Oracle データベースへのログオン時に使用するユーザー ID

v Oracle データベースへのログオン時に使用するユーザー パスワード

Oracle 内でプロジェクトを作成するには、次の手順を実行します。

1. Rational RequisitePro で、[ファイル] → [新規] → [プロジェクト] をクリックし
ます。 [プロジェクトの作成] ウィンドウが開きます。

2. プロジェクト テンプレートを選択します。

ウィンドウの下部にある詳細の欄には、各テンプレートを選択するたびに、そ
の説明が表示されます。

3. [OK] をクリックします。 [Rational RequisitePro プロジェクトのプロパティ]

ウィンドウが開きます。

4. プロジェクト名とディレクトリの場所を入力します。

5. [データベース] フィールドのリストで [Oracle] をクリックし、[プロパティ]
をクリックします。 [データベースのプロパティ] ウィンドウが表示されます。

6. [構成] をクリックします。[Microsoft ODBC for Oracle セットアップ] ウィン
ドウが表示されます。

[データ ソース名] フィールドと [説明] フィールドに構成されているデフォル
ト値は変更しないでください。

7. [ユーザー名] に、Oracle データベース管理者が割り当てた Oracle データベー
スにログインするときのユーザー名を入力します。デフォルトのユーザー名は
reqpro です。

8. [サーバー] フィールドに、コンピュータの構成時に Oracle データベースへの
アクセス用として入力したエイリアスまたはサービス名を入力します。

Oracle データベース内の共有プロジェクトにアクセスするコンピュータは、こ
れと同じデータベース エイリアスまたはサービス名を使用する必要がありま
す。

9. [OK] をクリックします。 [データベースのプロパティ] ウィンドウが表示され
ます。
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10. [アカウント情報] をクリックします。[データベースのアカウント情報] ウィン
ドウが表示されます。

11. [ユーザー ID] フィールドは変更しないでください。前のウィンドウで入力した
ユーザー名と一致している必要があるためです。

Oracle サーバーにログインするためのユーザー パスワードを入力します。
(Oracle データベース管理者からあらかじめパスワードを入手する必要がありま
す。)

12. [パスワードの確認] フィールドに、もう一度パスワードを入力します。

13. [スキーマ] フィールドに、Oracle データベース管理者が Rational RequisitePro

データを Oracle に保存するために設定した Oracle スキーマの名前を入力しま
す。

14. [OK] をクリックし、[データベースのアカウント情報] ウィンドウを終了しま
す。[OK] をクリックして、[データベースのプロパティ] ウィンドウを終了し
ます。

15. プロジェクトの作成が終了したら、[OK] をクリックして [プロジェクト] ウィ
ンドウを終了します。

SQL Server でのプロジェクトの作成
次の手順に従って、プロジェクト データベースに SQL Server を使用する Rational

RequisitePro プロジェクトを作成します。

Rational RequisitePro から SQL Server にアクセスできるように構成するには、デー
タベース管理者から次の情報を入手する必要があります。

v SQL Server コンピュータ名 (TCP/IP ホスト名)

v SQL Server での Rational RequisitePro プロジェクト用のデフォルト データベー
ス (RequisitePro など)

v SQL Server データベースへのログオン時に使用するユーザー ID (ReqPro など)

v SQL Server データベースへのログオン時に使用するユーザー パスワード
(reqpro.など)

SQL Server にプロジェクトを作成するには、次のようにします。

1. Rational RequisitePro で、[ファイル] → [新規] → [プロジェクト] をクリックし
ます。 [プロジェクトの作成] ウィンドウが開きます。

2. プロジェクト テンプレートを選択します。ウィンドウの下部にある詳細の欄に
は、各テンプレートを選択するたびに、その説明が表示されます。

3. [OK] をクリックします。 [Rational RequisitePro プロジェクトのプロパティ]

ウィンドウが開きます。

4. プロジェクト名とディレクトリの場所を入力します。

5. [データベース] フィールドのリストで [SQL Server] をクリックします。

6. [プロパティ] をクリックします。[データベースのプロパティ] ウィンドウが表
示されます。

7. [データベースのプロパティ] ウィンドウで、[構成] をクリックします。[SQL

Server に接続するための新規データ ソースを作成する] ウィンドウが表示され
ます。

9 RequisitePro のインストール後の作業 133



8. [サーバー] フィールドにデータベース管理者から指定された SQL Server の名
前を入力します。[名前] フィールドと [説明] フィールドに構成されているデ
ータ ソースの名前と説明は変更しないでください。

9. [次へ] をクリックします。次のデータ ソース画面が表示されます。

10. [ユーザーが入力する SQL Server 用のログイン ID とパスワードを使う] オプ
ションをオンにします。

11. [SQL Server に接続して追加の構成オプションの既定設定を取得する] チェッ
ク ボックスを選択します。

12. [ログイン ID] ボックスと [パスワード] ボックスに、データベース管理者から
指定されたログイン ID とパスワード (「ReqPro」、「reqpro」など) を入力し
ます。[次へ] をクリックします。

13. [既定のデータベースを以下のものに変更する] チェック ボックスをオンにし、
データベース管理者から指定されたデータベース名 (RequisitePro など) を選択
します。 [次へ] をクリックします。

14. [次へ] をクリックして、デフォルトの言語、文字、地域の各設定をそのまま使
用します。次の画面で表示されるログ ファイルの使用については、オプション
となります。

[SQL Server のシステム メッセージの言語を変更する] チェック ボックスは
オンにしないでください。このチェック ボックスをオンにすると、プロジェク
トを作成後、そのプロジェクトを開くことができなくなります。

15. [終了] をクリックします。[ODBC Microsoft SQL Server セットアップ] ウィン
ドウが表示されます。

16. [データソースのテスト] をクリックします。[SQL Server ODBC データ ソース
テスト] ウィンドウが表示されます。

17. [OK] をクリックします。 [ODBC Microsoft SQL Server セットアップ] ウィン
ドウが表示されます。

18. [OK] をクリックします。 [データベースのプロパティ] ウィンドウが表示され
ます。

19. [データベースのプロパティ] ウィンドウで、[アカウント情報] をクリックしま
す。[データベースのアカウント情報] ウィンドウが表示されます。

20. データベース管理者から指定された SQL Server データベースにアクセスする
ためのログイン ID とパスワード (「ReqPro」、「reqpro」など) を入力しま
す。

21. [パスワードの確認] フィールドに、もう一度パスワードを入力します。

22. [スキーマ] フィールドに、データベース管理者から指定された RequisitePro デ
ータベース テーブルの所有者のユーザー名 (ReqPro など) を入力します。

23. [OK] をクリックし、[データベースのアカウント情報] ウィンドウを終了しま
す。[OK] をクリックして、[データベースのプロパティ] ウィンドウを終了し
ます。

24. プロジェクトの作成が終了したら、[OK] をクリックして [プロジェクト] ウィ
ンドウを終了します。
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Rational ClearQuest との統合の構成
Rational RequisitePro と Rational ClearQuest との統合を構成するには、 インフォメ
ーション センター と [ヘルプ] メニューの該当製品のところで使用可能な Rational

RequisitePro ヘルプを参照してください。

Rational Administrator は、Rational RequisitePro、IBM Rational ClearQuest、および
Rational TestManager のプロジェクトとデータ ストアを管理します。これは、
Rational RequisitePro インストレーションに含まれています。詳しくは、Rational

Administrator のヘルプと 『Rational ClearQuest との統合の構成』を参照してくださ
い。

データ トランスポート ウィザードの使用
データ トランスポート ウィザードを使用すると、Rational RequisitePro のプロジェ
クトをあるデータベースから別のデータベースに移動することができます。このウ
ィザードは、DB2、Oracle、SQL Server、Microsoft Access データベースの間でプロ
ジェクトを移動できます。また、エンタープライズ データベース プロジェクト
を、同じタイプ (DB2、Oracle、SQL Server) の別のデータベースに移動することも
できます。また、一度に 1 つずつプロジェクトを移動するため、複数プロジェクト
間の追跡可能性によって接続されている複数のプロジェクトは移動できません。詳
細については、データ トランスポート ウィザードのヘルプを参照してください。

Windows エクスプローラで C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC

¥RequisitePro¥bin¥ ディレクトリに移動し、実行可能ファイル
rqdatatransportwiz.exe をダブルクリックして、データ トランスポート ウィザー
ドを起動してください。

ディスカッションおよび変更通知用の電子メールの構成
この項では、ディスカッション用に (Rational E-mail Reader を使用して、または使
用しないで) 電子メールを構成するためのガイドラインを示します。また、Rational

RequisitePro での要求の変更通知に適用される内容も含まれています。

ディスカッション用の Rational E-mail Reader の使用
Rational E-mail Reader は、電子メール ハンドラを各プロジェクトに関連付けるこ
とで、Rational RequisitePro との完全な電子メール統合を提供するツールです。
Rational E-mail Reader アプリケーションを使用して、Rational RequisitePro ユーザ
ー情報に含まれている有効な電子メール アドレスを持つすべてのディスカッション
参加者の電子メールを構成します。最初のディスカッション項目とその応答は、
Rational RequisitePro データベースに自動的に保存され、電子メールを介してディス
カッションの参加者に送信されます。参加者は、Rational RequisitePro 内から、また
は電子メールのどちらでもディスカッション項目に応答できます。

Rational E-mail Reader アプリケーションは、インストールに含まれます。デフォル
トの格納場所は次のとおりです。

C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥ClearQuest¥mailreader.exe
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以下に、Rational E-mail Reader を使用してディスカッション電子メールを構成する
ための必要条件を示します。

v Rational RequisitePro の各プロジェクトに対して固有の電子メール アドレスを構
成する必要があります。

v Rational E-mail Reader の構成時にはプロジェクトを閉じる必要があります。

v MAPI プロトコルは、Rational RequisitePro と RequisiteWeb でのディスカッショ
ンおよび要求の変更通知用には、 Rational E-mail Reader でサポートされませ
ん。Rational RequisitePro ではディスカッション用に MAPI を使用できますが、
通知を送るように Rational E-mail Reader を構成するために MAPI を使用するこ
とはできません。プロジェクト用に Rational E-mail Reader を構成するときに
は、SMTP を使用してください。

v Rational E-mail Reader で SMTP プロトコルの構成を完了するには、電子メール
管理者から次の情報を入手する必要があります。

– SMTP サーバー名

– POP3 サーバー名

– Rational RequisitePro の各プロジェクト用の電子メール アドレス

– 電子メール アドレスに対応する POP3 サーバーのログイン名とパスワード

v Rational E-mail Reader の [サービス情報とオプション] タブでログ ファイル パ
スを指定します。

v Rational ClearQuest Mail サービスで使用する電子メールを構成する場合は、構成
する前にサービスを停止し、構成後にサービスを再開します。

v ネットワーク ベースのプロジェクトの場合は、[ログオン] タブで、Rational

ClearQuest Mail サービスのプロパティを構成します。[アカウント] をクリック
し、ドメイン ユーザー名とパスワードを入力します。アカウント名を参照するに
は、[ユーザーの選択] ウィンドウの「例」のリンクを使用します。

v Rational RequisitePro の [ツール] メニューの[電子メールの構成] オプションで
は、RequisiteWeb ディスカッション用の電子メールは構成しません。
RequisiteWeb ディスカッション用の電子メールを構成するには、Rational E-mail

Reader を使用します。

注: 詳細については、Rational E-mail Reader のオンライン ヘルプを参照してくださ
い。

ディスカッションおよび変更通知用の電子メールの構成
ディスカッション電子メールおよび要求の変更通知を操作できるように MAPI を構
成するには、コラボレーション データ オブジェクト ファイル (cdo.dll) が必要で
す。このコンポーネントは、 Microsoft Outlook と共にインストールされます。

MAPI プロトコルを使用したディスカッション電子メールのパフォーマンスは、同
様に構成されている、Office 2000 と XP を実行する Windows 2000 コンピュータ
と Windows XP コンピュータで整合しません。システムが電子メール通知のメッセ
ージを送信しようとするとエラー メッセージが生成されます。 Rational

RequisitePro は Microsoft Outlook をデフォルトの電子メール システムとして使用
します。この問題を避けるには Microsoft Outlook のコラボレーション データ オブ
ジェクトの機能をインストールします。詳しくは、www.ibm.com/software/rational/

support/ に掲載されている Technote 1125556 を参照してください。
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10 IBM Rational ソフトウェアのアップグレード

ここでは、Rational RequisitePro ソフトウェア、プロジェクト、データベース、およ
び Rational ClearQuest との統合のアップグレードについて説明します。また
Microsoft Word テンプレートのカスタマイズ済みバージョンの保存についても説明
します。

Rational RequisitePro プロジェクトとデータベースをバージョン 7.1 に
アップグレードする

Rational RequisitePro バージョン 7.1 の新しい機能をサポートするために、スキー
マに新しいデータベース オブジェクトを追加するには、以前のバージョンの
Rational RequisitePro で作成されたプロジェクトを含むデータベースをアップグレー
ドする必要があります。

アップグレード プロセスが完了すると、データベース内のすべてのプロジェクトが
バージョン 7.1 にアップグレードされます。その後は、そのプロジェクトを開くに
はバージョン 7.1 しか使用できません。処理を進める前に、データベース上のすべ
てのプロジェクトを Rational RequisitePro バージョン 7.1 にアップグレードして問
題がないことを確認してください。

データベースのアップグレード手順を実行する前に、データベースのバックアップ
を作成しておくことをお勧めします。すべてのユーザーがデータベースとの接続を
切断していることをお勧めしますが、これは必須ではありません。

以下の情報メッセージは、以前のバージョンの Rational RequisitePro で作成され
た、DB2、Oracle、または SQL Server のいずれかのデータベースのプロジェクトを
開こうとする表示されます。

次の RequisitePro プロジェクト ファイルを開くことができません
(Cannot open the RequisitePro project file):
C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥RequisitePro¥Projects¥projectname¥projectname.rqs
このプロジェクトは以前のバージョンの RequisitePro で作成されています。
(This project was created with an older version of RequisitePro.)
アップグレードの方法について、データベース管理者にお問い合わせください。
(Please contact your Database Administrator for upgrade instructions.)

DB2 バージョン 8.2 データベースを Rational RequisitePro 7.1
にアップグレードする

Rational RequisitePro の現行バージョンが DB2 バージョン 8.2 データベースを使用
している場合は、それを Rational RequisitePro バージョン 7.1 のスキーマにアップ
グレードする必要があります。

Rational RequisitePro のユーザー名とパスワードだけでなく、データベース名を確認
しておく必要があります。

サーバー マシン、または DB2 サーバーに接続するように構成されたクライアント
マシンのいずれかで次の手順を実行する必要があります。
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注: 以下は、DB2 バージョン 8.2 以上をアップグレードする場合の説明です。
DB2 バージョン 8.1 データベースをアップグレードする場合は、 『DB2 バージョ
ン 8.1 データベースを Rational RequisitePro 7.1 にアップグレードする』 を参照し
てください。

1. DB2SchemaUpgrade71.SQL と DB2Upgrade71.bat を C:¥Program Files¥IBM

¥RationalSDLC¥RequisitePro¥database¥db2¥windows¥8.2 から作業ディレクトリ
にコピーします。

2. DB2 コマンド ウィンドウを開きます。

3. アップグレード スクリプトが含まれている作業ディレクトリに移動します。

4. 次のコマンドを実行します: DB2Upgrade71.bat <databasename> <username>

<password>.

5. エラーがないか、upgrade.log の内容を確認します。

これで、データベース内のプロジェクトを Rational RequisitePro バージョン 7.1 で
開くことができます。

DB2 バージョン 8.1 データベースを Rational RequisitePro 7.1
にアップグレードする

Rational RequisitePro の現行バージョンが DB2 データベースを使用している場合
は、それを Rational RequisitePro バージョン 7.1 のスキーマにアップグレードする
必要があります。

Rational RequisitePro のユーザー名とパスワードだけでなく、データベース名を確認
しておく必要があります。

サーバー マシン、または DB2 サーバーに接続するように構成されたクライアント
マシンのいずれかで次の手順を実行する必要があります。

注: 以下は、DB2 バージョン 8.1 データベースをアップグレードする場合の説明で
す。 DB2 バージョン 8.2 以上で作成されたデータベースをアップグレードする場
合は、 137ページの『DB2 バージョン 8.2 データベースを Rational RequisitePro

7.1 にアップグレードする』 を参照してください。

1. DB2SchemaUpgrade71.SQL ファイルを C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥

RequisitePro¥database¥db2¥windows から作業ディレクトリにコピーします。

2. DB2SchemaUpgrade71.SQL を編集で開き、 <database>、<user>、および
<password> に正しい値を入力します。

3. DB2 コマンド ウィンドウを開きます。

4. 作業ディレクトリに移動します。

5. 次のコマンドを実行します: db2 -l upgrade.log -tf DB2SchemaUpgrade71.sql

6. エラーがないか、upgrade.log の内容を確認します。

これで、データベース内のプロジェクトを Rational RequisitePro バージョン 7.1 で
開くことができます。
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Oracle データベースを Rational RequisitePro 7.1 にアップグレ
ードする

Rational RequisitePro の現行バージョンが、 Oracle データベースを使用している場
合、それを Rational RequisitePro バージョン 7.1 のスキーマにアップグレードする
必要があります。

Rational RequisitePro のユーザー名とパスワードだけでなく、表や索引用の表スペー
ス名を確認しておく必要があります。

サーバー コンピュータまたは Oracle サーバーに接続するように構成されたクライ
アント コンピュータのいずれかで以下のステップを実行する必要があります。

1. 次の 2 ファイルを作業ディレクトリにコピーします。

v C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥RequisitePro¥database¥oracle

¥windows¥OracleSchemaUpgrade71.SQL

v C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥RequisitePro¥database¥oracle

¥windows¥OracleUpgrade71.sql

2. ファイル OracleUpgrade71.sql を編集で開き、次の変更をします。

a. スクリプト内の次の行を探します。DEFINE PATH="$HOME/sql/"

b. "$HOME/SQL/" を更新スクリプトが置かれている作業ディレクトリに変更しま
す。

3. スクリプト内の DEFINE REQPRO_DATA=REQPRO_DATA と DEFINE

REQPRO_INDEX=REQPRO_INDEX の 2 行を探します。

a. REQPRO_DATA を表の表スペース名に変更します。この名前は通常、既存のデ
ータベースのスキーマ名です。

たとえば、既存のスキーマ名が ReqProTest である場合、変更後の行は次のよう
になります。

DEFINE REQPRO_DATA=ReqProTest_DATA

DEFINE REQPRO_INDEX=ReqProTest_INDEX

4. スクリプト内の次の行を探します。DEFINE USR=reqpro

a. reqpro をスキーマ名に変更します。

5. ファイルを保存します。

6. RequisitePro ユーザーとして SQL Plus にログインします。

7. 次のコマンドを使用して OracleUpgrade71.sql スクリプトを実行します。
@<working directory>¥OracleUpgrade71.sql

8. エラーがないか結果を確認します。

これで、データベース内のプロジェクトを Rational RequisitePro バージョン 7.1 で
開くことができます。
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SQL Server データベースを Rational RequisitePro 7.1 にアッ
プグレードする

Rational RequisitePro の現行バージョンが 1 つ以上の SQL Server データベースを
使用している場合、それを Rational RequisitePro バージョン 7.1 のスキーマにアッ
プグレードする必要があります。

SQL Server データベースをアップグレードするには、次のようにします。

1. SQLServerSchemaUpgrade71.SQL を C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥

RequisitePro¥database¥sqlserver から作業ディレクトリにコピーします。

2. システム管理者として SQL Server Query Analyzer または SQL Server
Management Console にログオンします。

3. 新規クエリー ウィンドウを開きます。

4. アップグレードする RequisitePro データベースを選択します。

5. SQLServerSchemaUpgrade71.SQL の内容をクエリー ウィンドウにコピーして、ス
クリプトを実行します。

6. エラーがないか結果を確認します。

これで、データベース内のプロジェクトを Rational RequisitePro バージョン 7.1 で
開くことができます。

Rational 製品の互換バージョンの維持
バージョン 7.1 より前のほかの Rational 製品があるコンピュータに、このバージョ
ンの Rational RequisitePro をインストールすると、前のバージョンの Rational 製品
は動作しなくなります。コンピュータに各製品をインストールし、バージョン 7.1

にアップグレードする必要があります。

今回のリリースとの互換性を維持するために、チームが複数のクライアントと
RequisiteWeb から共有の Rational RequisitePro プロジェクトにアクセスする場合
は、すべての Rational RequisitePro と RequisiteWeb のインストール済み環境をバー
ジョン 7.1 にアップグレードする必要があります。

システムにインストールされている Rational 製品のバージョンを判別するには、[ス
タート] > [プログラム] > [IBM Rational Software] > [インストール済みの
Rational Software 製品情報] をクリックします。

Rational ClearQuest 統合のアップグレード
Rational ClearQuest と Rational RequisitePro 統合を使用する場合、『IBM Rational

ClearQuest インストールおよびアップグレード ガイド』を参照し、 Rational

RequisitePro をアップグレードする前にアップグレード情報を確認してください。

統合の構成と使用について詳しくは、Rational RequisitePro のヘルプを参照してくだ
さい。
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Rational ClearQuest 統合をバージョン 7.0 以上にアップグレー
ド

バージョン 7.0 以上へのアップグレードでは、バージョン 2003.06 で実装されてい
る Rational ClearQuest との統合を維持するためのアップグレードのステップは必要
ありません。ただし、Rational ClearQuest 要求の作成、テスト成果物の統合、およ
びバッチ更新スケジュールなどの、統合のバージョン 7.0 の機能を実装するには、
『Rational RequisitePro と Rational ClearQuest の統合』ヘルプの「Rational

RequisitePro と Rational ClearQuest の統合の構成」の説明に従って統合を再構成す
る必要があります。

AnalystStudio または DevelopmentStudio スキーマを使用した
バージョン 7.0.1 統合の使用法

Rational ClearQuest で、バージョン 7.0.1 の各製品との統合を、用意されている
AnalystStudio® または DevelopmentStudio スキーマを使用して構成する予定の場合に
は、スキーマ内の RequisitePro 1.8 パッケージを最新のバージョン 1.9 にアップグ
レードする必要があります。これにより、Rational ClearQuest 内のすべてのレコー
ド フォームに統合のための正しいフィールドが含まれるようになります。
Enterprise スキーマは既に正しいフィールドを使用して構成されているため、このス
キーマについて RequisitePro パッケージをアップグレードする必要はありません。

Microsoft Word テンプレートのカスタマイズ済みバージョンの保存
Rational RequisitePro は、すべてのバージョンの Word で reqpro10.dot という 1 つ
の Word テンプレートを使用します。 Word テンプレートは Rational RequisitePro

ドキュメント アウトラインと関連付けられており、ドキュメントを作成するときに
使用できます。ドキュメント アウトライン情報は.def ファイルに格納されていま
す。 Rational RequisitePro のアウトラインについて詳しくは、ヘルプを参照してく
ださい。

Word テンプレートを編集して、会社名や自分の組織に特有のその他の情報を書き込
むことができます。 Microsoft Word で [ファイル] > [プロパティ] をクリックし、
表示されるウィンドウに、会社名やその他の情報を入力します。次に、ドキュメン
ト内の [会社名] フィールドを右クリックして [フィールドの更新] を選択します。

Rational RequisitePro Word テンプレートをカスタマイズする場合には、新バージョ
ンの Rational RequisitePro にアップグレードする前に、必ず reqpro10.dot ファイル
をバックアップしてください。アップグレードの後で、新しい reqpro10.dot テンプ
レートに変更を適用します。 reqpro10.dot テンプレートのカスタマイズは不要であ
り、サポートもされません。

Rational RequisitePro のアップグレード
ここでは、Rational RequisitePro のアップグレードに関するガイダンスを提供しま
す。この章の内容は、次のとおりです。

v アップグレードの準備と計画

v 前提条件ソフトウェアのアップグレード

v システムのシャットダウンとバックアップ
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v サーバーのアップグレード

v クライアントのアップグレード

v 新機能とアップグレード後のアクティビティ

v アップグレード手順の追加説明

アップグレードの準備と計画
Rational RequisitePro と他の IBM Rational 製品をアップグレードする前に、管理者
は慎重にプロセスを計画する必要があります。以下のタスクを実行してください。

v インストール予定のすべての製品のアップグレード マニュアルを確認します。そ
れらの製品に対する統合されたアップグレード計画を立てます。アップグレード
する製品とアップグレードを実行する順序を決定します。 137ページの『10 章
IBM Rational ソフトウェアのアップグレード』を参照してください。

v 既存の環境を記録します。既存の Rational RequisitePro 環境の一覧を作成し、次
の情報を含めてください。

– データベース サーバー、Web サーバー、ライセンス サーバー、およびクライ
アント。

– これらのサーバーとクライアントのハードウェアとシステム ソフトウェア。

– 関連するサーバーとクライアント。例: Rational ClearQuest と Rational

ClearCase のシステム。

v すべての前提条件を満たしているかを判別します。前提条件には、オペレーティ
ング システム バージョン、データベース ソフトウェア バージョン、ハードウ
ェア要件、およびその他の必要なソフトウェアが含まれます。データベース サー
バーは、製造元ソフトウェアでサポートされるオペレーティング システムであれ
ばいずれも使用できます。 143ページの『前提条件ソフトウェアのアップグレー
ド』を参照してください。

v 手動で保存する必要がある現在の展開の情報を保存する。RequisiteWeb には、 52

ページの『RequisiteWeb でのプロジェクトの管理』で説明されている catalog.txt

ファイルのコピーを作成します。 141ページの『Microsoft Word テンプレートの
カスタマイズ済みバージョンの保存』も参照してください。

v すべての特殊要求を適用しているかを判別します。これは、スキーマの更新を必
要とする pre-2002.05.20 リリース からのプロジェクトのアップグレードを含みま
す。 145ページの『2002.05.20 より前のプロジェクトのアップグレード』を参照
してください。

v アップグレードの手順のチェックリストを準備します。

v どの新機能を実装するか決定します。バージョン 7.0 では、次のものが含まれま
す。

– SSL を使用する LDAP 認証。Rational RequisitePro プロジェクトに LDAP 認
証を使用するには、すべてのクライアントは、バージョン 2003.06.15 以上に
アップグレードする必要があります。 SSL 認証を使用するには、すべてのク
ライアントはバージョン 7.0 にアップグレードする必要があります。 55ペー
ジの『5 章 RequisitePro 用の LDAP の構成』を参照してください。

– Rational ClearQuest との拡張統合 135ページの『Rational ClearQuest との統合
の構成』を参照してください。
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新機能について詳しくは、『IBM Rational RequisitePro リリース ノート』を参照
してください。

v ユーザー用にアップグレードの操作手順を作成します。これらには、クライアン
ト システムのアップグレードに関する手順とデータベースとライセンス サーバ
ーへのアクセスの手順が含まれます。

前提条件ソフトウェアのアップグレード
各 Rational RequisitePro サーバーとクライアントは、オペレーティング システム、
データベース ソフトウェア、および Web ブラウザに特定のリリース レベルの前
提条件ハードウェアとソフトウェアが必要です。一部の前提条件は、Rational

RequisitePro のこのリリースで変更されています。ほとんどの場合、Rational

RequisitePro インストールをアップグレードするかなり前の段階で、前提条件ソフト
ウェアをアップグレードしなければなりません。これにより、全体的なアップグレ
ード プロセスが展開され、問題が生じたときに診断と修正をより簡単に行えるよう
にすることで、リスクが削減されます。

ハードウェアとソフトウェアの新規サポートと継続サポートのリストは、 7ページ
の『システムとソフトウェアの要件』を参照してください。

アップグレードの実行
以下のタスクを実行して、Rational RequisitePro をアップグレードします。

サーバーのシャットダウンとバックアップ
アップグレード プロセスを始めるには、まずすべての Rational RequisitePro プロジ
ェクトを閉じます。プロジェクト ベースラインまたはアーカイブを作成し、すべて
のデータベースとその他のリポジトリをバックアップします。これにより、アップ
グレードで問題が発生しても、システムを元の状態に復元することができます。次
のステップを実行してください。

1. アップグレードを実行する前に、すべてのオフライン ドキュメントをオンライ
ンにし、プロジェクトへの変更をすべて保存した後、プロジェクトからログアウ
トする必要があることをユーザーに知らせます。

2. Rational RequisitePro のすべてのプロジェクトをバックアップします (アーカイ
ブまたはベースライン)。

3. プロジェクト データベースをシャットダウンします。このプロセスは、データ
ベース製造元によって異なります。たとえば、Oracle の場合、そのデータベース
の Oracle「インスタンス」をシャットダウンします。DB2 の場合、「データベ
ース管理者インスタンス」を停止します。これにより Rational RequisitePro クラ
イアントがデータベースにアクセスしたり更新できなくなります。

4. Rational ClearCase など、他のすべての Rational 製品をシャットダウンします。

5. 統合された Rational 製品全体に一貫性のある状態を保つには、すべてのデータ
ベースとリポジトリの完全なバックアップの作成が必要です。これには、データ
ベース、設定、構成ファイル、ClearCase® VOB (Rational ClearCase もアップグ
レードしている場合)、などのバックアップを含みます。
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サーバーのアップグレード
Rational 製品をシャットダウンし、リポジトリをバックアップすると、サーバー シ
ステムをアップグレードできます。Rational RequisitePro の場合は、次のサーバー
システムをアップグレードします。

v データベース サーバー。これらのシステムには Rational Software は必要ありま
せんが、DB2、Oracle、SQL Server などのデータベース ソフトウェアの正しいバ
ージョンが必要です。データベース ソフトウェアは、製造元に指定されたオペレ
ーティング システムのバージョンが必要です。 Microsoft Access の以前のバー
ジョンを使っているプロジェクトへのアクセスについては、 145ページの
『Microsoft Access 2000 へのアップグレード』を参照してください。

v Web サーバー。これらのシステムは、RequisiteWeb サーバーを実行します。
Rational RequisitePro データベースにとっては、RequisiteWeb サーバーはもう 1

つのクライアント システムとして機能します。しかし、RequisiteWeb ユーザーに
とっては、RequisiteWeb サーバーはアプリケーション サーバー システムであ
り、Web ブラウザはクライアントです。オペレーティング システムを、サポー
トされているバージョンにアップグレードします。 85ページの『8 章 ソフトウ
ェアのインストール』および 33ページの『4 章 RequisiteWeb の構成』の説明に
従って、更新済み RequisiteWeb ソフトウェアのインストールと構成を行ってくだ
さい。アップグレードを準備するときに保存した catalog.txt ファイルのコピーを
復元します。

Rational RequisitePro 用の Web サーバー コンポーネントの現行のインストール
では、以前のインストール済み環境に Web コンポーネントしか組み込まれてい
なかった場合でも、Windows 用のクライアントが組み込まれます。 これによっ
て、サンプルのプロジェクト、管理ユーティリティ、および Web サーバー上の
その他の機能を簡単に利用できるようになります。

サーバーの再起動と確認
各サーバーを起動し、アップグレードしたコンポーネントが正常に機能しているこ
とを確認します。まず、データベース サーバーを再起動します。このプロセスは、
データベース製造元によって異なります。例えば、Oracle の場合はデータベースの
「インスタンス」を起動し、DB2 の場合は「データベース管理者インスタンス」を
起動します。

プロジェクト データベースをテストするには、ネットワークに単一の Rational

RequisitePro クライアントをインストールするか、RequisiteWeb サーバーを開始す
るかして、ブラウザからプロジェクトを開きます。最小限の確認事項として、プロ
ジェクトの要求の読み取り、書き込み、および修正を行います。バージョンが異な
るクライアントでプロジェクト データベースにアクセスする予定がある場合は、現
在の 7.0 より前のバージョンをテストします。

RequisiteWeb サーバーを起動しなかった場合は、ここで起動して、Rational

RequisitePro プロジェクトへのアクセスをテストします。

これで、サーバーの可用性を通知することができます。ユーザーは、サポートされ
ている RequisiteWeb ブラウザまたは Rational RequisitePro クライアントを介して、
バージョン 2002.05.20 以降 (LDAP が有効な場合は 2003.06.15 以降) のプロジェク
トにアクセスできるようになります。現時点で組織に、すべてのクライアントをバ
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ージョン 7.0 にアップグレードする計画がある場合は、 『クライアント ソフトウ
ェアのアップグレード』に示すアップグレードを実行し終わるまでこの通知を延期
してください。

2002.05.20 より前のプロジェクトのアップグレード
2002.05.20 より前のリリースからアップグレードする場合は、Rational RequisitePro

プロジェクトのデータベース スキーマをアップグレードする必要があります。
2002.05.20 より後のリリースの場合は、アップグレードは必要ありません。このス
キーマのアップグレードは、各プロジェクトを開くときにデータベース アップグレ
ード ウィザードによって実行されます。スキーマが更新されると、2002.05.20 より
前のクライアントは、そのプロジェクトに接続することはできません。データベー
ス アップグレード ウィザードについて詳しくは、ヘルプを参照してください。

必要に応じて、Rational RequisitePro の現在のバージョンをインストールしてこのア
ップグレードを実行し、各プロジェクトを開きます。

バージョン 4.0 より前のバージョンでプロジェクトをアップグレードする場合、デ
ータベース アップグレード ウィザードを使用する前に、プロジェクトを Rational

RequisitePro 4.0 にアップグレードする必要があります。 詳しくは、IBM カスタマ
サポートにお問い合わせください。

クライアント ソフトウェアのアップグレード
クライアント アップグレード プロセスを通知する前に、 1ページの『1 章 インス
トールの計画』と後続の章に記載されている手順に従って、データベース、ソフト
ウェア ライセンス機能およびデプロイメントを構成します。これには、ライセンス
サーバーの作成と、クライアント インストール用のリリース領域の作成が含まれる
場合があります。 Rational RequisitePro のインストールと実行に必要なすべての情
報をユーザーに提供してください。

Rational RequisitePro プロジェクトで DB2 データベースまたは Oracle データベー
スを使用している場合、Windows 版クライアントのユーザーは、 81ページの『7

章 Rational RequisitePro のインストール前の作業』の説明に従って、データベース
クライアント ソフトウェアの現在のバージョンをインストールする必要がありま
す。

以前のバージョンがアンインストールされている場合は、 85ページの『8 章 ソフ
トウェアのインストール』の手順に従って、Windows 用の Rational RequisitePro ク
ライアントをインストールしてください。 Installation Manager を使用してバージョ
ン 7.1 以降がインストールされている環境をアップグレードするには、 102ページ
の『製品の更新』を参照してください。

Microsoft Access 2000 へのアップグレード
Rational RequisitePro バージョン 2000.02.10 以上では、Microsoft Access 2000 がデ
フォルトのデータベース形式です。 Rational RequisitePro の以前のバージョンで作
成されたプロジェクトの場合、プロジェクト データベースは Microsoft Access 97

形式になっています。 Microsoft Access 2000 または 2002 でプロジェクトを表示す
る場合は、プロジェクト データベースを Microsoft Access 2000 にアップグレード
する必要があります。
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IBM には、Microsoft Access 97 ベースのプロジェクトを Access 2000 形式に変換
するユーティリティが用意されています。このユーティリティ RqAcc2KConv.exe

は、プロジェクト ファイル (.rqs) を実行可能プログラムにドラッグして実行するこ
とも、プロジェクト ファイルへの完全パスを指定してコマンド ラインから実行す
ることもできます。 このユーティリティのデフォルトの場所は、C:¥Program

Files¥IBM¥RationalSDLC¥RequisitePro¥bin です。 このユーティリティでは、変換
処理の一部として、.mdb ではなく .tac という拡張子が付いたデータベースのバッ
クアップ コピーが作成されます。変換処理が正常に終了したことを確認したら、こ
のバックアップ コピーは削除してかまいません。このユーティリティでは、データ
ベースの修復と圧縮も行われます。

146 IBM Rational RequisitePro: インストールおよびアップグレード ガイド



11 Rational RequisitePro のアンインストール

ここでは、Rational RequisitePro のバージョンの削除について、このプロセスを始め
る前に行う必要のある重要なステップを含めて説明します。

注: バージョン 7.1 以降、Rational RequisitePro は IBM Installation Manager を使用
してアンインストールする必要があります。以前のバージョンについては、
Windows 標準のプログラムの追加と削除ユーティリティを使用してアンインストー
ルしてください。

RequisitePro のアップグレードの詳細については、 137ページの『10 章 IBM

Rational ソフトウェアのアップグレード』を参照してください。

Rational RequisitePro のアンインストール前の作業
ここでは、Rational RequisitePro を削除する前に満たしておかなければならない一般
的な要件について説明します。これには、ライセンス キーの返却方法も含みます。

アプリケーションや関連ファイルを使用しているユーザーがいないことを確認しま
す。使用中のファイルを削除することはできません。

アプリケーションを別のシステムに移動する場合は、まず、ライセンス キー ファ
イルを Rational Software アカウントに返却します。ノードロック ライセンス キー
またはフローティング ライセンス キーを返却するには、AccountLink を使用しま
す。AccountLink を見つけるには、 http://www.ibm.com/software/rational/support/

licensing/ にアクセスしてください。ライセンスの移動または返却の詳細について
は、 149ページの『12 章 Rational Common Licensing でのライセンス管理』を参照
してください。

注: Rational RequisitePro をアンインストールしても、ライセンス キー ファイル、
プロジェクト データベース、製品の使用中に作成したその他のファイルは削除され
ません。 Rational RequisitePro のアップグレードを別のドライブにインストールす
る場合や、新しいインストール パスを使用する場合は、これらのファイルのバック
アップを作成して手動で削除します。

Rational 製品 (Rational ライセンス サーバーを含む) をクライアントから削除する
前に、License Key Administrator (LKAD) で指定されたライセンス サーバーのホス
ト名を記録しておきます。

1. [スタート] → [プログラム] → [IBM Rational] → [IBM Rational License Key
Administrator] をクリックします。

2. ホスト名を見つけます。[設定] → [クライアント/サーバーの構成] をクリックし
ます。

3. 新しい Rational 製品をインストールした後で、LKAD 内のライセンス サーバー
名をリセットします。LKAD ウィザードが、インストール後に開始されます。ウ
ィザードが開始しない場合は、[スタート] → [プログラム] → [IBM Rational] →

[IBM Rational License Key Administrator] をクリックします。

© Copyright IBM Corp. 1995, 2008 147

http://www.ibm.com/software/rational/support/licensing/
http://www.ibm.com/software/rational/support/licensing/


Rational RequisitePro のアンインストール方法

バージョン 7.1 以降、Rational RequisitePro は IBM Installation Manager を使用して
アンインストールする必要があります。

RequisitePro バージョン 7.1 以降をアンインストールする場合は、 104ページの
『製品のアンインストール』 を参照してください。

RequisitePro を選択して、[アンインストール] ボタンをクリックします。

Installation Manger に関する詳細情報は、 http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/

install/v1m0r0/indexhttp://publib.boulder.ibm.com/infocenter/install/v1m0r0/index.jspに提供
されています。

7.1 より前のバージョンの Rational RequisitePro をアンインストールする場合は、
Windows の標準の [プログラムの追加と削除] ユーティリティを使用します。

1. [スタート] → [コントロール パネル] をクリックしてから、 [プログラムの追加
と削除] をダブルクリックします。

2. [IBM Rational RequisitePro] を選択して、[削除] をクリックします。

コマンド行から 7.1 より前の Rational 製品をアンインストールする場合は、
MSIEXEC.exe アプリケーションを使用する必要があります。このコマンドとそのパ
ラメータの詳細については、 http://www.microsoft.com/resources/documentation/

window にアクセスするか、または, MSIEXEC.exe /? を Windows のコマンド プロ
ンプトから実行します。

Rational フィックスパックの削除
フィックスパックを適用した後は、そのフィックスパックでコンピュータに行った
更新をアンインストールすることはできません。 IBM Rational 製品を以前の構成に
戻すには

v フィックスパックが適用されたすべての IBM Rational 製品をアンインストール
します。

v 希望するバージョンの Rational 製品を再度インストールします。
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12 Rational Common Licensing でのライセンス管理

Rational 製品ラインにわたるライセンス管理についての情報。

ライセンス サーバーのセットアップ

ライセンス キーを要求する前に
IBM Rational Common Licensing (FLEXlm ソフトウェアを使用) およびサポートさ
れる構成。

Rational は、 Acresso 社の FLEXlm というソフトウェア ベースのライセンス管理
ツールを使用して、カスタマイズされたライセンス モデルを構築します。

ここで説明する内容は、環境に合ったライセンス構成を計画する際に役立ちます。

要確認: Rational Common Licensing は、 IBM Rational Software Delivery Platform

ツール用のオプションのライセンス適用フィーチャーです。

Rational Common Licensing (FLEXlm ソフトウェアを使用) のサポートは、Eclipse

プラットフォームでビルドされたバージョン 7.0 Rational Rational Software Delivery

Platform 製品用に、新しいリリースの IBM Rational License Server ソフトウェアに
おいて有効になりました。新バージョンの Rational License Server ソフトウェア
は、前の Rational Common Licensing が有効な Team 製品 (IBM Rational

ClearCase、IBM Rational ClearQuest 等) と、新しい IBM Rational 7.0 製品の両方に
サービスを提供します。 Rational バージョン 7.0 クライアント製品とバージョン
7.0 Team 製品の両方にサービスを提供しなければならない場合、最新バージョンの
Rational License Server ソフトウェアにアップグレードする必要があります。
Rational License Server 7.0 は、前のリリースの Rational Common Licensing を使用
するクライアント製品との後方互換性があるため、別々の 2 つのサーバーが必要な
わけではありません。新規クライアントと Rational 製品バージョン 2003.xx をイン
ストール済みのクライアントの両方にライセンス キーを提供するというサポートが
含まれています。

IBM Rational Common Licensingの入門

ここでは、管理者が実行するライセンス タスクのリストを示します。

表 14 に、管理者が実行する共通のライセンス タスクをリストします。 150ページ
の表 15 には、管理者が実行するオプションまたは追加のライセンス タスクをリス
トします。

表 14. Rational Common Licensing の入門

タスク 手順

ライセンス キーをアップグレ
ードする。

159ページの『ライセンス キーのアップグレー
ド』
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表 14. Rational Common Licensing の入門 (続き)

タスク 手順

製品のパーマネント ライセン
ス キーを取得する。

許可ユーザー ライセンス、フローティング ライセ
ンス、指定ユーザー フローティング ライセンスの
いずれかを購入済みの場合、ライセンス証書を使用
して、Web ベースのライセンス キー管理ツールで
ある Rational License Key Center からパーマネン
ト ライセンス キーを要求します。 詳しくは、
161ページの『ライセンス キーの要求』を参照し
てください。パーマネント許可ユーザー ライセン
ス キーまたはパーマネント フローティング ライ
センス キーの取得が遅れる場合は、ライセンス証
書に記載されているテンポラリ ライセンス キーを
使用します。 151ページの『ライセンス証書の使用
法』を参照してください。

製品の評価用ライセンス キー
を取得する。

IBM の営業担当員が、評価用ライセンス キーを付
与します。

クライアントに許可ユーザー
ライセンス キーをインストー
ルする。

245ページの『許可ユーザー ライセンス キーのイ
ンストール』

Windows の Rational ライセ
ンス サーバーにフローティン
グ キーと指定ユーザー フロ
ーティング キーをインストー
ルする。

167ページの『Windows システムのライセンス サ
ーバーの設定』

UNIX システムの Rational ラ
イセンス サーバーにフローテ
ィング キーをインストールす
る。

187ページの『UNIX システムのライセンス サー
バーの設定』

表 15. オプションまたは追加のタスク

タスク 手順

Windows サーバーまたは UNIX

システム サーバーに代替ライセン
ス サーバーを構成する。

183ページの『代替ライセンス サーバーのセ
ットアップ』

Windows サーバーから Rational

License Server ソフトウェアを削
除する。

186ページの『 Rational ライセンス サーバー
ソフトウェアの削除』

UNIX システム サーバーから
Rational License Server ソフトウ
ェアを削除する。

186ページの『 Rational ライセンス サーバー
ソフトウェアの削除』

自宅や外出先でフローティング ラ
イセンス キーを使用する。

160ページの『自宅や外出先でのライセンス
キーの使用法』
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表 15. オプションまたは追加のタスク (続き)

タスク 手順

複数のベンダーのライセンス ファ
イルを結合する。

複数ベンダーのライセンス キー ファイルは結
合しないでください。ライセンス キーは個別
のファイルに保持してください。

ライセンス インストールの問題と
エラー メッセージを理解する。

224ページの『LKAD の管理者権限』

213ページの『ライセンスのトラブルシューテ
ィング』

IBM Rational Common Licensing

の仕組みを理解する。
206ページの『IBM Rational Common

Licensing コンポーネントについて』

ライセンス証書の使用法

ライセンス証書に記載されている情報について説明します。

IBM ライセンス証書 (PoE) は、 ソフトウェア製品を購入されたお客様に IBM が
送信する文書です。 PoE は、ユーザーに、適格な製品と許可されている使用レベル
を確認するものです。これには、IBM カスタマー番号、 IBM サイト番号、 IBM

受注番号などの、重要な注文情報が含まれています。デフォルトで、IBM は、電子
メール アカウント「Passport_Advantage@ibm.com」から「IBM Passport Advantage

Proof of Entitlement」または「IBM Passport Advantage Express Proof of

Entitlement」という件名で、注文に関する PoE の電子メールをサイトご担当者に送
信します。

この証書に記載されている情報、特にアカウント番号は、お客様が IBM Rational 製
品を運用するライセンスを購入済みであることを証明するものです。

v 許可ユーザー ライセンス キー、許可ユーザー期限固定ライセンス (FTL) キー、
フローティング ライセンス キーを取得するには、 PoE 証書にある情報を
License Key Center で入力します。License Key Center に関して詳しくは、 161

ページの『ライセンス キーの要求』を参照してください。

v IBM Rational XDE™ 製品を購入されている場合、PoE に記載されている単一文字
列のデスクトップ キーがお客様のパーマネント ライセンスです。 License Key

Center でパーマネント ライセンス キーを注文しないでください。オプション
で、Rational XDE のフローティング ライセンス承認を有効にすることができま
す。

v ほとんどの Rational 製品を評価するためのテンポラリ キーを、営業担当員から
取得することができます。

v Eclipse フレームワーク ベースの Rational 製品を評価する場合は、製品をダウン
ロードします。製品によって 30 日間から 60 日間の製品評価期間があります。
評価後に、パーマネント アクティベーション キットを購入するか、 IBM

Rational Common Licensing を実装します。

v License Key Center にアクセスできない場合や、パーマネント キーの取得が遅れ
ている場合は、License Key Administrator (LKAD) で PoE に記載されているテン
ポラリ ライセンス キーを入力します。
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License Key Administrator (LKAD) の起動
IBM Rational License Key Administrator (LKAD) は、多くの IBM Rational 製品と
IBM Rational License Server ソフトウェアと共にインストールされます。

このアプリケーションは、IBM Rational Common Licensing (FLEXlm ソフトウェア
を使用) とのインターフェイスを提供します。 LKAD または LKAD ウィザードを
使用してライセンス キーを入力またはインポートしてから、ライセンス構成を変更
します。

要確認: Eclipse フレームワークでビルドされた Rational 製品の場合は、IBM

Installation Manager を使用してクライアントでライセンス構成を管理します。

v クライアントで LKAD または LKAD ウィザードにアクセスするには、[スター
ト] → [プログラム] → [IBM Rational] → [Rational License Key Administrator]
の順にクリックします。

v ライセンス サーバーで LKAD および LKAD ウィザードにアクセスするには、[
スタート] → [プログラム] → [IBM Rational] → [Rational License Server] →

[Rational License Key Administrator] の順にクリックします。

要確認: LKAD でライセンス キー情報を入力またはインポートするには、そのコン
ピュータの管理者権限が必要です。

ヘルプを参照するには、LKAD メインメニューで [ヘルプ] をクリックするか、
LKAD ウィザードで [ヘルプ] をクリックするか、install path¥IBM Rational

¥doc¥help¥licadmin¥index.htm を開きます。

インストール後の LKAD の使用法
LKAD を使用してライセンス キーを管理します。

セットアップ ウィザードでは、IBM Rational 製品のインストール完了後に IBM

Rational License Key Administrator (LKAD) と LKAD ウィザードを起動できます。

クライアントでは、LKAD を使用して次のタスクを実行します。

v 許可ユーザー ライセンス ファイルをインポートする。

v テンポラリ許可ユーザー ライセンス キーを入力する。

v ライセンス サーバーを指定してフローティング ライセンスを要求する。

v License Key Center に移動してパーマネント ライセンス キーを要求する。

要確認: Eclipse フレームワーク ベースの IBM Rational 製品の場合は、IBM

Installation Manager を使用してクライアントでライセンス構成を管理します。

ライセンス サーバーでは、LKAD を使用して次のタスクを実行します。

v フローティング ライセンス キーまたは指定ユーザー フローティング ライセン
ス キーをインポートする。

v テンポラリ フローティング ライセンス キーを入力する。

v License Key Center に移動してパーマネント ライセンス キーを要求する。
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IBM Rational Common Licensing での「ユーザー」の定義
Rational Common Licensing (FLEXlm ソフトウェアを使用) では、「ユーザー」に代
わってライセンスをチェックアウトします。「ユーザー」は以下のように定義され
ます。

v Windows では、「ユーザー」は Windows オペレーティング システムのログイン
ID です。

v UNIX システムでは、「ユーザー」は UNIX システムのシェルを実行しているユ
ーザーのアカウント名です。

v Web 製品では、「ユーザー」は製品のログイン ID です。

ライセンスの種類の定義

さまざまなライセンスの種類について説明します。

表 16. ライセンスの種類

ライセンスの種類 製品 説明

許可ユーザー IBM Rational Common

Licensing に含まれるす
べての製品。

v 許可ユーザー ライセンス (以前はノード
ロック ライセンスと呼ばれていたもの)

は、特定のクライアントに対して作成さ
れます。このライセンスでは、ユーザー
は、特定のクライアント上でのみIBM

Rational 製品を使用することができます。

v ユーザーは、単一ライセンス キーを使用
して、特定のコンピュータ上で製品の複
数セッションを同時に使用することがで
きます。

v 許可ユーザー ライセンスは、カウントさ
れないライセンスなので、ライセンス サ
ーバーで管理する必要はありません。

許可ユーザーの期限
固定ライセンス
(FTL)

多くの IBM Rational ソ
フトウェア製品で使用
可能です。

v IBM Rational 許可ユーザー FTL では、
特定の単一個人ユーザーが Rational 製品
を特定の期間 (期限) にわたり使用するこ
とができます。

v 購入者は、製品へのアクセス方法にかか
わらず、各個人ユーザーごとに許可ユー
ザー FTL を取得する必要があります。

v 許可ユーザー FTL の再割り当ては、購入
者が、割り当てた元ユーザーを長期また
は永続的に置き換えない限りできませ
ん。

v 現在、このライセンスの種類は、Eclipse

フレームワーク ベースの Rational 製品で
は使用できません。
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表 16. ライセンスの種類 (続き)

ライセンスの種類 製品 説明

フローティング Rational Common

Licensing に含まれるす
べての製品。

v ライセンス管理者は、Rational ライセンス
サーバー ソフトウェアを単一、複数、ま
たは代替サーバー上にインストールしま
す。次に、管理者は、ライセンス サーバ
ーにフローティング ライセンスをインス
トールします。このフローティング ライ
センスは、特定のライセンス サーバー用
に作成されます。

v クライアント ユーザーは、ソフトウェア
の開始時にライセンス サーバーからライ
センスを取得します。 1 製品あたり 1

クライアントごとに 1 つのライセンスが
付与されます (パフォーマンス テスト製
品の場合を除く)。パフォーマンス テスト
製品は、複数のライセンスについてチェ
ックアウトできます。

v フローティング ライセンスでは、ライセ
ンスの有効期間中、ネットワーク上のど
のユーザーでも Rational 製品を使用する
ことができます。したがって、Rational 製
品を同時に使用できるユーザーの最大数
は、License Key Center で購入し、登録し
たライセンス数で決まります。

指定ユーザー フロ
ーティング

v IBM Rational

PureCoverage®

v IBM Rational Purify®

v IBM Rational

Quantify®

v フローティング ライセンスとほぼ同じで
すが、ライセンス管理者が特定のユーザ
ーにライセンスを割り当てる点が異なり
ます。すなわち、特定のユーザーのみが
ライセンス サーバーにフローティング
ライセンス キーを要求できます。

v 指定ユーザー フローティング ライセン
スでは、ライセンス管理者が許可ユーザ
ーのリストを作成する必要があります。

ライセンス キーの種類の定義

フローティング ライセンス、指定ユーザー フローティング ライセンス、許可ユー
ザー ライセンスには、パーマネント キーおよびテンポラリ キーの 2 種類があり
ます。

155ページの表 17 に IBM Rational Common Licensing (FLEXlm ソフトウェアを使
用) で使用されるライセンス キーの種類の定義を示します。
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表 17. ライセンス キーの種類

ライセンス キーの種類 説明

パーマネント v 製品を無期限で使用するユーザーに対して発行されるライ
センス。

v パーマネント フローティング ライセンス キー、パーマネ
ント指定ユーザー フローティング ライセンス キー、パー
マネント許可ユーザー ライセンス キーを注文する場合、
ほとんどの製品で IBM Rational License Key Center を使用
します。

v Eclipse フレームワークがベースの IBM Rational 製品に対
する許可ユーザー ライセンス キーを取得する場合は、
Passport Advantage からアクティベーション キットを購入
してダウンロードします。 License Key Center からキーを
注文する方法について詳しくは、 161ページの『ライセン
ス キーの要求』を参照してください。

テンポラリ (評価用または
緊急用)

v IBM Rational 製品を使用するユーザーに対して発行される
期限付きライセンス。このキーは、指定された有効期限ま
では、どのコンピュータでも使用可能です。

v テンポラリ ライセンス キーには、フローティングと許可
ユーザーの 2 種類があります。

v このテンポラリ キーは、単一または複数のライセンス サ
ーバー用にのみ生成されます。代替サーバー用には生成さ
れません。

v 製品を評価する場合は、評価用のキーについて営業担当員
にお問い合わせください。

TLA (期限付き使用許諾) v TLA は、ユーザーが取り決められたの期間だけ、IBM

Rational ソフトウェアを利用できるようにするためのもので
す。 有効期限はライセンス キーに組み込まれています。

v TLA ライセンス キーには、フローティングと許可ユーザ
ーの 2 種類があります。

v TLA ライセンス キーの要求とインストール プロセスは、
パーマネント ライセンスの場合と同じです。

v TLA のフローティング ライセンス キー、指定ユーザー
フローティング ライセンス キー、許可ユーザー ライセン
ス キーを注文する場合は、License Key Center を使用しま
す。 License Key Center について詳しくは、 161ページの
『ライセンス キーの要求』を参照してください。

ポイント製品キーとスイート キーの使用法

複数の製品で複数のライセンス キーを使用する方法と、複数の製品で 1 つのライ
センス キーを使用する方法について説明します。

複数のライセンス キーの使用法:

クライアント ユーザーは、複数のフローティング ライセンスまたは許可ユーザー
ライセンスのキーをチェックアウトできます。
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ClearQuest Web および RequisiteWeb の使用:

同じコンピュータ上の複数の異なる Rational クライアントに対して 1 つのフロー
ティング ライセンス キーを使用する。

単一のユーザーが、そのユーザーの Windows ログイン ID が ClearQuest ログイン
ID と同じであれば、 1 つのフローティング ライセンス キーを使用して、IBM

Rational ClearQuest ネイティブ クライアントと Web クライアントを同じコンピュ
ータ上で同時に使用できます。同じロジックが IBM Rational RequisitePro ネイティ
ブ クライアントと Web クライアントにも当てはまります。 153ページの『IBM

Rational Common Licensing での「ユーザー」の定義』を参照してください。

スイート ライセンス キーの使用法:

複数の製品でスイート ライセンス キーを使用する方法を説明します。

ライセンス キーには、そのライセンスが Rational Suite Enterprise などの IBM

Rational スイート ライセンスかどうかが示されます。 Rational ライセンス ファイ
ルには、複数のスイート ライセンス キーと個別の製品ライセンス キーを含めるこ
とができます。 Rational スイート ライセンス キーを使用すると Rational Suite に
含まれるすべての製品を単一のコンピュータで同時に使用することができます。
IBM Rational XDE などのアドオン製品は、Rational スイート ライセンス キーでは
なく、固有のライセンス キーを使用します。

インストールしたスイート エディションとは異なるスイート ライセンスの使用法
:

クライアントに IBM Rational スイートをインストールして、そのスイート内の製品
が別の種類の Rational スイート ライセンスをチェックアウトするように指定する
ことができます。

たとえば、Rational Suite Enterprise をクライアントにインストールして、その
Rational Suite 内の製品で Rational Suite AnalystStudio ライセンスをライセンス サ
ーバーからチェックアウトすることができます。同じ製品に対して別のライセンス
を選択するには、クライアントの License Key Administrator (LKAD) を使用しま
す。詳しくは、 251ページの『ライセンス使用の優先順位の変更』を参照してくだ
さい。

Rational Rose バリアントがインストールされている場合のライセンス キーの使用
法:

IBM Rational Rose のさまざまなバリアント用のライセンス キーについて説明しま
す。

Rational Rose は、インストールされた Rose のバリアントに対応するライセンス
キー、またはその Rose バリアントを含むIBM Rational Suite キーを使用します。
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表 18. Rational Rose バリアント用のライセンス キー

バリアント バリアント ライセンス キー

Rational Rose Enterprise Edition v Rose Enterprise

v Rational Suite® Enterprise

v Rational Suite DevelopmentStudio for Windows

Rational Rose Modeler Edition v Rose Modeler

Rational Rose Professional Data

Modeler
v Rose Data Modeler

v Rational Suite AnalystStudio

Rational Rose for UNIX システム v Rose for UNIX システム

v Rational Suite DevelopmentStudio for UNIX システ
ム

v Rose Enterprise for UNIX システム

異なるプラットフォームにおけるライセンス キーの使用法:

Rational Rose は異なるプラットフォーム用に指定されたライセンス キーを使用し
て開始できます。

これを行うには、コンピュータでライセンス使用の優先順位を変更します。詳しく
は、 251ページの『ライセンス使用の優先順位の変更』を参照してください。

v Rational Rose UNIX システムは、Rational Rose Enterprise for Windows のキーを
使用します。

v Rational Rose Enterprise for Windows は、 Rational Rose for UNIX システムのキ
ーを使用します。

ClearCase ライセンス キーと ClearCase MultiSite ライセンス キ
ーの使用

IBM Rational ClearCase バージョン 7.0 では、IBM Rational Common Licensing の
サポートが IBM Rational ClearCase と IBM Rational ClearCase MultiSite® に拡張さ
れています。

このリリースでは、Rational ClearCase ライセンス機能 (以前は Atria ライセンス機
能と呼ばれていた) または Rational Common Licensing (FLEXlm ソフトウェアを使
用) のどちらかを使用できます。これ以前のリリースでは、Rational Common

Licensing は、 Rational ClearCase LT で使用される場合のみサポートされていまし
た。 Rational Common Licensing を使用したい場合は、 Site Preparation ツールでこ
のオプションを選択するか、インストール後に動的にライセンス モードを切り替え
てください。

ライセンス管理ツール、ライセンス キーのタイプ、ライセンス サーバーの構成方
法、ライセンス キーのインポート方法について、説明および手順をよく読んで理解
してください。Rational ClearCase のインストールと構成について詳しくは、
Windows または Linux および Unix システム版の IBM Rational

ClearCase、Rational ClearCase MultiSite、ClearCase LT インストールおよびアップ
グレード ガイド 7.0 を参照してください。

12 Rational Common Licensing でのライセンス管理 157

http://www-1.ibm.com/support/docview.wss?rs=984&uid=pub1gi11636500
http://www-1.ibm.com/support/docview.wss?uid=pub1gi11636600


ClearCase MultiSite ライセンス キー:

IBM Rational ClearCase MultiSite は、 IBM Rational ClearCase ライセンス キーと
Rational ClearCase MultiSite ライセンス キーの両方を必要とします。

このライセンス機能モデルは、 157ページの『ClearCase ライセンス キーと
ClearCase MultiSite ライセンス キーの使用』に説明されているように、IBM

Rational ClearQuest MultiSite に似ています。

Rational ClearQuest MultiSite ライセンス キーの使用

必要な IBM Rational ClearQuest MultiSite ライセンス数の決定。

Rational ClearQuest MultiSite は、 IBM Rational ClearQuest ライセンスと Rational

ClearQuest MultiSite ライセンスの両方を必要とします。複製されたデータベースへ
のアクセスは、Rational ClearQuest ライセンス キーと Rational ClearQuest MultiSite

ライセンス キーの両方を必要とします。

特定のサイトで必要な Rational ClearQuest MultiSite ライセンスの数は、複製された
データベースにアクセスする開発者の数を決定することで計算できます。複製され
たデータベースにすべての開発者がアクセスする場合、 Rational ClearQuest ライセ
ンスと同じ数の Rational ClearQuest MultiSite ライセンスが必要です。すべての開発
者が複製されたデータベースにアクセスするのではない場合、購入が必要な
Rational ClearQuest MultiSite ライセンスの数は少なくなります。

たとえば、ある会社が 2 つのサイトを持ち、サイト A には 20 人の開発者がい
て、サイト B には 5 人の開発者がいるとします。サイト A には 3 つのデータベ
ースがあり、そのうち 2 つの複製が作成されてサイト B に置かれ、残り 1 つは複
製が作成されないものとします。サイト A の開発者のうちの 5 人は、複製が作成
されないデータベースにのみアクセスし、残りの 15 人はすべてのデータベースに
対して作業を行います。サイト B の開発者は全員が、複製されたデータベースにア
クセスします。この場合、この会社は以下の数のライセンスを購入する必要があり
ます。

サイト
Rational ClearQuest ライセンスの
数

Rational ClearQuest MultiSite ライセン
スの数

A 20 15

B 5 5

注: この例では、各ユーザーごとに 1 つの Rational ClearQuest ライセンスを購入す
ると想定しています。所有している Rational ClearQuest ライセンスの数がユーザー
数よりも少ない場合、相応の数の Rational ClearQuest MultiSite ライセンスを購入す
ればすみます。たとえば、サイト B で 3 つの Rational ClearQuest ライセンスを購
入した場合、Rational ClearQuest MultiSite ライセンスも 3 つ購入します。

Eclipse プラットフォームでビルドされた製品のライセンス キーの
使用法

IBM Rational ライセンス サーバー バージョン 7.0.0.1 以上は、Eclipse オープン
ソース フレームワークでビルドされた IBM Rational Software Delivery Platform ツ
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ールのフローティング ライセンス サポートを提供します。このファミリーの製品
(バージョン 7.0 以上の IBM Rational Application Developer、IBM Rational Software

Architect、その他の製品) には IBM Rational Common Licensing (FLEXlm ソフトウ
ェアを使用) のサブセットのサポートが含まれており、これにより管理者はエンタ
ープライズ全体にわたりライセンスを管理し、承認できます。

フローティング ライセンスの承認は、Rational Software Delivery Platform ツールの
オプションのライセンス機能です。許可ユーザー ライセンスを購入して、パーマネ
ント ライセンス キーを含む製品アクティベーション キットをダウンロードする方
法も選択できます。パーマネント ライセンス キーは、Rational Common Licensing

では提供されたり、管理されたりすることはありません。アクティベーション キッ
トの実装とフローティング ライセンス サポートは、いつでも切り替えが可能で
す。これは、 IBM Rational 製品のインストールとライセンス管理のユーティリティ
である、IBM Installation Manager for the Rational Software Delivery Platform を使
用して行えます。

フローティング ライセンスの概要、フローティング ライセンス キーの取得、
Rational License Server のインストールに関しては 149ページの『ライセンス サー
バーのセットアップ』にある説明と手順で確認します。クライアントへのフローテ
ィング ライセンス サポートの実装に関しては、 243ページの『Rational Software

Delivery Platform ソフトウェア用のクライアントのセットアップ』を参照して確認
してください。

ライセンス キーのアップグレード
新しいライセンス キーを注文する必要がある場合の条件について説明します。

IBM Rational Suite を以前のバージョンからアップグレードする場合は、現行の
Rational Suite のキーを使用することができます。

IBM Rational License Key Center から新しいライセンス キーを注文する必要がある
場合の条件を以下に示します。

v 現在使用中のものとは異なるバージョンの Rational Suite を購入した場合、ライ
センス ファイルを返却して、新しい Rational Suite キーを含むライセンス ファ
イルを新たに要求します。

v システムに新しい IBM Rational 製品を追加する場合は、ライセンス ファイルを
返却して、その新しい製品のライセンス キーを含むライセンス ファイルを新た
に要求する必要があります。

v IBM Rational Rose の異なるバージョンにアップグレードする場合は、既存のバ
ージョンを削除して、新しいバージョンとライセンス キーをインストールしま
す。

既存のキーの返却については、 241ページの『クライアント ユーザーのキーの返却
または移動』または 204ページの『管理者のキーの返却または移動』を参照してく
ださい。

パーマネントまたは期限付き使用許諾キーの要求については、 161ページの『ライ
センス キーの要求』を参照してください。
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自宅や外出先でのライセンス キーの使用法
切断状態で使用するためのライセンスの設定方法を説明します。

製品のフローティング キーを使用している場合、IBM Rational ソフトウェアを自宅
で 3 日間、切断モードで使用することができます。フローティング ライセンス キ
ーを取得し、オフィスのネットワークから切断した時点から 3 日以内に、切断モー
ドをアクティブにする必要があります。切断モードをアクティブにしたら、その時
点から 3 日間そのソフトウェアを使用できます。

たとえば、IBM Rational ClearCase のフローティング キーを金曜日の午後 4 時に
取得し、ネットワークから切断して帰宅したとします。翌週は自宅で作業をする予
定であるため、キーを取得しネットワークから切断してから 3 日間以内に切断モー
ドをアクティブにする必要があります。 ClearCase を月曜日の午後 3 時 30 分に起
動すると、木曜日の午後 3 時 30 分まで ClearCase の使用ができます。月曜日の午
後 4 時の前までに ClearCase を起動しないと、 ClearCase を切断モードで使用でき
なくなります。

UNIX システム ライセンス サーバーでは、フローティング ライセンスの切断状態
での使用はサポートされていません。

自宅または外出先での使用には、他に 2 つの方法があります。

v 製品により利用可能かどうかは異なりますが、許可ユーザー キーを代わりに使用
できる場合があります。

v ClearCase はスナップショット ビューを提供します。作業のスナップショット ビ
ューは、ネットワーク接続を必要としないため、ライセンス キーも不要です。

切断までのタイムアウト時間の変更による切断モード使用の遅延:

作業時のネットワーク速度が遅い場合に、ライセンス サーバーから 5 秒以内に応
答がないと、ソフトウェアは自動的に切断使用モードになります。

次に、5 秒経ったため切断使用モードになったことを知らせるウィンドウが表示さ
れます。

IBM アプリケーションが切断使用モードになるまでのこのタイムアウト時間を変更
することができます。デフォルト設定は、5 秒です。この設定を変更するには

1. DWORD キー: HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥IBM

Rational¥Licensing¥1.0¥DisconnectTimeout を作成します。

2. 値 (10 進数) を 5 秒より大きい値に変更します。

IBM Rational ライセンスの設定

サポートされる IBM Rational ライセンスの設定について説明します。

サポートされる という用語は、特定のライセンスの設定が、標準的な操作条件下で
動作することを Rational がテストし、保証していることを言及しています。これ
は、ソフトウェアの設計上、対応できる設定の場合にあてはまります。また、ソフ
トウェアでは特別に設計対象とした設定ではなくても、一部手操作による介入が加
わることで機能する場合にも適用されます。
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表 19. サポートされる Rational ライセンスの設定

設定 サポートするプラットフォーム

許可ユーザー ライセンス キー Windows/UNIX システム

単一コンピュータにインストールされた
Rational ライセンス サーバーと
Windows 製品

Windows

単一コンピュータにインストールされた
Rational ライセンス サーバーと UNIX

システム製品

UNIX システム

Windows 製品用のフローティング ライ
センスまたは指定ユーザー フローティ
ング ライセンス

Windows クライアントにライセンスを提供する
UNIX システム サーバー

代替ライセンス サーバーのパーマネン
ト フローティング ライセンス

UNIX システム クライアントにライセンスを提
供する Windows サーバー

代替ライセンス サーバーのパーマネン
ト フローティング ライセンス

Windows クライアントにライセンスを提供する
Windows サーバー

代替ライセンス サーバーのパーマネン
ト フローティング ライセンス

UNIX システム クライアントにライセンスを提
供する UNIX システム サーバー

ライセンス キーの要求
Rational License Key Center を使用して、ライセンス キーを管理する方法を説明し
ます。

パーマネント フローティング ライセンス キーと許可ユーザー ライセンス キー
(以前は、ノードロック ライセンス キーと呼ばれていました) は、IBM Rational

License Key Center によって管理されます。ライセンス管理者は、Rational License

Key Center にパーマネント ライセンス キーを要求することができます。

この内容は、システム管理者またはライセンスを管理するユーザーを対象としてい
ます。 Rational License Key Center にパーマネント フローティング ライセンス
キーと許可ユーザー ライセンス キーを要求し、受信する方法について説明しま
す。

IBM Rational License Key Center へのアクセス
IBM Rational License Key Center は、Rational ソフトウェア ライセンス キーを取
得または返却するために使用するオンライン ライセンス ツールです。

License Key Center にアクセスするには

1. IBM Software Support for Rational products Licensing Web ページにアクセスし
ます。

2. [IBM Rational License Key Center] をクリックしてから、[継続] をクリックしま
す。

3. IBM Rational License Key Center にログインします。

License Key Center への既存のライセンス キーの移行
既存のライセンス キーを IBM Rational License Key Center に移動する場合に役立
つ情報を説明します。
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ライセンス キーのマイグレーション:

IBM Rational License Key Center でライセンス キーを生成してください。
AccountLink ライセンス キーはセンターでは表示されません。

v Rational License Key Center は、それが生成するキーのみを表示します。Rational

License Key Center が使用可能になる前に IBM または AccountLink から受け取
ったライセンス キーは、表示されません。

v 社内全体の IBM Rational ソフトウェア デプロイメントを検討し、すべての既存
製品のキーを Rational License Key Center を使用して生成してください。

FLEXlm ライセンス キー:

Rational License Key Center を使用したライセンスの作成方法を説明します。

IBM Rational 製品ポートフォリオのほとんどは、FLEXlm ソフトウェアで稼働する
ライセンス キー マネージャを使用しています。これらの製品には、 IBM Rational

Suite、IBM Rational ClearQuest、IBM Rational Rose、IBM Rational PurifyPlus™、
IBM Rational Robot、その他の一連の製品があります。

Rational License Key Center からライセンス キーをダウンロードすると、ダウンロ
ードしたファイルには、2006 年 5 月の Rational License Key Center オンライン化
より前に受信したホスト ライセンス キーは含まれません。このファイルを既存の
Windows または UNIX システムのライセンス サーバーにインポートすると、その
インポート機能により、既存のライセンス キー ファイルがダウンロード ファイル
に含まれているキーで置換されます。これは、すなわち、2006 年 5 月より前に
IBM から受信した既存のキーについては、Rational License Key Center を使用して
新しいキーを生成して、それと置換する必要があるということです。

たとえば、以前の AccountLink ライセンス キー フルフィルメント システムを使用
して、ホスト XYZ 用に 50 個の Rational Rose キーと 75 個の Rational Robot キ
ーを受信したとします。今、同じホスト XYZ に対して 100 個の Rational

ClearQuest キーを追加する必要が生じました。 Rational License Key Center にアク
セスして、ホスト XYZ に対する Rational ClearQuest キーを 100 個生成します。
ホスト XYZ 用に Rational License Key Center からダウンロードするファイルに
Rational Rose と Rational Robot のライセンス キーは含まれません。それらのキー
は AccountLink から取得されたためです。Rational License Key Center からのダウ
ンロード ファイルをインポートすると、 50 個の Rational Rose キーと 75 個の
Rational Robot キーを含む既存のライセンス キー ファイルは、 Rational ClearQuest

ライセンス キーのみを含むダウンロードしたライセンス キー ファイルで上書き
されてしまいます。その結果、ライセンス サーバーは Rational ClearQuest キーし
か管理しなくなります。

この状態を回避するためには、Rational License Key Center にアクセスして、ホス
ト XYZ 用の Rational Rose と Rational Robot キーを生成する必要があります。そ
うすると以下のように、ライセンス キー ファイルにホスト XYZ に対する 3 製品
すべてのキーが含まれるようになります。
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Rational License Key Center からダウンロードした、ホスト XYZ 用のライセンス キー フ
ァイル:

v 100 個の Rational ClearQuest キー

v 50 個の Rational Rose キー

v 75 個の Rational Robot キー

Rational License Key Center からこのファイルをダウンロードして、インポートす
ると、既存のライセンス ファイルは 3 製品 (Rational Robot、 Rational

Rose、Rational ClearQuest) のキーを含む新しいライセンス ファイルで上書きされま
す。

Rational PurifyPlus に対するライセンス キーを新たにこのホストに追加する場合、
ホスト XYZ 用に Rational PurifyPlus キーを生成し、4 製品のキーを含むファイル
をダウンロードしてインポートします。

Rational ClearCase ライセンス キー:

IBM Rational License Key Center は、 IBM Rational ClearCase 用の 2 種類のライ
センス キーを示します。1 つは「従来型の」Rational ClearCase キーで、もう 1 つ
は FLEXlm ソフトウェアをベースにした Rational ClearCase キーです。

「従来型の」Rational ClearCase ライセンス キーという用語は、Rational ClearCase

によって使用される専有ライセンス マネージャを指します。このマネージャは、
「Rational ClearCase ライセンス マネージャ」とも呼ばれます。このライセンス マ
ネージャは、Rational ClearCase バージョン 7.0 までのすべてをサポートします。

バージョン 7.0 では、従来型の Rational ClearCase ライセンス マネージャを使用す
るのか、IBM Rational Common Licensing (FLEXlm ソフトウェアを使用) を使用す
るのかを選択できます。FLEXlm をベースにしたライセンス マネージャを使用する
ことの利点は、単一の Rational ライセンス サーバーで、Rational Common

Licensing を使用して、Rational ClearCase、IBM Rational ClearQuest、および他の
IBM Rational 製品のライセンス キーを管理できることです。

従来型 Rational ClearCase ライセンス キーの生成:

IBM Rational ClearCase に対して従来型ライセンス キーを生成する場合、生成した
ライセンス キーに加えて、Rational License Key Center を使用してそのホストに対
して以前に生成したほかのすべての Rational ClearCase キーも、IBM Rational

License Key Center によって提供されます。

たとえば、ホスト ABC に対する従来型 Rational ClearCase キーを初めて生成する
ときに、Rational License Key Center に以下のキーが表示されるとします。

-license ClearCase RATL *.2 NONE 44561c.dac92b9f.02

Rational License Key Center に戻って同じホストに対する別の従来型 Rational

ClearCase キーを取得すると、以下のように、以前に生成したキーと新しいキーが
Rational License Key Center に表示されます。

-license ClearCase RATL *.7 NONE 88261c.dac92b9f.08
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-license ClearCase RATL *.2 NONE 44561c.dac92b9f.02

新しい Rational ClearCase キーをインストールすると、必ず、インストールしたラ
イセンス キーが、ホストに対して Rational License Key Center に表示されるキー
で置き換えられます。

License Key Center を使用したパーマネント ライセンス キーの要
求
IBM Rational License Key Center では、Windows 製品、Linux 製品、UNIX システ
ム製品のパーマネント許可ユーザー ライセンス キー、パーマネント フローティン
グ ライセンス キー、パーマネント 指定ユーザー フローティング ライセンス キ
ーの注文と返却が可能です。

ライセンスの種類については、 154ページの『ライセンス キーの種類の定義』を参
照してください。

要確認: Rational License Key Center では、テンポラリ ライセンス キーの処理はサ
ポートされていません。 ライセンス キーの処理について詳しくは、営業担当員に
お問い合わせください。

Rational License Key Center では、表 20 に示す範囲のライセンス キー管理処理が
可能です。

表 20. ライセンス キーの管理処理

処理 説明

ライセンス キーの生成 パーマネント ライセンス キーを要求します。 パーマネント キ
ーを注文するには、ライセンス証書、ホスト名とホスト ID、ライ
センス サーバーまたはクライアントのイーサネット アドレスの
いずれかが必要です。

以下を登録できます。

v ライセンス サーバーからライセンスが提供される Windows ま
たは UNIX システム上の IBM Rational 製品。

v Windows または UNIX システムのオペレーティング システム
の単一ライセンス サーバー、複数ライセンス サーバー、代替
ライセンス サーバー。

v リモートの Windows または UNIX システム コンピュータ。
ライセンス キーを要求しているコンピュータで操作を実行する
必要はありません。

ホスト名とホスト ID の詳細については、 165ページの『ホスト
ID の検索』を参照してください。 代替サーバー環境用にパーマ
ネント ライセンス キーを注文するには、代替サーバーのホスト
ID を次の順序で指定します。

v プライマリ ライセンス サーバー

v セカンダリ ライセンス サーバー

v ターシャリ (バックアップ) ライセンス サーバー

クライアントでは、この順序で代替サーバーと通信が行われま
す。
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表 20. ライセンス キーの管理処理 (続き)

処理 説明

ライセンス キーの移動 既存のライセンス キーをアカウントに返却してから、新しいクラ
イアントかサーバー用のライセンス キーを要求します。 これに
より、アカウントに登録された製品の数が調整され、新しいコン
ピュータ用のライセンス キーを取得できるようになります。 ラ
イセンス キーの返却の詳細については、 204ページの『管理者の
キーの返却または移動』を参照してください。

注文の表示 [注文履歴の表示] ページに、アカウントに関連付けられたすべて
の注文が表示されます。 [受注番号] をクリックすると、発注内容
の詳細が表示されます。 [この注文のライセンス キー] ハイパー
リンクをクリックすると、注文に関連付けられたキーを生成でき
ます。

インストール済みキー
の表示

[ホスト別のキーの表示] ページには、指定のアカウントから生成
されたキーが現在インストールされているホストの完全なリスト
が表示されます。

アカウントへのほかの
メンバーの追加

[アカウント メンバー] ページには、アカウントのメンバーである
ユーザーが、各メンバーの電子メール アドレス、職位、権限と共
に一覧表示されます。 1 人のユーザーが、権限の異なる複数のア
カウントのメンバーになることもできます。

ほかのアカウントへの
ユーザー自身の追加

会社が複数の Rational License Key Center アカウントを持ち、そ
れらにアクセスする必要がある場合があります。 これを行うに
は、アクセス先アカウントのアカウント管理者が対象ユーザーを
メンバーとして追加するか、対象ユーザーが自分自身を新しいア
カウントに追加する 2 種類の方法があります。

アカウント間の切り替
え

複数の Rational License Key Center アカウントのメンバーである
場合は、左側のメニューに　[アカウントの切り替え] リンクが表
示されます。

ホスト ID の検索
Windows または UNIX システムのデフォルトのホスト ID 値について説明しま
す。

ホスト ID という用語は、一般的な用語でコンピュータのハード ディスクのシリア
ル番号またはイーサネット アドレス (ネットワーク ID) を指します。

IBM Rational Common Licensing (FLEXlm ソフトウェアを使用) では、 Windows

コンピュータのデフォルトのホスト ID 値は起動 ハード ディスクのシリアル番号
です。この場合、ホスト ID フィールドは次のようになります:

DISK_SERIAL_NUM=nnnnnnn 例: DISK_SERIAL_NUM=12345678

UNIX システム コンピュータのデフォルト ホスト ID 値は、次の書式で書き込ま
れたシステムのイーサネット アドレスです: HOSTID=nnnnnnnnnnnn この
HOSTID=nnnnnnnnnnnn 書式を、IBM Rational の資料、オンライン ヘルプ、
Rational License Key Center でホスト ID として参照されるハード ディスクのシリ
アル番号書式 DISK_SERIAL_NUM=nnnnnnnn と混同しないでください。

単一のキーに複数のホスト ID 値を含めることはできません。
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Windows コンピュータでのホスト ID の検索:

Windows コンピュータのホスト名、ホスト ID、イーサネット アドレスを取得する
には、License Key Administrator のメニューで [ライセンス キー] → [ホスト デー
タ] とクリックします。

要確認: IBM Rational ソフトウェアがライセンス サーバーまたはクライアントにイ
ンストールされていない場合は、Rational License Key Center で提供されているツ
ールで、この情報を検索することができます。

頻繁にホスト ID が変化する場合の対応:

デュアル ブート システムを使用している場合、ディスクを頻繁に再フォーマット
している場合、またはハード ディスク イメージをゴースト化している場合は、起
動用ハード ディスク ドライブのホスト ID を登録できないことがあります。

上記の処理によって、起動用ドライブのホスト ID が変更されてしまうためです。
製品とライセンス キーは、特定のホスト ID に対して登録されるため、ホスト ID

が変更されると IBM Rational 製品を使用できなくなります。

この状況を回避するには、次のいずれかの方法を使用します。

v 固定のホスト ID を持つライセンス サーバーから取得したフローティング ライ
センスを使用する。

v ホスト ID として、コンピュータのイーサネット カードのアドレスを使用する。

v イメージを作成してコンピュータを更新するときに、起動用ハード ディスク ド
ライブのシリアル番号を固定値に保つようにする。

UNIX システム サーバーでのホスト ID の検索:

ホスト ID を検索するには、次のいずれかの方法を使用します。

v ライセンス サーバー ソフトウェアがインストールされている場合は、lmhostid

コマンドを使用して、サーバーのイーサネット アドレスを検索します。

v Sun コンピュータでは、プロンプトに lmhostid と入力します。 このコマンド
は、Sun ホスト ID の値を返します。

インターネットに接続できない場合や Rational License Key
Center を使用できない場合のライセンス キーの要求
ここでは、インターネットに接続できない場合、または IBM Rational License Key

Center が使用できない場合に、パーマネント ライセンス キーを取得する手順につ
いて説明します。

1. ライセンス要求フォームを印刷します。 フォームを印刷するには、IBM Rational

製品をインストールして、rational_dir¥common ディレクトリにあるライセンス
要求フォームを開きます。中国語版、フランス語版、ドイツ語版、日本語版の
FAX フォームも同じ場所にあります。

v rational_dir¥common¥License Fax Form - English.htm

v rational_dir¥common¥License Fax Form - Chinese.htm

v rational_dir¥common¥License Fax Form - French.htm

v rational_dir¥common¥License Fax Form - German.htm
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v rational_dir¥common¥License Fax Form - Japanse.htm

2. ライセンス証書を使用してフォームに入力します。 連絡先、アカウント番号、
製品、ライセンス、ホストの詳細に誤りがないか確認してください。 誤りがあ
ると、ライセンス キーをすぐに取得できません。

3. 要求を IBM に FAX で送信します。

パーマネント ライセンス キーを注文するために Rational License Key Center また
は FAX フォームを使用できない場合は、IBM Software Support for Rational

productsにお問い合わせください。

パーマネント ライセンス キーの受信
ライセンス サーバーまたはクライアントにライセンス キーをインポートします。

IBM Rational License Key Center でキーを注文すると、IBM Rational ライセンス
ファイルが生成されます。 Rational License Key Center で [キーのダウンロード]

をクリックして、ライセンス ファイルをダウンロードします。

FAX でパーマネント ライセンス キーを要求した場合でも、連絡先に電子メールの
アドレスが明記されていれば、電子メールでライセンス キー ファイルが送信され
ます。 電子メールを使用できるコンピュータから電子メールを使用できないコンピ
ュータにパーマネント ライセンス ファイルをコピーしてインストールできます。
電子メール アドレスを指定できない場合は、IBM Software Support for Rational

productsに連絡してください。

ライセンス キー ファイルを取得したら、次の処理を実行します。

v ライセンス サーバーにフローティング ライセンス キー ファイルまたは指定ユ
ーザー フローティング ライセンス キー ファイルをインポートします。 ライセ
ンス サーバーへのライセンス キー ファイルのインポートについての詳細は、
『Windows システムのライセンス サーバーの設定』または 187ページの『UNIX

システムのライセンス サーバーの設定』を参照してください。

v 許可ユーザー ライセンス キー ファイルをクライアントにインポートします。
245ページの『許可ユーザー ライセンス キーのインストール』を参照してくだ
さい。

Windows システムのライセンス サーバーの設定

フローティング ライセンスを使用して、単一、複数、または代替ライセンス サー
バー上のライセンスを管理し保守できます。

このトピックでは、Windows オペレーティング システム用の IBM Rational ライセ
ンス サーバーをセットアップして使用する方法を説明します。この内容は、システ
ム管理者またはライセンスを管理するユーザーを対象としています。クライアント
ライセンスを使用している場合は、 245ページの『許可ユーザー ライセンス キー
のインストール』を参照してください。

168ページの『Windows サーバー用のフローティング ライセンスのセットアッ
プ』 に説明されている作業の中には、一部、 Windows オペレーティング システ
ムと IBM Rational Common Licensing (FLEXlm ソフトウェアを使用) の知識を必要
とするものがあります。
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要確認: Eclipse プラットフォームでビルドされたバージョン 7.0 の Rational

Software Delivery Platform 製品用の Rational Common Licensing (FLEXlm ソフトウ
ェアを使用) のサポートは、新しいリリースの Rational ライセンス サーバー ソフ
トウェアで有効になります。新しいバージョンの Rational ライセンス サーバー ソ
フトウェアは、以前の Rational Common Licensing 対応 Rational Team 製品
(Rational ClearCase、 Rational ClearQuestなど) と新しい Rational 7.0 製品の両方に
対応します。 Rational 7.0 クライアント製品と Rational Team 7.0 製品の両方に対
応する必要がある場合、ライセンス サーバーをこの最新のバージョンにアップグレ
ードする必要があります。 2 つの別々のサーバーが必要になることはありません。
なぜなら、この新しいバージョンのサーバーは、以前のクライアントと新しい
Rational 7.0 クライアントをサポートするからです。

Eclipse フレームワークでビルドされた Rational Software Delivery Platform バージ
ョン 7.0 製品の場合、Rational Common Licensing とフローティング ライセンスの
クライアントでの使用可能化は、オプションの機能で、これにより、管理者はエン
タープライズ全体にわたってライセンスを容易に管理し、承認できます。

Windows サーバー用のフローティング ライセンスのセットアップ

ここでは、フローティング ライセンス キーおよび指定ユーザー フローティング
ライセンス キーをセットアップする場合に必要な手順について説明します。
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表 21. Windows サーバーでのフローティング ライセンスのセットアップ方法

タスク 手順

フローティング ライセンスのセ
ットアップ

v IBM Rational Common Licensing モデルについて理解
します。 149ページの『ライセンス キーを要求する
前に』を参照してください。

v パーマネント ライセンス キーを要求して取得しま
す。 161ページの『ライセンス キーの要求』を参照
してください。製品を評価する場合は、テンポラリ
ライセンス キーを使用してください。

v ライセンス サーバーとクライアントが、セットアッ
プしたネットワーク構成で動作可能かどうかを確認し
ます。 171ページの『サポートされているネットワ
ーク設定の作業』を参照してください。

v IBM Rational License Server ソフトウェアをサーバー
にインストールします。 172ページの『 Windows サ
ーバーへのサーバー ソフトウェアのインストール』
を参照してください。

v ライセンス サーバーに、評価用ライセンス キーまた
はパーマネント ライセンス キーのいずれかをインス
トールします。 152ページの『License Key

Administrator (LKAD) の起動』および 175ページの
『Windows ライセンス サーバーにおけるフローティ
ング キーの使用』を参照してください。

v Rational License Server ソフトウェアを起動します。
177ページの『Windows ライセンス サーバーの開
始』を参照してください。

v クライアント ユーザーに、クライアントでライセン
ス サーバーを指定するように指示します。
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表 21. Windows サーバーでのフローティング ライセンスのセットアップ方法 (続き)

タスク 手順

指定ユーザー フローティング ラ
イセンスをセットアップする
(RationalPurify、RationalQuantify、
および RationalPureCoverage のみ
に該当)。

v Rational Common Licensing モデルについて理解しま
す。 149ページの『ライセンス キーを要求する前
に』を参照してください。

v パーマネント ライセンス キーを要求して取得しま
す。 161ページの『ライセンス キーの要求』を参照
してください。製品を評価する場合は、テンポラリ
ライセンス キーを使用してください。

v ライセンス サーバーとクライアントが、セットアッ
プしたネットワーク構成で動作可能かどうかを確認し
ます。 171ページの『サポートされているネットワ
ーク設定の作業』を参照してください。

v Rational License Server ソフトウェアをサーバーにイ
ンストールします。 172ページの『 Windows サーバ
ーへのサーバー ソフトウェアのインストール』を参
照してください。

v ライセンス サーバーに指定ユーザー フローティング
ライセンス キーをインストールします。 152ページ
の『License Key Administrator (LKAD) の起動』およ
び 176ページの『Windows ライセンス サーバーでの
指定ユーザー キーの使用法』を参照してください。
テンポラリ キーの場合は、LKAD ウィザードにライ
センス キー情報を入力します (rational.opt ファイ
ルを編集する必要はありません)。

v 特定のユーザー名で rational.opt ファイルを編集しま
す。 176ページの『Windows ライセンス サーバーで
の指定ユーザー キーの使用法』を参照してくださ
い。

v Rational License Server ソフトウェアを起動します。
177ページの『Windows ライセンス サーバーの開
始』を参照してください。

v クライアント ユーザーに、クライアントでライセン
ス サーバーを指定するように指示します。

Web サーバー上で Rational

License Server ソフトウェアを指
定する

181ページの『Windows Web サーバーでのライセンス
サーバーの指定』を参照してください。

ファイアウォール環境でフローテ
ィング ライセンスを使用する

184ページの『ファイアウォール環境でのフローティン
グ ライセンスの使用法』を参照してください。

lmgrd ポートを変更する 186ページの『lmgrd ポートの変更』を参照してくださ
い。

代替ライセンス サーバーを構成
する

183ページの『代替ライセンス サーバーのセットアッ
プ』を参照してください。

License Key Administrator コマン
ドを使用してクライアントでライ
センス サーバーを構成する

179ページの『Windows での LKAD コマンド行の使用
法 (オプション)』を参照してください。
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表 21. Windows サーバーでのフローティング ライセンスのセットアップ方法 (続き)

タスク 手順

IBM Rational 製品によるライセ
ンス使用の優先順位を変更する

ライセンス サーバーを使用して、すべてのクライアント
のライセンス使用の優先順位を変更することはできませ
ん。 変更するには、各ユーザーがクライアントの
LKAD の [ライセンスの使用状況] (Eclipse プラットフ
ォームでビルドされた製品の場合は、クライアントの
IBM Installation Manager の [ライセンスの管理] ウィザ
ード) を使用する必要があります。 この順序は user_ID

に関連付けられています。 251ページの『ライセンス使
用の優先順位の変更』を参照してください。

タイムアウト時間を変更する 183ページの『フローティング ライセンスのタイムアウ
ト時間の変更』を参照してください。

ライセンス サーバーのアクティ
ビティを監視する

184ページの『ライセンスの監視 (オプション)』を参照
してください。

Rational License Server ソフトウ
ェアをアップグレードする

License Server ソフトウェアを最新のバージョンにアッ
プグレードすることはできますが、同じコンピュータ上
でバージョンの異なる License Server ソフトウェアを使
用しないでください。

同じサーバー上で複数のライセン
ス サーバーを使用する

ベンダー デーモンごとに個別の lmgrd インスタンスを
使用し、ライセンス キーを個別のファイルに保持しま
す。

Rational License Server ソフトウ
ェアの問題を診断する

次のトピックを参照してください。

v 219ページの『Windows ライセンス サーバーのチェ
ック』

v 221ページの『Windows ネットワーク接続のチェッ
ク』

Rational License Server ソフトウ
ェアを削除する

186ページの『 Rational ライセンス サーバー ソフトウ
ェアの削除』を参照してください。

サポートされているネットワーク設定の作業
ネットワーク設定に関して説明します。

ダイヤルアップのサポート:

ダイヤルアップのネットワーク接続でのフローティング ライセンスの使用。

IBM Rational License Server ソフトウェアへの常時 TCP/IP 接続をサポートするダ
イヤルアップ ネットワーク接続を利用して、フローティング ライセンスを使用で
きます。すべてのクライアントが、ライセンス サーバーへの常時 TCP/IP 接続を確
保していなければなりません。

クライアントがフローティング ライセンスをチェックアウトしている間にダイヤル
アップ接続が切れた場合、サーバーは自動的にそのフローティング ライセンスを再
要求します。接続が切れる場合、クライアントは定期的にライセンス サーバーから
ライセンスを更新することができません。その結果、Rational 製品を使用できる期
間が限定されてしまいます。この期間は、使用中の Rational 製品によって異なりま
す。
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WAN サポート:

WAN 環境におけるライセンスの使用

IBM Rational フローティング ライセンスは、使用許諾契約の許可地域に準拠してい
る限り、広域ネットワーク上で使用できます。

WAN 上でライセンスを使用する場合は、システム間でホスト名を解決する方法に
注意してください。 SERVER 行とクライアントでは、常に完全修飾のドメイン名
を使用します。この手法により、ホスト名の解決に関する問題を減らすことができ
ます。

Novell サポート:

Novell 5.0 のサポートについて説明します。

IBM Rational フローティング ライセンスは、TCP/IP または IPX を使用して設定
されている Novell 5.0 環境で使用することができます。 Rational のライセンスの
実装では、フローティング ライセンスで直接 Novell Netware 5.0 以上を使用する
ことをサポートしません。

Novell 5.0 を使用した許可ユーザー ライセンスは、サポートされます。

Windows サーバーへのサーバー ソフトウェアのインストール

IBM Installation Manager を使用して Rational ライセンス サーバー ソフトウェア
をインストールします。

Rational ライセンス サーバーを使用すると、ライセンス キーのインストールと管
理が柔軟に行えるようになります。ライセンス キーは、Rational ライセンス サー
バー ソフトウェアの操作には必要ありません。

Rational License Server のダウンロード:

License Server ソフトウェアをオンラインで取得します。

必要なバージョンの IBM Rational License Server ソフトウェアが収録されたCD が
ない場合は、IBM Rational Download and Licensing Center からライセンス サーバ
ーをダウンロードすることができます。ダウンロードには、登録が必要になりま
す。

Windows サーバーにライセンス サーバーをインストールする前に:

Rational License Server ソフトウェアを Windows サーバー上にインストールするた
めの要件。

v ライセンス サーバーが Windows オペレーティング システム (Windows XP

Home コンピュータを除く) にインストールされる。

v Windows サーバーに C:¥ ドライブがある。

v ローカル コンピュータで Windows 管理者権限を持っている。

v デフォルトの TCP/IP ポート番号が 27000 である。

v プロセッサ、メモリ、ディスク スペースについては特に最小要件はありません。
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要確認: インストール プログラムを開始する前に、レジストリおよびシステム デ
ィレクトリの現行バックアップがあることを確認してください。

ライセンスのインストール:

IBM Installation Manager を使用して、Rational License Server をインストールしま
す。

IPv4 または IPv6 ネットワーク用のライセンス サーバーをインストールすることが
できます。

注: IPv6 の場合は、ライセンス サーバーをインストールする前に、Windows 上で
IPv6 スタックを有効にする必要があります。

Rational セットアップ ウィザードの使用法
ここでは、ライセンス サーバーをインストールする手順について説明します。

リリース領域からライセンス サーバーをインストールする場合や、サイレント イ
ンストールのセットアップを行う場合は、IBM Rational 製品のインストール ガイド
に記載されている手順を参照してください。 セットアップ ウィザードの指示に従
って、ソフトウェアをインストールします。

インストール ウィザードでは、エラーの概要は表示されません。 インストールが
正常に終了したことを確認、またはインストールが失敗した原因を把握するには、
install.log ファイルを調べます。 このファイルは、TEMP ディレクトリ (たとえ
ば、TEMP=C:¥DOCUME~1¥username¥LOCALS~1¥Temp または C:¥temp¥install.log

など) にあります。 ディレクトリの場所は、コンピュータに設定されたシステム環
境変数によって異なります。

重要: インストールを途中で中断すると、コンピュータが不安定な状態になる場
合があります。 インストール中にセットアップ ウィザードのウィンドウを閉じよ
うとすると、インストールを途中で終了するかどうかを確認するメッセージが表示
されます。

CD イメージからライセンス サーバーをインストールするには

1. 管理者権限を持つユーザーとして、製品をインストールするローカル コンピュ
ータにログインします。

2. 製品インストール CD をコンピュータの CD ドライブに挿入します。

セットアップ ウィザードが自動的に起動します。

コンピュータで自動実行が無効になっている場合は、[スタート] → [ファイル名
を指定して実行] の順にクリックして、cd_drive:¥Setup.exe (cd_drive は CD ドラ
イブの名前です) と入力します。

3. [製品の選択] ページに、インストール可能なすべての製品が一覧表示されます。
[Rational License Server] を選択します。

4. [展開方法] ページに、[エンタープライズ レベルに展開] オプションと [CD イ
メージからデスクトップ環境へのインストール] オプションが表示されます。
[CD イメージからデスクトップ環境へのインストール] オプションを選択しま
す。
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5. [使用許諾契約] ページで、IBM Rational ソフトウェア使用許諾契約に同意する
かどうかを選択します。 オープン ソースの使用許諾契約を表示するには、[オ
ープン ソースの契約を表示] チェック ボックスを選択します。

v 使用許諾契約に同意すると、インストール ウィザードが続行します。

v 使用許諾契約に同意しない場合は、[キャンセル] → [終了] の順にクリックし
て、セットアップ ウィザードを終了します。ウィザードを終了すると、セッ
トアップ ウィザードによってコンピュータは変更されません。

6. [宛先フォルダ] ページで、Rational License Server ソフトウェアをインストール
するディレクトリを指定します。 [変更] をクリックして、場所を変更します。

要確認: インストール ウィザードでは、すべての Rational 製品を同じディレク
トリにインストールする必要があります。

7. インストールを開始するには、[プログラムをインストールする準備ができまし
た] ウィンドウの [インストール] をクリックします。

8. セットアップ ウィザードでコンピュータの再起動が必要な場合は、[Windows の
再起動] ページが表示されます。 セットアップ プログラムの実行中に、インス
トールに必要なファイルが使用中だった場合や、プログラムでコンピュータに共
有コンポーネントをインストールする必要がある場合は、コンピュータの再起動
が必要になる可能性があります。

[再起動する] または [再起動しない] を選択します。 [再起動しない] を選択し
た場合、Windows を再起動しないとインストールが完了できないという内容の
メッセージが、ウィザードにより表示されます。

Windows の再起動後、同じユーザーとしてログオンします。 別のユーザーでロ
グオンした場合、インストールは正しく完了しません。 ログオンした後、イン
ストール プロセスの残りの部分が自動的に開始します。

9. [セットアップ ウィザードの完了] ウィンドウが表示されたときに、[README
ファイルの表示] オプションを選択して、製品の機能と既知の問題に関する最新
情報を確認することをお勧めします。 さらに、[IBM developerWorks® の表示]

を選択することもできます。 [終了] をクリックして、インストールを完了しま
す。

要確認: ライセンス サーバーを起動する前に、ライセンス サーバーにフローテ
ィング ライセンス キーをインストールしてください。 175ページの
『Windows ライセンス サーバーにおけるフローティング キーの使用』を参照
してください。

License Key Administrator (LKAD) の起動
IBM Rational License Key Administrator (LKAD) は、多くの IBM Rational 製品と
IBM Rational License Server ソフトウェアと共にインストールされます。

このアプリケーションは、IBM Rational Common Licensing (FLEXlm ソフトウェア
を使用) とのインターフェイスを提供します。 LKAD または LKAD ウィザードを
使用してライセンス キーを入力またはインポートしてから、ライセンス構成を変更
します。
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要確認: Eclipse フレームワークでビルドされた Rational 製品の場合は、IBM

Installation Manager を使用してクライアントでライセンス構成を管理します。

v クライアントで LKAD または LKAD ウィザードにアクセスするには、[スター
ト] → [プログラム] → [IBM Rational] → [Rational License Key Administrator]
の順にクリックします。

v ライセンス サーバーで LKAD および LKAD ウィザードにアクセスするには、[
スタート] → [プログラム] → [IBM Rational] → [Rational License Server] →

[Rational License Key Administrator] の順にクリックします。

要確認: LKAD でライセンス キー情報を入力またはインポートするには、そのコン
ピュータの管理者権限が必要です。

ヘルプを参照するには、LKAD メインメニューで [ヘルプ] をクリックするか、
LKAD ウィザードで [ヘルプ] をクリックするか、install path¥IBM Rational

¥doc¥help¥licadmin¥index.htm を開きます。

Windows ライセンス サーバーにおけるフローティング キーの使用

Rational ライセンス サーバー ソフトウェアにフローティング ライセンスをインポ
ートまたは入力する場合を説明します。

フローティング ライセンス キーのインポート:

License Key Administrator (LKAD) を使用して、ライセンス サーバーにライセンス
キー ファイルをインポートします。

要確認: LKAD でライセンス キーをインポートするには、対象のサーバーのローカ
ル管理者権限が必要です。

LKAD でライセンス キー ファイルをインポートするには

1. [ライセンス キー] > [ライセンス キーのインポート] の順にクリックします。

2. [ライセンス キーのインポート] ウィンドウで、*.upd または *.txt ファイル (ラ
イセンス キー ファイル) を見つけて、それを選択します。

3. [開く] をクリックします。 ライセンス キー ファイルのデフォルトの場所は、
install_path¥IBM Rational¥common です。

4. [インポートの確認] ウィンドウで [インポート] をクリックします。

パーマネント許可ユーザー キーのその他のインポート方法:

電子メール、添付ファイル、License Key Administrator (LKAD) ウィザードを使用
します。

v 使用する電子メール プログラムで添付ファイルからのプログラム起動がサポート
されている場合は、License Key Center から送信された電子メール通知の添付フ
ァイル .upd または .txt をダブルクリックします。メールの添付ファイルを開く
ためのウィンドウで、[開く] を選択します。 [インポートの確認] ウィンドウで [

インポート] をクリックします。

v 添付ファイルを任意のフォルダに保存し、ライセンス ファイルをダブルクリック
します。

v LKAD ウィザードを使用します。
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テンポラリ フローティング ライセンス キーの入力:

ここでは、テンポラリ フローティング ライセンスを使用する手順について説明し
ます。

製品を評価する場合や、Rational License Key Center を利用できない場合は、ライ
センス サーバーにテンポラリ ライセンス キーまたは評価用ライセンス キーを入
力できます。

要確認: License Key Administrator (LKAD) でライセンス キーを入力するには、対
象のサーバーのローカル管理者権限が必要です。

LKAD でライセンス情報を入力するには

1. [ライセンス キー] → [ライセンスの入力] の順にクリックします。

2. ライセンスの種類を選択します。

3. 次のウィンドウで、以下の情報を入力します。

v 製品

v 有効期限

v ライセンス キー

v 数量 (フローティング ライセンス キーをインストールする場合)

4. [終了] をクリックします。LKAD は、入力した情報を <Install Path>

¥Rational¥Common にあるライセンス キー ファイル *.dat に追加します。　

Windows ライセンス サーバーでの指定ユーザー キーの使用法

指定ユーザー ライセンス キーはフローティング ライセンス キーと同様に機能し
ます。ただし、インポート処理中に、License Key Administrator (LKAD) で各ライ
センス キーにユーザーを指定できる点が異なります。

ユーザーをキーに割り当てるには、オプション ファイルの rational.opt を編集しま
す。このオプション ファイルによってフローティング ライセンス キーはユーザー
にロックされ、そのユーザーは複数のクライアントで IBM Rational Purify、IBM

Rational Quantify、IBM Rational PureCoverage を使用できるようになります。

指定ユーザー ライセンス キーのインポート:

License Key Administrator (LKAD) を使用して、ライセンス サーバーにライセンス
キー ファイルをインポートします。

要確認: LKAD でライセンス キーをインポートするには、対象のサーバーのローカ
ル管理者権限が必要です。

ライセンス キー ファイルをインポートするには

1. [ライセンス キー] → [ライセンス キーのインポート] の順にクリックします。

2. [ライセンス キーのインポート] ウィンドウで、*.upd または *.txt ファイル (ラ
イセンス キー ファイル) を見つけて、それを選択します。

3. [開く] をクリックします。 ライセンス キー ファイルのデフォルトの場所は、
install_path¥IBM Rational¥common です。

4. [インポートの確認] ウィンドウで [インポート] をクリックします。
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5. オプション ファイル rational.opt を編集します。 LKAD には、指定ユーザー
ライセンス キーを割り当てることができるオプション ファイルが用意されてい
ます。 ライセンス キー ファイルをインポートすると、[オプション ファイル
の編集] ウィンドウが開きます。 ファイルを編集するように選択した場合は、
次の手順で操作します。

a. オプション ファイルは、テキスト エディタで自動的に開きます。ユーザー
ID をライセンス キーに割り当てる場合の正確な構文については、ファイル
に記載されている説明に従ってください。

b. 編集が終了したら、ファイルを保存して閉じます。

要確認: ライセンス サーバーの起動中でもオプション ファイルは編集でき
ますが、その場合はファイルの編集後に、一度ライセンス サーバーを停止し
て起動する必要があります。

テンポラリ指定ユーザー ライセンス キーの入力:

ここでは、テンポラリ指定ユーザー ライセンスを使用する手順について説明しま
す。

製品を評価する場合や、License Key Center を利用できない場合は、ライセンス サ
ーバーにテンポラリ ライセンス キーまたは評価用ライセンス キーを入力できま
す。

要確認: License Key Administrator (LKAD) でライセンス キーを入力するには、対
象のサーバーのローカル管理者権限が必要です。

LKAD でライセンス情報を入力するには

1. [ライセンス キー] → [ライセンスの入力] の順にクリックします。

2. ライセンスの種類を選択します。

3. 次のウィンドウで、以下の情報を入力します。

v 製品

v 有効期限

v ライセンス キー

v 数量 (フローティング ライセンス キーをインストールする場合)

4. [終了] をクリックします。LKAD は、入力した情報を <Install Path>

¥Rational¥Common にあるライセンス キー ファイル *.dat に追加します。　

Windows ライセンス サーバーの開始

ライセンス キーをインポートまたは入力したら、IBM Rational ライセンス サーバ
ー ソフトウェアを開始します。

ライセンス サーバーは、ライセンス キーがインストールされるまでは起動しませ
ん。ライセンス サーバーの Windows オペレーティング システムのバージョンに
応じて、適切な手順を実行します。

要確認: ライセンス サーバー ソフトウェアの以前のリリースのコントロール パネ
ル アプレットがサーバーに表示されますが、 Rational ライセンス サーバー ソフ
トウェアでは、 FLEXlm コントロール パネル アプレットは使用しません。
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Windows XP でのライセンス サーバーの起動:

ここでは、ライセンス サーバーを起動する手順について説明します。

1. [スタート] → [設定] → [コントロール パネル] → [管理ツール] → [サービス] →

[FLEXlm License Manager] の順にクリックします。

2. [サービスの開始] をクリックします。

Windows 2000 でのライセンス サーバーの起動　:

ここでは、ライセンス サーバーを起動する手順について説明します。

1. [スタート] → [設定] → [コントロール パネル] → [管理ツール] → [サービス] →

[FLEXlm License Manager] の順にクリックします。

2. [全般] タブで、[サービスの状態] の [開始] をクリックします。

Windows NT でのライセンス サーバーの起動:

ここでは、ライセンス サーバーを起動する手順について説明します。

[スタート] → [設定] → [コントロール パネル] → [サービス] → [FLEXlm License
Manager] → [開始] の順にクリックします。

手動始動への切り替え:

IBM Rational ライセンス サーバー ソフトウェア サービスを手動で始動する設定に
ついて説明します。

Rational ライセンス サーバー ソフトウェアは、 Windows® サービスとして自動的
に設定されます。デフォルトの始動の種類は自動です。これは、コンピュータを起
動するたびにライセンス サーバーが自動的に始動されるという意味です。ライセン
ス サーバーを手動で始動する場合は、始動の種類を切り替えてください。

Windows XP でのスタートアップの種類の切り替え:

ここでは、スタートアップの種類を変更する手順について説明します。

1. [スタート] → [設定] → [コントロール パネル] → [管理ツール] → [サービス] →

[FLEXlm License Manager] の順にクリックします。

2. [FLEXlm License Manager] を右クリックして、[プロパティ] をクリックしま
す。

3. [スタートアップの種類] ウィンドウで、[全般] タブの [手動] を選択します。

Windows 2000 でのスタートアップの種類の切り替え　:

ここでは、スタートアップの種類を変更する手順について説明します。

1. [スタート] → [設定] → [コントロール パネル] → [管理ツール] → [サービス] →

[FLEXlm License Manager] の順にクリックします。

2. [全般] タブで、[スタートアップの種類] の [手動] を選択します。

Windows NT でのスタートアップの種類の切り替え:

ここでは、スタートアップの種類を変更する手順について説明します。
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1. [スタート] → [設定] → [コントロール パネル] → [サービス] → [FLEXlm License
Manager] の順にクリックします。

2. 表示されたウィンドウで、[スタートアップの種類] の [手動] を選択します。

Windows での LKAD コマンド行の使用法 (オプション)

クライアントでライセンス構成を自動化するには、クライアントで単一ライセンス
サーバー、複数ライセンス サーバー、代替ライセンス サーバーを指定するテキス
ト ファイルとバッチ ファイルを作成します。

ユーザーは Windows でコマンドを入力して、このバッチ ファイルとテキスト フ
ァイルを使用します。

要確認: これらのコマンドは、許可ユーザー ライセンス キーをサポートしていま
せん。

v ユーザーがサイレント インストールを実行する場合、サイト デフォルト ファイ
ルにポストインストール セクションを追加します。 ポストインストールのセク
ションによって、インストール完了後にバッチ ファイル コマンドが起動されま
す。 このバッチ ファイルによって、License Key Administrator (LKAD) はテキ
スト ファイルに指定されたサーバー情報を使用するように指示されます。 ポス
トインストール コマンドをサイト デフォルト ファイルに追加する方法について
は、『ポストインストール コマンドとバッチ ファイルの指定』を参照してくだ
さい。サイレント インストールについての詳細は、IBM Rational 製品のインス
トール ガイドを参照してください。

v ユーザーがサイレント インストールを実行しない場合、LKAD でテキスト ファ
イルの情報を使用するよう、ユーザーがコマンド行を使用して指定するようにし
ます。 テキスト ファイルをセットアップして、コマンド行から LKAD を起動
するには、 180ページの『ライセンス サーバーを指定するテキスト ファイルの
作成』を参照してください。

ポストインストール コマンドとバッチ ファイルの指定:

セットアップした site defaults ファイルに、次のコマンドを追加します。

1. テキスト エディタを使用して、site defaults ファイルを編集します。次のような
行を追加します。ラベル [PostInstallCmd] は必須です。

[PostInstallCmd]

Command=post-installation-commands.bat

2. site defaults ファイルを保存します。

3. 同様にテキスト エディタを使用して、post-installation-commands.bat ファイルを
作成します。このバッチ ファイルでは、server-info.txt ファイルでライセンス サ
ーバー情報を使用するように License Key Administrator (LKAD) に指示してい
ます。このバッチ ファイルには次のコマンドが記述されていることがありま
す。

licadmin -f server-info.txt

net send administrator “Installation Complete”
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この例では、クライアントの License Key Administrator プログラムの licadmin

が起動し、server-info.txt ファイルの情報を使用して、クライアントで使用するラ
イセンス サーバー名を指定します。 次に、このバッチ ファイルによって、イ
ンストールが完了したことを示すメッセージが管理者に送信されます。

4. server-info.txt ファイルに挿入するコマンドについては、『ライセンス サーバー
を指定するテキスト ファイルの作成』を参照してください。

ライセンス サーバーを指定するテキスト ファイルの作成:

単一、複数、または代替ライセンス サーバーを指定するテキスト ファイルをセッ
トアップする手順を説明します。

ユーザーがサイレント インストールを実行していない場合、コマンド ウィンドウ
から License Key Administrator (LKAD) を起動するコマンドについても説明しま
す。

単一または複数のライセンス サーバーの指定:

クライアントの License Key Administrator (LKAD) で単一または複数のライセンス
サーバー名を指定するには

1. テキスト エディタで server-info.txt という名前のファイルを作成し、次の行を記
述します。ここで、server1 はライセンス サーバーの名前です。

PortAtHost:27000@server1

この行を入力するときには、次の点に注意してください。

v PortAtHost では大文字と小文字が区別されます。

v 27000 はデフォルトのポート番号です。

v 一連のサーバー名にはセミコロンを使用します。 この場合、末尾にもセミコ
ロンが必要です。

server2 という名前のライセンス サーバーを追加するには、以下のように
@server2; と入力します。PortAtHost:27000@server1;@server2;

2. ファイルを保存します。

3. ユーザーがサイレント インストールを実行していない場合は、licadmin -f

server-info.txt というコマンドを入力します。

これで、server1 と server2 のフローティング ライセンス キーを使用できるよ
うにクライアントが構成されます。

このコマンドの実行結果は、server-info.txt_STATUS というステータス ファイル
に書き込まれます。このステータス ファイルは、server-info.txt ファイルの保存
先と同じディレクトリに作成されます。

代替ライセンス サーバーの指定:

クライアントの License Key Administrator (LKAD) で代替ライセンス サーバー名
を指定するには

1. テキスト エディタで server-info.txt という名前のファイルを作成し、次の行を記
述します。
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PortAtHost:27000@redundant1,27000@redundant2, 27000@redundant3;

redundant1 はプライマリ IBM Rational ライセンス サーバーの名前、redundant2

はセカンダリ ライセンス サーバーの名前、redundant3 はターシャリ ライセン
ス サーバーの名前です。

この行を入力するときには、次の点に注意してください。

v ライセンス サーバーは、プライマリ、セカンダリ、ターシャリ (バックアッ
プ) サーバーの順に指定する必要があります。 代替サーバーの順序の詳細に
ついては、 183ページの『代替ライセンス サーバーのセットアップ』を参照
してください。

v PortAtHost では大文字と小文字が区別されます。

v 27000 はデフォルトのポート番号です。

v 一連の代替サーバー名には、コンマを使用します。 この場合、末尾のセミコ
ロンも必要です。

v 単一のファイルに、代替サーバーと複数のサーバーを指定することができま
す。 代替サーバー間にはコンマを使用し、複数のサーバー間にはセミコロン
を使用します。

PortAtHost:27000@redundant1,27000@redundant2,

27000@redundant3;27001@server1;@server2;

または

PortAtHost:27001@server1;27000@redundant1,27000@redundant2,

27000@redundant3;@server2;

2. ファイルを保存します。

3. ユーザーがサイレント インストールを実行していない場合は、licadmin

-fserver-info.txt というコマンドを入力します。

このコマンドの実行結果は、server-info.txt_STATUS というステータス ファイル
に書き込まれます。このステータス ファイルは、server-info.txt ファイルの保存
先と同じディレクトリに作成されます。

Windows Web サーバーでのライセンス サーバーの指定

IBM Rational RequisiteWeb と IBM Rational ClearQuest Web の場合は、Web サー
バーがライセンス サーバーのクライアントになります。

たとえば、ユーザーが Rational RequisiteWeb をクライアント上で開くと、Rational

Requisite Web 要求サーバーは、ユーザーに代わってライセンス サーバーからフロ
ーティング ライセンスを要求します。

次の手順で、ライセンス サーバーのホスト名 (複数可) を指定します。

1. License Key Administrator (LKAD) を起動します。

v 製品のインストールが完了してから、LKAD ウィザードと LKAD を起動しま
す。LKAD のメイン ウィンドウと LKAD ウィザードが表示されます。

v 製品のインストール後すぐに LKAD ウィザードと LKAD を起動しない場合
は、[スタート] → [プログラム] → [Rational product name] → [Rational
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License Key Administrator] の順にクリックします。LKAD のメイン ウィン
ドウと LKAD ウィザードが表示されます。

2. [設定] → [クライアント/サーバーの構成] を選択します。

3. [サーバーの追加] をクリックします。

4. [サーバーの種類] の横にある [単一] がデフォルト値です。 [New-Server] をク
リックし、[サーバー名] の横にある [値] 列にライセンス サーバーのホスト名
を入力します。ホスト名を入力してから、[Enter] を押します。

追加サーバー:

ライセンス サーバーを追加する場合は、[サーバーの追加] をクリックして、各サー
バーのホスト名を入力します。

重要: 代替サーバー環境の場合は、[サーバーの追加] を使用しないでください。

すべてのサーバーを入力したら、[OK] をクリックします。

Web サーバーは、License Key Administrator (LKAD) に入力したサーバーの順序で
各サーバーのライセンスを要求します。この順序を変更する必要がある場合は、
234ページの『サーバー検索の優先順位の変更』を参照してください。

代替 Windows サーバーを使用するための Web サーバーの構成:

代替サーバーは、フローティング ライセンス キーの単一のプールを共同で管理す
る 3 つのサーバーで構成される1 つのシステムです。

いずれかのサーバーがダウンしても、ほかの 2 つのライセンス サーバーがライセ
ンス プールの管理を自動的に引き継ぎます。

Web サーバーで代替ライセンス サーバーを入力するには

1. [設定] → [クライアント/サーバーの構成] をクリックします。

2. [サーバーの追加] をクリックします。

3. [サーバーの種類] の横の [単一] をクリックします。メニューから [代替] を選
択します。

4. ライセンス管理者が License Key Center で要求した順序で、プライマリ、セカ
ンダリ、ターシャリ ライセンス サーバーのホスト名を入力します。次の行に移
動するには、[Tab] を押します。

5. [OK] をクリックします。

タイムアウト時間とリンガー タイムの違い
タイムアウト時間は、デフォルトで 120 分に指定されています。一方、リンガー間
隔は設定されると変更できません。

タイムアウト時間とは、その期間製品が使用されないとライセンス サーバーが再度
ライセンスを要求するように設定された時間のことです。ライセンス サーバーは、
製品がデフォルト期間の 120 分間使用されなかった場合フローティング ライセン
スを再度要求します。サーバーがライセンスを再度要求した後に、製品を再び使用
すると、製品はサーバーからライセンスを再度チェックアウトします。
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リンガー タイムは、ユーザーがアプリケーションでコマンドを使用するたびに初期
値にリセットされる間隔です。ユーザーが別のコマンドを使用する前にリンガー タ
イムが満了になると、ユーザーのライセンスは使用可能なフローティング ライセン
スのプールに返却されます。ユーザーが、さらにコマンドを実行するためには、別
のライセンスを取得する必要があります。このリンガー間隔は設定されると変更で
きません。リンガー タイムの設定は、IBM Rational ClearCase LT に固有です。

フローティング ライセンスのタイムアウト時間の変更:

ここでは、フローティング ライセンスのタイムアウト時間を設定する手順について
説明します。

タイムアウト時間を変更するには、rational_dir¥common ディレクトリに rational.opt

というテキスト ファイルを作成します。作成したテキスト ファイルに、次の 2 つ
のコマンドのいずれかを入力します。

1. TIMEOUT feature seconds: ファイルに入力した秒数が経過すると、ライセンス
サーバーが feature (ライセンス キー ファイルに一覧表示されている製品) のラ
イセンスを再度要求するよう指示します。

2. TIMEOUTALL seconds: ファイルに入力した秒数が経過すると、すべての製品に
ついて、ライセンス サーバーがライセンスを再度要求します。

これらの各オプションには、最低 1800 秒 (30 分) の値を設定する必要があり、デ
フォルト値の 7200 秒 (120 分) より大きい値を設定することができます。IBM

Rational Common Licensing のタイムアウト設定の最小値は、IBM Rational

ClearCase Licensing のタイムアウト設定で使用する値とは異なります。

代替ライセンス サーバーのセットアップ

Rational ライセンス サーバーを、代替サーバーと呼ばれるフォールト トレラント
設定にセットアップすることができます。

代替サーバーは、フローティング ライセンス キーの単一プールを管理するため
に、3 つのサーバーで 1 つのチームとして機能するシステムです。 1 つのサーバ
ーがダウンしても、他の 2 つのライセンス サーバーが自動的にライセンス プール
の管理を続行します。この種類の代替設定では、常に開始されているライセンス サ
ーバーが 2 つ以上必要です。 2 つのライセンス サーバーが共に動作しなくなった
場合、3 番目のライセンス サーバーは、ライセンス処理を行いません。クライアン
トに対してライセンス処理を提供するには、2 つのサーバーが作動している必要が
あります。

例:

25 個のフローティング ライセンスを購入し、3 台の Windows コンピュータで代
替サーバー構成をセットアップする場合を考えてみます。License Key Center を使
用して、代替サーバーのパーマネント キーを要求します。 3 つの代替サーバー、
A、B、C に、IBM Rational License Server ソフトウェアをそれぞれインストールし
ます。25 個のパーマネント フローティング キーが記述されたライセンス ファイ
ルを受け取ったら、このライセンス ファイルを各サーバーにインストールします。
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3 つのサーバーは 1 つのチームとして動作し、25 個すべてのフローティング ライ
センスを共同で管理します。 ユーザーに対して 20 個のライセンス キーをチェッ
クアウトしているときにサーバー A がクラッシュすると、サーバー B と C が 25

個のライセンスの管理を続行します。

重要: 代替サーバーを複数のサイトに分散 (たとえば、アメリカ、ヨーロッパ、アジ
アに各 1 台) すれば、最大のフォールト トレランスを得られると考えがちです
が、これは正しくありません。代替サーバーは、必ず同じサイトの同じサブネット
上にある必要があります。

代替ライセンス サーバーを構成するには

1. Rational License Server ソフトウェアを 3 台のコンピュータにインストールしま
す。 171ページの『サポートされているネットワーク設定の作業』および 172

ページの『 Windows サーバーへのサーバー ソフトウェアのインストール』を
参照してください。

重要: すべて Windows サーバーまたはすべて UNIX システム サーバーで構
成されている代替サーバー環境を使用してください。

2. 各ライセンス サーバーに、IBM から取得したライセンス ファイルをインポー
トします。 詳しくは、 175ページの『Windows ライセンス サーバーにおける
フローティング キーの使用』を参照してください。

3. ライセンス サーバーを起動します。 起動する順序は重要ではありませんが、各
サーバーは連続して起動してください。 手順については、 177ページの
『Windows ライセンス サーバーの開始』を参照してください。

4. クライアント ユーザーに、License Key Center で要求した順序で、プライマ
リ、セカンダリ、ターシャリ (バックアップ) ライセンス サーバーのホスト名を
知らせます。このホスト名は、License Key Administrator (LKAD) で入力する必
要があります。

ライセンスの監視 (オプション)
ライセンスの使用状況を監視してレポートを作成することができます。

ライセンスの使用状況を監視してレポートを作成することができます。 Acresso

Corporation は、FLEXnet Manager というライセンス使用状況のレポートを作成する
ソリューションを提供します。 このソリューションは、Acresso Corporation からの
み入手可能です。FLEXnet Manager について詳しくは、http://www.acresso.com/

products/licensing/flexnet_manager.htm を参照してください。

ライセンス使用状況の広範なレポートが不要な場合は、lmtools GUI を使用して、ラ
イセンスを使用しているユーザーやその使用履歴を調べます。ライセンス サーバー
がインストールされている場合は、[スタート] → [プログラム] → [Rational FLEXlm
License Server] → [ライセンス ツール] の順にクリックします。 ライセンス ツー
ルによって lmtools GUI が起動されます。

1. [モード] メニューの [サービス] を使用して、[構成] を選択します。

2. [サーバーの状態] タブをクリックして、[サーバーの状態] ウィンドウで [状態の
照会を実行] をクリックします。

ファイアウォール環境でのフローティング ライセンスの使用法
IBM Rational のライセンス実装は、ファイアウォールをサポートします。
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ファイアウォールがある場合にライセンスを設定するには、lmgrd デーモン (ライセ
ンス マネージャ) とベンダー デーモン (Rational ベンダー、rational.exe または
ibmratl.exe) に TCP/IP ポート番号を割り当てます。 TCP/IP ポートは、フローティ
ング ライセンスのクライアント/サーバー間通信に対して使用されます。

ファイアウォールを導入していない場合は、サーバーを起動すると、lmgrd デーモ
ンが TCP/IP ポート 27000 で起動します (別のアプリケーションがこのポート番号
を使用している場合は、ポート番号を変更する必要があります)。 lmgrd デーモン
は、ベンダー デーモンにランダムな TCP/IP ポート番号を割り当てます。

ファイアウォールを導入している場合、デーモンが使用しているポートがブロック
されるため、クライアントはライセンス サーバー上のデーモンと通信できません。
ライセンス要求がファイアウォールを通過できるようにするには、ベンダーと
lmgrd 用のポートに番号を割り当てます。 ベンダー デーモンと lmgrd デーモン
は、クライアントがライセンス要求を行い、サーバーからフローティング ライセン
スをチェックアウトするたびに、特定のポート番号で起動する必要があります。 指
定したポートまたは接続は、クライアントがライセンスをサーバーに返却するまで
開いたままになります。

要確認: ベンダー デーモンと lmgrd デーモンを、同じポート番号に設定することは
できません。

ファイアウォールの例では、ポートに番号 27000 と 8000 が割り当てられている場
合には、IBM Rational 製品はファイアウォールを介してライセンス サーバーの
lmgrd デーモンおよび rational.exe または ibmratl.exe (ベンダー デーモン) と通信で
きます。

ポート情報を指定すると、License Key Administrator (LKAD) は、レジストリにポ
ート情報を格納します。

単一サーバー、複数サーバー、代替サーバーの各環境で lmgrd とベンダーのポート
を変更するには、次の手順に従います。この手順は、既にライセンス サーバーが起
動していて、各クライアントにライセンス サーバーのホスト名が入力されているこ
とを前提としています。

ライセンス サーバーのポート番号の割り当て:

ポート値を設定する手順を説明します。

クライアントがライセンス サーバーと通信ができるように設定するには、lmgrd ポ
ートと Rational ベンダー ポートに値を入力します。

ライセンス サーバーまたは代替ライセンス サーバー上でポート番号を入力するに
は

1. License Key Administrator (LKAD) で [設定] から [サーバー ポート] を選択し
ます。

2. [サーバー ポート] ウィンドウで、lmgrd ポートと Rational ベンダー ポートに
値を入力します。ただし、これらに同じ値を設定しないでください。

3. [OK] をクリックします。
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4. サーバーが代替サーバーの場合、ステップの 1 から 3 を繰り返して各代替サー
バーに同じポート値を入力します。複数のライセンス サーバーがある場合、ス
テップの 1 から 3 を繰り返して各ライセンス サーバーに同じポート値を入力
します。

5. クライアントに入力する Rational ベンダー ポート値をユーザーに提供します。

lmgrd ポートの変更:

以下の手順を実行すると、単一、複数、代替のサーバー環境の lmgrd ポートを変更
できます。

別のアプリケーションが、lmgrd (ライセンス マネージャ デーモン) によって使用
される TCP/IP ポート 27000 を使用している場合、lmgrd ポートを変更します。
rational ベンダーはランダムな TCP/IP ポートを使用するため、値を入力する必要は
ありません。この手順では、既にライセンス サーバーが起動されていて、各クライ
アントの構成ユーティリティにライセンス サーバーのホスト名が入力されているこ
とを前提としています。

ライセンス サーバーまたは代替サーバー上で lmgrd ポート値を変更するには

1. License Key Administrator (LKAD) で [設定] から [サーバー ポート] を選択し
ます。

2. [サーバー ポート] ウィンドウで、lmgrd ポートに値を入力します。

3. [OK] をクリックします。

4. サーバーが代替サーバーの場合、ステップの 1 から 3 を繰り返して、他の各ラ
イセンス サーバーに同じ lmgrd ポート値を入力します。

Rational ライセンス サーバー ソフトウェアの削除

サーバーから Rational ライセンス サーバー ソフトウェアを削除するステップにつ
いて説明します。

IBM Rational ライセンス サーバー ソフトウェアを削除する前に:

ライセンス ソフトウェアを削除する前に実行するステップを説明します。

1. ライセンス サーバーや関連ファイルを使用しているユーザーがいないことを確
認します。使用中のファイルを削除することはできません。

2. License Key Center を使用してアカウントにライセンス キーを返却します。ラ
イセンスの移動または返却について詳しくは、 204ページの『管理者のキーの返
却または移動』を参照してください。

3. Windows コンピュータからソフトウェアを削除するには、ローカル コンピュー
タに対する Windows 管理者権限が必要です。

Rational ライセンス サーバー ソフトウェアの削除:

Windows の [コントロール パネル] の [プログラムの追加と削除] を使用して、
IBM Rational License Server ソフトウェアを選択し、削除します。

Rational インストール プログラムにより、ファイルがコンピュータから削除されま
す。 ソフトウェアの使用中に作成したファイルを含むディレクトリは削除されませ
ん。 また、サーバーにあるライセンス キー ファイルは削除されません。
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UNIX システムのライセンス サーバーの設定

フローティング キーと指定ユーザー フローティング キーを使用すると、Linux と
UNIX システムの単一、複数、または代替 Rational ライセンス サーバー上のライ
センスを管理し保守できます。

要確認: Eclipse フレームワークでビルドされた Rational Software Delivery Platform

バージョン 7.0 製品の場合、IBM Rational Common Licensing とフローティング ラ
イセンスのクライアントでの使用可能化は、オプションの機能で、これにより、管
理者はエンタープライズ全体にわたってライセンスを容易に管理し、承認できま
す。

このトピックでは、UNIX システムのライセンス サーバーをセットアップして使用
する方法を説明します。この内容は、システム管理者またはライセンスを管理する
ユーザーを対象としています。 Windows ライセンス サーバーを使用する場合は、
167ページの『Windows システムのライセンス サーバーの設定』を参照してくだ
さい。

ここで示すタスクには、一部、一時的なユーザーや経験の浅いユーザーにはお勧め
しないものがあります。 UNIX システムのオペレーティング システムと Rational

Common Licensing (FLEXlm ソフトウェアを使用して稼働) に精通しているユーザ
ーのみが試行してください。テキストが特に、UNIX システムのオペレーティング
システム用のコマンドであるという指定がないかぎり、すべての UNIX オペレーテ
ィング システムに UNIX システム コマンドを適用できます。

要確認: Eclipse プラットフォームでビルドされたバージョン 7.0 の Rational

Software Delivery Platform 製品用の Rational Common Licensing (FLEXlm ソフトウ
ェアを使用) のサポートは、新しいリリースの Rational ライセンス サーバー ソフ
トウェアで有効になります。新しいバージョンの Rational License Server ソフトウ
ェアは、以前の Rational Common Licensing 対応 Team 製品 (Rational ClearCase、
Rational ClearQuest など) と新しい Rational 7.0 製品の両方に対応します。 Rational

7.0 クライアント製品と 7.0 Team 製品の両方に対応する必要がある場合、ライセン
ス サーバーをこの最新のバージョンにアップグレードする必要があります。 2 つ
の別々のサーバーが必要になることはありません。なぜなら、この新しいバージョ
ンのサーバーは、以前のクライアントと新しい Rational 7.0 クライアントをサポー
トするからです。

UNIX システム ライセンス サーバーを使用する Windows クライア
ント
UNIX システム ライセンス サーバーの構成について詳しくは、UNIX システム用
の関連する IBM Rational 製品バージョンのインストール マニュアルを参照してく
ださい。

Rational ソフトウェアのインストール マニュアルにアクセスできない場合、UNIX

システム ライセンス サーバーをセットアップする手順に従ってください。UNIX

システム クライアントが UNIX システム ライセンス サーバーにアクセスできる
よう構成する手順の説明は用意されていません。

12 Rational Common Licensing でのライセンス管理 187



UNIX システム サーバーでのフローティング キーと指定ユーザー キ
ーのセットアップ

UNIX システム ライセンス サーバーで、フローティング ライセンスまたは指定ユ
ーザー フローティング ライセンスをセットアップする際に必要な一般的な手順に
ついて説明します。

表 22 には、作業のチェックリストと、より詳細な手順が記載されている参照先が示
されています。

表 22. UNIX システム サーバーでのフローティング ライセンスのセットアップ方法

タスク 手順

フローティング ライセンスをセッ
トアップする。

v IBM Rational Common Licensing について理解しま
す。 149ページの『ライセンス キーを要求する前
に』を参照してください。

v License Key Center にアクセスして、Windows クラ
イアント上の製品のパーマネント ライセンス キー
を注文します。 License Key Center について詳しく
は、 161ページの『ライセンス キーの要求』を参照
してください。

v ライセンス サーバーとクライアントが接続されてい
ることを確認します。 190ページの『ライセンス
サーバーをインストールする前に』を参照してくだ
さい。

v UNIX システムのライセンス サーバーにライセンス
サーバー ソフトウェアとライセンス キーをインス
トールします。 190ページの『UNIX システム サ
ーバーへのライセンス サーバーとライセンスのイン
ストール』を参照してください。

v ユーザーに、Windows クライアントで Rational ラ
イセンス サーバーを指定するように指示します。
231ページの『フローティング キーを使用するため
のクライアントの構成』を参照してください。
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表 22. UNIX システム サーバーでのフローティング ライセンスのセットアップ方法 (続き)

タスク 手順

指定ユーザー フローティング ライ
センスをセットアップする
(Rational Purify、Rational

Quantify、および Rational

PureCoverage のみに該当)。

v IBM Rational Common Licensing について理解しま
す。 149ページの『ライセンス キーを要求する前
に』を参照してください。

v License Key Center にアクセスして、Windows クラ
イアント上の製品のパーマネント ライセンス キー
を注文します。 License Key Center について詳しく
は、 161ページの『ライセンス キーの要求』を参照
してください。

v ライセンス サーバーとクライアントが接続されてい
ることを確認します。 190ページの『ライセンス
サーバーをインストールする前に』を参照してくだ
さい。

v UNIX システム サーバーに Rational License Server

ソフトウェアとライセンス キーをインストールしま
す。 193ページの『UNIX システム サーバーへの
サーバーと指定ユーザー キーのインストール』を参
照してください。

v License_Setup スクリプトによって、ライセンス キ
ーに割り当てるユーザー ID が要求されます。

v ユーザーに Windows クライアントでライセンス サ
ーバーを指定するように指示します。 231ページの
『フローティング キーを使用するためのクライアン
トの構成』を参照してください。

代替ライセンス サーバーを構成す
る。

183ページの『代替ライセンス サーバーのセットアッ
プ』を参照してください。

IBM Rational 製品によるライセン
ス使用の優先順位を変更する。

ライセンス サーバーは、ライセンス使用の優先順位を
設定しません。 クライアントを使用して、この優先順
位を変更します。Team Unifying 製品については、
251ページの『ライセンス使用の優先順位の変更』
を、Software Development 製品については、 251ペー
ジの『ライセンス使用の優先順位の変更』を参照して
ください。

自宅や外出先でライセンス キーを
使用する。

UNIX システム ライセンス サーバーから切断された
状態での使用はサポートされていません。その他のオ
プションについては、 160ページの『自宅や外出先で
のライセンス キーの使用法』を参照してください。

タイムアウト時間を変更する。 183ページの『フローティング ライセンスのタイムア
ウト時間の変更』を参照してください。

ライセンス サーバーのアクティビ
ティを監視する。

203ページの『ライセンスの監視 (オプション)』を参
照してください。

ライセンス サーバー ソフトウェア
をアップグレードする。

Rational License Server ソフトウェアを最新のバージョ
ンにアップグレードすることはできますが、同じコン
ピュータ上でバージョンの異なる Rational License

Server ソフトウェアを使用しないでください。
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表 22. UNIX システム サーバーでのフローティング ライセンスのセットアップ方法 (続き)

タスク 手順

同じコンピュータ上で複数のライセ
ンス サーバーを使用する。

ベンダー デーモンごとに個別の lmgrd インスタンス
を起動し、ライセンス キーを個別のファイルに保持し
ます。ほとんどのベンダーは、ライセンス ファイルを
格納する場所を指定しています。 会社で複数のベンダ
ーからライセンス ファイルを取得している場合、デー
タを別々のファイルに保存して、それらのファイルを
参照するように LM_LICENSE_FILE 環境変数を設定
することができます。

ライセンス サーバー ソフトウェア
を削除する。

186ページの『 Rational ライセンス サーバー ソフト
ウェアの削除』を参照してください。

UNIX システム サーバーへのライセンス サーバーとライセンスのイ
ンストール

UNIX システム コンピュータにライセンス サーバー ソフトウェアをインストール
するときには、ライセンス キーのインストールまたは入力を伴います。

IBM Rational ライセンス サーバーのインストール時には、ライセンス キー ファイ
ルが必要です。 License Key Center にアクセスして、パーマネント ライセンス キ
ーを申し込みます。 License Key Center に関して詳しくは、 161ページの『ライセ
ンス キーの要求』を参照してください。

ライセンス サーバーをインストールする前に:

ライセンス サーバーの要件を説明します。

Linux または UNIX システムにライセンス サーバーをセットアップする場合は、
Rational license_setup スクリプトとライセンス実行可能ファイルを IBM Rational

Download and Licensing Center から取得します。登録が必要です。

以下のような要件があります。

v ライセンス サーバーは、IBM Rational が対応しているすべての UNIX システム
プラットフォームにインストールできます。

v プロセッサ、メモリ、ディスク スペースについては特に最小要件はありません。

v ライセンス サーバー ソフトウェアは、ローカル環境にインストールする必要が
あります (NFS はサポートされていません)。サーバーが、FLEXlm lmgrd プロセ
スとベンダー デーモン プロセスを開始してライセンスが管理されます。これら
のプロセスについて詳しくは、 206ページの『IBM Rational Common Licensing

コンポーネントについて』を参照してください。

v サーバーとクライアント間の接続を検査するには、次の UNIX システム コマン
ドを使用します。 ping、arp、rsh、rlogin、または telnet。

v ライセンスを要求すると、License Key Center からライセンス ファイルが電子メ
ール アカウントに送信されます。このファイル名は、license_for_server.upd とい
うような形式になっています。ライセンス ファイル filename.upd を、ライセンス
サーバー上の $HOME ディレクトリなどの周知の場所に保管する必要がありま
す。
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ライセンス サーバーを root として実行する必要はありません。サーバーを root と
して実行すると、セキュリティ上のリスクの可能性があるというメッセージが表示
されます。 TCP/IP ポートを使用して lmgrd プロセスにアクセスし、root 権限で他
のプログラムを実行する企てができてしまいます。ライセンス サーバーをディレク
トリ /opt/rational や root が所有するディレクトリにインストールする場合は、
license_setup を root として実行します。root 以外のユーザーの場合、root としてデ
ィレクトリ /opt/rational を作成し、ディレクトリの所有権を root 以外のユーザーに
変更してから、その root 以外のユーザーで license_setup を実行します。

License_setup が lmgrd の起動スクリプトである、start_lmgrd_on_HOST を作成しま
す。ライセンス サーバーを実行するユーザーを変更するには、デフォルトでディレ
クトリ /opt/rational/config に置かれている lmgrd 起動スクリプトを変更します。行
LICENSE_USER=user を変更します。ここで user がライセンス サーバーの起動に
使用される ID です。

lmgrd 起動スクリプトは、システムの起動ディレクトリにファイル名 S98Rational

で入れられている場合があります。ファイル S98Rational があったら、このファイ
ルの LICENSE_USER 行を変更します。ファイル S98Rational がシステム起動ディ
レクトリにない場合、ファイル start_lmgrd_on_HOST をシステム起動ディレクトリ
にコピーして、名前を S98Rational に変更することができます。これにより、ライ
センス サーバーは、コンピュータのリブート後再起動できるようになります。

デフォルトのシステム起動ディレクトリは、以下のとおりです。

v HP-UX: /sbin/init.d/S98Rational

v Solaris: /etc/rc2.d/S98Rational

v Linux: /etc/rc.d/init.d/S98Rational

v AIX: 起動スクリプトを参照するには、inittab ファイルを確認します。例:

/etc/inittab: lmgr:234:once:/bin/sh /opt/rational/config/start_lmgrd_on_HOST

サーバー ソフトウェアとフローティング ライセンス キーのインストール:

次の手順を実行して、Linux または UNIX システム コンピュータにライセンス サ
ーバーとフローティング ライセンス キー ファイルをインストールします。

1. IBM Rational Download and Licensing Center から IBM Rational ライセンス サ
ーバーをダウンロードします。

ダウンロード ファイルには tar.gz ファイルが格納されています (ファイル名は
対象プラットフォームによって異なります)。 名前の形式は PARTNUM.tar.gz で
す。たとえば、C85W8JA.tar.gz のようになります。

重要: インストール対象のプラットフォームに応じて、適切なバージョンをダウ
ンロードしてください。

2. gzip または gtar を使用してファイルをアンパックします。以下に例を示しま
す。

これは、C85W8JA tar ファイルの使用法の例です。

gzip –dc C85W8JA.tar.gz | tar –xf –
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これにより、RationalLicenseServer.7.0.0.1.PLATFORM というディレクトリが作成
されます。ここで、PLATFORM は AIX、 Linux、Solaris、HP-UX のいずれか
です。

GNU tar (gtar) がある場合は、ファイルを untar するときにファイルを解凍する
オプション (-z) を使用できます。例を次に示します。

gtar –xzf C85W8JA.tar.gz

3. uncompress/tar コマンドにより作成されたディレクトリで license_setup スクリプ
トを起動します。このディレクトリには、.tar.* という接尾部は付きません。例
を次に示します。

cd RationalLicenseServer.7.0.0.1.Linux

./license_setup

このスクリプトを起動すると、license_setup の使用方法が表示されます。

このスクリプトでは、 Rational ディレクトリ (rational_dir/config ディレクトリ
など) の指定が要求されます。

4. IBM Rational の使用許諾契約に同意するかどうかを選択します。

v 使用許諾契約に同意すると、スクリプトが続行します。

v 使用許諾契約に同意しない場合は、スクリプトを続行できません。プログラム
を終了します。スクリプトは終了して、サーバーに対する変更は行われませ
ん。

5. [Licensing Options Menu] から、ライセンス オプションを選択します。 以下に
オプションの概要を示します。

a. オプション 1: パーマネント ライセンス キーか期限付き使用権を所有してい
る場合は、必ずこのオプションを選択してください。 このオプションを選択
すると、ライセンス サーバー ソフトウェア (FLEXnet 10.x) がアップグレー
ドされ、受信した license.upd ファイルをインポートできるようになります。

要確認: license_setup スクリプトでは、ライセンス ファイルの場所を指定す
るよう要求されるか、ライセンス キー情報を手動で入力するオプションがあ
ります。ライセンス キーを含むライセンス ファイルがない場合は、 161ペ
ージの『ライセンス キーの要求』を参照してください。

パーマネント ライセンスを使用している場合は、次の手順に進んでライセン
ス ファイル情報を入力します。

b. オプション 2: オプション 2 は使用しないでください。このオプションを使
用するとライセンスは発行されません。

6. 次のいずれかの操作を行って、ライセンス ファイル情報を入力します。

v .upd ファイルのパスを設定して、ライセンス ファイルから情報を自動的にイ
ンポートします。

v ライセンス キー情報を手動で入力する場合は、何も入力しません。 .upd フ
ァイルの内容を印刷してください。 プロンプトに従って、情報を入力しま
す。
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重要: データは大文字と小文字が区別され、厳密に同じでなければならないた
め、手動でデータを入力しないでください。

7. license_for_server.upd ファイルの情報を基に作成される server-name.dat ファイル
の場所を定義します。デフォルトでは、license_setup で作成された
server-name.dat ファイルは rational_dir/config ディレクトリに保存されます。

license_setup で指定されたデフォルト パス (オプション 1、rational_dir/config

ディレクトリ) を選択するか、またはオプション 2 を選択して別のパスを指定
します。

8. [ライセンス チェック] メニューに進みます。

オプション 1 から 3 を順番に実行して、次のメニューに進みます。パーマネント
許可ユーザー ライセンスをセットアップしている場合は、オプション 1 だけを実
行します。各オプションは、license_setup で指定されたデフォルト設定であること
に注意してください。

UNIX システム サーバーへのサーバーと指定ユーザー キーのインストール:

インストール時に指定ユーザー ライセンス キーを特定ユーザーに割り当てる方法
を説明します。

指定ユーザー ライセンス キーは、フローティング ライセンス キーと同様に機能
しますが、各ライセンス キーにユーザーを指定できる点が異なります。ファイル
rational.opt を作成することで、ユーザーをキーに割り当てます。このオプション フ
ァイルによって、フローティング ライセンス キーはユーザーに固定され、その結
果ユーザーは、複数のシステムにおいて Rational Purify、Rational Quantify、または
Rational PureCoverage を使用できるようになります。

191ページの『サーバー ソフトウェアとフローティング ライセンス キーのインス
トール』 に説明されている手順に従ってください。スクリプトでユーザー名の入力
を求められる点とファイル rational.opt が作成される点のみが異なります。

UNIX ライセンス サーバー再起動時のライセンス サーバーの再開
他のオペレーティング システム用のスクリプト コマンドを開始します。

ライセンス ファイルが適切な場所に配置され、ライセンス デーモンが開始された
ら、ライセンス サーバーは、再起動時に自動で再開するようにセットアップする必
要があります。 license_setup スクリプトは、root (root 権限) として実行しない限
り、自動的にスクリプトの処理を実行することはありません。 root としてスクリプ
トを実行していない場合、root になって、ファイルをコピーするようにスクリプト
から指示されます。使用しているオペレーティング システムに応じて、起動ファイ
ルを配置するために適切な場所に移動するように、スクリプトが指示してきます。

次のトピックでは、それらのオペレーティング システム用の起動スクリプト コマ
ンドについて説明します。

IBM AIX:

サーバーを再始動する場合に実行するコマンドです。

% su
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# /etc/inittab を編集し、次の行を追加します。

lmgr:234:once:/bin/sh rational_dir/config/start_lmgrd_on_server-name

HP-UX:

サーバーを再始動する場合に実行するコマンドです。

% su

# cp rational_dir/config/start_lmgrd_on_server-name¥

/sbin/init.d/S98Rational

# ln -s /sbin/init.d/S98Rational/sbin/rc2.d/S98Rational

Linux:

サーバーを再始動する場合に実行するコマンドです。

% su

# cprational_dir/config/start_lmgrd_on_server-name¥

/etc/rc.d/init.d/S98Rational

# ln -s /etc/rc.d/init.d/S98Rational /sbin/rc.d/rc3.d/S98Rational

# ln -s /etc/rc.d/init.d/S98Rational /sbin/rc.d/rc4.d/S98Rational

# ln -s /etc/rc.d/init.d/S98Rational /sbin/rc.d/rc5.d/S98Rational

Sun Solaris:

サーバーを再始動する場合に実行するコマンドです。

$ su

# cp rational_dir/config/start_lmgrd_on_server-name¥

/etc/rc2.d/S98Rational

代替ライセンス サーバーのセットアップ

Rational ライセンス サーバーを、代替サーバーと呼ばれるフォールト トレラント
設定にセットアップすることができます。

代替サーバーは、フローティング ライセンス キーの単一プールを管理するため
に、3 つのサーバーで 1 つのチームとして機能するシステムです。 1 つのサーバ
ーがダウンしても、他の 2 つのライセンス サーバーが自動的にライセンス プール
の管理を続行します。この種類の代替設定では、常に開始されているライセンス サ
ーバーが 2 つ以上必要です。 2 つのライセンス サーバーが共に動作しなくなった
場合、3 番目のライセンス サーバーは、ライセンス処理を行いません。クライアン
トに対してライセンス処理を提供するには、2 つのサーバーが作動している必要が
あります。
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例:

フローティング ライセンスを 25 個購入し、3 台の UNIX システム コンピュータ
で代替サーバー構成をセットアップする必要があるとします。License Key Center

を使用して代替サーバーのパーマネント キーを要求します。 3 台の代替サーバー
パートナー (サーバー A、B、C) のそれぞれに IBM Rational ライセンス サーバー
ソフトウェアをインストールします。 25 個のパーマネント フローティング キー
が含まれているライセンス ファイルを受信したら、そのライセンス ファイルを各
サーバーにインストールします。

3 つのサーバーは 1 つのチームとして動作し、25 個すべてのフローティング ライ
センスを共同で管理します。ユーザーに対して 20 個のライセンス キーをチェック
アウトしているときに サーバー A がクラッシュすると、サーバー B と C が 25

個のライセンスの管理を続行します。

重要: 代替サーバーを複数のサイト (たとえば、アメリカとヨーロッパとアジアにそ
れぞれ 1 つずつ) に分散すれば、最高のフォールト トレランスを得られると通常
考えがちです。しかし、これは正しくありません。代替サーバーは、必ず同じサイ
ト上の、同じサブネット上になければなりません。

同種のシステムで代替サーバーをセットアップすること (すなわち、すべてのサー
バーが同じオペレーティング システムにインストールされる) ことをお勧めします
が、異機種混合環境もサポートしています。 たとえば、2 つのライセンス サーバ
ーを Solaris で、残り 1 つを HP-UX でそれぞれインストールさせることもできま
す。

代替 UNIX システム サーバーにライセンス サーバーをインストール
する前に
ライセンス キーのダウンロードとインストールについて説明します。

代替 UNIX システム サーバーにライセンス サーバー ソフトウェアをセットアッ
プするには、 IBM Rational ダウンロード サイトからライセンス実行可能ファイル
を取得し、License Key Center から代替 UNIX システム サーバー用のライセンス
キー ファイルを取得する必要があります。次に、起動スクリプトを設定し、各サー
バーを起動します。

license_setup スクリプトでは、代替サーバー用のライセンス キー ファイルをイン
ポートできないため、代替サーバーを起動することもできません。代わりに、各コ
ンピュータにライセンス ファイルとサーバー ソフトウェアを手動でインストール
する必要があります。

代替サーバーのセットアップの要件は以下のとおりです。

v 既にライセンス サーバーがセットアップ済みで、そのサーバーを代替サーバー設
定で使用する必要がある場合は、IBM Rational ライセンス サーバー ソフトウェ
アをそのコンピュータから削除します。 186ページの『 Rational ライセンス サ
ーバー ソフトウェアの削除』を参照してください。

1. ライセンス キーを License Key Center ( 202ページの『UNIX システム サー
バーでのライセンス キーの移動または削除』) に返却します。
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2. 後に示す代替サーバー構成へのライセンス サーバーとライセンス キーのイン
ストール手順に従います。

v 代替 UNIX システム サーバー用のライセンス キー ファイルを要求します。
License Key Center にアクセスして、代替サーバー用のライセンスを要求しま
す。 License Key Center から、プライマリ サーバー、セカンダリ サーバー、バ
ックアップ サーバーの入力を求められます。代替サーバーを必ず正しい順序で指
定します。

– ホスト ID は、プライマリ サーバーです。

– ホスト名 2 は、セカンダリ サーバーです。

– ホスト名 3 は、バックアップ サーバーです。

v 代替サーバー ライセンス ファイルの受信またはその作業で問題が生じた場合
は、 IBM Software Support for Rational products にお問い合わせください。

注: インターネットに接続できない場合は、 166ページの『インターネットに接
続できない場合や Rational License Key Center を使用できない場合のライセンス
キーの要求』を参照してください。

v ライセンス サーバーは、Rational が対応するすべての UNIX システム プラット
フォームにインストールできます。

v プロセッサ、メモリ、ディスク スペースについては特に最小要件はありません。

v ライセンスを要求すると、License Key Center はライセンス ファイルを電子メー
ル アカウントに送信します。このファイル名は、license_for_server.upd というよ
うな形式になっています。

v サーバーとクライアント間の接続を検査するには、次の UNIX システム コマン
ドを使用します。 ping、arp、rsh、rlogin、telnet

v 各サーバーは同じサブネット上にある必要があります。

v ライセンス サーバー ソフトウェアは、ローカル環境にインストールする必要が
あります (NFS はサポートされていません)。各サーバーが、FLEXlm lmgrd プロ
セスと rational デーモン プロセスを使用してライセンスが管理されます。これら
のプロセスについて詳しくは、 206ページの『IBM Rational Common Licensing

コンポーネントについて』を参照してください。

v 各サーバーにライセンス サーバー ソフトウェアを手動でインストールする必要
があります。

代替 UNIX サーバーへのサーバー ソフトウェアとキーのインストール:

license_setup スクリプトでは代替ライセンス キー ファイルをインポートできない
ため、ライセンス サーバー ソフトウェアとライセンス キー ファイルを 3 つのサ
ーバーにそれぞれ手動でインストールする必要があります。

1. Rational License Key Center から取得したライセンス ファイルを 3 つのライセ
ンス サーバーにそれぞれコピーして、各ファイルで SERVER 行が同じ順序に
なるようにします。

a. SERVER 行の順序を確認するには、ライセンス ファイルを開いて 3 つの
SERVER 行を確認します。

v 3 台構成のサーバー ライセンス ファイルがない場合は、ライセンス ファ
イルを License Key Center に返却して (返却処理)、代替 UNIX システム
サーバー用の新しいライセンス ファイルを要求します。代替サーバー ラ
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イセンス ファイルの取得、返却、操作で問題が発生した場合は、IBM

Software Support for Rational productsにお問い合わせください。

v SERVER 行が適切な順序でない場合は、ファイルを編集して、順序、サー
バー名 (ホスト ID ではありません)、ポート番号をそれぞれ変更します。
SERVER 行を追加または削除することはできません。

b. ライセンス ファイル license_for_primary.upd は、rational_dir/config ディレク
トリにコピーする必要があります。 3 つすべてのサーバーで、このファイル
を保持する必要があります。 次の例に示すように、ファイルをコピーして、
その名前を rational.dat に変更します。

cp license_for_primary.upd rational_dir/config/rational.dat

c. TCP/IP ポートを各サーバーに割り当てます。 各 SERVER 行のポート割り当
てを変更して、TCP/IP ポート番号を各サーバーに割り当てる必要がありま
す。

重要: 27000 から 27009 のデフォルト ポート番号を使用すると、代替サーバ
ーは相互に通信できません。1501 から 26999 までのポート番号を使用して
ください。 使用するポート番号がほかの TCP/IP サービスと競合していない
ことを確認してください。各サーバーで同じポート番号を使用することも、
一意のポート番号を使用することもできます。

選択したポートが使用されていないことを確認します。次のコマンド例では
ポート 1706 が使用されています。

v etc/services ファイルを確認します。

grep “[ ]1706/” /etc/services

v ypcat サービス コマンドを使用して、NIS サービスを確認します。

ypcat services | grep “[ ]1706/”

要確認: [ ] の間には、タブとスペース文字があります。

v 新しいポート番号を使用するようにライセンス ファイルを編集します。

cd rational_dir/config

vi rational.dat

ライセンス ファイルは、次の例のようになります。

SERVER primary 8001d410 1706

SERVER secondary 8001d625 1706

SERVER backup 8001d873 1706

2. Rational ライセンス サーバー パッケージで FLEXlm ユーティリティを探しま
す。 ファイルは、extras/flexlm.* ディレクトリのいずれかにあります。ディレク
トリ名は、FLEXlm のバージョンとプラットフォームによって異なります。 た
とえば、extras/flexlm.10.8.0.1.i386_linux2 のようになります。
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3. FLEXlm ファイルを 3 つのサーバーすべての rational_dir/config ディレクトリに
コピーします。 ここで使用している rational_dir/config という用語は、ライセン
ス サーバー ソフトウェアを使用する予定の場所を表します。

要確認: インストール対象のプラットフォームに応じて、適切な tar ファイルをコ
ピーしてください。

代替 UNIX システム ライセンス サーバーの構成および起動

代替サーバーを起動するには

v 各サーバーの開始スクリプトを構成します。 この場合、「IBM RationalDownload

and Licensing Center」からテンプレート ファイルをコピーして変更する方法が最
適です。

v start_lmgrd スクリプトを使用して、各ライセンス サーバーを手動で起動します。

起動スクリプトの構成:

rational_dir/config ディレクトリから、各サーバーの起動スクリプトを作成します。

1. IBM Rational Download and Licensing Center で起動スクリプトのテンプレート
を取得します。

2. 以下のようにして、start_lmgrd テンプレート ファイルを config ディレクトリに
コピーします。

cp start_lmgrd_template rational_dir/config/start_lmgrd

3. インストール環境に合わせて、以下の 4 行を変更します。 このテンプレートで
は、rational_dir が /opt/rational であり、ライセンス ファイルが license.dat であ
り、システム起動中に lmgrd/rational プロセスを root として実行するときに、
そのプロセスを所有するユーザー ID が joe であると想定しています。

LICENSE_DIR =/opt/rational/config

LICENSE_DAT = $LICENSE_DIR/license.dat

LICENSE_LOG = $LICENSE_DIR/license.log

LICENSE_EXE = $LICENSE_DIR/lmgrd

LICENSE_USER = joe

Solaris の例:
FLEXROOT=/usr/rational/flexlm.7.0f

LICENSE_DIR=rational_dir/config/sun4_solaris2

LICENSE_DIR=rational_dir/config/rational.dat

LICENSE_DIR=joe

HP-UX の例:
FLEXROOT=/usr/rational/flexlm.7.0f

LICENSE_DIR=rational_dir/config/hppa_hpux
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LICENSE_DIR=rational_dir/config/rational.dat

LICENSE_DIR=joe

上記の例は、同じライセンス ファイル名と同じユーザー名を使用して、同じ場所に
インストールされているライセンス サーバーを示しています。こうすることで、セ
ットアップが簡略化されて、保守が簡単になります。

代替 UNIX ライセンス サーバーの起動:

サーバーは、プライマリ、セカンダリ、バックアップの正しい順序で起動する必要
があります。

1. rational_dir/config ディレクトリ (起動スクリプトのテンプレート start_lmgrd を
コピーしたディレクトリ) で、次のコマンドを入力します。

./start_lmgrd

2. セカンダリ サーバーとバックアップ サーバーについても、手順 1 を繰り返し
ます。

3. 各サーバーのステータスを確認します。

./start_lmgrd lmstat -a

3 つのサーバーが起動済みとして一覧表示され、発行されたライセンス キーの
リストも表示されます。

ライセンス サーバーの停止方法:

次のコマンドを入力して、各ライセンス サーバーを停止します。

./start_lmgrd stop

ライセンス ファイルの確認方法:

次の exinstal コマンドを実行して、Rational INCREMENT 行を確認します。

./start_lmgrd ex

このコマンドは、すべての INCREMENT 行に関するレポートを生成し、各
INCREMENT 行が適切に暗号化されているかどうかを確認します。

代替 UNIX システム ライセンス サーバー起動時の問題:

ライセンス サーバーが起動しない場合、対応する lmgrd ログ ファイル
(start_lmgrd の LICENSE_LOG で指定) を確認します。

1. エラー メッセージ: ulimit: bad ulimit

start_lmgrd を使用したときに、このメッセージが表示された場合、スクリプトか
ら ulimit コマンドを削除します。

2. これ以外の問題が発生している場合、起動スクリプトが正しいライセンス ファ
イル (LICENSE_DAT)、ライセンス ディレクトリ (LICENSE_DIR)、ライセンス
ログ ファイル (LICENSE_LOG) を参照しているか確認します。起動スクリプ
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ト、ライセンス ファイル、およびログ ファイルを IBM Software Support for

Rational productsに電子メールで送信します。

代替 UNIX サーバー再起動時の再開:

再起動時に再開するように、すべての代替ライセンス サーバーをセットアップしま
す。

このようにセットアップするには、適切なシステム ディレクトリに起動スクリプト
をコピーします。

重要: セキュリティ上の理由から、lmgrd を root として実行しないでください。
lmgrd は、LICENSE_USER を設定し、ユーザーとして実行します。指定したユーザ
ー ID は、起動スクリプトを実行するシステム上に存在する必要があります。次の
例では、ユーザーは「joe」に設定されています。

LICENSE_USER=joe

以前のリリースでは、IBM Rational はシステムの起動ディレクトリの
SlmRational.sh ファイルを使用していました。 /etc/ または /sbin ディレクトリの下
に SlmRational.sh ファイルがある場合は、そのファイルを削除して S98Rational に
置き換えてください。 次のトピックでは、各オペレーティング システム用の起動
スクリプト コマンドについて説明します。

要確認: これらの手順は root として実行する必要があります。

Sun Solaris:

以下のコマンドを使用して、Sun Solaris サーバーを再起動します。

cd /usr/rational/flexlm

cp start_lmgrd /etc/rc2.d/S98Rational

SlmRational.sh ファイルへの参照を削除する必要がある場合は、次のコマンドを使用
します。

/bin/rm -f /etc/rc2.d/SlmRational.sh

HP-UX:

以下のコマンドを使用して HP-UX サーバーを再起動します。

cd /usr/rational/flexlm

cp start_lmgrd /sbin/init.d/S98Rational

ln -s /sbin/init.d/S98Rational /sbin/rc2.d/S98Rational

SlmRational.sh ファイルへの参照を削除する必要がある場合は、次のコマンドを使用
します。

/bin/rm -f /sbin/*.d/SlmRational.sh
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IBM AIX:

以下のコマンドを使用して、IBM AIX サーバーを再起動します。

/etc/inittab を編集し、/bin/sh を使用して起動スクリプトを開始する行を追加しま
す。

lmgr:234:once:/bin/sh/usr/rational/flexlm/start_lmgrd

Linux:

以下のコマンドを使用して、Linux サーバーを再起動します。

cd /usr/rational/flexlm

cp start_lmgrd /etc/rc.d/init.d/S98Rational

ln -s /etc/rc.d/init.d/S98Rational /etc/rc.d/rc3.d/S98Rational

ln -s /etc/rc.d/init.d/S98Rational /etc/rc.d/rc4.d/S98Rational

ln -s /etc/rc.d/init.d/S98Rational /etc/rc.d/rc5.d/S98Rational

ライセンス マネージャ コマンド

License Manager が使用するシステム管理コマンドとデーモンについて説明します。

IBM Rational Common Licensingは、Acresso Corporation の License Manager を使用
します。License Manager には、以下のコンポーネントが含まれています。

v rational または ibmratl という名前のベンダー デーモン。これは IBM Rational

ライセンスを配布します。rational デーモンは、ライセンスされている IBM

Rational 製品のほとんどで使用されます。 ibmratl デーモンは、Eclipse フレーム
ワークでビルドされた IBM Rational 製品のほとんどで使用されます。他にも、
FLEXlm ソフトウェアを使用する他のベンダー製品がある場合、それらには固有
のベンダー デーモンが含まれています。

v lmgrd という名前のライセンス デーモン。lmgrd デーモンは、それ自体は要求を
処理しませんが、適切なベンダー デーモンに要求を転送します。

v ユーザーが維持しているライセンス ファイル。このライセンス ファイルで、ラ
イセンス サーバー、ベンダー デーモン、製品ライセンスを指定します。

注: すべての Rational 製品のライセンス ファイルを結合させた単一のライセンス
ファイルを使用します。

ライセンス マネージャが作動可能であることを確認するには、UNIX システム ラ
イセンス サーバーで次のコマンドを入力して、 デーモンが開始されているかどう
かを調べます。

% ps axw | grep -v grep | egrep “lmgrd|vendor″

または

% ps -e | grep -v grep | egrep “lmgrd|vendor″
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ここで、vendor には rational または ibmratl が入ります。

出力には、次のような行が含まれます (パス名は異なる可能性があります)。

538 ?? S 0:03.50 /rational/base/cots/flexlm.7.0f/platform/lmgrd

-c /rational/config/servername.dat

-l /rational/config/servername.log

539 ?? I 0:00.90 rational -T brazil 6.0 3 -c ...

表 23. License Manager システム管理コマンド

コマンド 説明

lmdiag ライセンスをチェックアウトできない場合に、問題の診断を可能にしま
す。

lmdown ライセンス デーモンとベンダー デーモンをシャットダウンします。

lmhostid ワークステーションのライセンス マネージャ ホスト ID を報告します。

lmremove 特定のライセンスをライセンス サーバーのライセンス プールに返却しま
す。

lmreread ライセンス ファイルを再読み取りして、新しいベンダー デーモンを開始
します。

lmstat デーモンのステータスと機能の使用状況を報告します。

exinstal コマンド行で指定したライセンス ファイルの rational ライセンスについて
報告します。 exinstal コマンドと exinstrl コマンドは、ライセンス ファイ
ル形式とライセンス コードをチェックして、すべての整合性が維持されて
いるかを確認します。

exinstrl コマンド行で指定したライセンス ファイルの ibmratl ライセンスについて
報告します。 exinstal コマンドと exinstrl コマンドは、ライセンス ファイ
ル形式とライセンス コードをチェックして、すべての整合性が維持されて
いるかを確認します。

追加のライセンス コマンド
license_check コマンドの使用法を説明します。

上記のリストに記載されているコマンドの使用法の他に、 license_check コマンドを
使用して、カウントされているライセンスに対して FLEXlm lmstat コマンドを実行
したり、任意のライセンス ファイル (port@host 以外) に対して exinstal コマンド
を実行することもできます。 lmstat コマンドは、ライセンス サーバーに対して、
ライセンス プール内にあるライセンスのリストを照会します。 exinstal コマンド
は、ライセンス ファイル形式とライセンス コードをチェックして、すべての整合
性が維持されているかを確認します。

UNIX システム サーバーでのライセンス キーの移動または削除

ライセンス キーの移動または削除の方法を説明します。

UNIX システム サーバーのライセンス キーの返却または移動を行うには、 204ペ
ージの『管理者のキーの返却または移動』に記載されている指示に従ってくださ
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い。 UNIX システム サーバーからライセンス サーバーを削除するには、 186ペー
ジの『 Rational ライセンス サーバー ソフトウェアの削除』を参照してください。

フローティング ライセンスのタイムアウト時間の変更
ここでは、フローティング ライセンスのタイムアウト時間を設定する手順について
説明します。

タイムアウト時間を変更するには、rational_dir¥common ディレクトリに rational.opt

というテキスト ファイルを作成します。作成したテキスト ファイルに、次の 2 つ
のコマンドのいずれかを入力します。

1. TIMEOUT feature seconds: ファイルに入力した秒数が経過すると、ライセンス
サーバーが feature (ライセンス キー ファイルに一覧表示されている製品) のラ
イセンスを再度要求するよう指示します。

2. TIMEOUTALL seconds: ファイルに入力した秒数が経過すると、すべての製品に
ついて、ライセンス サーバーがライセンスを再度要求します。

これらの各オプションには、最低 1800 秒 (30 分) の値を設定する必要があり、デ
フォルト値の 7200 秒 (120 分) より大きい値を設定することができます。IBM

Rational Common Licensing のタイムアウト設定の最小値は、IBM Rational

ClearCase Licensing のタイムアウト設定で使用する値とは異なります。

ライセンスの監視 (オプション)
Acresso のライセンス使用状況のレポート作成ソリューションに関して説明します。

ライセンス使用状況をモニターしてレポートすることができます。Acresso

Corporation から、ライセンス使用状況レポートのソリューション、 FLEXnet

Manager が提供されます。これは、Acresso Corporation からのみ入手できます。
FLEXnet Manager に関する詳細は、http://www.acresso.com/products/licensing/

flexnet_manager.htmを参照してください。

Rational ライセンス サーバー ソフトウェアの削除

サーバーから Rational ライセンス サーバー ソフトウェアを削除するステップにつ
いて説明します。

IBM Rational ライセンス サーバー ソフトウェアを削除する前に:

オンライン ライセンス管理ツールである、IBM Rational License Key Center を使用
して、ライセンス キーを IBM Rational アカウントに返却します。

ライセンスの移動または返却について詳しくは、 202ページの『UNIX システム サ
ーバーでのライセンス キーの移動または削除』を参照してください。

Rational ライセンス サーバー ソフトウェアの削除:

コマンドを使用して、IBM Rational License Server ソフトウェアを UNIX システム
サーバーから削除します。

1. rational_dir/config または /usr/rational/flexlm.7.0f に移動します。

2. 次のいずれかのコマンドを実行してサーバーをシャットダウンします。
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lmdown -c license_file

または

lmdown -c port@host

または

ps -e | grep lmgrd #

これらのコマンドの使用例については、『コマンド例』を参照してください。

3. 次のコマンドを実行して lmgrd 処理を停止します。

kill pid #

pid は lmgrd のプロセス ID です。

重要: kill -9 pid # を使用する場合、lockrational または lockibmratl ファイル
が、サーバーの /tmp または /usr/tmp から削除されないことがあります。このフ
ァイルは削除する必要があります。

4. ライセンス サーバー ソフトウェアを削除するには、以下のようにして
rational_dir/config に移動し、IBM Rational FLEXlm ディレクトリを削除しま
す。

cd rational-dir/config または /usr/rational/config/flexlm.7.0

rm -fr rational_dir/config/flexlm.7.0f

コマンド例:

ライセンス サーバー ソフトウェアの削除方法を説明します。

ライセンス ファイルを指定する場合: lmdown -c rational.dat

ポートとホストを指定する場合: lmdown -c 27000@hershey

Solaris の削除コマンド:

rm -fr base/cots/flexlm.7.0f/sun4_solaris2

HP-UX の削除コマンド:

rm -fr base/cots/flexlm.7.0f/hppa_hpux

管理者のキーの返却または移動

ライセンス サーバーにライセンス キーを返却する方法を説明します。

ライセンス キーのアップグレード、古いライセンス サーバーの置換、ライセンス
キーの他のコンピュータへの移動のいずれかを行う必要がある場合、License Key

Center でフローティング ライセンス キーまたは許可ユーザー ライセンス キーの
返却処理を実行する必要があります。パーマネント許可ユーザー ライセンス キー
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とパーマネント フローティング ライセンス キーは、コンピュータのホスト ID と
関連付けられているため、 IBM Rational 製品は、新規コンピュータに登録するまで
別のコンピュータでは動作しません。

パーマネント ライセンス キーの返却または削除
IBM Rational License Key Center を使用して、許可ユーザー ライセンス キー、フ
ローティング ライセンス キー、指定ユーザー フローティング ライセンス キー、
代替サーバー ライセンス キーを IBM Rational アカウントに返却します。

要確認: Eclipse フレームワークでビルドされた IBM Rational 製品の場合、アクテ
ィベーション キットからのパーマネント許可ユーザー ライセンス キーは Rational

License Key Center では管理されないため、返却できません。

ライセンス キーを、物理的に IBM Rational に返却する必要はありません。 代わり
にRational License Key Center で返却処理を実行してください。 Rational License

Key Center で返却処理を実行すると、対象のコンピュータで Rational 製品を使用し
ていないという状態に記録が更新されます。 これにより、アカウントに登録された
製品の数が調整されます。

アカウントの調整後に、更新したライセンス キー情報を含むライセンス キー ファ
イルが Rational License Key Center から送信されます。 対象のコンピュータのす
べてのライセンス キーを返却しても、ライセンス キー ファイルは送信されます。

要確認: 使用許諾契約に従って、更新されたライセンス ファイル (ファイルが空か
どうかにかかわらず) をコンピュータにインポートします。

代替サーバー ライセンス ファイルの返却や新しい代替サーバー ライセンス ファ
イルの要求で問題が発生した場合は、IBM Software Support for Rational productsが
アカウントに対して適切な変更を行い、新しいライセンス キー ファイルを作成し
ます。

ライセンス キーを返却するには

1. Rational License Key Center で返却処理を実行します。

2. 更新されたファイルを Rational License Key Center から受け取ったら、古いク
ライアントまたはライセンス サーバーにそのファイルをインポートします。

3. 古いクライアントまたはライセンス サーバーから、IBM Rational ソフトウェア
またはライセンス サーバー ソフトウェアを削除します。 削除の手順について
は、Rational 製品のインストール ガイドを参照してください。

パーマネント ライセンス キーの移動
IBM Rational ソフトウェアを別のクライアントまたはサーバーに移動する場合は、
既存のライセンス キーを古いクライアントまたはサーバーからアカウントに返却し
ます。 次に、新しいクライアントまたはサーバー用のライセンス キーを要求しま
す。

要確認: 新しい代替サーバー ライセンス ファイルの返却または要求で問題が発生
した場合は、IBM Software Support for Rational productsに連絡して、アカウントに
対して適切な変更を行い、新しいライセンス ファイルを作成するようにしてくださ
い。
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ライセンス キーをコンピュータ間で移動するには

1. License Key Center を使用して、ライセンス キーを IBM Rational アカウントに
返却します。 205ページの『パーマネント ライセンス キーの返却または削
除』を参照してください。

ヒント: 古いコンピュータ用の更新されたライセンス キー ファイルと新しいコ
ンピュータ用のライセンス キー ファイルの混同を避けるため、返却処理を完了
してから、新しいコンピュータ用のライセンス キーを注文することもできま
す。

2. Rational License Key Center で新しいコンピュータ用の新しいライセンス キー
を要求します。

3. 古いコンピュータから Rational ソフトウェアまたはライセンス サーバー ソフ
トウェアを削除します。 削除の手順については、IBM Rational 製品のインスト
ール ガイドを参照してください。

4. 新しいコンピュータに Rational ソフトウェアまたはライセンス サーバー ソフ
トウェアをインストールします。

5. 新しいコンピュータに新しいライセンス キー ファイルをインポートします。

6. ライセンス キーを新しいライセンス サーバーに移動した場合、新しいライセン
ス サーバーのホスト名をクライアント ユーザーに通知します。

IBM Rational Common Licensing コンポーネントについて

IBM Rational Common Licensing で使用される FLEXlm ソフトウェアの機能とオプ
ションの説明。

ライセンス コンポーネントの検索
ライセンス キー ファイルのディレクトリの場所を説明します。

IBM Rational ファイルとライセンス キー ファイルは、特に明記されていない限
り、 install_dir¥Rational¥Common¥ にインストールされます。

ライセンス サーバー プロセスの理解
ライセンスは、ライセンス サーバー上で実行されるライセンス マネージャによっ
て管理されます。

ライセンス マネージャは、ライセンスへのアクセス、同時使用状況、アイドル時間
などをモニターします。 IBM Rational 製品を起動した初期状態では、ライセンスは
付与されていません。その製品のライセンスが使用可能な場合に、ライセンス マネ
ージャからライセンスが付与されます。製品を使用している間は、そのライセンス
は保持されます。アプリケーションを終了すると、そのライセンスはライセンス マ
ネージャに戻されて、他のユーザーが使用できるようになります。使用可能なライ
センスがない場合、他のユーザーからライセンスが返却されるまで、その製品を使
用することはできません。

Rational ライセンスの設定は、以下の主要コンポーネントで構成されます。

v ライセンス キー ファイル

v ライセンス マネージャ デーモン (lmgrd)
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v ベンダー デーモン

ライセンス キー ファイル:

ライセンス キー定義は、ライセンス キー ファイルと呼ばれるテキスト ファイル
に保管されます。

ライセンス キー ファイルは、 IBM Rational License Key Center で指定したデータ
に基づいて作成されます。ライセンス ファイルには、複数の製品に対するライセン
ス キー データが含まれ、このファイルは特定の 1 つのホストに対して作成されま
す。このライセンス キー ファイルは License Key Administrator (LKAD) によって
インストールされます。

ライセンス キー定義には、サーバー ノードとベンダー デーモンに関する情報が含
まれ、ライセンスを取得した製品ごとに少なくとも 1 行のデータ (FEATURE 行ま
たは INCREMENT 行) が含まれます。各 FEATURE 行には、その行のデータに基
づくライセンス キー、SERVER 行に指定されているホスト ID、その他のベンダー
固有のデータが入ります。

ユーザーが IBM Rational 製品を起動すると、LM_LICENSE_FILE 環境変数が自動的
に定義されます。ライセンス マネージャは、この変数を使用してライセンス ファ
イルを検索します。

ライセンス ファイル名:

ライセンス キー ファイルについて説明します。

表 24. ライセンス キー ファイル

ファイル名 説明 メモ

rational_temp.dat すべての許可ユーザー テンポ
ラリ ライセンス キーが含ま
れる。

テンポラリ キーの有効期限が切れ
た後も IBM Rational 製品の使用を
継続する場合には、パーマネント
ライセンス キーを取得する。

rational_perm.dat すべての許可ユーザー パーマ
ネント ライセンス キーが含
まれる。

パーマネント キーの要求は、IBM

Rational License Key Center にアク
セスして行う。

rational_server_temp.dat ライセンス サーバー上のすべ
てのテンポラリ フローティン
グ ライセンス キーが含まれ
る。

Rational 製品の使用を継続する場合
には、パーマネント ライセンス キ
ーを取得する。

rational_server_perm.dat ライセンス サーバー上のすべ
てのパーマネント フローティ
ング ライセンス キーが含ま
れる。

パーマネント ライセンス キーを新
規に要求する場合は、Rational

License Key Center にアクセスして
行う。

フローティング ライセンスのSERVER 行:

ライセンス サーバーのセットアップに使用されるライセンス キー ファイル内の
SERVER 行の項目のフォーマットを説明します。
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SERVER 行の項目のフォーマットを以下に示します。イタリック体の項目は、お客
様の環境に固有の項目です。

SERVER host DISK_SERIAL_NUM=hostid

SERVER
このライセンス ファイルが、フローティング ライセンスまたはカウントさ
れる許可ユーザー ライセンスに使用されることをサーバーに指定します。
これは、VENDOR 行または DAEMON 行と同様に、フローティング ライ
センス ファイルでは必須項目です。

host ライセンス サーバーのホスト名。

SERVER 行のホスト名フィールドには、ライセンス サーバーのホスト名か
IP アドレスを指定できます。どちらの値も指定可能です。ホスト名値は、
フローティング ライセンス キーでは暗号化されません。

hostid ライセンス サーバーのホスト ID。

デフォルト値は、ユーザーのブート ドライブのディスクのシリアル番号
(DISK_SERIAL_NUM) です。ホスト ID 値は、フローティング ライセンス
キーでは暗号化されます。

クライアントにおけるライセンス サーバー名の入力:

クライアント上のライセンス ディレクトリの場所を説明します。

クライアントの License Key Administrator (LKAD) でライセンス サーバーの名前
を入力すると、LKAD は、そのライセンス サーバーのホスト名をクライアント上の
rational_dir¥common ディレクトリ内の空のライセンス ファイルに書き込みます。

ライセンス マネージャ デーモン (lmgrd):

lmgrd に関する説明をします。

フローティング ライセンスの管理には 2 つのデーモン (またはプロセス) が使用さ
れます。

v lmgrd、ライセンス マネージャ デーモン

v ベンダー デーモン

lmgrd デーモンとベンダー デーモンは連動して 、ライセンス キーを管理します。
lmgrd は、クライアント アプリケーション プログラムとの初期の接続処理を行
い、適切なベンダー デーモンにその接続を渡します。また、ベンダー デーモンの
起動と再起動も行います。

デフォルトで、Windows 上の lmgrd は、 Windows サービスです。

サーバーの起動時に lmgrd デーモンは、TCP/IP ポート 27000 (デフォルト) で起動
します。 lmgrd デーモンは、ベンダー デーモンにベンダー TCP/IP ポート番号を
ランダムに割り当て (ファイアウォールをセットアップしていない場合のみ)、その
ポートでデーモンを起動します。

ベンダー デーモン:
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ライセンスをトラッキングする rational.exe または ibmratl.exe について説明しま
す。

ベンダー デーモンとは、IBM Rational が FLEXlm の実装により開発したプログラ
ム (rational.exe or ibmratl.exe) です。ベンダー デーモンは、チェックアウトされた
ライセンスの数と、その保有者をトラッキングします。ベンダー デーモンのパス
は、ライセンス キー ファイルの VENDOR 行を使用して指定します。また、オプ
ション ファイルのパスも VENDOR 行のベンダー デーモン パスの後ろに指定しま
す。 VENDOR 行は、次の構文を使用します。

VENDOR vendor [vendor_daemon_path] [[OPTIONS=]options_file_path] [[PORT=]port]

たとえば、Windows システムの標準的な VENDOR 行は次のように表示されます。

VENDOR rational C:¥Rational¥common¥rational.exe

または

VENDOR ibmratl C:¥Rational¥common¥ibmratl.exe

たとえば、UNIX システムの標準的な VENDOR 行は次のように表示されます。

VENDOR rational /opt/rational/common/rational

注: rational ベンダー デーモンが、lmgrd と同じディレクトリにある場合は、次のよ
うにできます。 VENDOR rationalrational ベンダー デーモンが、同じディレクトリ
にない場合は、例に示したようにフルパスを指定する必要があります。

各項目の意味を以下に示します。

VENDOR 行の項目 説明

VENDOR この行にライセンス デーモン名とパスを指定します。

rational、ibmratl ライセンス サーバー デーモンの名前。フローティング ライセ
ンスと許可ユーザー ライセンスの両方で、VENDOR 文字列に
この値を定義します。

install_path¥Rational

¥common¥rational.exe また
は ibmratl.exe

IBM Rational ライセンス サーバー実行可能ファイルのパス

ライセンス キーは、アクティブ プロセスによって付与されます。ネットワーク上
にあるライセンス付与されたすべての IBM Rational 製品に対するキーを、1 つのプ
ロセスまたはベンダー デーモンのみで管理します。

ベンダー デーモンが何らかの理由で終了すると、すべてのユーザーがライセンスを
失います (ベンダー デーモンが終了したという警告は表示されません)。ただし、こ
れでアプリケーションが突然停止するということではありません。lmgrd (ライセン
ス マネージャ) が自動的にベンダー デーモンを再始動させるため、ユーザーは作
業を続行し、その作業内容を保存して安全に終了できます。
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アプリケーション プログラムはベンダー デーモンと、通常 TCP/IP ネットワーク
通信を介して通信します。どんな規模の広域ネットワークでもネットワーク内の別
々のノード上のアプリケーション プログラムとデーモン プロセス (ライセンス サ
ーバー) を使用することができます。

クライアントとベンダー デーモン間のトラフィックの形式は、システムに依存しな
いため、異機種ネットワークでも使用できます。つまり、ライセンス サーバーとク
ライアントで、異なるハードウェア プラットフォームを使用でき、さらに異なるオ
ペレーティング システムでも使用できるということです。

ライセンス サーバー プロセス:

Rational Suite 製品などの、カウントされるライセンス アプリケーションで、フロ
ーティング ライセンスを使用するものを開始すると、次のような処理が発生しま
す。

1. クライアント アプリケーション内のライセンス モジュールが、ライセンス サ
ーバー上のライセンス キー ファイルを検索します。このファイルには、ライセ
ンス サーバーのホスト名、ライセンス マネージャ デーモン (lmgrd.exe) のポー
ト番号が一覧表示されます。

2. クライアントは、ライセンス マネージャ デーモン (lmgrd.exe) との接続を確立
し、ベンダー デーモン (rational.exe または ibmratl.exe) を指定します。

3. lmgrd.exe は、rational.exe または ibmratl.exe に対応するコンピュータとポートを
判別して、クライアントに情報を戻します。

4. クライアントは、rational.exe または ibmratl.exe との接続を確立して、ライセン
ス要求を送信します。

5. ベンダー デーモンは、利用可能なライセンスがあるかどうかをメモリ内で確認
して、認可または拒否の応答をクライアントに送信します。

6. その応答に応じて、アプリケーション内のライセンス モジュールが、機能の使
用を認可または拒否します。

フローティング ライセンスのオプション ファイル
ライセンスを予約または拒否するためのオプション ファイルの使用法を説明しま
す。

IBM Rational は、可能な限り制限の少ないライセンス環境を提供します。デフォル
トで、サーバーは、ライセンス キーを要求するどのクライアントにもアクセス制限
をしません。この設定が、ほとんどのお客様で最適に機能します。制御を加えたフ
ローティング ライセンス環境を用意する必要がある場合、オプション ファイルを
使用して、特定のユーザー、ホスト、表示、グループ、IP アドレスのいずれかに対
するライセンスの予約または拒否を行うことができます。各ユーザーまたは各グル
ープがアクセスできるライセンス数を制限することもできます。

オプション ファイルのセットアップ:

オプション ファイルを作成するには

1. rational.opt または ibmratl.opt という名前のテキスト ファイルを
rational_dir¥common ディレクトリに作成します。
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注: rational デーモンのみを使用する場合は、ファイル名を rational.opt に変更
します。 ibmratl デーモンのみを使用する場合は、ファイル名を ibmratl.opt に
変更します。 rational と ibmratl の両方のデーモンを使用する場合は、
rational.opt と ibmratl.opt の 2 つのオプション ファイルを作成する必要があり
ます。

2. 特定のユーザーのライセンスを予約または除外するためのコマンド行をファイル
に入力します。 コマンド行の例については、『例 1』 と『例 2』 を参照して
ください。

表 25 にオプション ファイル コマンドの属性をリストします。

表 25. オプション ファイル コマンド

オプション ファイル コマンドの属性 説明

EXCLUDE ユーザーがライセンスを取得できないように
します。

RESERVE サーバーにライセンスを予約するよう指示し
ます。

1 予約するライセンスの数。 RESERVE オプ
ションを指定して使用します。

product 予約するライセンスの名前。

USER ライセンス ソフトウェアに対して、特定の
ユーザー ID 用にライセンスを予約するよう
指示します。

userid ライセンスを予約するユーザー ID。

要確認: サーバーがファイルやファイルへの変更を認識できるように、ライセンス
サーバーを再起動してください。 lmreread 診断ツールはオプション ファイルの変
更を検出しません。

rational デーモンと ibmratl デーモンについて詳しくは、 201ページの『ライセンス
マネージャ コマンド』 or 208ページの『ベンダー デーモン』を参照してくださ
い。

例 1:

ライセンスを予約するオプション ファイルの例を示します。

IBM Rational ClearQuest のフローティング ライセンスを 10 個保有しているとしま
す。ユーザーの Greg と Peter が常に ClearQuest のライセンスを使用できる状態に
確実にしておく必要があります。この場合、オプション ファイルを次のようにセッ
トアップします。

RESERVE 1 ClearQuest USER greg

RESERVE 1 ClearQuest USER peter

例 2:

一部のユーザーをライセンス アクセスから除外するオプション ファイルの例を示
します。
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IBM Rational ClearQuest のフローティング ライセンスを 10 個保有しているとしま
す。ユーザー Bob は ClearQuest のライセンスにアクセスできないようにする必要
があります。この場合、オプション ファイルを次のようにセットアップします。

EXCLUDE ClearQuest USER bob

診断ツール
ライセンスに関する問題を診断するためのツール。

lmtools:

lmtools アプリケーションは、ライセンスに関する問題の診断に役立つように設計さ
れています。

lmtools アプリケーションは、Windows のみで使用可能です。これは、すべての製
品で rational_dir¥common ディレクトリにインストールされます。ライセンス サー
バーがインストールされている場合、[スタート] メニューから [ライセンス ツール
] メニューを使用して lmtools GUI にアクセスできます。

lmutil:

lmutil プログラムの場所を説明します。

デフォルトで、lmutil プログラムは rational_dir¥common ディレクトリにインストー
ルされます。コマンド lmutil は完全にサポートされており、多くの便利なオプショ
ンが提供されます。詳しい情報は、「FLEXnet Licensing End Users Guide」にあり
ます。

lmreread:

lmreread コマンドについて説明します。

lmutil lmreread コマンドは、サーバーをシャットダウンすることなく、サーバーか
らライセンス ファイルを読み込むためにサポートされているオプションです。これ
により、システム管理者は、サーバーを停止して再起動することなく、ライセンス
ファイルに変更を加えることができます。

要確認: lmutil lmreread コマンドは、オプション ファイルに対する変更は検出しま
せん。オプション ファイルに関して詳しくは、 210ページの『オプション ファイ
ルのセットアップ』を参照してください。

Windows レジストリ情報
IBM Rational Common Licensing (FLEXlm ソフトウェアを使用) 用の Windows レ
ジストリ設定について説明します。

重要: Windows のレジストリの編集には、細心の注意を払ってください。編集を間
違えると、コンピュータが使用できなくなる場合があります。

Rational Common Licensing のレジストリ項目は、
HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥IBM Rational¥Licensing¥1.0 にあります。
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下の表 表 26の install_path に、インストール時に指定されるパスを示します。デフ
ォルト値は、C:¥Program Files¥IBM Rational です。

表 26. ライセンスのレジストリ項目

キーと説明 デフォルト値

UseLicense Server

このコンピュータは、ライセンス
キー取得のためにライセンス サ
ーバーを使用しているか?

FALSE

LicenseTemp

テンポラリ ライセンス キー フ
ァイルのパス

install_path¥common¥rational_temp.dat

LicensePerm

パーマネント ライセンス キー
ファイルのパス

install_path¥common¥rational_perm.dat

ClientInstalled

このコンピュータにはクライアン
ト ソフトウェアがインストール
されているか?

TRUE

ServerInstalled

このコンピュータは、ライセンス
サーバーであるか?

FALSE

ライセンスのトラブルシューティング

ここでは、ライセンスに関する一般的な質問とエラー メッセージについて説明しま
す。

ライセンスに関する一般的な質問について詳しくは、IBM Rational Support サイト
にある『Frequently Asked Question』文書を参照してください。

許可ユーザー ライセンス
IP アドレス変更の影響。

IP アドレスおよびインターネット アドレスの変更は、許可ユーザー ライセンスに
影響を及ぼすか?

許可ユーザー ライセンスは、ライセンス交付を受けたコンピュータのホスト ID

(disk_serial_num) またはイーサネット アドレスを使用します。IP アドレスまたはイ
ンターネット アドレスの変更は、ライセンスには影響しません。ライセンス連絡先
の電子メール アドレスの変更があった場合は、IBM Software Support for Rational

products に知らせてください。

ライセンス サーバーとフローティング ライセンス

別のドメインからのライセンスの使用法、2 番目のディスクにインストールする方
法、代替サーバーを再起動する方法を説明します。
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ある Windows ドメインのクライアント上の IBM Rational 製品が、別の Windows

ドメインにあるライセンス サーバーからライセンスを取得できますか?

はい、可能です。クライアントがホスト名でライセンス サーバーを参照できれば、
その要求は可能です。また、IBM Rational ライセンス機能は、ホスト名の代わり
に、完全修飾ドメイン ネームまたはライセンス サーバーの IP アドレスの使用も
サポートしています。

ライセンス交付されたソフトウェアを別のディスクにインストールするにはどのよ
うにしますか? コンピュータにもう 1 つディスクがあり、<Rational product> のフ
ローティング ライセンスを要求しました。

License Key Center で、その 2 番目のディスクの正しいホスト名、ホスト ID、ア
カウント番号を入力します。次に、その 2 番目のディスクにソフトウェアをインス
トールし、そのディスクに License Key Center から受信したパーマネント ライセ
ンス キーをインポートします。

マスター ライセンス サーバーを再起動するにはどのようにしますか? 代替サーバ
ーがあり、マスター サーバーを再起動できません。

代替サーバーの構成でサーバーを再起動するには、すべてのサーバーを任意の順序
で再起動します。ダウンしたサーバーのみを再起動することはできません。

ライセンス キーの移動
ライセンス キーの移動に必要な時間とライセンス キーをクライアントに移動させ
る方法について説明します。

ライセンス キーを別のコンピュータに移動するには、どのくらい時間がかかります
か?

ライセンス キー返却と新規キー取得の要求は、通常、最初のライセンス要求のとき
ほど時間がかかりません。

誤ってデータベース/リポジトリ サーバーにインストールした許可ユーザー ライセ
ンスをクライアントに移動するにはどうすればよいですか? 2 つのクライアント コ
ンピュータに対して 2 つの許可ユーザー ライセンスを購入しています。そのうち
の 1 つのライセンスを、誤ってデータベースまたはリポジトリ サーバーに要求し
てインストールしてしまいました。このライセンスは、システム固有のため、2 番
目のクライアントにインストールできません。

ライセンス キーの移動と返却について、 241ページの『クライアント ユーザーの
キーの返却または移動』を参照してください。

License Key Center のデータ入力
アカウント番号の確認方法を説明します。

どうしたら自分のアカウント番号がわかりますか？Rational 製品のアップグレード
をダウンロードしたばかりです。 まだ、ソフトウェアを使用できない状態です。し
たがって、License Key Center の必須フィールドに指定するアカウント番号がわか
りません。
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ライセンス証書に指定されているアカウント番号を使用します。ライセンス証書が
見つからない場合は、注文番号または受注番号をご用意いただいた上で IBM

Software Support for Rational productsにお問い合わせください。

ホスト ID
ハード ディスクの再フォーマット、オペレーティング システムのアップグレー
ド、ライセンスの .dat ファイルの削除、無効なホスト ID、FAT ファイル システ
ムから NTFS ファイル システムへの変更について説明します。

コンピュータのハード ディスクを再フォーマットする必要がある場合、どうすれば
よいでしょうか?

再フォーマット時にコンピュータのホスト ID が変更される場合に備えて、ライセ
ンス キーを置き換える必要があります。

1. ライセンス キーを IBM に返却します。 License Key Center にアクセスしま
す。

2. 再フォーマットを実行します。

3. License Key Center を使用して IBM に新しいライセンス キーを申し込みま
す。

コンピュータのオペレーティング システムをアップグレードする場合、どうずれば
よいでしょうか?

アップグレードを行うためにハード ディスクを再フォーマットする必要がない場合
は、ライセンスは、コンピュータの Rational/Common ディレクトリに残っていま
す。アップグレード実行後も、すべてのライセンスをそのまま利用できます。ディ
スクを再フォーマットする必要がある場合は、1 つ前の質問項目を参照してくださ
い。

ライセンスの .dat ファイルが削除されてしまったらどうすればよいでしょうか?

License Key Center にアクセスして、そのライセンス ファイルのコピーを取得しま
す。

ホスト ID ffffffff が無効です。これはなぜですか?

「ffffffff」は、License Manager のホスト ID フィールドに表示される値です。ディ
スクを初期化したときに、そのディスクは、disk_serial_num. を受け取っていませ
ん。ソフトウェアがこの入力を受け入れた場合でも、ライセンス サービスではこの
値は無効と見なされます。ホスト ID は、ベンダーのディスク ユーティリティ ツ
ールを使用してリセットできます。別の方法としては、ホスト ID の代わりにイー
サネットのカード アドレスを使用することも可能です。

ファイル システムを FAT から NTFS に変更したら、ホスト ID も変更されまし
た。キーを変更して再度使用できるようにしてもらえますか?

または

システム ディスクを変更したら、ライセンスが機能しなくなりました。
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ライセンス キーは、特定のホスト名とホスト ID に対して生成されます。ライセン
ス キーを IBM Rational アカウントに返却してから、新しいホスト ID 用のライセ
ンス キーを要求します。この処理を行うには、 License Key Center にアクセスし
ます。

アップグレード
サーバーをアップグレードする前にテンポラリ ライセンス キーを取得する方法を
説明します。

2 つのアップグレード パケットを受信しましたが、プレリリースのテスト中であっ
たので、即時にはそのアップグレードを実行しませんでした。しかし、ライセンス
証書には、キーの有効期限日が明記されています。

IBM 営業所に問い合わせて、コンピュータのアップグレードの準備ができるまで有
効なテンポラリ ライセンス キーを取得します。

Windows および UNIX システム プラットフォームでのエラー メッ
セージ

ライセンスに関するエラー メッセージが表示された場合の推奨アクション。

217ページの表 27 と 218ページの表 28 に、Windows および UNIX システムで表
示されるライセンスに関するエラー メッセージをそれぞれ示します。
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表 27. Windows のライセンスに関するエラー メッセージ

メッセージまたは説明 アクション

v ネットワーク データベース
に SERVER ホスト名が見つ
かりません

v ライセンス サーバーに接続
できません

v そのような機能はありません

v product_name キーのチェッ
クアウトに失敗しました

クライアントで次の点を確認します。

v License Key Administrator (LKAD) の [クライアント/サ
ーバーの構成] ウィンドウまたは IBM Installation

Manager の [ライセンスの管理] ウィザードで、ライセ
ンス サーバーの正しい名前を入力しました。詳しくは、
222ページの『Windows クライアント設定のチェック』
を参照してください。

v クライアントとライセンス サーバー間にファイアウォー
ルを導入している場合、正しいベンダー ポート番号を入
力しました。詳しくは、 184ページの『ファイアウォー
ル環境でのフローティング ライセンスの使用法』を参照
してください。

v クライアントとライセンス サーバー間のネットワーク接
続が機能しています。詳しくは、 221ページの
『Windows ネットワーク接続のチェック』を参照してく
ださい。

ライセンス サーバーで次の点を確認します。

v ライセンス サーバー (lmgrd) と rational.exe またはベン
ダー デーモンが起動しています。 219ページの
『Windows ライセンス サーバーのチェック』を参照し
てください。

v ライセンス サーバー上の lmgrd とベンダー ポートに番
号が割り当てられているか (ライセンス サーバーとクラ
イアント間にファイアウォールを導入している場合)。詳
しくは、 184ページの『ファイアウォール環境でのフロ
ーティング ライセンスの使用法』を参照してください。

すべてのケースで、ネットワーク接続にもライセンス ファ
イルにも問題がなく、かつアプリケーションがライセンス
キーを取得できない場合、 License Manager からライセン
ス サーバーを停止して起動します ( 177ページの
『Windows ライセンス サーバーの開始』を参照)。ライセ
ンス マネージャがサービスとして起動している場合は特
に、サーバーを再起動するのも有効です。これらすべてを
実行してもエラーを解決できない場合は、IBM Software

Support for Rational productsに連絡してください。
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表 27. Windows のライセンスに関するエラー メッセージ (続き)

メッセージまたは説明 アクション

これらのライセンス キーはこ
のコンピュータのためのもので
はありません。

または

このライセンスはこのサーバー
には対応していません。

v ライセンス キーが生成されていないコンピュータにライ
センス キーをインストールしようとしています。
license.upd ファイルに、License Key Center にライセン
ス キーを要求したときに入力したコンピュータ名とホス
ト ID が指定されています。正しいコンピュータにファ
イルをインポートします。

v 取得したライセンス キー ファイルに、ライセンス サー
バーまたはクライアントの正しいホスト ID とホスト名
が指定されているか確認します。 この情報を調べるに
は、テキスト エディタを使用して、install_path¥IBM

Rational¥Common¥ にあるライセンス キー ファイル
(*.dat) を表示します。

v [ライセンス ツール] → [System Settings] とクリックす
ると表示される [Disk Volume Serial Number] を、ライ
センス キー ファイルの SERVER 行に表示されている
ものと比較します。 この 2 つの番号は一致している必
要があります。 ライセンス ファイルに、0 またはダッ
シュが表示される場合があります。

この製品のライセンスの有効期
限が切れます...

テンポラリ ライセンス キーまたは期限付き使用許諾
(TLA) ライセンス キーの有効期限が近づいています。 パ
ーマネント ライセンス キーまたはほかの TLA ライセン
ス キーをインストールしないかぎり、アプリケーションを
起動するたびにこの警告メッセージが表示されます。 製品
の使用を続行するには、IBM の営業担当員に問い合わせ、
製品を購入するか、TLA の期限を延長します。

警告が表示されないようにするには、LKAD で [設定] → [

期限切れの警告の表示] とクリックします。

表 28. UNIX システムのライセンスに関するエラー メッセージ

メッセージ 説明/アクション

There is a problem with one

license key.

または

There are problems with N license

keys.

ライセンス ファイル内のライセンス キーがライセンス
のテキストと一致せず、不整合になっています。 ライ
センスは、いくつかのパラメータと、このパラメータを
使用して作成された 12 桁の 16 進数のキーで構成され
ています。パラメータは ASCII テキストですが、変更
できません。変更するとライセンスが無効になります。
ライセンスの作成に使用されるパラメータは、サーバー
ホスト ID、ライセンス名、ベンダー デーモン名、有効
期限、ユーザー数 (数量)、
VENDOR_STRING、OVERDRAFT、SUPERSEDE、
DUP_GROUP、NOTICE です。

You do not have remote access to

license_server_name from

local_host_name, so it cannot be

set up as a license server.

ライセンス サーバーのコンピュータとインストールし
ているコンピュータが異なる可能性があります。 ライ
センス サーバーへのリモート シェル アクセス (rsh ま
たは remsh) が可能である必要があります。
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表 28. UNIX システムのライセンスに関するエラー メッセージ (続き)

メッセージ 説明/アクション

Host license_server_name is running

Solaris.

Host local_host_name> is running

HP-UX.

They do not match so

license_server_name cannot be used

as a license server.

ライセンス サーバーのコンピュータとインストールし
ているコンピュータが異なる可能性があります。 この
場合、インストールする製品の要件に応じて、ライセン
ス サーバーで同じオペレーティング システムを使用す
る必要があります。

Host license_server_name does not

have access.

ライセンス サーバーのコンピュータとインストールし
ているコンピュータが異なる場合、ライセンス サーバ
ーは IBM Rational 製品をインストールした Rational

ディレクトリにアクセスできる必要があります。

Cannot set license_server_name’s

host ID with this command:

rational_dir/base/cots/

flexlm.7.0f/lmhostid

lmhostid コマンドが失敗しました。表示された lmhostid

コマンドがローカル ホストで開始されるか確認しま
す。 開始される場合は、[License Server Host ID

Menu] (2 を選択) でホスト ID 番号を入力します。

Cannot access

rational_dir/base/cots/

flexlm.7.0f/lmhostidon

license_server_name.

rational_dir ディレクトリへのアクセスで問題が発生し
たか、lmhostid コマンドが CD からインストールされ
ていません。

Host ID nnn not valid. Less than 4

digits.

このメッセージは、ホスト ID 番号が無効であることを
示しています。lmhostid を使用して、ホスト ID をもう
一度確認してください。 4 桁以上の 16 進数字を指定
する必要があります。

Port number pn is in use in

/etc/services.

または

Port number pn is in use under

NIS services.

入力したポート番号が /etc/services ファイルまたは NIS

サービスで使用されている場合、ライセンス処理で問題
が発生する場合があります。

FLEXlm を使用する IBM Rational 製品は、TCP/IP ソ
ケットを使用して、特定のポート番号を使用するライセ
ンス サーバーと通信します。 このポート番号は、ライ
センス ファイルの SERVER 行に指定されています。
ライセンス サーバーは、既に使用されているポート上
のソケットを開くことができません。 デフォルトのポ
ート番号 27000 を使用してください。

Windows ライセンス サーバーのチェック

ライセンス デーモンの lmgrd.exe、rational.exe または ibmratl.exe で動作していない
ものがないかを判別します。

1. [スタート] から [プログラム] をクリックして Rational[ライセンス サーバー]
を選び、さらに [ライセンス ツール] をクリックします。これにより、FLEXlm

ユーティリティの lmtools が起動します。これは、コマンド行ユーティリティ
lmutil の GUI バージョンです。
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2. [Services/License Files] タブで、[Configuration using License File] を選択し、ラ
イセンス サーバーにあるライセンス ファイルの完全パスをドライブ文字も含め
て、テキスト ボックスに指定します。

3. [Server Status] タブに移動します。[Display Everything] を選択して、 [Perform
Status Inquiry] をクリックします。

a. ライセンス サーバーが起動されると、ステータス出力ウィンドウに次の行が
表示されます。

server_hostname: license server UP (MASTER) v_number

Vendor daemon status (on server_hostname):

rational: UP v_number

1 行目は、lmgrd.exe のステータスを示し、2 行目は、ベンダー デーモンの
ステータスを示しています。

IBM Rational ライセンス サーバー ソフトウェアが起動されているので、ク
ライアントとサーバー間のネットワーク通信に問題がある可能性がありま
す。 221ページの『Windows ネットワーク接続のチェック』を参照してくだ
さい。

b. lmgrd.exe が開始されているが、rational.exe、ibmratl.exe のいずれも開始され
ていない場合は、ステータス出力ウィンドウに次の行が表示されます。

server_hostname: license server UP (MASTER) v_number

Vendor daemon status (on server_hostname):

rational [or] ibmratl: The desired vendor daemon is down.

以下を確認します。

v デーモン vendor name が、異常終了をし、lmgrd がまだ再始動されていま
せん。ライセンス ツール ユーティリティの [Stop/Reread] タブを選択し
ます。[Remote Server List] を展開し、[rational] を選択します。 [Reread
License File] をクリックします。

v ライセンス ファイルの行に、ベンダー デーモンのパスが正しく指定され
ていません。例: DAEMON rational [rational.exe または ibmratl.exe の完全
なパスをドライブ文字も含めて指定]。

v lmgrd.exe のバージョンが rational.exe または ibmratl.exe と互換性があり
ません。既に FLEXlm (lmgrd.exe) がライセンス サーバーにインストール
されています。ファイル install_directory¥common¥lmgrd.exe の日付とサイ
ズが、製品インストール CD の ¥common ディレクトリにある lmgrd.exe

と一致しているかを確認します。

c. lmgrd.exe とベンダー デーモンが両方とも開始されていない場合、結果のス
テータス出力ウィンドウに次の行が表示されます。

lmgrd is not running: Cannot connect to server

FLEXlm error: -15.10.
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以下を確認します。

v Rational ライセンス サーバーのセットアップと起動の説明を確認します。

v ファントム ベンダー デーモン プロセスが開始されている可能性がありま
す。これは lmgrd プロセスが異常終了した場合に起こります。[Ctrl] と
[Alt] と [Del] を同時に押して、タスク マネージャを起動します。[プロセ
ス] タブで、rational.exe または ibmratl.exe または lmgrd.exe またはその両
方を探します。これらのプロセスを強制終了します。ライセンス サーバー
を起動して ( 177ページの『Windows ライセンス サーバーの開始』 を参
照)、[Rational ライセンス サーバー] から [ライセンス ツール] を選び、[
サーバー ステータス] を確認します。ライセンス サーバーがまだ、開始
されていない場合で、サービスとして動作するように構成されている場合
には、コンピュータを 2 度再始動します。

v FLEXlm License Manager アプリケーションの有効期限が切れているか、ま
たは、破損している可能性があります。

Windows ネットワーク接続のチェック
ライセンス サーバーとクライアント間のネットワーク接続をテストします。

1. クライアントで、[スタート]をクリックしてから [ファイル名を指定して実行]
を選択して MS-DOS ウィンドウを起動し、次に [名前] テキスト ボックスを開
いて cmd を入力します。

2. コマンド プロンプトで、ping server_hostname と入力します。

3. IP アドレスが表示されたら、そのホスト名のコンピュータが応答しています。
ネットワーク上に、同じホスト名のコンピュータが複数存在する場合がありま
す。 Window に表示されている IP アドレスが目的のサーバーの IP アドレスで
あることを確認するには、サーバーの IP アドレスをチェックします。

4. ライセンス サーバーの IP アドレスを検索するには

a. ライセンス サーバーに移動して、[Rational ライセンス サーバー] をクリッ
クしてから、[ライセンス ツール] を選択します。

b. LMTools ウィンドウの [System Settings] タブをクリックします。

c. [Hostid Settings] の IP アドレスを確認します。

ホスト名でライセンス サーバーを ping できない場合は、IP アドレスで ping

します。 これが正常に実行された場合、ネットワーク上のネーム レゾリューシ
ョンの問題を修正するか、ライセンス キー ファイルでホスト名を IP アドレス
に置き換えます。

ライセンス キー ファイルのホスト名を置き換えるには

a. ライセンス サーバーの install_directory¥Rational¥common で、ファイル
rational_server_perm.dat を検索します。

b. SERVER で始まる行のホスト名を IP アドレスに置換します。

SERVER server_hostname server_hostid...

この行の server_hostid とベンダー デーモン情報は変更しません。

c. LKAD の [設定] から [クライアント/サーバーの構成] ウィンドウを表示
し、サーバーの IP アドレスを入力します。
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Windows クライアント設定のチェック
IBM Rational Team ソフトウェア クライアントが IBM Rational Common Licensing

(FLEXlm ソフトウェアを使用) 用に正しく設定されていることを確認します。

v クライアントの License Key Administrator (LKAD) の [クライアント/サーバーの
構成] ウィンドウでライセンス サーバーのエントリを確認します。サーバーのホ
スト名の形式がわからない場合、IBM Rational ライセンス サーバーに移動し
て、[Rationalライセンス サーバー] から [ライセンス ツール] をクリックしま
す。これにより、FLEXlm ユーティリティの LMTools が起動します。これは、
コマンド行ユーティリティ lmutil の GUI バージョンです。

LMTools ウィンドウの [System Settings] タブをクリックします。[Hostid

Settings] の [Computer/Hostname] の横にあるエントリを確認します。

v クライアントの Windows レジストリで、
HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥IBM Rational¥Licensing¥1.0 の下を確認し
ます。値「Serve List」にサーバー ホスト名が設定されています。

技術情報

IBM Rational ソフトウェア サイトには、この他のライセンスの問題に関して記載し
た技術情報が含まれています。

定期的に新しい技術情報が発行されます。技術情報を検索するには、 IBM ソフト
ウェア サポート サイトにアクセスします。

v 検索エンジンでライセンスのトピックを検索することができます。検索結果のオ
プションには、デフォルトで、技術情報などのトラブルシューティング ドキュメ
ントが含まれています。

Rational Team ソフトウェア用のクライアントのセットアップ

ライセンス キーをインストールする前に

IBM Rational 製品のライセンスに関する基本的作業。

『Rational Team ソフトウェア用のクライアントのセットアップ』の説明内容と手順
は、Eclipse プラットフォームでビルドされたツールを除いて、IBM Rational

Common Licensing に組み込まれたすべての Rational 製品に適用されます (Eclipse

プラットフォームでビルドされた IBM Rational Software Delivery Platform 製品に
対するフローティング ライセンスのサポートについては、 243ページの『Rational

Software Delivery Platform ソフトウェア用のクライアントのセットアップ』を参照
してください)。

下の表に、クライアントのライセンスに関する一般的な作業を示します。これらの
表から、手順が記述されている適切なトピックに移動できます。環境をアップグレ
ードしようとしている場合は、 225ページの『ライセンス キーのアップグレー
ド』を参照してください。

223ページの表 29 には、 Rational 製品のライセンスの適用、インポート、要求に
関する手順の参照先が示されています。
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表 30 には、実行する必要のある上級ユーザー作業へのリンクが含まれています。た
とえば、クライアントを変更する必要がある場合や、クライアントにスイート ライ
センスの前にポイント プロダクト ライセンスを要求してほしい場合などが考えら
れます。

表 29. Rational Common Licensing 概要

作業 シナリオ 手順

パーマネント (または
期限付使用権) ライセ
ンス キーを取得す
る。

期限付使用権 (FTL)

は、有効期限を組み込
まれたライセンス キ
ーを意味します。

許可ユーザー ライセ
ンス、フローティン
グ ライセンス、また
はユーザー指定フロ
ーティング ライセン
スを購入した。

ライセンス証書を使用して、Rational Web ベ
ースのライセンス キー管理ツールである
Rational License Key Center にパーマネント
ライセンス キーを要求します。

Rational License Key Center について詳しく
は、 161ページの『ライセンス キーの要
求』を参照してください。

評価ライセンス キー
を取得する。

Rational 製品を評価
したい。

IBM 営業担当員からユーザーまたはライセン
ス管理者に評価ライセンス キーが送付され
ます。

許可ユーザー キーをクライアントにインス
トールするか、ライセンス管理者がセットア
ップした Rational ライセンス サーバーをク
ライアントに示します。

許可ユーザー ライセ
ンス キーをクライア
ントにインストールす
る。

許可ユーザー ライセ
ンス キーを受け取っ
た。

LKAD (License Key Administrator (ライセン
ス キー管理)) ウィザードを使用して、許可
ユーザー ライセンス キーをインストールし
ます。LKAD ウィザードは、製品のインスト
ールの最後に開始します。開始しない場合、
Rational フォルダの下で [開始] メニューか
ら LKAD を開いてください。

詳しくは、 245ページの『許可ユーザー ラ
イセンス キーのインストール』を参照して
ください。

ライセンス サーバー
にフローティング ラ
イセンスを要求するよ
うクライアントを構成
する。

フローティング ライ
センス キーを
Rational ライセンス
サーバーをライセン
ス管理者がセットア
ップした。

管理者からライセンス サーバーの名前を入
手します。次に、License Key Administrator

(LKAD) ウィザードを使用して、ライセンス
サーバーを指定します。 LKAD ウィザード
は、製品のインストールの最後に開始しま
す。開始しない場合、Rational フォルダの下
で [開始] メニューから LKAD を開いてくだ
さい。

表 30. 追加のクライアント タスク

作業 手順

Rational 製品がライセンスを使用する順序を変更
する。

251ページの『ライセンス使用の優先順
位の変更』

ライセンス キーを移動または返却する。 241ページの『クライアント ユーザーの
キーの返却または移動』
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表 30. 追加のクライアント タスク (続き)

作業 手順

自宅または旅行先でライセンス キーを使用す
る。

160ページの『自宅や外出先でのライセ
ンス キーの使用法』

UNIX システム クライアントを構成する。 Rational 製品または UNIX システムのイ
ンストール ガイドを参照してください。

UNIX システム ライセンス サーバーを
Windows クライアント用に構成する。

187ページの『UNIX システムのライセ
ンス サーバーの設定』

License Key Administrator (LKAD) の起動
IBM Rational License Key Administrator (LKAD) は、多くの IBM Rational 製品と
IBM Rational License Server ソフトウェアと共にインストールされます。

このアプリケーションは、IBM Rational Common Licensing (FLEXlm ソフトウェア
を使用) とのインターフェイスを提供します。 LKAD または LKAD ウィザードを
使用してライセンス キーを入力またはインポートしてから、ライセンス構成を変更
します。

要確認: Eclipse フレームワークでビルドされた Rational 製品の場合は、IBM

Installation Manager を使用してクライアントでライセンス構成を管理します。

v クライアントで LKAD または LKAD ウィザードにアクセスするには、[スター
ト] → [プログラム] → [IBM Rational] → [Rational License Key Administrator]
の順にクリックします。

v ライセンス サーバーで LKAD および LKAD ウィザードにアクセスするには、[
スタート] → [プログラム] → [IBM Rational] → [Rational License Server] →

[Rational License Key Administrator] の順にクリックします。

要確認: LKAD でライセンス キー情報を入力またはインポートするには、そのコン
ピュータの管理者権限が必要です。

ヘルプを参照するには、LKAD メインメニューで [ヘルプ] をクリックするか、
LKAD ウィザードで [ヘルプ] をクリックするか、install path¥IBM Rational

¥doc¥help¥licadmin¥index.htm を開きます。

LKAD の管理者権限

License Key Administrator (LKAD) でタスクを実行するには、特定の管理者権限が
必要です。

LKAD でタスクを実行できない場合、そのコンピュータ上でローカル管理者権限が
不足している可能性があります。 LKAD ウィザード、メニュー バー、またはボタ
ン バーのぼかし表示されたメニュー オプションは、権限が制限されていることを
示します。

1. どの権限が不足しているかを確認するには、[ヘルプ] から [Rational License
Key Administrator について] を選択します。 以下に示すメッセージのいずれか
1 つ以上が表示されます。
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メッセージ 説明

Windows レジストリの
HKEY_LOCAL_MACHINE に書き込めませ
ん。

ライセンス サーバーを指定できません。

Windows サービスの開始と停止ができませ
ん。

ライセンス サーバーを開始できません。

ファイルを作成できません ライセンス キー ファイルをコンピュータ
にインポートできません。

ファイルを更新できません。 テンポラリ ライセンス キーをコンピュー
タに入力できません。

2. システム管理者に、不足しているWindows 管理者権限を要求してください。

ライセンス キーのアップグレード

新規ライセンス キーを必要とする条件について説明します。

IBM Rational Suite またはポイント製品を以前のバージョン、たとえば、バージョ
ン 2003.06.00 からアップグレードする場合は、現行の Rational Suite とポイント製
品のキーを再使用できます。

次のような条件の場合に、License Key Center に新しいライセンス キーを注文する
必要があります。

v 現在使用中のものとは異なるエディションの Rational Suite を購入した場合、ラ
イセンス ファイルを返却して、新しい Rational Suite キーを含むライセンス フ
ァイルを新規に要求します。

– 既存のキーの返却については、 241ページの『クライアント ユーザーのキー
の返却または移動』または、 204ページの『管理者のキーの返却または移
動』を参照してください。

– パーマネント ライセンス キーまたは TLA ライセンス キーの要求について
は、 161ページの『ライセンス キーの要求』を参照してください。

v システムに新しい製品を追加する場合は、ライセンス ファイルを返却して、その
新しい製品のライセンス キーを含むライセンス ファイルを新規に要求します。

– 既存のキーの返却については、 241ページの『クライアント ユーザーのキー
の返却または移動』または、 204ページの『管理者のキーの返却または移
動』を参照してください。

– パーマネント ライセンス キーまたは TLA ライセンス キーの要求について
は、 161ページの『ライセンス キーの要求』を参照してください。

v IBM Rational Rose を異なるバリアントにアップグレードする場合は、既存のバ
リアントを削除して、新しいバリアントとライセンス キーをインストールしま
す。

自宅や外出先でのライセンス キーの使用法
切断状態で使用するためのライセンスの設定方法を説明します。

製品のフローティング キーを使用している場合、IBM Rational ソフトウェアを自宅
で 3 日間、切断モードで使用することができます。フローティング ライセンス キ
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ーを取得し、オフィスのネットワークから切断した時点から 3 日以内に、切断モー
ドをアクティブにする必要があります。切断モードをアクティブにしたら、その時
点から 3 日間そのソフトウェアを使用できます。

たとえば、IBM Rational ClearCase のフローティング キーを金曜日の午後 4 時に
取得し、ネットワークから切断して帰宅したとします。翌週は自宅で作業をする予
定であるため、キーを取得しネットワークから切断してから 3 日間以内に切断モー
ドをアクティブにする必要があります。 ClearCase を月曜日の午後 3 時 30 分に起
動すると、木曜日の午後 3 時 30 分まで ClearCase の使用ができます。月曜日の午
後 4 時の前までに ClearCase を起動しないと、 ClearCase を切断モードで使用でき
なくなります。

UNIX システム ライセンス サーバーでは、フローティング ライセンスの切断状態
での使用はサポートされていません。

自宅または外出先での使用には、他に 2 つの方法があります。

v 製品により利用可能かどうかは異なりますが、許可ユーザー キーを代わりに使用
できる場合があります。

v ClearCase はスナップショット ビューを提供します。作業のスナップショット ビ
ューは、ネットワーク接続を必要としないため、ライセンス キーも不要です。

ライセンス キーをインストールする前に:

IBM Rational 製品のライセンスに関する基本的作業。

222ページの『Rational Team ソフトウェア用のクライアントのセットアップ』の説
明内容と手順は、Eclipse プラットフォームでビルドされたツールを除いて、IBM

Rational Common Licensing に組み込まれたすべての Rational 製品に適用されます
(Eclipse プラットフォームでビルドされた IBM Rational Software Delivery Platform

製品に対するフローティング ライセンスのサポートについては、 243ページの
『Rational Software Delivery Platform ソフトウェア用のクライアントのセットアッ
プ』を参照してください)。

下の表に、クライアントのライセンスに関する一般的な作業を示します。これらの
表から、手順が記述されている適切なトピックに移動できます。環境をアップグレ
ードしようとしている場合は、 225ページの『ライセンス キーのアップグレー
ド』を参照してください。

227ページの表 31 には、 Rational 製品のライセンスの適用、インポート、要求に
関する手順の参照先が示されています。

227ページの表 32 には、実行する必要のある上級ユーザー作業へのリンクが含まれ
ています。たとえば、クライアントを変更する必要がある場合や、クライアントに
スイート ライセンスの前にポイント プロダクト ライセンスを要求してほしい場合
などが考えられます。
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表 31. Rational Common Licensing 概要

作業 シナリオ 手順

パーマネント (または
期限付使用権) ライセ
ンス キーを取得す
る。

期限付使用権 (FTL)

は、有効期限を組み込
まれたライセンス キ
ーを意味します。

許可ユーザー ライセ
ンス、フローティン
グ ライセンス、また
はユーザー指定フロ
ーティング ライセン
スを購入した。

ライセンス証書を使用して、Rational Web ベ
ースのライセンス キー管理ツールである
Rational License Key Center にパーマネント
ライセンス キーを要求します。

Rational License Key Center について詳しく
は、 161ページの『ライセンス キーの要
求』を参照してください。

評価ライセンス キー
を取得する。

Rational 製品を評価
したい。

IBM 営業担当員からユーザーまたはライセン
ス管理者に評価ライセンス キーが送付され
ます。

許可ユーザー キーをクライアントにインス
トールするか、ライセンス管理者がセットア
ップした Rational ライセンス サーバーをク
ライアントに示します。

許可ユーザー ライセ
ンス キーをクライア
ントにインストールす
る。

許可ユーザー ライセ
ンス キーを受け取っ
た。

LKAD (License Key Administrator (ライセン
ス キー管理)) ウィザードを使用して、許可
ユーザー ライセンス キーをインストールし
ます。LKAD ウィザードは、製品のインスト
ールの最後に開始します。開始しない場合、
Rational フォルダの下で [開始] メニューか
ら LKAD を開いてください。

詳しくは、 245ページの『許可ユーザー ラ
イセンス キーのインストール』を参照して
ください。

ライセンス サーバー
にフローティング ラ
イセンスを要求するよ
うクライアントを構成
する。

フローティング ライ
センス キーを
Rational ライセンス
サーバーをライセン
ス管理者がセットア
ップした。

管理者からライセンス サーバーの名前を入
手します。次に、License Key Administrator

(LKAD) ウィザードを使用して、ライセンス
サーバーを指定します。 LKAD ウィザード
は、製品のインストールの最後に開始しま
す。開始しない場合、Rational フォルダの下
で [開始] メニューから LKAD を開いてくだ
さい。

表 32. 追加のクライアント タスク

作業 手順

Rational 製品がライセンスを使用する順序を変更
する。

251ページの『ライセンス使用の優先順
位の変更』

ライセンス キーを移動または返却する。 241ページの『クライアント ユーザーの
キーの返却または移動』

自宅または旅行先でライセンス キーを使用す
る。

160ページの『自宅や外出先でのライセ
ンス キーの使用法』

UNIX システム クライアントを構成する。 Rational 製品または UNIX システムのイ
ンストール ガイドを参照してください。
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表 32. 追加のクライアント タスク (続き)

作業 手順

UNIX システム ライセンス サーバーを
Windows クライアント用に構成する。

187ページの『UNIX システムのライセ
ンス サーバーの設定』

許可ユーザー ライセンス キーのインストール

クライアント上にパーマネント ライセンス キー、期限付き使用許諾ライセンス キ
ー、テンポラリ許可ユーザー ライセンス キーをインストールする方法を説明しま
す。

許可ユーザー ライセンス キーは、特定のクライアントに対して作成され、ライセ
ンス サーバーは必要ありません。許可ユーザー ライセンス キーは、特に、ネット
ワークに接続していないコンピュータやラップトップを使用するお客様にポータビ
リティを提供することができます。

v クライアント ユーザーで、フローティング ライセンス キーまたは指定ユーザー
フローティング ライセンス キーを使用する必要がある場合は、 231ページの
『フローティング キーを使用するためのクライアントの構成』を参照してくださ
い。

v ライセンス管理者で、フローティング ライセンス キーまたは指定ユーザー ライ
センス キーを Rational ライセンス サーバーにインストールする必要がある場合
は、 167ページの『Windows システムのライセンス サーバーの設定』、または
187ページの『UNIX システムのライセンス サーバーの設定』を参照してくださ
い。

License Key Administrator (LKAD) の起動
IBM Rational License Key Administrator (LKAD) は、多くの IBM Rational 製品と
IBM Rational License Server ソフトウェアと共にインストールされます。

このアプリケーションは、IBM Rational Common Licensing (FLEXlm ソフトウェア
を使用) とのインターフェイスを提供します。 LKAD または LKAD ウィザードを
使用してライセンス キーを入力またはインポートしてから、ライセンス構成を変更
します。

要確認: Eclipse フレームワークでビルドされた Rational 製品の場合は、IBM

Installation Manager を使用してクライアントでライセンス構成を管理します。

v クライアントで LKAD または LKAD ウィザードにアクセスするには、[スター
ト] → [プログラム] → [IBM Rational] → [Rational License Key Administrator]
の順にクリックします。

v ライセンス サーバーで LKAD および LKAD ウィザードにアクセスするには、[
スタート] → [プログラム] → [IBM Rational] → [Rational License Server] →

[Rational License Key Administrator] の順にクリックします。

要確認: LKAD でライセンス キー情報を入力またはインポートするには、そのコン
ピュータの管理者権限が必要です。
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ヘルプを参照するには、LKAD メインメニューで [ヘルプ] をクリックするか、
LKAD ウィザードで [ヘルプ] をクリックするか、install path¥IBM Rational

¥doc¥help¥licadmin¥index.htm を開きます。

LKAD でのライセンス情報の確認

使用しているライセンスに関する情報の表示方法について説明します。

デフォルトで、License Key Administrator (LKAD) のメイン ウィンドウに所有して
いるライセンス キーの詳細情報が表示されます。この情報がウィンドウに表示され
ない場合、[表示] メニューから [表示] を使用して、ライセンスに関する情報を表
示します。

表 33に、 [表示] メニューの [表示] で指定する各オプションの定義を示します。

表 33. ライセンスの表示

ライセンス 表示内容

無効および有効期限切れのライセンス 使用中のシステム上にある有効期限切れのすべて
の許可ユーザー ライセンス、フローティング ラ
イセンス、発行されたライセンス

フローティング ライセンス 使用中のシステム上にあるすべてのフローティン
グ ライセンス

許可ユーザー ライセンス 使用中のクライアント上にあるすべての許可ユー
ザー ライセンス

発行されたライセンス システム上の IBM ソフトウェアがライセンス サ
ーバーに要求できるすべてのフローティング ラ
イセンス

パーマネント キーまたはテンポラリ キーのインストール

パーマネント許可ユーザー ライセンス キーは、Rational License Key Center に要
求します。

Rational License Key Center からパーマネント ライセンス ファイルが送信され、
これに、Rational License Key Center で指定したクライアントに対するライセンス
キーが含まれています。

パーマネント許可ユーザー キーのインポート:

製品のインストール後に、License Key Administrator (LKAD) を使用してライセン
ス キー ファイルをクライアントにインポートします。

要確認: LKAD でライセンス キーをインポートするには、対象のサーバーのローカ
ル管理者権限が必要です。

LKAD でライセンス キー ファイルをインポートするには

1. [ライセンス キー] > [ライセンス キーのインポート] の順にクリックします。

2. [ライセンス キーのインポート] ウィンドウで、*.upd または *.txt ファイル (ラ
イセンス キー ファイル) を見つけて、それを選択します。
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3. [開く] をクリックします。 ライセンス キー ファイルのデフォルトの場所は、
install_path¥IBM Rational¥common です。

4. [インポートの確認] ウィンドウで [インポート] をクリックします。

パーマネント許可ユーザー キーのその他のインポート方法:

電子メール、添付ファイル、License Key Administrator (LKAD) ウィザードを使用
します。

v 使用する電子メール プログラムで添付ファイルからのプログラム起動がサポート
されている場合は、License Key Center から送信された電子メール通知の添付フ
ァイル .upd または .txt をダブルクリックします。メールの添付ファイルを開く
ためのウィンドウで、[開く] を選択します。 [インポートの確認] ウィンドウで [

インポート] をクリックします。

v 添付ファイルを任意のフォルダに保存し、ライセンス ファイルをダブルクリック
します。

v LKAD ウィザードを使用します。

テンポラリまたは評価用ライセンス キーの入力

テンポラリ ライセンスまたは評価用ライセンスのライセンス キー情報は以下の方
法で入手することができます。

v 評価用ライセンス キーは、IBM 営業担当員が、お客様にお渡しします。

v テンポラリ ライセンス キーは、ライセンス証書に記載されています。

テンポラリ許可ユーザー ライセンス キーの入力:

テンポラリ許可ユーザー ライセンス キーは、License Key Administrator (LKAD)

で入力できます。 製品のインストール後に LKAD を起動します。

要確認: LKAD でライセンス キーをインポートするには、対象のコンピュータのロ
ーカル管理者権限が必要です。

LKAD でライセンス情報を入力するには

1. LKAD で [ライセンス キー] → [ライセンスの入力] の順にクリックします。

2. ライセンスの種類を選択します。

3. 次のウィンドウで、以下の情報を入力します。

v 製品

v 有効期限

v ライセンス キー

v 数量 (フローティング ライセンス キーをインストールする場合)

4. [終了] をクリックします。LKAD は、入力した情報を install_path¥IBM

Rational¥Common にあるライセンス キー ファイル *.dat に追加します。
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フローティング キーを使用するためのクライアントの構成

Windows クライアント上の IBM Rational 製品は、Windows または UNIX システ
ムのライセンス サーバーからフローティング ライセンス キーおよび指定ユーザー
フローティング ライセンス キーをチェックアウトすることができます。

この項では、クライアントの License Key Administrator (LKAD) でライセンス サ
ーバーを指定する方法について説明します。

次の場合には、LKAD を起動してライセンス サーバーを指定する必要はありませ
ん。

v システム管理者がサイレント インストールを設定している場合。 サイレント イ
ンストールには、ライセンス サーバーを指定するポストインストール コマンド
が含まれている場合があります。 サイレント インストールのコマンド構文の詳
細については、Rational 製品のインストール ガイドを参照してください。

v コマンド ウィンドウから使用するテキスト ファイルを管理者から入手している
場合。 235ページの『License Key Administrator コマンド行の使用法』を参照し
てください。

v 管理者が、ネットワーク リリース領域のサイト デフォルト ファイルにライセン
ス サーバー名を定義している場合。 リリース領域から製品をインストールする
場合、クライアントの LKAD でライセンス サーバーを指定する必要はありませ
ん。 リリース領域から Rational 製品をインストールする方法の詳細について
は、Rational 製品のインストール ガイドを参照してください。

v コンピュータが Rational ライセンス サーバーとしても機能している場合。

許可ユーザー ライセンスがある場合は、 245ページの『許可ユーザー ライセンス
キーのインストール』を参照してください。

表 34 に、ライセンス サーバーを指定する手順の概要を示します。

表 34. フローティング ライセンスを使用する場合のクライアントでのタスク

タスク 手順

License Key Administrator (LKAD) を起
動する。

152ページの『License Key Administrator (LKAD)

の起動』

単一または複数のライセンス サーバー
を使用するようにクライアントを構成す
る。

233ページの『単一または複数のライセンス サ
ーバーを使用するためのクライアントの構成』

代替ライセンス サーバーを使用するよ
うにクライアントを構成する。

233ページの『代替ライセンス サーバーを使用
するためのクライアントの構成』

ファイアウォールを使用している状態
で、ポート値を割り当てる。

234ページの『ファイアウォールをサポートする
ためのポート値の入力』

ライセンス サーバー検索の優先順位を
変更する。

234ページの『サーバー検索の優先順位の変更』

ライセンス サーバーを検索の優先順位
から削除する。

234ページの『サーバー検索の優先順位からのラ
イセンス サーバーの削除』

LKAD コマンド行を使用する。 235ページの『License Key Administrator コマン
ド行の使用法』
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表 34. フローティング ライセンスを使用する場合のクライアントでのタスク (続き)

タスク 手順

自宅や外出先で作業する際に、フローテ
ィング ライセンス キーを使用する。

160ページの『自宅や外出先でのライセンス キ
ーの使用法』

License Key Administrator (LKAD) の起動
IBM Rational License Key Administrator (LKAD) は、多くの IBM Rational 製品と
IBM Rational License Server ソフトウェアと共にインストールされます。

このアプリケーションは、IBM Rational Common Licensing (FLEXlm ソフトウェア
を使用) とのインターフェイスを提供します。 LKAD または LKAD ウィザードを
使用してライセンス キーを入力またはインポートしてから、ライセンス構成を変更
します。

要確認: Eclipse フレームワークでビルドされた Rational 製品の場合は、IBM

Installation Manager を使用してクライアントでライセンス構成を管理します。

v クライアントで LKAD または LKAD ウィザードにアクセスするには、[スター
ト] → [プログラム] → [IBM Rational] → [Rational License Key Administrator]
の順にクリックします。

v ライセンス サーバーで LKAD および LKAD ウィザードにアクセスするには、[
スタート] → [プログラム] → [IBM Rational] → [Rational License Server] →

[Rational License Key Administrator] の順にクリックします。

要確認: LKAD でライセンス キー情報を入力またはインポートするには、そのコン
ピュータの管理者権限が必要です。

ヘルプを参照するには、LKAD メインメニューで [ヘルプ] をクリックするか、
LKAD ウィザードで [ヘルプ] をクリックするか、install path¥IBM Rational

¥doc¥help¥licadmin¥index.htm を開きます。

LKAD でのライセンス情報の確認

使用しているライセンスに関する情報の表示方法について説明します。

デフォルトで、License Key Administrator (LKAD) のメイン ウィンドウに所有して
いるライセンス キーの詳細情報が表示されます。この情報がウィンドウに表示され
ない場合、[表示] メニューから [表示] を使用して、ライセンスに関する情報を表
示します。

229ページの表 33に、 [表示] メニューの [表示] で指定する各オプションの定義を
示します。

表 35. ライセンスの表示

ライセンス 表示内容

無効および有効期限切れのライセンス 使用中のシステム上にある有効期限切れのすべて
の許可ユーザー ライセンス、フローティング ラ
イセンス、発行されたライセンス

フローティング ライセンス 使用中のシステム上にあるすべてのフローティン
グ ライセンス
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表 35. ライセンスの表示 (続き)

ライセンス 表示内容

許可ユーザー ライセンス 使用中のクライアント上にあるすべての許可ユー
ザー ライセンス

発行されたライセンス システム上の IBM ソフトウェアがライセンス サ
ーバーに要求できるすべてのフローティング ラ
イセンス

Rational ライセンス サーバーを使用するためのクライアントの構成

クライアントの License Key Administrator (LKAD) でライセンス サーバーのホス
ト名を入力します。

ライセンス サーバーを指定する前に、ライセンス管理者から、ライセンス サーバ
ーが起動しているかどうかの通知を受ける必要があります。

単一または複数のライセンス サーバーを使用するためのクライアントの構成:

次の手順に従って、単一または複数のライセンス サーバーをクライアントで指定し
ます。

重要: 次の手順は、代替サーバーの入力には使用しないでください。

クライアントでライセンス サーバーのホスト名を入力するには

1. [設定] → [クライアント/サーバーの構成] を選択します。

2. [サーバーの追加] をクリックします。

3. [サーバーの種類] の横にある [単一] がデフォルト値です。 [New-Server] をク
リックし、[サーバー名] の横にある [値] 列にライセンス サーバーのホスト名
を入力します。ホスト名を入力してから、[Enter] を押します。

追加サーバー:

追加のライセンス サーバーを一覧表示する方法を示します。

システム管理者から追加するライセンス サーバーのホスト名を知らされている場合
は、 [サーバーの追加] をクリックして、各サーバーのホスト名を入力します。すべ
てのサーバーを入力したら、[OK] をクリックします。

クライアント アプリケーションは、License Key Administrator (LKAD) に入力した
サーバーの順序でサーバーにライセンスを要求します。この順序を変更する必要が
ある場合は、 234ページの『サーバー検索の優先順位の変更』を参照してくださ
い。

代替ライセンス サーバーを使用するためのクライアントの構成:

ここでは、License Key Administrator (LKAD) を使用して、クライアントで代替ラ
イセンス サーバーをセットアップする手順について説明します。
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代替サーバーは、フローティング ライセンス キーの単一のプールを共同で管理す
る 3 つのサーバーで構成される1 つのシステムです。いずれかのサーバーがダウン
しても、ほかの 2 つのライセンス サーバーがライセンス プールの管理を自動的に
引き継ぎます。

クライアントで代替ライセンス サーバーを入力するには

1. [設定] → [クライアント/サーバーの構成] を選択します。

2. [サーバーの追加] をクリックします。

3. [サーバーの種類] の横の [単一] をクリックします。次に、ポップアップ メニ
ューの [代替] をクリックします。

4. ライセンス管理者が License Key Center で要求した順序で、プライマリ、セカ
ンダリ、ターシャリ ライセンス サーバーのホスト名を入力します。次の行に移
動するには、[Tab] を押します。

5. [OK] をクリックします。

ファイアウォールをサポートするためのポート値の入力:

ファイアウォールを導入している場合は、License Key Administrator でポートに値
を割り当てる必要があります。

管理者の指示を受けてから、このポートに値を割り当ててください。IBM Rational

のライセンス機能およびファイアウォールについて詳しくは、 184ページの『ファ
イアウォール環境でのフローティング ライセンスの使用法』を参照してください。
次の手順は、Rational ベンダーのポート値を既にライセンス管理者から取得してい
ることを前提としています。

クライアントでポート値を入力するには

1. [設定] > [クライアント/サーバーの構成] を選択します。

2. [Port] フィールドに値を入力します。

3. [OK] をクリックします。

サーバー検索の優先順位の変更:

クライアントにインストールされている IBM Rational 製品がアクセスするライセン
ス サーバーの順序を変更できます。

ライセンス サーバーのリストは、[クライアント/サーバー] ウィンドウに表示され
ます。サーバー検索の優先順位を変更しても、Rational 製品がサーバーからライセ
ンスを要求する順序には影響しません。 環境内で許可ユーザー、フローティング、
スイート、対象製品の各ライセンス キーを組み合わせて使用している場合は、 251

ページの『ライセンス使用の優先順位の変更』を参照してください。

サーバー検索の優先順位を変更する場合は、リスト内でライセンス サーバーを選択
して、[上へ] または[下へ] をクリックしてその位置を変更します。 [OK] をクリッ
クして、変更処理を完了します。

サーバー検索の優先順位からのライセンス サーバーの削除:
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システム管理者から、いずれかの IBM Rational ライセンス サーバーをオフライン
に移行する必要があることを通知された場合、License Key Administrator (LKAD)

から情報を削除せずに、サーバー検索の優先順位からそのサーバーを削除すること
ができます。

サーバー検索の優先順位からサーバーを削除するには

1. [設定] → [クライアント/サーバーの構成] を選択します。

2. [検索の優先順位] リストでライセンス サーバーを検索して、その横にあるチェ
ック ボックスをオフにします。

3. [OK] をクリックします。

ライセンス サーバーがオンラインに戻ったら、その横にあるチェック ボックスを
オンにすることができます。

クライアントからのライセンス サーバーの削除:

ライセンス サーバーを今後使用しない場合は、サーバー名を選択して [サーバーの
削除] をクリックし、[クライアント/サーバーの構成] ウィンドウからライセンス サ
ーバーを削除します。

License Key Administrator コマンド行の使用法

ライセンス機能を自動化するために、コマンド ウィンドウから License Key

Administrator (LKAD) を使用するように管理者が指示する場合があります。

コマンド行から、単一ライセンス サーバー、複数ライセンス サーバー、または代
替ライセンス サーバーを指定するには

1. 管理者から渡されたテキスト ファイルを任意のディレクトリに移動します。

2. コマンド ウィンドウを開き、上記のディレクトリに移動します。

3. 次のコマンドを入力します。

licadmin -f filename.txt

filename.txt は、ライセンス パラメータ コマンドを含むテキスト ファイルで
す。

このコマンドの実行結果は、filename.txt_STATUS というステータス ファイルに書き
込まれます。このステータス ファイルは、licadmin コマンドを実行したディレクト
リに作成されます。

自宅や外出先でのライセンス キーの使用法
切断状態で使用するためのライセンスの設定方法を説明します。

製品のフローティング キーを使用している場合、IBM Rational ソフトウェアを自宅
で 3 日間、切断モードで使用することができます。フローティング ライセンス キ
ーを取得し、オフィスのネットワークから切断した時点から 3 日以内に、切断モー
ドをアクティブにする必要があります。切断モードをアクティブにしたら、その時
点から 3 日間そのソフトウェアを使用できます。
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たとえば、IBM Rational ClearCase のフローティング キーを金曜日の午後 4 時に
取得し、ネットワークから切断して帰宅したとします。翌週は自宅で作業をする予
定であるため、キーを取得しネットワークから切断してから 3 日間以内に切断モー
ドをアクティブにする必要があります。 ClearCase を月曜日の午後 3 時 30 分に起
動すると、木曜日の午後 3 時 30 分まで ClearCase の使用ができます。月曜日の午
後 4 時の前までに ClearCase を起動しないと、 ClearCase を切断モードで使用でき
なくなります。

UNIX システム ライセンス サーバーでは、フローティング ライセンスの切断状態
での使用はサポートされていません。

自宅または外出先での使用には、他に 2 つの方法があります。

v 製品により利用可能かどうかは異なりますが、許可ユーザー キーを代わりに使用
できる場合があります。

v ClearCase はスナップショット ビューを提供します。作業のスナップショット ビ
ューは、ネットワーク接続を必要としないため、ライセンス キーも不要です。

切断までのタイムアウト時間の変更による切断モード使用の遅延:

作業時のネットワーク速度が遅い場合に、ライセンス サーバーから 5 秒以内に応
答がないと、ソフトウェアは自動的に切断使用モードになります。

次に、5 秒経ったため切断使用モードになったことを知らせるウィンドウが表示さ
れます。

IBM アプリケーションが切断使用モードになるまでのこのタイムアウト時間を変更
することができます。デフォルト設定は、5 秒です。この設定を変更するには

1. DWORD キー: HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥IBM

Rational¥Licensing¥1.0¥DisconnectTimeout を作成します。

2. 値 (10 進数) を 5 秒より大きい値に変更します。

ライセンス使用の優先順位の変更

IBM Rational 製品は、特定の順序でライセンスを要求します。

インストールされた複数のパッケージがコンポーネントを共有している環境の場
合、または、許可ユーザー ライセンス キー、フローティング ライセンス キー、
スイート ライセンス キー、製品ライセンス キーが混在している環境の場合、ライ
センス使用の優先順位とその変更方法について理解する必要があります。以下のト
ピックの説明を理解するには、ライセンス タイプの定義を知っておく必要がありま
す。詳しくは、 154ページの『ライセンス キーの種類の定義』および 155ページの
『ポイント製品キーとスイート キーの使用法』を参照してください。

ライセンス使用の優先順位の理解
ライセンス要求の優先順位について説明します。

IBM Rational Common Licensing (FLEXlm ソフトウェアを使用) を使用する IBM

Rational 製品は、デフォルトで、次の優先順位でライセンスを要求します。
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1. 許可ユーザー ライセンスがフローティング ライセンスより優先されます。IBM

Rational 製品は、それがスイート ライセンスかポイント製品ライセンスかに関
係なく、フローティング ライセンスよりも許可ユーザー ライセンスの要求が優
先されます。

2. スイート ライセンスよりポイント製品ライセンスが優先されます。たとえば、
IBM Rational Purify は、 IBM Rational Suite の一部としてもスタンドアロン製
品としても販売されています。許可ユーザーとフローティング ライセンスから
成るグループ内では、まず、Purify から最初に Purify ライセンスが要求され、
それから、さまざまな Rational Suite ライセンスが特定の優先順位で要求されま
す。

3. 最後にインストールされた Rational Suite のスイート ライセンス。

IBM Rational 製品のバージョン 7.x で、ライセンス キー使用の優先順位が変更さ
れました。 7.x より前のリリースでは、スイート製品がインストールされている
と、Rational License Key Administrator (LKAD) アプリケーションがまず、そのスイ
ートに対応するライセンス キーを検索します。スイート キーが使用できない場
合、次に、LKAD は 開始されている製品に対応するキーを検索します。

LKAD の [ライセンスの使用状況] を使用して、リリース 7.x のライセンス使用の
優先順位を変更したり、アプリケーションでスイート キーの一部または全部を検索
しないように指定することができます。

表 36で、Rational Common Licensing (FLEXlm ソフトウェアを使用) を使用する各
Rational 製品のデフォルトのライセンス使用の優先順位を説明します。

表 36. デフォルトのライセンス使用優先順位

IBM Rational 製品 デフォルトの検索優先順位 (検索順に表示)

ClearCase ClearCase

ClearCase LT ClearCase LT、 Rational Suite Enterprise、
Rational Suite Team Unifying Platform™、
Rational Suite DevelopmentStudio、 Rational

Suite TestStudio®、 Rational Suite

AnalystStudio、 Rational Suite

DevelopmentStudio RealTime

ClearQuest ClearQuest、Rational Suite

Enterprise、Rational Suite Team Unifying

Platform、Rational Suite

DevelopmentStudio、Rational Suite

TestStudio、 Rational Suite

AnalystStudio、Rational Suite

DevelopmentStudio RealTime

ProjectConsole™ ProjectConsole、Rational Suite

Enterprise、Rational Suite Team Unifying

Platform、Rational Suite

DevelopmentStudio、Rational Suite

TestStudio、Rational Suite

AnalystStudio、Rational Suite

DevelopmentStudio RealTime

12 Rational Common Licensing でのライセンス管理 237



表 36. デフォルトのライセンス使用優先順位 (続き)

IBM Rational 製品 デフォルトの検索優先順位 (検索順に表示)

Purify Purify、PurifyPlus、Rational Suite

Enterprise、Rational Suite TestStudio、Rational

Suite DevelopmentStudio、Rational Suite

DevelopmentStudio RealTime

PurifyPlus PurifyPlus、 Rational Suite

Enterprise、Rational Suite

DevelopmentStudio、Rational Suite

DevelopmentStudio RealTime

Quantify Quantify、PurifyPlus、Rational Suite

Enterprise、Rational Suite TestStudio、Rational

Suite DevelopmentStudio、Rational Suite

DevelopmentStudio RealTime

PureCoverage PureCoverage、PurifyPlus、Rational Suite

Enterprise、Rational Suite TestStudio、Rational

Suite DevelopmentStudio、Rational Suite

DevelopmentStudio RealTime

RequisitePro RequisitePro、 Rational Suite Enterprise、
Rational Suite Team Unifying

Platform、Rational Suite DevelopmentStudio、
Rational Suite TestStudio、Rational Suite

AnalystStudio、Rational Suite

DevelopmentStudio RealTime

Robot Robot、Rational Suite Enterprise、Rational

TestStudio

Rose Enterprise Rose Enterprise、Rational Suite

Enterprise、Rational Suite DevelopmentStudio

Rose DataModeler Rose DataModeler、Rational Suite

AnalystStudio

Rose Modeler Rose Modeler

Rose C++ Rose C++

Rose Professional J Rose Professional J

Rose VB Rose VB

Rose RealTime Rose RealTime

SoDA® SoDA for Word、 Rational Suite

Enterprise、Rational Suite Team Unifying

Platform、Rational Suite

DevelopmentStudio、Rational Suite

TestStudio、Rational Suite

AnalystStudio、Rational Suite

DevelopmentStudio RealTime

Test RealTime Test RealTime
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表 36. デフォルトのライセンス使用優先順位 (続き)

IBM Rational 製品 デフォルトの検索優先順位 (検索順に表示)

TestManager TestManager、Robot、Rational Suite

Enterprise、Rational Suite Team Unifying

Platform、Rational Suite

DevelopmentStudio、Rational Suite

TestStudio、Rational Suite

AnalystStudio、Rational Suite

DevelopmentStudio RealTime

RUP® 適用外

XDE 適用外

場合によってはライセンス使用の優先順位のカスタマイズが必要になることがあり
ます。たとえば、ある製品で特定のスイート キーを最初に検索するように指定する
必要がある場合があります。製品のポイント製品ライセンスまたはスイート ライセ
ンスの使用方法を変更する場合は、 『コンピュータでのスイート ライセンス使用
の変更』を参照してください。

RequisiteWeb と ClearQuest Web:

フローティング ライセンスが必要です。

IBM Rational RequisiteWeb と IBM Rational ClearQuest Web は、フローティング
ライセンスを必要とします。 IBM Rational Common Licensing を使用する他の
IBM Rational 製品と同様に、これらの製品は、スイート ライセンスよりもポイント
製品ライセンスの要求が優先されます。

Rational Rose:

IBM Rational Rose は、ユーザーがインストールした Rational Rose バリアントに対
応するライセンス キー、または Rational Rose バリアントを含む IBM Rational

Suite キーを使用します。 Rational Rose バリアントは、異なるバリアントの
Rational Rose のライセンス キーを使用できません。クライアントにインストール
された Rational Rose バリアントが、Rational ライセンス サーバー上のスイート ラ
イセンスに含まれていない場合、Rational スイート ライセンスを、その製品のライ
センス使用の優先順位に含めることはできません。

クロスプラットフォームの Rational Rose キー:

IBM Rational Rose Enterprise は、UNIX システム上で Rational Rose のライセンス
キーを使用できます。

Rational Rose Enterprise でUNIX システム上の Rational Rose のライセンス キーを
使用する場合は、クライアントでのライセンス使用法を変更する必要があります。

コンピュータでのスイート ライセンス使用の変更
コンピュータ上の製品がスイート ライセンスおよび製品ライセンスを要求する順序
を変更する方法。
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ライセンス要求の順序を変更するには、Windows システムでは License Key

Administrator のライセンスの使用状況、 Linux システムおよび UNIX システムで
はファイル License_Map を使用します。

サーバーとライセンス使用の優先順位:

クライアントで [ライセンスの使用状況] を使用して、ライセンス使用の優先順位を
変更します。

Web クライアントでこの優先順位を変更するには、Web サーバー上の [ライセンス
の使用状況] を使用します。ライセンス サーバー コンピュータが、クライアント
でもある場合、ライセンス サーバーの [ライセンスの使用状況] はクライアント上
の特定のユーザー ID に対するライセンス使用の優先順位のみを変更します。 (詳
しくは、『Windows システムでのライセンス使用の優先順位の変更』を参照してく
ださい。) ライセンス サーバーで [ライセンスの使用状況] を使用して、すべての
クライアントとユーザー ID に対する優先順位を変更することはできません。

Windows システムでのライセンス使用の優先順位の変更:

設定に対して加えた変更を元に戻すには、[ライセンスの使用状況] ウィンドウで [

デフォルトの復元] をクリックします。

クライアントでライセンス使用の優先順位を変更するには

1. License Key Administrator (LKAD) メニューで、[設定] から [ライセンスの使用
状況] を選択します。

2. [ライセンス使用状況] ウィンドウで、[インストールされた製品] に正しい製品
が選択されていることを確認します。 [ライセンス使用の優先順位] でチェック
ボックスが選択されているライセンスは、ライセンス サーバーがその選択され
た製品をチェックアウトできることを示します。

3. [ライセンス使用の優先順位] でライセンスの優先順位を変更するには、 [上へ ]

と [下へ ] をクリックします。対象のライセンスの横のチェック ボックスが選
択されていることを確認します。

4. [OK] をクリックします。

要確認: コンピュータで設定したライセンス使用の優先順位は、ユーザー ID に関
連付けられます。別のユーザーが自分のユーザー ID でコンピュータにログインす
ると、変更を加えたライセンス使用の優先順位がデフォルトの順序にリセットされ
ます。新規ユーザーは、自分のユーザー ID 用にライセンス使用の優先順位を設定
できます。その設定は、別のユーザーの設定には影響しません。

Linux と UNIXシステムでのライセンス使用の優先順位の変更:

ライセンス使用の優先順位を定義するテキスト ファイル、License_Map ファイルに
ついて説明します。

Rational Suite 製品をインストールすると、デフォルトの License_Map ファイルが
作成されて、IBM config サブディレクトリに保管されます。 License_Map のファ
イル名は製品に固有です。たとえば、IBM Rational PurifyPlus for Linux and UNIX

システムでは、 PurifyPlus_License_Map という名前が使用されます。
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このファイルは、すべての製品のスイート ライセンスを要求するように初期設定さ
れています。次の形式の行が含まれています。

component_designator product_designator {, product_designator}

たとえば、IBM Rational ClearQuest の License_Map ファイルの初期設定は、次のよ
うになります。

ClearQuest:1.0 DevelopmentStudioUNIX:1.0, standalone

この行は、Rational ClearQuest ライセンス クライアントにまず、 IBM Rational

Suite DevelopmentStudio ライセンスを要求するように指示しています。Rational

Suite DevelopmentStudio ライセンスが使用できない場合、クライアントは、スタン
ドアロンの Rational ClearQuest ライセンスを要求します。インストールしているス
イート製品によって、表示される行は、この例と異なる場合があります。

設定を変更して、すべてのユーザーまたは個別のユーザー用にライセンスの使用方
法をカスタマイズできます。

クライアントでライセンス使用の優先順位を変更するには

1. ユーザー セットアップ スクリプト (rs_setup.csh または rs_setup.ksh など) を使
用して環境変数 RSU_LICENSE_MAP が設定されていることを確認します。

この環境変数は、正しい License_Map ファイルの場所を探すために使用されま
す。この環境変数が設定されていない場合、セットアップ スクリプトによりデ
フォルト ライセンス マップ ファイルのパス名 (たとえば config/License_Map

など) が設定されます。

2. License_Map ファイルで、ライセンス使用の優先順位を編集します。

3. 変更を保存して、ファイルを閉じます。

注: License_Map ファイルは、正しく設定できたときに license_setup コマンドによ
り作成されます。しかし、テキスト ファイルを使用して最初から License_Map フ
ァイルを作成することもできます。ファイル名は、ワイルドカード *License_Map*

に一致している必要があります。

license_setup スクリプトについて詳しくは、 187ページの『UNIX システムのライ
センス サーバーの設定』 を参照してください。

クライアント ユーザーのキーの返却または移動

ライセンス キーをアップグレードするか、他のコンピュータに移動する必要がある
場合、ライセンス管理者は、License Key Center で、フローティング ライセンス
キーまたは許可ユーザー ライセンス キーの返却処理を行う必要があります。

フローティング キーと許可ユーザー キーは、コンピュータのホスト ID に関連付
けられています。これらのキーでライセンス交付された IBM Rational 製品は、ライ
センス管理者がその製品を新しいコンピュータに登録するまで動作しません。
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パーマネント許可ユーザー キーの返却または削除
ユーザーまたはライセンス管理者は、新しいライセンス キーを要求する前に、
License Key Center で返却処理を実行して、アカウント (ライセンス プール) に登
録された製品の数を更新します。

ライセンス キーを返却するには

1. ライセンス管理者が License Key Center で返却処理を実行します。

2. License Key Center から更新されたファイルを受け取ったら、古いクライアント
にそのファイルをインポートします。 更新されたファイルをインポートする
と、返却処理が完了します。 詳しくは、 229ページの『パーマネント キーまた
はテンポラリ キーのインストール』を参照してください。

要確認: ライセンス管理者は、IBM Rational ライセンス サーバー上で返却処理と新
しいフローティング ライセンス キーのインポートを行うことができます。

パーマネント許可ユーザー キーの移動
許可ユーザー ライセンス キーをクライアント間で移動する場合、IBM Rational

License Key Center で返却処理を行ってから新しいライセンス キーを取得する必要
があります。

古いクライアント用の更新したライセンス キー ファイルと新しいクライアント用
のライセンス キー ファイルの混同を避けるため、古いクライアントの更新された
ライセンス キー ファイルを受け取ってから、新しいクライアント用のライセンス
キーを注文するようにライセンス管理者に依頼します。

ライセンス キーをクライアント間で移動するには

1. ライセンス管理者が License Key Center で返却処理を実行します。

2. 更新されたファイルを License Key Center から受け取ったら、クライアントに
そのファイルをインポートします。 更新されたファイルをインポートすると、
返却処理が完了します。 詳しくは、 229ページの『パーマネント キーまたはテ
ンポラリ キーのインストール』を参照してください。

3. ライセンス管理者に、License Key Center で新しいクライアント用の新しいライ
センス キー ファイルを注文するように依頼します。

4. 古いクライアントから IBM Rational ソフトウェアを削除します。 削除の手順に
ついては、IBM Rational 製品のインストール ガイドを参照してください。

5. 新しいクライアントに Rational ソフトウェアをインストールします。

6. 新しいクライアントにライセンス キー ファイルをインポートします。詳しく
は、 229ページの『パーマネント キーまたはテンポラリ キーのインストール』
を参照してください。

要確認: ライセンス管理者は、IBM Rational ライセンス サーバー上で返却処理と新
しいフローティング ライセンス キーのインポートを行うことができます。
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Rational Software Delivery Platform ソフトウェア用のクライアントのセ
ットアップ

ライセンス キーをインストールする前に
Eclipse プラットフォームでビルドされた IBM Rational 製品のライセンスを取得す
るためのタスクを説明します。

表 37では、 IBM 製品のライセンスを入力、インポート、要求する手順を示しま
す。

244ページの表 38に、実行できる高度なユーザー タスクへのリンクを示します。た
とえば、クライアントを変更できたり、また、共有コンポーネントがある状態で、
クライアントで IBM Rational Software Architect ライセンスより先に IBM Rational

Software Modeler ライセンスを要求できます。

表 37. Rational Common Licensing の概要

タスク シナリオ 手順

パーマネント (または
期限付使用権) ライセ
ンス キーを取得す
る。

期限付使用権 (FTL)

は、有効期限を内包し
たライセンス キーを
意味します。

フローティング ライ
センスを購入済みの
場合。

ライセンス証書を使用して、IBM Rational の
Web ベースの ライセンス キー管理ツールで
ある、License Key Center に、パーマネント
ライセンスを要求します。

License Key Center に関して詳しくは、 161

ページの『ライセンス キーの要求』を参照
してください。

評価用ライセンス キ
ーを取得する。

Rational 製品を評価
する場合。

製品ソフトウェアのコピーを IBM からダウ
ンロードします。このダウンロードには、製
品によって 30 日間または 60 日間の評価用
ライセンス キーが含まれます。

クライアントにパーマ
ネント ライセンス キ
ーをインストールす
る。

評価用製品の製品イ
ネーブルメント キッ
トを購入して、ダウ
ンロード済みの場
合。

IBM Installation Manager の [ライセンスの管
理] ウィザードを使用して、パーマネント ラ
イセンス キーをインストールします。[ライ
センスの管理] ウィザードで製品イネーブル
メント キットの新しいライセンス キーと使
用許諾をインポートします。

詳しくは、 245ページの『許可ユーザー ラ
イセンス キーのインストール』を参照して
ください。

クライアントが、ライ
センス サーバーにフ
ローティング ライセ
ンスを要求するように
設定する。

ライセンス管理者に
よって、IBM

Rational ライセンス
サーバーがクライア
ントにフローティン
グ ライセンス キー
を提供するように設
定されている場合。

管理者からライセンス サーバーの名前を入
手します。 Installation Manager の [ライセン
スの管理] ウィザードを使用して、ライセン
ス サーバーを指定します。
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表 38. 追加のクライアント タスク

タスク 手順

Rational 製品がライセンスを使用する優先順位を
変更する。

251ページの『ライセンス使用の優先順
位の変更』

ライセンス キーを移動または返却する。 241ページの『クライアント ユーザーの
キーの返却または移動』

自宅や外出先でライセンス キーを使用する。 160ページの『自宅や外出先でのライセ
ンス キーの使用法』

UNIX システム クライアントを設定する。 Rational 製品のインストール ガイドまた
は UNIX システムのインストール ガイ
ドを参照します。

Windows クライアント用に UNIX システムのラ
イセンス サーバーを設定する。

187ページの『UNIX システムのライセ
ンス サーバーの設定』

自宅や外出先でのライセンス キーの使用法
切断状態で使用するためのライセンスの設定方法を説明します。

製品のフローティング キーを使用している場合、IBM Rational ソフトウェアを自宅
で 3 日間、切断モードで使用することができます。フローティング ライセンス キ
ーを取得し、オフィスのネットワークから切断した時点から 3 日以内に、切断モー
ドをアクティブにする必要があります。切断モードをアクティブにしたら、その時
点から 3 日間そのソフトウェアを使用できます。

たとえば、IBM Rational ClearCase のフローティング キーを金曜日の午後 4 時に
取得し、ネットワークから切断して帰宅したとします。翌週は自宅で作業をする予
定であるため、キーを取得しネットワークから切断してから 3 日間以内に切断モー
ドをアクティブにする必要があります。 ClearCase を月曜日の午後 3 時 30 分に起
動すると、木曜日の午後 3 時 30 分まで ClearCase の使用ができます。月曜日の午
後 4 時の前までに ClearCase を起動しないと、 ClearCase を切断モードで使用でき
なくなります。

UNIX システム ライセンス サーバーでは、フローティング ライセンスの切断状態
での使用はサポートされていません。

自宅または外出先での使用には、他に 2 つの方法があります。

v 製品により利用可能かどうかは異なりますが、許可ユーザー キーを代わりに使用
できる場合があります。

v ClearCase はスナップショット ビューを提供します。作業のスナップショット ビ
ューは、ネットワーク接続を必要としないため、ライセンス キーも不要です。

切断までのタイムアウト時間の変更による切断モード使用の遅延:

作業時のネットワーク速度が遅い場合に、ライセンス サーバーから 5 秒以内に応
答がないと、ソフトウェアは自動的に切断使用モードになります。

次に、5 秒経ったため切断使用モードになったことを知らせるウィンドウが表示さ
れます。
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IBM アプリケーションが切断使用モードになるまでのこのタイムアウト時間を変更
することができます。デフォルト設定は、5 秒です。この設定を変更するには

1. DWORD キー: HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥IBM

Rational¥Licensing¥1.0¥DisconnectTimeout を作成します。

2. 値 (10 進数) を 5 秒より大きい値に変更します。

許可ユーザー ライセンス キーのインストール

パーマネント ライセンスと期限固定ライセンス (FTL) のそれぞれの許可ユーザー
ライセンス キーをクライアント コンピュータにインストールする方法を説明しま
す。

許可ユーザー ライセンス キーは、特定のクライアントに対して作成され、ライセ
ンス サーバーは必要ありません。許可ユーザー ライセンス キーは、ネットワーク
に接続していないコンピュータやノートブックなどを使用する状況で特にポータビ
リティを実現します。

v クライアント コンピュータ ユーザーで、フローティング ライセンス キーを使
用する必要がある場合は、 246ページの『フローティング キーを使用するため
のクライアント コンピュータの構成』を参照してください。

v ライセンス管理者で、フローティング ライセンス キーを Rational ライセンス
サーバーにインストールする必要がある場合は、 167ページの『Windows シス
テムのライセンス サーバーの設定』、または 187ページの『UNIX システムの
ライセンス サーバーの設定』を参照してください。

ライセンス管理のための IBM Installation Manager の起動
IBM Installation Manager for Rational Software Delivery Platform は、IBM Rational

製品と共にインストールされます。

[ライセンスの管理] ウィザードにより、IBM Rational Common Licensing (FLEXlm

ソフトウェアを使用) とのインターフェイスが提供されます。 フローティング ラ
イセンス構成を管理するには、[ライセンスの管理] ウィザードを使用します。

v クライアントまたはサーバーで [ライセンスの管理] ウィザードにアクセスするに
は、[スタート] → [プログラム] → [IBM Installation Manager] → [IBM
Installation Manager] の順にクリックします。

ヘルプを参照するには、IBM Installation Manager メインメニューの [ヘルプ] をク
リックします。

[ライセンスの管理] ウィザードでのライセンス情報の確認

ここでは、IBM Installation Manager でライセンス情報を表示するために選択するメ
ニューの順序を示します。

[ファイル] → [開く] → [ライセンスの管理]をクリックします。
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パーマネント キーまたは期限固定ライセンス (FTL) キーのインスト
ール

パーマネント許可ユーザー ライセンス キーは、ご購入の製品アクティベーション
キットに含まれます。

製品アクティベーション キットは、Passport Advantage からダウンロードします。
製品アクティベーション キット ファイルには、特定の製品に対するライセンス キ
ーと使用許諾契約が含まれます。

パーマネント許可ユーザー キーのインポート:

[ライセンスの管理] ウィザードを使用してライセンス キー ファイルをインポート
します。

アクティベーション キットをダウンロードした後に、IBM Installation Manager で [

ライセンスの管理] ウィザードを使用してクライアントのライセンス キー ファイ
ルをインポートします。製品アクティベーション キットのインポートについて詳し
くは、Installation Manager のヘルプを参照してください。

フローティング キーを使用するためのクライアント コンピュータ
の構成

Windows クライアントで実行されている IBM Rational 製品は、Windows または
UNIX システムのライセンス サーバーからフローティング ライセンス キーをチェ
ックアウトすることができます。

この項では、クライアントの IBM Installation Manager でライセンス サーバーを指
定する方法について説明します。

要確認: IBM Rational License Server バージョン 7.0.0.1 for Windows では、Eclipse

プラットフォームでビルドされた IBM Rational SDP ツールへのフローティング ラ
イセンス キーの提供はサポートされません。 この機能は、将来のリリースの IBM

Rational License Server で使用可能になる予定です。

次の場合には、Installation Manager を起動してライセンス サーバーを指定する必要
はありません。

v システム管理者がサイレント インストールを設定している場合。 サイレント イ
ンストールには、ライセンス サーバーを指定するポストインストール コマンド
が含まれている場合があります。 サイレント インストールのコマンド構文の詳
細については、Rational 製品のインストール ガイドを参照してください。

v 管理者が、ネットワーク リリース領域のサイト デフォルト ファイルにライセン
ス サーバー名を含でいる可能性があります。 リリース領域から製品をインスト
ールする場合、Installation Manager でライセンス サーバーを指定する必要はあり
ません。 リリース領域から Rational 製品をインストールする方法の詳細につい
ては、Rational 製品のインストール ガイドを参照してください。

v コンピュータが Rational ライセンス サーバーとしても機能しています。
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パーマネント許可ユーザー ライセンスを製品アクティベーション キットで取得し
た場合は、 245ページの『許可ユーザー ライセンス キーのインストール』を参照
してください。

表 39 に、この項で実行するタスクを示します。

表 39. フローティング ライセンスを使用する場合のクライアントでのタスク

タスク 手順

[ライセンスの管理] ウィザードを開く。 『ライセンス管理のための IBM Installation

Manager の起動』

単一または複数のライセンス サーバー
を使用するようにクライアントを構成す
る。

233ページの『単一または複数のライセンス サ
ーバーを使用するためのクライアントの構成』

代替ライセンス サーバーを使用するよ
うにクライアントを構成する。

233ページの『代替ライセンス サーバーを使用
するためのクライアントの構成』

ファイアウォールを使用している場合、
ポート値を割り当てる。

234ページの『ファイアウォールをサポートする
ためのポート値の入力』

ライセンス サーバー検索の優先順位を
変更する。

234ページの『サーバー検索の優先順位の変更』

ライセンス サーバーを検索の優先順位
から削除する。

234ページの『サーバー検索の優先順位からのラ
イセンス サーバーの削除』

自宅や外出先で作業する際に、フローテ
ィング ライセンス キーを使用する。

160ページの『自宅や外出先でのライセンス キ
ーの使用法』

ライセンス管理のための IBM Installation Manager の起動
IBM Installation Manager for Rational Software Delivery Platform は、IBM Rational

製品と共にインストールされます。

[ライセンスの管理] ウィザードにより、IBM Rational Common Licensing (FLEXlm

ソフトウェアを使用) とのインターフェイスが提供されます。 フローティング ラ
イセンス構成を管理するには、[ライセンスの管理] ウィザードを使用します。

v クライアントまたはサーバーで [ライセンスの管理] ウィザードにアクセスするに
は、[スタート] → [プログラム] → [IBM Installation Manager] → [IBM
Installation Manager] の順にクリックします。

ヘルプを参照するには、IBM Installation Manager メインメニューの [ヘルプ] をク
リックします。

[ライセンスの管理] ウィザードでのライセンス情報の確認

ここでは、IBM Installation Manager でライセンス情報を表示するために選択するメ
ニューの順序を示します。

[ファイル] → [開く] → [ライセンスの管理]をクリックします。
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IBM Rational ライセンス サーバーを使用するためのクライアントの
構成

クライアントの IBM Installation Manager でライセンス サーバーのホスト名を入力
します。

ライセンス サーバーのホスト名を指定する前に、ライセンス サーバーが起動して
いるかどうかをライセンス管理者に問い合わせてください。

単一または複数のライセンス サーバーを使用するためのクライアントの構成:

次の手順に従って、IBM Installation Manager を使用して、単一または複数のライセ
ンス サーバーをクライアントで指定します。

重要: 次の手順は、代替サーバーの指定には使用しないでください。

アプリケーションは、IBM Installation Manager の [ライセンスの管理] ウィザード
で入力したサーバーの順序に従って、サーバーからライセンスを要求します。 この
順序を変更するには、 249ページの『フローティング ライセンス キー使用の優先
順位の変更』を参照してください。

クライアントでライセンス サーバーのホスト名を入力するには

1. IBM Installation Manager で、[ファイル] → [開く] → [ライセンスの管理] とクリ
ックします。

2. パッケージのバージョンを選択して、[フローティング ライセンス サポートの
設定] を選択します。

3. [次へ] をクリックします。

4. [フローティング ライセンスの適用を可能にする] をクリックします。

5. 1 つ以上のライセンス サーバー接続を指定します。

a. [追加] をクリックします。

b. ライセンス サーバーのホスト名を入力します。

c. オプション: ファイアウォールを使用する環境の場合は、[ポート] に値を入
力します。 管理者の指示を受けてから、このポートに値を割り当ててくださ
い。

d. オプション: [接続のテスト] をクリックして、接続情報が正しく、サーバー
が使用可能であることを確認できます。

e. [OK] をクリックします。

f. システム管理者から追加ライセンス サーバーのホスト名を提供された場合
は、以上の手順を繰り返して各サーバーを追加します。

6. [次へ] をクリックします。

7. オプション: シェル共有パッケージまたはカスタム パッケージの場合は、ライセ
ンス要求の優先順位を構成します。 リスト内でのライセンスの順序により、ソ
フトウェアがライセンスに対するライセンス キーを取得する順序が決まりま
す。

8. [終了] をクリックします。

代替ライセンス サーバーを使用するためのクライアントの構成:
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ここでは、IBM Installation Manager を使用して、クライアントで代替ライセンス
サーバーをセットアップする手順について説明します。

代替サーバーは、フローティング ライセンス キーの単一のプールを共同で管理す
る 3 つのサーバーで構成される1 つのシステムです。いずれかのサーバーがダウン
しても、ほかの 2 つのライセンス サーバーがライセンス プールの管理を自動的に
引き継ぎます。

クライアントで代替ライセンス サーバーを指定するには

1. IBM Installation Manager で、[ファイル] → [開く] → [ライセンスの管理] とクリ
ックします。

2. パッケージのバージョンを選択して、[フローティング ライセンス サポートの
設定] を選択します。

3. [次へ] をクリックします。

4. [フローティング ライセンスの適用を可能にする] が選択されていることを確認
します。

5. ライセンス サーバー接続を構成します。

3 つのサーバーを使用する代替サーバー構成の場合は、「hostname1, hostname2,

hostname3」の形式で各ホスト名を入力します。ここで、hostname はサーバーの
名前です。各ポート番号は、「host1port#, host2port#, host3port#」と入力しま
す。ここで、# はポート番号を表します。

6. [次へ] をクリックしてから、[完了] をクリックします。

ファイアウォールをサポートするポート値の割り当て:

ファイアウォールを使用している状態では、Installation Manager でポート値を割り
当てることが必要です。

管理者からの指示がない限り、このポートに値を割り当てないでください。 IBM

Rational ライセンスとファイアウォールに関してより詳しく理解するには、 184ペ
ージの『ファイアウォール環境でのフローティング ライセンスの使用法』を参照し
てください。以下の手順は、ライセンス管理者から Rational ベンダー ポート値を
渡されていることを前提とします。

クライアントでポート値を割り当てるには

1. Installation Manager で、[ファイル] から [開く] をクリックし、次に [ライセン
スの管理] をクリックします。

2. パッケージのバージョンを選択して、次に [フローティング ライセンス サポー
トの設定] を選択します。

3. テーブルに指定した各サーバーで、[編集] をクリックします。

4. 必要な値をポートに入力します。管理者からの指示がない限り、このポートに値
を割り当てないでください。

5. [OK] をクリックします。

6. [次へ] をクリックしてから [終了] をクリックします。

フローティング ライセンス キー使用の優先順位の変更:
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場合によっては、インストール済みパッケージによってフローティング ライセンス
キーが使用される順序をカスタマイズする必要がある可能性があります。

たとえば、パッケージ内の共有コンポーネントで特定のライセンス キーを最初に検
索するように指定する必要がある場合があります。

ライセンス キーを使用する場合のデフォルトの優先順位を変更するには

1. Installation Manager で、[ファイル] から [開く] をクリックし、次に [ライセン
スの管理] をクリックします。

2. パッケージのバージョンを選択して、次に [ライセンス サーバーの設定] を選択
します。

3. [次へ] をクリックして、再度 「次へ」をクリックします。

4. 必要であれば、[ライセンス使用の優先順位] ページで、シェル共有パッケージを
リストに追加します。

a. [追加] をクリックします。

b. パッケージ名とバージョン番号を入力します。

c. [OK] をクリックします。

5. パッケージ名を選択し、次に [上へ] または [下へ] をクリックして、フローテ
ィング ライセンス キーのチェックアウト順序を設定します。リストの先頭にあ
るパッケージ名が、最初にコンポーネントのフローティング ライセンス キーを
要求します。ライセンス キーが使用できない場合、リストの次のパッケージに
対するライセンス キーが要求されます。

6. [終了] をクリックします。

サーバー検索の優先順位の変更:

クライアント上の IBM Rational 製品がライセンス サーバーにアクセスする順序を
変更できます。

[ライセンスの管理] ウィザードにライセンス サーバー リストが表示されます。サ
ーバー検索の優先順位を変更する作業は、Rational 製品がサーバーにライセンスを
要求する順序には影響しません。環境内にコンポーネントを共有する複数のパッケ
ージをインストールしている場合は、 ライセンス使用の優先順位の変更を参照して
ください。

サーバー検索の優先順位を変更する必要がある場合、リスト内のライセンス サーバ
ーを選択して、 [上へ] または [下へ] をクリックしてその位置を変更します。 [次
へ] をクリックしてから [終了] をクリックして変更を完了します。

自宅や外出先でのライセンス キーの使用法
切断状態で使用するためのライセンスの設定方法を説明します。

製品のフローティング キーを使用している場合、IBM Rational ソフトウェアを自宅
で 3 日間、切断モードで使用することができます。フローティング ライセンス キ
ーを取得し、オフィスのネットワークから切断した時点から 3 日以内に、切断モー
ドをアクティブにする必要があります。切断モードをアクティブにしたら、その時
点から 3 日間そのソフトウェアを使用できます。
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たとえば、IBM Rational ClearCase のフローティング キーを金曜日の午後 4 時に
取得し、ネットワークから切断して帰宅したとします。翌週は自宅で作業をする予
定であるため、キーを取得しネットワークから切断してから 3 日間以内に切断モー
ドをアクティブにする必要があります。 ClearCase を月曜日の午後 3 時 30 分に起
動すると、木曜日の午後 3 時 30 分まで ClearCase の使用ができます。月曜日の午
後 4 時の前までに ClearCase を起動しないと、 ClearCase を切断モードで使用でき
なくなります。

UNIX システム ライセンス サーバーでは、フローティング ライセンスの切断状態
での使用はサポートされていません。

自宅または外出先での使用には、他に 2 つの方法があります。

v 製品により利用可能かどうかは異なりますが、許可ユーザー キーを代わりに使用
できる場合があります。

v ClearCase はスナップショット ビューを提供します。作業のスナップショット ビ
ューは、ネットワーク接続を必要としないため、ライセンス キーも不要です。

切断までのタイムアウト時間の変更による切断モード使用の遅延:

作業時のネットワーク速度が遅い場合に、ライセンス サーバーから 5 秒以内に応
答がないと、ソフトウェアは自動的に切断使用モードになります。

次に、5 秒経ったため切断使用モードになったことを知らせるウィンドウが表示さ
れます。

IBM アプリケーションが切断使用モードになるまでのこのタイムアウト時間を変更
することができます。デフォルト設定は、5 秒です。この設定を変更するには

1. DWORD キー: HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥IBM

Rational¥Licensing¥1.0¥DisconnectTimeout を作成します。

2. 値 (10 進数) を 5 秒より大きい値に変更します。

ライセンス使用の優先順位の変更

IBM Rational 製品は、特定の順序でライセンスを要求します。

インストールされた複数のパッケージがコンポーネントを共有している環境の場
合、または、許可ユーザー ライセンス キー、フローティング ライセンス キー、
スイート ライセンス キー、製品ライセンス キーが混在している環境の場合、ライ
センス使用の優先順位とその変更方法について理解する必要があります。以下のト
ピックの説明を理解するには、ライセンス タイプの定義を知っておく必要がありま
す。詳しくは、 154ページの『ライセンス キーの種類の定義』および 155ページの
『ポイント製品キーとスイート キーの使用法』を参照してください。

ライセンス使用の優先順位の理解
同一シェル内で使用可能化された、別の Rational 製品のフローティング ライセン
ス キーの使用について説明します。

コンポーネントを共有する IBM Rational 製品をインストールしている場合、すなわ
ちシェル共有の場合は、後に別の製品のフローティング ライセンス キーをチェッ
クアウトする製品を開始することができます。たとえば、 Rational Software
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Modeler と IBM Rational Software Architect を同一シェル C:¥IBM¥devtools にイン
ストールするとします。このパッケージは共にRational Common Licensing (FLEXlm

ソフトウェアを使用) で有効にされて、フローティング ライセンスを使用できま
す。 Rational Software Modeler は、共有コンポーネントのフローティング ライセ
ンスをチェックアウトしようとして失敗した場合に、次に Rational Software

Architect で使用可能なライセンスのチェックアウトを試みることができます。

IBM Installation Manager の [ライセンスの管理] ウィザードを使用すると、バージ
ョン 7.0 のライセンス使用の優先順位を変更することができます。場合によっては
ライセンス使用の優先順位のカスタマイズが必要になることがあります。たとえ
ば、ある製品で特定のライセンス キーを最初に検索するように優先順位を変更でき
ます。

コンピュータでのライセンス使用の変更
コンピュータ上の製品がスイート ライセンスおよび製品ライセンスを要求する順序
を変更する方法。

ライセンス要求の順序を変更するには、 IBM Installation Manager 内で [ライセンス
の管理] ウィザードの [ライセンス使用の優先順位] ページを使用します。

サーバーとライセンス使用の優先順位:

クライアント上で [ライセンスの管理] ウィザードの [ライセンス使用の優先順位]

ページを使用して、ライセンス使用の優先順位を変更します。

Web クライアントでこの優先順位を変更するには、Web サーバー上の [ライセンス
の管理] ウィザードの [ライセンス使用の優先順位] ページを使用します。

ライセンス使用の優先順位の変更:

クライアントでライセンス使用の優先順位を変更するには

1. Installation Manager で、[ファイル] から [開く] をクリックし、次に [ライセン
スの管理] をクリックします。

2. パッケージのバージョンを選択して、次に [ライセンス サーバーの設定] を選択
します。

3. [次へ] をクリックして、再度 「次へ」をクリックします。

4. [ライセンス使用の優先順位] でライセンスの優先順位を変更するには、 [上へ ]

と [下へ ] をクリックします。

5. [終了] をクリックします。

要確認: コンピュータで設定したライセンス使用の優先順位は、ユーザー ID に関
連付けられます。別のユーザーが自分のユーザー ID でコンピュータにログインす
ると、変更を加えたライセンス使用の優先順位がデフォルトの順序にリセットされ
ます。新規ユーザーは、自分のユーザー ID 用にライセンス使用の優先順位を設定
できます。その設定は、別のユーザーの設定には影響しません。
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クライアント ユーザーのキーの移動

IBM Rational ソフトウェアを別のコンピュータに移動させる必要がある場合、新し
くインストールを実行した後にアクティベーション キットをインポートする必要が
あります。

パーマネント許可ユーザー キーの移動
許可ユーザー ライセンスを使用してインストールした製品をコンピュータ間で移動
する場合は、製品がインストールされているコンピュータ上でその製品をアンイン
ストールしてから、別のコンピュータに再インストールする必要があります。

重要: アンインストール処理中に、パーマネント ライセンス キーも削除されま
す。 必ず、オリジナルの製品アクティベーション キットを手元に置いて、パーマ
ネント ライセンス キーと使用許諾契約を新しいコンピュータにインポートしてく
ださい。 アクティベーション キットが CD に付属していなかった場合や、ダウン
ロードしたアクティベーション キットがない場合は、Passport Advantage にアクセ
スし、製品の注文情報を使用してアクティベーション キットをダウンロードし直し
てください。

ライセンス キーをコンピュータ間で移動するには

1. 古いコンピュータから IBM Rational ソフトウェアを削除します。 削除の手順に
ついては、IBM Rational 製品のインストール ガイドを参照してください。

2. 新しいコンピュータに Rational ソフトウェアをインストールします。

3. IBM Installation Manager で、アクティベーション キットのライセンス キー フ
ァイルを新しいコンピュータにインポートします。詳しくは、 246ページの『パ
ーマネント キーまたは期限固定ライセンス (FTL) キーのインストール』を参照
してください。
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付録. IBM Rational Web Platform の構成

IBM Rational Web Platform (RWP) は、特定の IBM 製品への Web インターフェイ
スをサーバー側でサポートします。

注: この情報は Windows システムのみに適用されます。

RWP はデフォルトの構成でインストールされ、ほとんどのサイトに適しています。
サイトによっては、インストール後に RWP の構成を変更して、ホストまたはサイ
トに固有のさまざまな要件に合わせる必要があります。例を次に示します。

v RWP で別の HTTP ポート番号を使用する。

v RWP のログのデフォルトを変更する。

v プロキシとして機能する別の Web サーバーから RWP へのアクセスを設定す
る。

v RWP でセキュア ソケットを使用するように構成する。

RWP は、組み込みバージョンの WebSphere Application Server (WAS) と IBM

HTTP Server (IHS) をベースとしています。 eWAS の追加情報については、
WebSphere Application Server のページを参照してください。IBM HTTP Server の
追加情報については、IBM Publications Center を参照してください。

RWP が組み込まれた製品をアンインストールして再インストールすると、既存の
RWP の構成設定が上書きされる可能性があります。 RWP を使用する製品をアッ
プグレードする前に、構成ファイルを保存してください。 RWP 構成ファイルのデ
フォルトの場所は、C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥common¥IHS¥conf です。

Open SSL 証明書を現在使用していて、対象の製品をアップグレードする場合は、
269ページの『Open SSL 証明書から IBM SSL への変換』の手順を参照してくださ
い。

注: Rational Web Platform は、IBM 製品への Web インターフェイスのみをサポー
トします。それ以外の Web アプリケーションまたはコンテンツに対するサービス
はサポートしません。

RWP インストール ロケーション

RWP ファイルは通常、以下のフォルダにインストールされます。

v C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥common¥rwp

v C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥common¥IHS

v C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥common¥eWAS

RWP フォルダには以下が含まれます。

v bin - サーバー制御スクリプト: rwp_startup、 rwp_shutdown、rwp_restart の各スク
リプト

v EmbeddedExpress - プロファイル フォルダ
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v IHS - Conf¥Include フォルダ

v profiles -

IHS フォルダには以下が含まれます。

v bin

v conf

v error

v logs

v license

v readme

v uninstall

eWAS フォルダには以下が含まれます。

v bin

v configuration

v logs

v profiles

RWP 構成ファイル

RWP は、インストール時に事前構成されます。インストールの後で、以下のファイ
ルを編集して RWP をカスタマイズできます。

v ..¥common¥IHS¥Conf¥httpd.conf は、RWP サーバーの構成パラメーターを指定し
ます。

v ..¥common¥IHS¥Conf¥ssl.conf は、セキュア ソケットを RWP サーバーで使用す
る場合にその構成パラメーターを指定します。

IHS (RWP 用の Web サーバー) は Apache 2.0 を使用しているので、 httpd.conf で
使用される指示文サブセットの完全なリストについては、http://httpd.apache.org/docs-

2.0/ を参照してください。

RWP を使用する単体製品の構成をカスタマイズするには、その製品の構成ファイル
を編集してください。これらのファイルは、..rwp/conf/include/ サブディレクトリに
あります (例えば、ccweb.conf および cqweb.conf)。

これらの構成ファイルは、Windows の Notepad や UNIX システムと Linux の vi

などのテキスト エディタを使用して編集できます。この項では、変更が必要な場合
があるいくつかのパラメータについて説明します。それぞれのファイルには、構成
パラメータの編集に関する追加情報が含まれます。

注: これらのファイルの構成パラメータを変更した後で、変更内容を有効にするに
は、RWP を停止して再開する必要があります。

デフォルト HTTP ポートの変更
デフォルトの HTTP ポート番号を任意の有効なポートに変更することができます。
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RWP が HTTP の要求をリッスンするポートは、httpd.conf の Listen パラメータに
よって定義されます。たとえば、 Listen 80 は RWP に対し、ポート 80 (デフォ
ルトのポート番号) でリッスンするように指示します。これを変更して、利用可能
な任意のポート番号を指定することができます。たとえば、Listen 8000 は RWP

に対し、ポート 8000 でリッスンするように指示します。

デフォルトの RWP ポートを変更したり、ポートを追加したりするには、httpd.conf

ファイル、 plugin_cfg.xml ファイル、および virutalhosts.xml ファイルを修正する必
要があります。複数のプロファイルを使用している場合、使用しているすべてのプ
ロファイルに対して上記すべてのファイルを修正する必要があります。ファイルの
場所について詳しくは、『デフォルトの RWP ポートの変更』を参照してくださ
い。

serverindex.xml ファイルは、WAS ポートを定義します。同じポートを使用するイン
ストール済みの WAS の別のインスタンスがある場合を除いて、このファイルを修
正する必要はありません。

注: RWP HTTP ポート番号を 80 以外に変更する場合は、RWP を参照するすべて
の Web アドレスにそのポート番号を含める必要があります。たとえば、
http://RWP_host.domain:8000/reqweb/ のようになります。

デフォルトの RWP ポートの変更
WAS プラグイン ポート (IHS と eWAS の間の通信に使用されます) は、
IHS、SSL、RWP サーブレット ポートで構成されます。これらのポートのいずれ
も、インストール中には変更できません。

これらのポートが RWP ホスト上のほかのアプリケーションで使用される場合は、
別のポートを使用するようにそのアプリケーションを再構成してください。アプリ
ケーションを再構成できない場合は、インストール後に RWP が使用するポートを
変更する必要があります。

httpd.conf または serverindex.xml 内のポートを変更した場合には、
plugin-cfg.xml と virtualhosts.xml 内でもそれらのポートを変更する必要があり
ます。virtualhosts.xml ファイルでは、XML の HostAlias_x セクションにあるポ
ート番号を変更します。

デフォルトの IHS ポートは 80 です。 この情報は httpd.conf と plugin-cfg.xml

にリストされています。このポートは、インストール中に変更できます。

デフォルトの SSL ポートは 443 です。 この情報は ssl.conf と plugin-cfg.xml

にリストされています。このポートは、インストール中に変更できません。

WC_defaulthost は、RWP Servlet および RWP ReqWeb Servlet のために IHS と
eWAS との間の非 SSL 通信を中継するポートです。 WC_defaulthost のデフォルト
のポート番号は、10080 (profile1 [RequisiteWeb 以外のすべてのアプリケーション]

の場合) と 11080 (profile2 [RequisiteWeb] の場合) です。 serverindex.xml では、
変更する必要のある RWP サーブレットのプロファイルごとに、合計 6 つのポート
(2 つのプロファイルで合計 12) が定義されています。 WC_defaulthost は、
plugin-cfg.xml、WC_adminhost、 WC_defaulthost_secure、WC_adminhost_secure、
BOOTSTRAP_ADDRESS、SOAP_CONNECTOR_ADDRESS でも定義されています。
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変更が必要な可能性のあるデフォルト RWP ポート番号を含むファイルについて
は、次の表を参照してください。

表 40. デフォルト RWP ポート情報を含むファイル

ファイル ファイルへのパス名

httpd.conf ..¥common¥IHS¥Conf¥

ssl.conf ..¥common¥IHS¥Conf¥

serverindex.xml (Profile 1) ..profiles¥profile1¥config¥cells¥

DefaultNode¥nodes¥DefaultNode

serverindex.xml (Profile 2 - RequisiteWeb) ..profiles¥profile2¥config¥cells¥

DefaultNode¥nodes¥DefaultNode

virtualhosts.xml (Profile 1) ..profiles¥profile1¥config¥cells¥DefaultNode

virtualhosts.xml (Profile 2 - RequisiteWeb) ..profiles¥profile2¥config¥cells¥DefaultNode

plugin_cfg.xml ..¥common¥eWAS¥profiles¥

代替のポート番号を構成するには

1. http.conf に Listen ステートメントを追加します。たとえば、ポート 8000 を追
加するには、行 add Listen 8000 を追加します。

2. plugin-cfg.xml の virtualhost グループに代替ポートを追加します。

3. HostAlias_x セクションの virtualhosts.xml ファイルに代替ポートを追加します。

RWP ログの構成
RWP で発生したすべてのエラーはログ ファイルに記録されます。 このファイルの
情報をトラブルシューティングに使用することができます。

以下のファイルで RWP エラーが見つかることがあります。

v WAS Embedded Express ログ ファイル
(..¥IBM¥RationalSDLC¥profiles¥profilen¥logs)。ログはプロファイル ベースで
行われ、n は、プロファイル番号に応じて 1 または 2 を表します。たとえば、
RequisiteWeb は固有のプロファイル (profile2) を持ち、他のアプリケーションか
らログを個別に保管します。

v IHS ログ ファイル (..¥common¥IHS¥logs)

v RWP スタートアップおよびシャットダウン スクリプトのログ エラーは、
rwp¥logs フォルダ。

アクセス、エラー、イベントのログに関する httpd.conf 内の多数の構成パラメー
タは、見出し Logging-related directives の下にグループ化されています。以下は変
更可能です。

v ErrorLog は、エラーが記録されるファイルの名前を指定します。例えば、
ErrorLog IHS¥logs¥error.log は、エラーが RWP インストール ディレクトリの
logs¥error.log ファイルにログ記録されることを指定します。

注: RWP のログ ファイルは、 259ページの『ログの循環とログのクリーンアッ
プ』で説明するように、rotatelogs コマンドにパイプ処理で渡される場合がありま
す。
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v LogLevel は、ログに記録されるエラーのタイプと重大度を指定します。たとえ
ば、LogLevel warn は、警告以下のエラーをログに記録することを指定します。
以下の表に、さまざまなログ レベルを重大度の高いものから順に一覧表示しま
す。これらの値のいずれかを指定すると、その重大度以下のすべての重大度のイ
ベントがログに記録されます。

表 41. RWP ログ レベル

LogLevel ログに記録されるメッセージ

emerg サーバーが動作しなくなる可能性のあるイベントに関する緊急メッ
セージ (最高の重大度)

alert 即座に修正する必要のある状態

crit ハードウェア エラーまたはシステム エラーなどの重大な状態

error その他すべてのエラー

warn 警告メッセージ

notice 特別な処置が必要な可能性のある状態

info 情報メッセージ (最低の重大度)

debug RWP のデバッグ

v LogFormat は、イベントをログに記録するときの形式を指定します。事前に定義
された形式の 1 つ (たとえば、common) を選択するか、独自の形式を定義するこ
とができます。ログ ファイルの文字列を構成するための形式のトークンとルール
の詳細については、http://www.apache.org/ で mod_log_config に関するドキュメン
トを参照してください。

v CustomLog は、RWP アクセス要求が記録されるファイルの名前を指定します。
たとえば、CustomLog logs¥accesserror.log common は、アクセス要求を RWP

のインストール ディレクトリにある logs/accesserror.log ファイルに、
common ログ ファイル形式で記録することを指定します。

ログの循環とログのクリーンアップ
デフォルトの構成では、ほとんどの RWP ログ ファイルは rotatelogs プログラムに
パイプされます。このプログラムは、定期的に新規ログ ファイルを作成します。

次の DOS コマンドでは、86,400 秒 (24 時間) ごとに accesserror.log ファイルの新
規コピーを作成するために、rotatelogs を使用しています。

CustomLog "|¥"C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥common¥IHS¥bin¥rotatelogs.exe¥"
¥"C:¥Program files¥IBM¥RationalSDLC¥common¥IHS¥logs¥access.log¥" 86400" common

ログ ローテーション ピリオドは、RWP が開始するときに始まります。

IHS ログ ファイルは時間の経過と共に累積されるため、perl スクリプトの
cleanuplogs.pl を定期的に実行して、古いログ ファイルを削除する必要がありま
す。 このスクリプトを修正して、スクリプトの実行頻度、削除するログ ファイル
の経過時間、操作のその他の内容を変更することができます。このスクリプトのデ
フォルトの場所は、C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥common¥rwp¥bin です。

このスクリプトは、「at」スクリプトを使用して自動的に実行することができます。
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注: デフォルトの RWP ログの場所を変更する場合は、新しい場所でこれらのログ
を検索するために cleanuplogs.pl スクリプトの修正も必要になります。

ローカル ログオンに必要な権限
ユーザーがドメイン アカウントを使用して Windows 2003 サーバーにログオンす
る際、ローカル側でログオンするためのドメイン アカウントをサーバーから付与さ
れていないと、認証障害が発生する場合があります。

この障害が発生しないようにするには、適切なドメイン ユーザーまたはグループに
対して [ローカル ログオンを許可する] 権限を付与するためのサーバー側のローカ
ル セキュリティ ポリシーを調整します。

RWP 構成の変更
RWP 構成の変更時に注意すべき点について説明します。

この章で説明する以外の RWP 構成ファイルは修正しないことをお勧めします。一
部の構成オプションを変更すると、RWP の処理に悪影響を及ぼします。この章で説
明していない構成変更は、実稼働環境に変更内容を導入する前に十分に評価する必
要があります。

RWP ユーザー アカウントの変更
インストール中に、RWP は組み込みユーザー アカウントの ID によって実行され
るように構成されます。以下の手順に従って、このアカウントを変更することがで
きます。

RWP はブート時に Windows サービス コントロール マネージャによって起動さ
れ、ID として組み込みの LocalSystem アカウント (NT AUTHORITY¥SYSTEM) を
使用して実行されます。

Windows で実行する RWP の ID を変更するには

1. [コントロール パネル] → [サービス] の順、または [コントロール パネル] → [
管理ツール] → [サービス] の順に選択して、サービス アプリケーションを実行
します。 RWP には以下のサービスがあります。

v IBM HTTP Server 6.1

v IBM WebSphere Application Server バージョン 6.1 - RWP ReqWeb Servlet

2. 各サービスの [ログオン] プロパティを編集して、ローカル アカウントまたはド
メイン アカウントを指定します。

3. rwp_restart を実行して、RWP を停止し再起動します。

RWP の起動、停止、再起動
RWP は通常、ブート時に起動します。 RWP を停止または再起動する必要がある
場合は (たとえば、変更した構成ファイルを再読み込みさせる場合など)、RWP の
bin ディレクトリに移動して、次の 3 つのスクリプトのいずれかを実行します。こ
れらのスクリプトは、RWP の IHS と eWAS 部分の両方の開始と停止を行いま
す。通常、これらのスクリプトは C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥

common¥rwp¥bin にあります。
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v rwp_startup は、RWP が実行されていない場合に RWP を起動します。

v rwp_shutdown は、RWP を停止します。

v rwp_restart は、rwp_shutdown コマンドと rwp_startup コマンドをこの順序で実行
して、RWP を再起動します。

また、単一のプロファイルの開始または停止のみが必要な場合なども、スクリプト
に含まれる個々のコマンドを実行して、RWP を手動で起動および停止することがで
きます。

[スタート] → [コントロール パネル] → [管理ツール] → [コンポーネント サービス]
の順にクリックして、これらのサービスを開始、シャットダウン、再起動すること
もできます。 ここから、以下のサービスにアクセスできます。

v IBM WebSphere Application Server バージョン 6.1 - RWP ReqWeb Servlet

ほかの Web サーバーから RWP へのアクセスの構成方法

サイトによっては、ほかの Web サーバーからプロキシまたはリダイレクトによっ
て、RWP にアクセスする必要がある場合があります。この構成では、ほかの Web

サーバーは、同じホスト上で稼働しているが別のポートを使用している RWP プロ
セス、または別のホスト上で稼働している RWP プロセスに特定の Web アドレス
をリダイレクトします。このタイプのアクセスが必要になる一般的なユース ケース
には、以下の 2 つがあります。

v RWP と別の Web サーバーとを同一ホスト上で実行する必要がある場合。RWP

は、別の Web サーバーを実行しないホスト上にインストールしてください。こ
れが不可能な場合は、RWP が使用していないポートをほかの Web サーバーが使
用するように構成してください。これが不可能な場合は、ほかの Web サーバー
が使用していないポートを RWP が使用するように構成する必要があります
( 266ページの『デフォルトの RWP HTTP ポートの変更』を参照)。また、オプ
ションで、ほかの Web サーバーが IBM Web クライアントで使用する Web ア
ドレスを RWP にリダイレクトするよう構成します。

v RWP をファイアウォールの内側で稼働する必要がある場合。RWP へのアクセス
を制限するために、ファイアウォールの外側で稼働している Web サーバーにつ
いて、特定の URL をファイアウォールの内側で稼働している RWP インスタン
スに渡すように構成することができます。

この項の手順に従って、以下のいずれかの Web サーバーから RWP へのアクセス
を提供するプロキシまたはリダイレクトの構成を有効にします。

v Apache HTTP Server

v Microsoft Internet Information Server (IIS)

注: IBM 製品の Web アプリケーションへのプロキシ アクセスまたはリダイレクト
アクセスを構成する操作手順は、そのアプリケーションと、プロキシとして動作す
る Web サーバーに固有のものです。この項で具体的に取り上げられている Web サ
ーバーと IBM ソフトウェア製品のみが、プロキシまたはリダイレクトの構成にお
いてサポートされます。
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Apache の mod_proxy サポートの構成

Apache HTTP Server のインスタンスを構成して RWP へのプロキシ アクセスをサ
ポートするには、Apache の mod_proxy モジュールが提供するプロキシ サポートに
よって Apache HTTP Server を構成する必要があります。この方法の詳細について
は、http://www.apache.org/ で入手できます。必要になる手順の概要は次のとおりで
す。

1. mod_proxy モジュールなどの必要なモジュールをロードするために、Apache

HTTP Server を構成します。通常は、Apache の httpd.conf ファイル内の
mod_proxy サポートに関するさまざまな LoadModule 指示文をコメント解除する
必要があります。例を次に示します。

LoadModule proxy_module modules/mod_proxy.so
LoadModule proxy_connect_module modules/mod_proxy_connect.so
LoadModule proxy_http_module modules/mod_proxy_http.so

2. httpd.conf 内の <IfModule mod_Proxy.c> ブロックにある ProxyRequests On 指示
文をコメント解除します。

<IfModule mod_proxy.c>
ProxyRequests On
</IfModule>

リバース プロキシ サポートを構成している場合には、 ProxyRequests パラメー
タ値を On から Off に変更してください。フォワード プロキシ サポートの場
合には、このパラメータを On のままにしてください。 ProxyRequests を Off

に設定しても、ProxyPass 指示文が使用できなくなることはありません。

3. httpd.conf. 内の <IfModule mod_proxy.c> ブロックに適切な ProxyPass および
ProxyPassReverse 指示文を追加します。 ProxyPass 指示文と ProxyPassReverse

指示文はアプリケーションに固有です。

次の例では cqweb を使用します。ここで、hostname は RWP サーバー ホスト
の名前であり、 port はオプションのポート番号で、RWP が HTTP の要求をリ
ッスンするデフォルトのポートを変更した場合には指定する必要があります
( 266ページの『デフォルトの RWP HTTP ポートの変更』を参照してくださ
い)。

ProxyPass / http://hostname[:port]/
ProxyPass /cqweb/ http://hostname[:port]/cqweb/
ProxyPass /wre/ http://hostname[:port]/wre/
ProxyPass /common/ http://hostname[:port]/common/
ProxyPass /px/ http://hostname[:port]/wre/px/
ProxyPass /wpf/ http://hostname[:port]/wre/wpf/
ProxyPass /dct/ http://hostname[:port]/dct/
ProxyPass /scripts/ http://hostname[:port]/scripts/
ProxyPass /view/ http://hostname[:port]/view/
ProxyPass /siteconfig/ http://hostname[:port]/wre/siteconfig/
ProxyPass /help/ http://hostname[:port]/view/browser/help/
ProxyPass /doc/ http://hostname[:port]/doc/
ProxyPass /html/ http://hostname[:port]/wre/common/html/

ProxyPassReverse / http://hostname[:port]/
ProxyPassReverse /cqweb/ http://hostname[:port]/cqweb/
ProxyPassReverse /wre/ http://hostname[:port]/wre/
ProxyPassReverse /common/ http://hostname[:port]/common/
ProxyPassReverse /px/ http://hostname[:port]/wre/px/
ProxyPassReverse /wpf/ http://hostname[:port]/wre/wpf/
ProxyPassReverse /dct/ http://hostname[:port]/dct/
ProxyPassReverse /scripts/ http://hostname[:port]/scripts/
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ProxyPassReverse /view/ http://hostname[:port]/view/
ProxyPassReverse /siteconfig/ http://hostname[:port]/wre/siteconfig/
ProxyPassReverse /help/ http://hostname[:port]/view/browser/help/
ProxyPassReverse /doc/ http://hostname[:port]/doc/
ProxyPassReverse /html/ http://hostname[:port]/wre/common/html/

たとえば、次の指示文により、プロキシ サーバーが、RWP_host という名前の
ホストのポート 81 でリッスンしている RWP プロセスへの、Rational

ClearQuest Web インターフェイスによるアクセスをサポートするように構成さ
れます。

ProxyPass / http://RWP_host:81/
ProxyPass /cqweb/ http://RWP_host:81/cqweb/
ProxyPass /wre/ http://RWP_host:81/wre/
ProxyPass /common/ http://RWP_host:81/common/
ProxyPass /px/ http://RWP_host:81/wre/px/
ProxyPass /wpf/ http://RWP_host:81/wre/wpf/
ProxyPass /dct/ http://RWP_host:81/dct/
ProxyPass /scripts/ http://RWP_host:81/scripts/
ProxyPass /view/ http://RWP_host:81/view/
ProxyPass /siteconfig/ http://RWP_host:81/wre/siteconfig/
ProxyPass /help/ http://RWP_host:81/view/browser/help/
ProxyPass /doc/ http://RWP_host:81/doc/
ProxyPass /html/ http://RWP_host:81/wre/common/html/

ProxyPassReverse / http://RWP_host:81/
ProxyPassReverse /cqweb/ http://RWP_host:81/cqweb/
ProxyPassReverse /wre/ http://RWP_host:81/wre/
ProxyPassReverse /common/ http://RWP_host:81/common/
ProxyPassReverse /px/ http://RWP_host:81/wre/px/
ProxyPassReverse /wpf/ http://RWP_host:81/wre/wpf/
ProxyPassReverse /dct/ http://RWP_host:81/dct/
ProxyPassReverse /scripts/ http://RWP_host:81/scripts/
ProxyPassReverse /view/ http://RWP_host:81/view/
ProxyPassReverse /siteconfig/ http://RWP_host:81/wre/siteconfig/
ProxyPassReverse /help/ http://RWP_host:81/view/browser/help/
ProxyPassReverse /doc/ http://RWP_host:81/doc/
ProxyPassReverse /html/ http://RWP_host:81/wre/common/html/

注: この例で指定されている Web アドレスは、ホスト名とオプションのポート
番号を除き、指定されているとおりに httpd.conf ファイルに記述する必要があり
ます。

ClearCase Web インターフェイスの場合は、次の ProxyPass 指示文と
ProxyPassReverse 指示文を追加します。

ProxyPass /ccweb http://hostname[:port]/ccweb

ProxyPassReverse /ccweb http://hostname[:port]/ccweb

ProxyPass /Java_Plugins http://hostname[:port]/Java_Plugins

ProxyPassReverse /Java_Plugins http://hostname[:port]/Java_Plugins

hostname は RWP サーバー ホストの名前です。port はオプションのポート番号
で、RWP が HTTP の要求をリッスンするデフォルトのポートを変更した場合に
は指定する必要があります ( 266ページの『デフォルトの RWP HTTP ポートの
変更』を参照)。たとえば、次の指示文により、プロキシ サーバーが、
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RWP_host という名前のホストのポート 81 でリッスンしている RWP プロセス
への、ClearCase Web インターフェイスによるアクセスをサポートするように構
成されます。

ProxyPass /ccweb http://RWP_host:81/ccweb
ProxyPassReverse /ccweb http://RWP_host:81/ccweb
ProxyPass /Java_Plugins http://RWP_host:81/Java_Plugins
ProxyPassReverse /Java_Plugins http://RWP_host:81/Java_Plugins

ClearQuest Web インターフェイスの場合は、次の ProxyPass 指示文と
ProxyPassReverse 指示文を追加します。
v ClearQuest Web インターフェイスの場合は、ccweb Web アドレス用に次の形
式の ProxyPass 指示文と ProxyPassReverse 指示文を追加します。

ProxyPass /wpf/ http://hostname[:port]/wpf/

ProxyPass /px/ http://hostname[:port]/px/

ProxyPass /images/ http://hostname[:port]/images/

ProxyPass /dct/ http://hostname[:port]/dct/

ProxyPass /common/ http://hostname[:port]/common/

ProxyPass /../view/ http://hostname[:port]/view/

ProxyPass /view/ http://hostname[:port]/view/

ProxyPass /cqweb/ http://hostname[:port]/cqweb/

ProxyPass /cqattachments/ http://hostname[:port]/cqattachments/

ProxyPassReverse / http://hostname[:port]/

hostname は RWP サーバー ホストの名前です。port はオプションのポート番
号で、RWP が HTTP の要求をリッスンするデフォルトのポートを変更した場
合には指定する必要があります。次の例では、RWP_host という名前のホスト
のポート 81 でリッスンしている RWP プロセスへの、ClearQuest Web イン
ターフェイスによるプロキシ アクセスをサポートします。

ProxyPass /wpf/ http://RWP_host:81/wpf/
ProxyPass /px/ http://RWP_host:81/px/
ProxyPass /images/ http://RWP_host:81/images/
ProxyPass /dct/ http://RWP_host:81/dct/
ProxyPass /common/ http://RWP_host:81/common/
ProxyPass /../view/ http://RWP_host:81/view/
ProxyPass /view/ http://RWP_host:81/view/
ProxyPass /cqweb/ http://RWP_host:81/cqweb/
ProxyPass /cqattachments/ http://RWP_host:81/cqattachments/

ProxyPassReverse / http://RWP_host:81/

ClearCase、ClearQuest またはその他の IBM 製品の新しいリリースを RWP ホス
トにインストールすると、IBM 製品の Web インターフェイスで使用される
Web アドレスが変更されることがあります。RWP ホスト上の IBM 製品の現在
有効な Web アドレスを確認するには、RWP conf/include ディレクトリにある
*.conf ファイルを調べます。アプリケーションの Web アドレスは、引数として
Alias 指示文または JkMount 指示文に埋め込まれています。たとえば、JkMount
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/CQWeb/* ajp13 は、 /CQWeb が、RWP でサポートされる Web アドレスであ
ることを示します (末尾の /* は省略します)。同様に、Alias /ccweb

"_CC_HOME_/web" は、 /ccweb が RWP でサポートされる Web アドレスである
ことを示します。

Internet Information Server の URL リダイレクトの構成

HTTP 要求をポート 80 でリッスンする Microsoft Internet Information Server (IIS)

のインスタンスと RWP がホスト上で共存する必要がある場合、RWP を再構成し
て HTTP 要求を別のポートでリッスンするようにする必要があります。 266ページ
の『デフォルトの RWP HTTP ポートの変更』を参照し、次のいずれかの操作を行
います。

v RWP のこのインスタンスによって処理される IBM Web インターフェイスが使
用する Web アドレスに、ポート指定子 (たとえば、http://hostname:81/

application_directory_name/login/)) を含めます。

v IIS のリダイレクト機能を使用して、ポート 80 にリダイレクトされ (IIS により
受信され) た IBM Web インターフェイスの Web アドレスが強制的に RWP に
リダイレクトされるようにします。

IIS でリダイレクトを使用するように構成するには、次のようにします。

1. IIS の構成ユーティリティ (インターネット サービス マネージャ) を実行しま
す。

2. IIS の [既定の Web サイト] フォルダに新しい仮想ディレクトリを作成します。

v [仮想ディレクトリ 別名] で、仮想フォルダを使用する Web クライアント名
が分かるような名前を選択します (ccwebcqweb など)。

v [Web サイトのコンテンツのディレクトリ パス] に、Web サーバー ホスト
上の物理ディレクトリを指定する必要があります。このディレクトリは、ホス
ト上に存在している必要がありますが、ステップ 4 でリダイレクトを設定し
た後は、Web サイト コンテンツの格納には使用されません。この処理を行う
ために、新しいディレクトリを作成し、誤って削除される危険性が減るように
保護してください。

注: このディレクトリを RWP インストール ディレクトリのサブディレクト
リとして作成すると、RWP がホスト上に再インストールされたときに削除さ
れます。

v [アクセス許可] には、 [読み取り] と [ASP 等のスクリプトを実行する] を
指定します。

3. ステップ 2 で作成した仮想ディレクトリを右クリックし、その [プロパティ] ウ
ィンドウを開きます。

4. [仮想ディレクトリ] タブの [このリソースへの接続時に使用されるコンテンツの
場所] で、[URL へのリダイレクト] を選択します。

5. [リダイレクト先] ボックスに、RWP へのリダイレクトのために IBM Web イン
ターフェイスで使用する Web アドレスを入力します。たとえば、Web インター
フェイスをリダイレクトして、ポート 81 をリッスンしている RWP のインスタ
ンスを使用する場合は、http://hostname:81/application_directory_name/

login のように入力します。
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hostname は RWP および IIS を実行するホストの名前で、
application_directory_name は、実行している Web インターフェイスによって使
用されるディレクトリ名です。

6. [クライアントは以下に送信されます] で、[上で入力した URL] を選択します。

7. http://hostname/application_directory_name/login を参照すると、ステップ 5 (265ペ
ージ) で指定した URL にある Web インターフェイスにリダイレクトされるこ
とを確認します。

デフォルトの RWP HTTP ポートの変更

RWP が HTTP の要求をリッスンするポートは、httpd.conf の Listen パラメータに
よって定義されます。たとえば、Listen 80 は RWP に対し、ポート 80 (HTTP の
デフォルト) でリッスンするように指示します。これを変更して、利用可能な任意
のポート番号を指定することができます。たとえば、Listen 8000 は RWP に対
し、ポート 8000 でリッスンするように指示します。

デフォルトの RWP ポートを変更したり、ポートを追加したりするには、httpd.conf

ファイル、 plugin_cfg.xml ファイル、および virutalhosts.xml ファイルを修正する必
要があります。複数のプロファイルを使用している場合、使用しているすべてのプ
ロファイルに対して上記すべてのファイルを修正する必要があります。ファイルの
場所については、 257ページの『デフォルトの RWP ポートの変更』も参照してく
ださい。 serverindex.xml ファイルは、WAS ポートを定義します。同じポートを使
用するインストール済みの WAS の別のインスタンスがある場合を除いて、このフ
ァイルを修正する必要はありません。

注: RWP HTTP ポート番号を 80 以外に変更する場合は、RWP を参照するすべて
の Web アドレスにそのポート番号を含める必要があります。たとえば、
http://RWP_host.domain:8000/reqweb/ のようになります。

デフォルト RWP HTTP ポートを変更してリダイレクトするには、デフォルト
RWP HTTP ポート (80) を変更します。テキスト エディタを使用して、次に示す
ようにファイル内の内容を修正します。

v ファイル:

C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥common¥IHS¥conf¥httpd.conf

変更: Listen 0.0.0.0:80

v ファイル:

C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥common¥eWAS¥profiles¥plugin-cfg.xml

変更: <VirtualHost Name=”*:80” />

v ファイル: C:¥ProgramFiles¥IBM¥RationalSDLC¥profiles¥profile2¥config¥

cells¥DefaultNode¥virtualhosts.xml

変更: <aliases xmi:id=”HostAlias_2” hostname=”*” port=”80”/>

Web サービスを再始動します。

RWP に対する安全なアクセスの構成
SSL を使用して IBM 製品の Web クライアントとの通信の安全性を確保するよう
RWP を構成する方法は数多くあります。
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典型的な構成では、公共インターネット上の Web クライアントがファイアウォー
ル経由で RWP にアクセスできるようになっています。 RWP と、Web 製品をサポ
ートするホストとの間の通信では、HTTPS プロトコルが使用され、SSL によって安
全が確保されています。 RWP と企業イントラネット上のホストとの通信には、通
常の RPC (Remote Procedure Call) を使用しますが、これは安全ではありません。
通常の RPC ではファイアウォール経由の通信は不可能なので、RWP とホスト サ
ーバーとの間にファイアウォールは設置できません。

例えば標準的な構成では、Web アドレスは https://hostname/

application_directory_name になります。

この例で、hostname は RWP サーバー ホストのホスト名であり、
application_directory_name はアプリケーション固有のディレクトリ名です。 Web ク
ライアントと RWP の間の通信のためのデフォルト ポートは、HTTPS のデフォル
トである 443 です。

RWP でセキュア ソケットを使用する構成

Web クライアントと RWP との間で通信の安全性を確保するには、IBM Secure

Sockets Layer (IBM SSL) プロトコルをサポートするよう RWP を構成します。次
の処理を実行します。

1. 現在のバージョンの RWP では Open SSL がサポート対象外になりました。
RWP を使用する製品をアップグレードしていて、前に作成した Open SSL 証明
書を使用したい場合には、 269ページの『Open SSL 証明書から IBM SSL への
変換』を参照して、既存の証明書を IBM SSL で使用できるように変換してくだ
さい。この変換を行う場合、次のどのステップも行う必要はありません。 IBM

SSL を使用して新規の証明書を作成するには、以下の残りのステップに従ってく
ださい。

2. httpd.conf 内の Include conf/ssl.conf 文をコメント解除します。

3. common/IHS/key.kbd ファイルおよび key.sth ファイルを作成していない場合
は、IKeyMan (SSL 鍵と鍵データベースの作成および管理を行う IBM ユーティ
リティ) を使用して、これらのファイルを作成します。 common/IHS/bin ディレ
クトリから IKeyMan を実行します。詳しくは、Help for IKeyMan

(http://www.ibm.com/software/webservers/httpservers/doc/v10/ibm/9atikeyu.htm) を参
照してから、『HTTP Server 鍵の作成』 を参照してください。

4. 次に、証明書を作成します。 HTTP サーバーの自己署名証明書の作成を参照し
てください。 認証局に送る新規認証要求の作成の詳細については、Help for

IKeyMan (http://www.ibm.com/software/webservers/httpservers/doc/v10/ibm/

9atikeyu.htm) を参照してください。

5. 非 SSL 要求を SSL 要求として処理するよう強制するには、オプションの手順
269ページの『RWP を使用した SSL 接続の強制』を使用します。

HTTP Server 鍵の作成

IBM HTTP Server の鍵ファイルには、IBM HTTP Server で使用する証明書が保存
されます。
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IBM HTTP Server Key Management Utility を使用して IBM HTTP Server (IHS) 鍵
を作成するには、次を実行してください。

1. 現在 IBM HTTP Server が実行している場合は、停止します。

2. 次の処理を実行して、IBM HTTP Server Key Management Utility ツールを開始
します。

v Windows では、[スタート] > [プログラム] > [IBM HTTP Server 6.0.2] >
[Start Key Management Utility] とクリックします。

v UNIX システムおよび Linux では、/opt/rational/common/IHS/bin ディレク
トリにナビゲートして、コマンド ./ikeyman を入力します。

3. このステップを実行する前に、作成済み鍵ストア ファイルのロケーション (例
えば、C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥common¥IHS¥key.kdb ) を把握して
いる必要があります。 [Key Database File] > [NEW] とクリックし、以下の情
報を入力して [OK] をクリックします。

v [Key Database Type] に、CMS key database file と入力します。

v [Location] に、Windows の場合は、drive letter:¥Program

Files¥IBM¥RationalSDLC¥common¥IHS¥ と入力します。UNIX システムおよび
Linux の場合は、/opt/rational/common/IHS/ と入力します。

4. 新規鍵ストア ファイルの名前として key.kdb と入力します。

5. パスワードのプロンプトが表示されたら、パスワードを入力し、パスワードの確
認を行います。このパスワードによって、作成している鍵ファイルが保護されま
す。

注: 必要に応じて、パスワードの有効期限 (日単位) を設定することができま
す。365 と入力した場合は、新しいパスワードを 365 日後に作成する必要があ
ります。

6. [Stash the password to a file] チェック ボックスが選択されていることを確認
します。このチェック ボックスを選択すると、HTTP Server は、パスワードを
使用して鍵ストア ファイルに保存されている証明書にアクセスできるようにな
ります。

7. [OK] をクリックします。

8. IBM HTTP Server を再起動します。

HTTP サーバーの自己署名証明書の作成
1. IBM HTTP Server Key Management Utility ツールを開始します (まだ実行して
いない場合)。

2. [Key Database File] > [Open] > [Select Key database type CMS] とクリック
し、[browse] をクリックして、鍵ストア ファイル (key.kdb) に移動します。

3. 鍵ストア パスワードを入力して、[OK] をクリックします。

4. [Key database content] で、ドロップダウン メニューをクリックし、[Personal
Certificates] (自己署名証明書を作成している場合) または [Personal Certificate
Requests] (独立した認証局 (CA) に送信する証明書要求を作成している場合) を
選択します。

5. 自己署名証明書を作成している場合は、[New Self-Signed] をクリックします。
[Create a New Self-Signed Certificate] ウィンドウが開きます。
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6. 次のフィールドにデータを入力してこの証明書の鍵ラベルを入力し、[OK] をク
リックします。鍵ラベルにはスペースを使用しないでください。

v [Version] フィールドで、X509 V3 を選択します。

v [Key Size] フィールドで、1024 を選択します。

v [Common Name] フィールドに、HTTP Server の完全修飾アドレスを入力しま
す (たとえば、Servername.ibm.com)。

v [Organization] フィールドに、会社名または領域名を入力します。[Common

Name] フィールドと [Organization] フィールドは、[Distinguished Name] の必
須フィールドです。 [Organization Unit]、[Locality]、[State/Province] などのそ
の他のフィールドはオプションです。

v [Country] フィールドで適切な値を選択します。

v [Validity Period] フィールドに、365 と入力します。

RWP を使用した SSL 接続の強制

非 SSL 要求を SSL 要求として処理するよう強制するには、RWP を使用して次の
ようにしてください。

1. httpd.conf で、virtualhost 設定を追加または修正し、次のコマンドを追加してく
ださい。

<VirtualHost *:80>
ServerName yourservername
RewriteEngine on
RewriteCond %{SERVER_PORT} !^443$
RewriteRule ^(.*)$ https://yourservername$1 [R]
RewriteLogLevel 0
RewriteLog "C:/Program Files/Rational/common/rwp/IHS/logs/rewrite.log"
</VirtualHost>

注: WebSphere Application モジュールおよび WebSphere Plug-in モジュールを
ロードする前にこれらを実行するには、これらのコマンドが httpd.conf ファイル
内に適切に配置されていることを確認してください。

2. 次のコマンドを追加して、ssl.conf ファイルを含めてください。

#
# include ssl information
#
Include conf/ssl.conf

3. ssl.conf ファイルを編集すれば、適切な SSL 認証パスの情報が提供されます。

Open SSL 証明書から IBM SSL への変換
対象の製品をアップグレードするが、現在 Open SSL 証明書を使用している場合
は、まず証明書を PKCS12 フォーマットにエクスポートしてから、それを IBM

SSL 証明書としてインポートする必要があります。これらのエクスポートされたプ
ライベート証明書とパブリック証明書は、パスワードで保護されたファイルに保管
されます。

既存の Open SSL 証明書を PKCS12 フォーマットにエクスポートおよびインポー
トするには、次のようにします。

1. 証明書を PKCS12 フォーマットにエクスポートするには
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a. コマンド プロンプトを使用して、 C:¥Program

Files¥IBM¥RationalSDLC¥common¥rwp¥bin に移動します。

b. 移動先のディレクトリから、次のコマンドを入力します。

openssl pkcs12 -export -in your_server_certificate.crt -out

mapped_shared_location¥server_cert.p12 -inkey your_server_private_key.key

-name ibmhttp

注: server_cert.p12 ファイルの場所に注意してください。これは、IBM SSL

鍵管理ストアにインポートされる、PKCS12 フォーマットのファイルです。

c. 秘密鍵が最初に作成されたときに使用されたパスフレーズを入力します。

d. エクスポート パスワードを入力します。

2. 制約のないバージョンを使用するように IBM SDK ポリシー ファイルをアップ
グレードして、IBM 以外の証明書ファイルが認識されるようにします。

注: ポリシー ファイルのアップグレードに失敗すると、PKCS12 証明書のイン
ポート時にエラーが発生します。
http://www.ibm.com/support/docview.wss?uid=swg21201170 の手順に従ってくださ
い。バージョン 1.4.2 の制約のないポリシー ファイルをダウンロードして、
C:¥Program Files¥IBM¥RationalSDLC¥common¥rwp¥IHS¥_jvm¥jre¥lib¥security

にある 2 つの既存のポリシー ファイルと置き換えます。

次のようにして、証明書を IBM SSL 鍵管理ストアにインポートします。

a. IBM HTTP Server Key Management Utility ツールを開始します (まだ実行し
ていない場合)。

b. このツールで、[Key Database File] > [Open] > [Select Key database type
CMS] とクリックし、[Browse] をクリックして鍵ストア ファイル (key.kdb)

に移動します。

c. 鍵ストア パスワードを入力して、[OK] をクリックします。

d. 鍵データベース コンテンツ領域で、ドロップダウン メニューをクリックし
て [Personal Certificates] を選択します。

e. [Import] をクリックしてから [Key File type] をクリックし、[PKCS12] を
選択します。

f. [Browse] ボタンをクリックして、インポートする .p12 ファイルに移動して
[OK] をクリックします。

g. プロンプトが表示されたら、鍵データベースのパスワードを入力して、[OK]

をクリックします。

h. [OK] をもう一度クリックして、インポート処理を完了します。

注: インポートしようとしている証明書の有効期限が切れている場合は、その証
明書をインポートすることはできません。
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